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ং

　佐渡市Ͱɺ平成 12年度Αり佐渡島にΔ鉱山遺跡の調査Λ行ͬͯ

い·͢ɻ本書ɺ平成 19 年度かΒ 22 年度にかけͯ行わΕた西三川砂金

山遺跡の分布調査Λ·ͱΊたのͰ͢ɻ

　ਅ地۠西三川川ྲྀҬҰଳにɺ平҆時にΔ佐渡ݹ࠷の金山ͱしͯ

ΒΕΔ西三川砂金山が所在しɺかͭͯの砂金採掘のࠟ跡佐渡ไ行所か

ΒݣさΕた西三川金山の跡などの鉱山関࿈遺跡の΄かɺ鉱山の҆

શͱൟӫΛཱݐͯͬئさΕたେ山ᜀਆ社ɺத世Ҏདྷのमݧ৴ڼͱ鉱山の関

࿈ੑΛ物ޠΔ๏名Ӄ௩・Ѩଫಊͱいͬたफࢪڭઃ܈が存在しͯい·͢ɻ

　明࣏ 5年に砂金山ด山し·したがɺࠓճの調査にΑりɺ砂金採掘に༻

いた水路・堤の遺構がࠓな͓ྑにさΕͯいΔ͜ͱが判明し·したɻ

　͜の調査成Ռがɺڷのྺڭ࢙ҭ地Ҭ׆ಈに׆͘༻さΕΔ͜ͱΛئ

͏ͱͱにɺจԽࡒにର͢ΔΑりҰの関৺ͱཧղΛਂΊΔたΊのܖ機ͱ

なΕいͰ͢ɻ

Λいたͩྗڠಋͱ͝ࢦͼ本書の編集に͋たりɺ͝ٴճの調査ࠓにɺޙ࠷　

き·した関者֤Ґにରしͯް͓͘ྱਃし্͛·͢ɻ

	 平成 24年 3月

	

	 佐渡市	 ∁  宏 Ұ 



ݴ　　　ྫ

	 1	 本書ɺ新潟県佐渡市େ୩・੩平・Լ川ໜ・Լࠇ山・େখ・ాਢ・๛ా・西三川Ұଳに所在͢Δ西三川砂金

山遺跡の分布調査報告書Ͱ͋Δɻ

	 2	 本書ɺ本จ・ૠਤ・ද・関࿈ࢿྉ・ਤ版・ࣸਅਤ版かΒなΔɻ

	 3	 分布調査ɺ࢙ࠃ跡ࢦఆΛ目的ͱした༰確認のたΊののͰ͋Δɻ

	 4	 調査ɺ佐渡市ڭҭҕһ会ٴͼ佐渡市が࣮ࢪしたɻ

	 5	 調査ɺ平成 19年度～ 22年度にࠃๅॏཁจԽࡒ保存උඅิॿ事ۀの事ۀ採Λडけ࣮ͯࢪしたɻ

	 6	 調査にΔࢿྉɺͯ͢佐渡市が保・ཧしͯいΔɻ

	 7	 本書Ͱ༻いたํ֯ɺ特にදࣔのない߹ɺͯ͢ਅ北Ͱ͋Δɻ

	 8	 した߹にͦΕͧΕの出యΛ記したɻ༺存のਤΛط成したૠਤ・ਤ版の͏ͪɺ࡞

	 9	 Ҿ༻・ߟࢀจݙ著者ٴͼץ行年（西暦）Λจதのʦ　ʧͰࣔしɺרにࡌܝしたɻな͓ɺ第ᶘষ 1અ 2）にͭ

いͯɺ著者（ץ行年）ٴͼ（著者ץ行年）のද記Λซ༻しɺઅにࡌܝしたɻ

	 10	 Ҿ༻ֆਤの͏ͪɺֆਤにදのないのにͭいͯɺཧ者のצҊした名শΛʤ　ʥͰࣔしたɻ

	 11	 地ܗਤ新潟県佐渡地Ҭৼہڵ林水産෦ৼڵ෦が࡞成した 1�5,000 地ܗਤ（1984 年࡞成）Λ༻したɻ

	 12	 本書のਤ版࡞成・編集有限会社不二出版にҕୗしたɻ

	 13	 本書のࣥචɺ第ᶗ～ᶚষ 1若林ɺ第ᶚষ 2尾崎が୲しɺ編集若林が行ͬたɻ

	 14	 調査かΒ本書の࡞成にࢸΔ·ͰԼ記のํʑかΒଟେなࣔ͝ڭͱ͝ྗڠΛͬࣀたɻް͘ँײਃし্͛Δɻ

　　　҆౻ॏ༤　　ా༤　　ӓ٩　　　খా島ًࢤ　　খా༝ඒࢠ　　֯ాಙ　　金ࢠҰ༤　　金צࢠ三

　　　ਆଂউ明　　北ത࢘　　北村　྄　　ށխޫ　　খদඒླ　　খ林ቫ༤　　ࡔҪल　　ఃํ　ঢ

　　　佐౻ར　　ᖒా　ರ　　島ޫ༤　　ླҮ　　ླҰٛ　　高尾明ߒ　　ؗ林ਗ਼　　ాதܓҰ

　　　ాத༤　　୩ޱҰ　　ࣉ崎࢙߁　　தా݈Ұ　　Ӭদ　　ഡ原三༤　　Ӌੜྩ٢　　福ా高保

　　　本間　ษ　　本間ढ़　　本間༟ږ　　本間ོ市　　ٶ本խ௨　　目ࠇ行　　本த　ᚸ　　山　保

　　　山Լ৴Ұ　　山本　ਔ　　山本मາ　　༨ބ明　　٢川　ਖ਼　　渡෦ߒ二

෦記೦物課ࡒҭிจԽ行課　　จԽிจԽڭ川集མのօ༷　　佐渡西三川ΰーϧドύーΫ　　新潟県　　　

（শུܟ）　　　
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1　調査にࢸΔ経緯

平成9（1997）年ɺ佐渡島にΔ金銀山のՁΛ世界に発৴しɺͦの保ޢͱ׆༻Λ目的ͱしͯ佐渡郡町

村会にΑりʮ佐渡金銀山遺跡調査ݕ౼४උ会ʯ（ҎԼ४උ会ɺ平成 16年 3月߹ซ·Ͱ）が発したɻ४උ会

分͝ͱに調査෦会がઃけΒΕɺچ市町村ͱྗڠし֤ͯ種の調査Λ進Ίͯきたɻ४උ会ٴͼ関࿈市町村

の͜Ε·Ͱの調査成Ռにͭいͯɺ平成 14年度にچ૬川町ڭҭҕһ会のʰ佐渡金銀山　૬川町鉱山間า

分布調査・ࣉ社調査報告書 ʦɦࡈ౻΄か2003ʧɺ平成 16年度に佐渡市ڭҭҕһ会のʰ佐渡金銀山　૬川地

۠石物分布調査報告書 ʦɦ佐౻΄か2005ʧなどに·ͱΊΒΕͯいΔɻ

平成 16年 3月ɺ佐渡島 10市町村が߹ซしͯ佐渡市がੜしɺ४උ会・چ૬川町佐渡金銀山課・૬

川町ڭҭҕһ会の調査ΛҾきܗ͙ܧͰɺ佐渡市ڭҭҕһ会ੜֶ֔श課に佐渡金銀山ࣨがઃஔさΕたɻ平成

18年度に組৫վ編にΑりจԽ行Λ主なۀͱ͢ΔจԽৼڵ課がಠཱしɺ平成 19年度に課名Λ世

界遺産・จԽৼڵ課にมߋɺಉ年度にʰ佐渡金銀山　佐渡金山遺跡（্૬川地۠）調査報告書 ʦɦӉ佐ඒ΄

か2008ʧ・h 調査報告書܈物ݐ佐渡鉱山近Խ遺産چ ʦɦ佐渡市ڭҭҕһ会 2008ʧがɺཌ 20年度にʰ佐

渡金銀山　ਧ্ւ؛石跡調査報告書 ʦɦӉ佐ඒ 2009ʧがץ行さΕたɻ

ͦのޙɺ平成 21年度に世界遺産ొ録推進ۀΛ特Խさせた世界遺産推進課が市෦ہに新ઃさΕɺͦ

ΕҎ֎のจԽ行ڭҭҕһ会෦ہのจԽৼࣨڵが୲͢Δ͜ͱͱなりɺಉ年度にʰ佐渡金銀山　ࢠ銀

山跡分布調査報告書 ʦɦӉ佐ඒ 2010ʧ・h 佐渡金銀山　佐渡金山遺跡（北地۠）چ佐渡鉱山࡞܈発

掘調査報告書 ʦɦӉ佐ඒ΄か2010ʧがɺཌ 22年度にʰ佐渡金銀山　ยล・ࣛӜւ؛石跡分布調

査報告書 ʦɦӉ佐ඒ 2011ʧがץ行さΕͯいΔɻ平成 23年度にɺ࠶ͼจԽࣨࡒが世界遺産推進課に߹ซ

さΕɺ世界遺産ొ録推進ΛؚΉจԽࡒ行શൠΛऔりѻ͏෦ॺͱなͬたɻ

西三川砂金山ɺ佐渡ݹ࠷の金山ͱしͯ佐渡鉱山্࢙ॏཁなҐஔΛΊ͓ͯりɺ͜Ε·Ͱଟ͘のڀݚ者

ਅ町࢙編ࢊ事ۀにΑりɺ主にจࢿݙྉの面かΒ調査が進ΊΒΕͯきたʦਅ町࢙編ࢊҕһ会 1976ɺ

খੁ 1988・2000ʧɻ平成 15年度にɺ४උ会にΑΔށߐ時に川ेീຕ村の名主ΛΊた金צࢠ三

Ոに存͢Δ砂金山関ࢿྉの目録調査が行わΕʦ佐渡金銀山遺跡調査ݕ౼४උ会 2004ʧɺ砂金山のԊ

ֵՔ所・水路・堤のنΛ記したݹจ書ɺ川ेീຕ村पลの༷ࢠΛඳいたֆਤが確認さΕͯいΔɻ

ͦのҰํͰɺ࣮ࡍの遺跡範囲ݱঢ়にͭいͯɺ佐渡市西三川の川集མ地に分布͢Δ砂金ߐಓ跡ɺ

せり遺跡などの͘͝Ұ෦の遺跡がຒଂจԽࡒแଂ地ͱしͯपԽさΕͯいΔのみͰɺͦのશ༰明Βか

にさΕͯ͜なかͬたɻしかし近年ɺ県ಓ੩平・西三川ઢվྑ事に͏発掘調査ʦݎ΄か2004ɺޱ・

若林・খా 2009ʧɺ砂金採掘に関࿈͢Δ石組遺構の分布調査ʦ山本・Ӌੜ・Ӌ二ੜ 2004ʧが行わΕɺ

͘͝Ұ෦の調査Ͱ͋Δが遺跡の࣮ଶのղ明が進ΊΒΕͯきたɻ·たɺ川集མपลにɺかͭͯの鉱山

ͱݱ在の山村集མがҰମͱなͬたจԽ的؍ܠがల։し͓ͯりɺ平成 20年度かΒ 22年度の調査ʦ佐渡

市世界遺産推進課 2011ʧΛ͏けɺ平成 23年度に新潟県ॳのॏཁจԽ的؍ܠにબఆさΕたɻ

͜のΑ͏なঢ়گのதɺ佐渡市Ͱ平成 19年度かΒ平成 22年度にかけͯɺ西三川砂金山の࢙ࠃ跡ࢦఆ

にけͯの範囲・༰確認のたΊの分布調査Λ࣮͢ࢪΔ͜ͱͱしたɻ
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西三川砂金山の࠷େの特ɺ砂金採औに༻͢Δ水Λڑ水路にΑり調ୡした͜ͱͰ͋Δɻ

͜Ε·Ͱの調査にΑりɺ主な砂金採掘地の所明ΒかにさΕͯいΔ͜ͱかΒɺࠓճの調査Ͱɺ͜Ε

·Ͱৄࡉな調査が行わΕͯ͜なかͬた水路のϧーτݱঢ়確認Λ主目的ͱしたɻ·たɺ調査に͋たͬͯɺ

事લにฉきऔり調査Λ࣮ࢪしɺ水路の水ݯͱなΔՏ川の水͝ܥͱに年度別の地۠ઃఆΛ行ͬたɻ

な͓ɺ遺跡が山தに͋Δ͜ͱかΒɺथのൟໜがগな͘ɺݟ௨しがき͘͜ͱにՃ͑ɺ積ઇのগない

11・12月ٴͼ 3月Λத৺に調査Λ࣮ࢪしたɻҎԼɺͦの経աΛड़Δɻ

平成 �� 

3 月にɺ記録্Ͱ西三川砂金山࠷の 6,655 間（ 12Lm）ΛܭΔɺ経௩関ޱかΒத
なか

ฑ
がΒ

山・ಕࡔ山Ք

所ࢸΔ水路（௨শʮ金
きん

山
ざん

ߐ
͑

ʯ）の分布調査Λ࣮ࢪしたɻ調査範囲ɺ遺跡の࠷東෦に͋たΔখ
͓ ͝ ͏ ͪ

川川্ྲྀ

かΒɺதԝ෦に͋たΔ川集མにかけͯの 3,000,000m2 にٴͿɻ調査に͋たͬͯɺ地ۀ࡞ݩһのҊ

のͱɺ水路のܗߐに૬͢Δのࣼ面Λした平ୱ面Λ౿査しɺ遺構の存ঢ়گの確認Λ行ͬたɻ

調査の݁Ռɺࣼ面の่མɺޙ世の水ా։発・ಓ路ݐઃにΑͬͯফ໓しͯいΔՕ所が͋Δののɺ金山

に֘͢Δ水路跡ߐ 1ͱɺ関ޱ近に 出したɻݕの石組遺構Λج2

平成 �0 

12 月ٴͼ 3月にɺ遺跡北෦ͱೆ東෦の 3,000,000m2 にわたͬͯ分布調査Λ࣮ࢪしたɻ調査の݁Ռɺ

ܰҪ川関ޱかΒதฑ山の水路（௨শʮஜߐޙʯ）ɺؠ௩関ޱかΒਿ平山の水路ɺ高
たか

ੁ
͢が


さわ

関ޱかΒޒ
͝

社
しΌ




山の水路ɺ高ੁ関ޱかΒ成
なり

༝
Αし

山の水路ɺ੨かΒཱ山の水路のܭ 5の水路跡ɺਿ平山堤ɺ

成༝山堤ɺޒ社山堤ɺཱ 山堤ɺ堤の の堤跡ɺ成༝山近Ͱج5 出したɻな͓ɺݕの石組遺構Λج1

Δ平成ྃ͢いΔ͜ͱかΒɺ分布調査がͯͬに社山ҰଳͰɺଟの水路跡石組遺構がྑޒ 22

年度Ҏ߱にৄࡉな遺構調査Λ࣮͢ࢪΔ͜ͱͱしたɻ

平成 �� 

3 月にɺ遺跡ೆ෦ٴͼ西෦の 2,000,000m2 にわたΔ分布調査Λ࣮ࢪしたɻ調査の݁Ռɺւࠜ関

かΒӏޱ山ɺେのた三π߹関ؙދかΒޱ山ɺམ߹関ؙދかΒޱ
͏

ಕ
ͱ͏͛

山ɺ西三川川தྲྀかΒ金
かな

掘
΄り

山ɺ西三

川川தྲྀかΒా崎にࢸΔܭ 5の水路跡ͱɺؙދ山্堤（北෦）ɺؙދ山্堤（ೆ෦）ɺؙދ山Լ堤ɺӏಕ

山堤の ͱ͢Δݯ出したɻ͜の͏ͪɺ西三川川தྲྀΛ水ݕの堤跡Λج4 2本の水路にͭいͯɺจࢿݙྉ

にະ記ࡌͰ͋りɺ地ݩのঝͰۀ༻水にస༻した͜ͱかΒɺલ者Λʮݹ
ふΔ

ߐ
͑

ʯɺޙ者Λʮ新
しん

ా
Ͱん

ߐ
͑

ʯͱ

川集མҰଳのんͰいΔͱの͜ͱͰ͋Δɻ͜の他ɺ遺跡தԝ෦のݺ 500分の 1の地ܗਤΛ࡞製したɻ

平成 �� 

11 月にɺ遺跡北෦の 60,000m2 の分布調査Λ࣮ࢪしɺ平成 20年度に確認した高ੁ関ޱかΒޒ社

山の水路の北にྡしͯΔ水路跡 1ͱɺԞ堤ͱݺΕΔ堤跡 出したɻ͜の水路ɺֆݕΛج1

ਤࢿྉのみに記録さΕ͓ͯりɺ調査の݁Ռɺֆਤͱ΄΅Ұக͢ΔҐஔに水路がల։しͯいΔ͜ͱΛ確認し

たɻ·たɺ平成 20年度の分布調査範囲Ͱ͋Δޒ社山Ұଳのআۀ࡞Λ࣮ࢪしɺ地ද面Ͱの遺構確認Λ

行ͬたɻ͜の他ɺ遺跡北෦ٴͼೆ෦の 500分の 1地ܗਤΛ࡞成したɻ

平成 �� 

平成 22年度にҾきଓきɺޒ社山地۠のআٴۀ࡞ͼ調査۠の水路・堤跡のτϨϯν調査Λ行いɺ
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遺構のԼ෦構の確認Λ行ͬたɻ·たɺ遺跡東෦の 500 分の 1地ܗਤの࡞成Λ行いɺซせ࢙ͯࠃ跡ࢦఆ

にけͯ平成 19年度かΒ 22年度の分布調査݁ՌΛ·ͱΊた報告書࡞成ۀ࡞Λ行ͬたɻな͓ɺ平成 22

年度かΒࢼ掘確認調査Λ࣮ࢪしͯいΔޒ社山地۠にͭいͯɺ平成 24年度Ҏ߱ܧଓ͢Δ͜ͱになͬ

͓ͯりɺ調査ऴྃޙに報告書Λץ行͢Δ༧ఆͰ͋Δɻ

3　ମ　　　੍

平成19年度

調査主ମ 佐渡市ڭҭҕһ会（ڭҭ　渡ᬒ　߶）

૯　　ׅ 石௩　ल（世界遺産・จԽৼڵ課）

ॸ　　 ᜊ౻　ٛত（課ิ佐）

Լ୩　　ప（世界遺産調査）

୲　　 若林　篤男（世界遺産調査主事）

࡞ ۀ һ ҆౻　ॏ༤ɺ金צࢠ三ɺ本間　ོ市

平成 20年度

調査主ମ 佐渡市ڭҭҕһ会（ڭҭ　渡ᬒ　߶）

૯　　ׅ 高౻Ұ平（世界遺産・จԽৼڵ課）

ॸ　　 ᜊ౻　ٛত（課ิ佐）

Լ୩　　ప（世界遺産調査）

市ڮ　࢙（世界遺産調査主事）

୲　　 若林　篤男（世界遺産調査主事）

࡞ ۀ һ ҆౻　ॏ༤ɺ本間　ษɺ本間　ོ市

平成 21年度

調査主ମ 佐　渡　市（市　∁　宏Ұ）

૯　　ׅ 北村　　྄（世界遺産推進課）

ॸ　　 ᜊ౻　ٛত（課ิ佐）

Լ୩　　ప（世界遺産調査）

୲　　 若林　篤男（世界遺産調査主事）

࡞ ۀ һ ҆౻　ॏ༤ɺ本間　ษɺ本間　ོ市

平成 22年度

調査主ମ 佐　渡　市（市　∁　宏Ұ）

૯　　ׅ 北村　　྄（世界遺産推進課）

ॸ　　 ᖛ　　ߒ（課ิ佐）

Լ୩　　ప（調査）

୲　　 若林　篤男（調査主事）

平成 23年度

調査主ମ 佐　渡　市（市　∁　宏Ұ）

૯　　ׅ ӋԼ　三࢘（世界遺産推進課）

ॸ　　 ᖛ　　ߒ（課ิ佐）

Լ୩　　ప（調査）

佐ʑߒو（調査主事）

୲　　 若林　篤男（調査主）

調査ࢦಋ 尾崎　高宏（新潟県ڭҭிจԽ行課世界

遺産ొ録推進ࣨ主調査һ）
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1　地ཧ的ڥ

1）Ґஔ・Ԋֵ

佐渡島ɺ本भ・北ւಓ・भ・ࠃ࢛Λআ͘ͱɺԭೄ本島に͙࣍େきさの島Ͱɺ新潟ߓ（新潟市）の西

ํ 67Lmɺߐߓ（্ӽ市）の北ํ 78Lmɺࣉധߓ（Ԭ市）の北西ํ 46Lmの日本ւ্にҐஔ

しͯいΔɻ面積 855�27Lm2ɺप囲のւ؛ઢ 280�4LmΛଌりɺ山林ͱࡶ種地が島面積の 80ˋҎ্

ΛΊͯいΔɻ島தԝにࠃ
͘に

த
なか

平ががりɺ北にେ佐渡山຺ɺೆにখ佐渡山地がฒ行͢ΔܗͰͦΕͧΕ

࣠Λ/&－ にԆしͯいΔɻେ佐渡山຺ɺඪ高48ํ 1,172mの金北山Λ͡Ίͱ͢Δ 1,000m

近い山ฒみが࿈ଓしɺখ佐渡山地ɺඪ高 645mのେ地山Λ͡Ίͱ͢Δൺֱ的い山ฒみが࿈ଓ͢Δɻ

本भͱ྆ߤ路（྆ߓ～新潟ߓ）の主ཁװઢの΄かɺখߤ路（খߓ～ߐߓ）ɺ྆
りΐ͏

ധ
ど·り

ߓ路（ധߤ

Ͱ݁ΕͯいΔɻ（ߓധࣉ～

ճの調査範囲ɺখ佐渡山຺のೆ西෦ɺਅೆ西のాࠓ
た


ぎり

ਢ
͢

崎のೆଆͰ日本ւに͙西三川川ྲྀҬ

ҰଳͰ͋Δɻ西三川川ɺਅ地۠๛ా地のখ
͓

布
Ϳ


せ

ஷ水Λ࢝ͱ͢Δશ 6�5Lmの二ڃՏ川Ͱɺ

県ಓ੩平・西三川ઢͱ林ಓމ
͘ Δ み

౧平
ͩいΒ

ઢがଓ͢ΔԼྲྀ෦Ͱྲྀࢧの川川がɺՏޱ෦に近いҩԦࣉ近Ͱࢧ

両津

赤泊小木

寺泊

直江津

柏崎
Kashiwazaki

長岡
Nagaoka

巻町
Maki

Ojiya

新潟
Niigata

新発田
Shibata

ୈ � 図　ࠤࢢのҐஔٴͼ調査ൣғ （地ਤ出యɿ(PPHMF	.BQT）
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ྲྀの֯
か͘

間
·

川が߹ྲྀしͯܗ成さΕΔՏ川Ͱ͋ΔɻԼྲྀҬの西三川集མͰɺҐՏ؛ஈ্ٰに水ాががりɺ

高ҐのՏ؛ஈ্ٰにɺ特産Ͱ͋ΔリϯΰφシなどのՌथԂがల։しͯいΔɻதྲྀҬͰՏ川の྆؛

山林がத৺ͱなりɺ所ʑわͣかにみΒΕΔ平地に水ాがࢄ在͢Δɻ

͜の西三川川ՏޱかΒ 4Lm্ྲྀのɺ西三川川ͱ川川にڬ·Εたখ佐渡山のٰྕ地にɺかͭͯ西

三川砂金山のத৺地ͱしͯӫ͑た川集མが所在͢Δɻઓࠃ期の্ਿࢯの佐渡平ఆにいɺ西三川砂金

山の本֨的な։発が進ΊΒΕɺͦのத৺地Ͱ͋ͬた川地۠ɺຖ月砂金 18ຕ（180 ྆ʹ 2�9LH）Λ্

ೲした͜ͱかΒɺʮ川ेീຕ村ʯͱΑΕɺେมないΛみせたͱい͏ɻ๛ਉल٢の෬ݟの金ଂにɺ

西三川の砂金がೲΊΒΕた͜ͱが記録にΔʦ新潟県ཱ佐渡高ֶߍಉ૭会 1985ʧɻށߐ期にɺ佐渡

ไ行所ΑりݣさΕた金山の所ͱがͯݐΒΕʦ新潟県佐渡郡所 1922ʧɺಙ川ນのࡒΛࢧ

͑た佐渡金銀山のͻͱͭͱしͯൟӫしたɻށߐத期Ҏ߱࣍第に産金ྔݮগしɺ明࣏ 5（1872）年にด山

ͱなͬたがʦ西三川村 1948ʧɺॅຽ΄ͱんど͢ࢄΔ͜ͱな͘͜の地にりɺ։ࠖমきなど

Λ行いながΒੜ׆Λૹͬͯきたɻݱ在鉱山に関࿈͢Δ遺構がྑに͓ͯͬりɺかͭͯの鉱山集མのง

囲ؾΛした村集མの؍ܠΛࠓに͑ͯいΔɻ

2）西三川川पลの地࣭ͱ砂金鉱চ

西三川砂金山の地࣭ͱ砂金鉱চにͭいͯɺ平成 20年度かΒ 22年度にかけͯ行ͬたจԽ的؍ܠ調査

成ՌかΒҾ༻͢Δʦ佐渡市 2011ʧɻ

"　খ佐渡のத新౷Լ෦Ր山ྨؠ

খ佐渡地Ҭにத新౷Լ෦のՐ山ྨؠが͘分布しɺͦΕΒのՐ山ংɺਿ山（1956）ɺ島・金Ҫ

΄か（1977）ɺখ佐渡ஂମڀݚάϧーϓ（1977）ɺখஂମڀݚάϧーϓ（1986）などにΑͬͯ調査ڀݚ

さΕたɻ島・金Ҫ΄か（1977）͜の地ҬのՐ山ؠংΛԼҐかΒ૬川ɺ三ɺ๛Ԭɺ経௩山

に۠分したɻ西三川川地۠の地࣭ਤΛ第 2ਤにࣔ͢ɻ

૬川西三川のւ؛かΒӽののւ؛ɺ͓Αͼখ佐渡北෦Ͱࠃ川・େ川தྲྀに分布͢Δɻ西

三川पลͰのؠ石փ৭～৭のม࣭҆山ؠ༹ؠ（ϓϩϐϥΠτ）ͱಉ࣭ڽփ֯ؠͰ͋Δɻ͜ΕΒ

ม࣭が͘ڧట石ɺΕん石などΛੜͯ͡いΔɻ金ଐ鉱ۀ事（1987）ஂۀの地࣭ਤͰ྆者が分けΒΕ

ͯඳかΕͯいΔ（第 2ਤ）ɻ北෦のେ川पลなどͰԼ෦がม࣭҆山ؠ༹ؠͱͦのՐؠࡅͰɺ水ม࣭

Λ著し͘डけͯいΔɻ্෦Ͱً石҆山ؠ༹ؠがӽ͢Δɻͦのؠ鉱物ม࣭ΛडけͯいΔɻް

500mɻ

三（5IF	4BO[F	'PSmBUJPO）島・金Ҫ΄か（1977）にΑ໋ͬͯ名さΕたɻਿ山（1956）のਿӜ

に΄΅૬͢Δɻࣜ地三近のւ؛ͰɺӋໜ川のӈ؛かΒ東ଆのւ؛にかけͯ͘分布͢Δɻ૬

川Λ߹に෴͏関がେ川・ٱ川ྲྀҬͰみΒΕΔɻ

Ր山ྨؠ҆山ؠͰɺͭぎのΑ͏に۠別さΕΔɻ三の明Βかな特ͱݟΒΕΔ൘ঢ়અཧが発ୡした

ૈ面࣭҆ؠ山ؠ༹ؠ（൧Ԭ・େ崎に分布）ɺً石֯ર石҆山ؠ༹ؠ（ୌ平）ɺபঢ়અཧの発ୡُߕঢ়ׂΕ目

Λࣔࣗ͢ഁࡅঢ়のΨϥε࣭҆山ݰ・ؠ༹ؠ࣭҆ؠ山ؠ༹ؠ（三・Ӌໜ本ڷ）ɺ୶৭҆山࣭ؠՐؠࡅ・

҆山ؠ༹ؠ（ּऔ山・උ山）Ͱ͋Δɻ西三川川पลに分布͢Δ三にૈ面࣭҆ؠ山ؠがଟいɻް

800mɻ

๛Ԭ（5IF	5PZPPLB	'PSmBUJPO）ɺ島・金Ҫ΄か（1977）にΑ໋ͬͯ名ɻ๛Ԭ近Λࣜ地ͱしɺ
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খಕかΒӜ近に分布͢Δ΄かɺಙかΒᣘͱ֦がΔɻധपลͰதੜ界の্に不߹Ͱɺେ

地山かΒݟࠃ山Ͱ三に߹ͰॏなΔɻ

主にσΠαΠτ・ྲྀ࣭ؠのՐؠࡅかΒなりɺ๛Ԭ西ํͰɺ҆山ؠ༹ؠ・ಉ࣭ՐؠࡅΛ͏ɻ͜の

΄かɺシϧτؠ・ڽཻࡉփؠΛڬ在͢Δɻް 300mҎ্ɻ,-"S 年 21�9.B（金ଐ鉱ۀ事ஂۀ

1987）ɻ

経௩山（5IF	,ZPEVLBZBmB	'PSmBUJPO）島・金Ҫ΄か（1977）の໋名ɻࣜ地経௩山पลͱさΕɺ

・ү山かΒ西三川にかけͯ分布͢Δɻਿ山（1956）のּऔ山に΄΅Ұக͢ΔɻԼҐのதੜ界ɺ三ߥ

๛Ԭに不߹ͰॏなΔͱ͑ߟΒΕͯいΔɻࣜ地पลӋໜ川Ҏ北にσΠαΠτ༹ؠが͘分布͢Δɻ

主に҉փ৭σΠαΠτ༹ؠɺないしಉ࣭ՐؠࡅかΒなりɺ҆山ؠ༹ؠΛ͏ɻՐؠࡅ༹݁しͯいΔɻ西

三川川पลの経௩山σΠαΠτ༹ؠͰ͋Δɻް 400mɻ

খ佐渡の૬川Լ෦େ佐渡のͦΕͱมわりないがɺ૬川্෦に૬͢Δ三ࠇ৭Ψϥε࣭҆

山ؠ（ૈ面࣭҆ؠ山ؠなど）がଟいͰɺେ佐渡のͦΕͱҟなͬͯいΔɻ๛Ԭͱ経௩山ͦΕͧΕਅߋ

川ɺ金北山ͱେき͘ҟなΔɻ

0 2km

沖積層

段丘堆積物層

鶴子層

下戸層（シルト岩）

下戸層（砂岩優勢）

下戸層（礫岩優勢）

経塚山層

三瀬層

相川層（火砕岩）

相川層（溶岩）

真野湾

大須鼻

塩屋崎

金山

笹川

砂金山
下黒山

上黒山

がためき

田切須鼻

西三川川

塩掛鼻

弁天崎

ୈ � 図　三川地۠の地࣭図（（金ଐ鉱ۀ事ஂۀ 1987）	ΛҰ෦վม・Ճච）
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#　Լށの૬มԽͱͦのଯ積ڥ

ԼށΛͭ͘Δ地のؠ石砂ؠ砂ؠがଟ͘ɺҰ෦ͰటؠかΒなりɺさΒにͦΕΒがଆํにҠりม

わΔɻ西三川川ྲྀҬͰ͜ΕΒのྨؠ۵ࡅが三の҆山ؠなどΛ不߹Ͱ෴͏ɻ本地Ҭに分布͢ΔԼށ

ؠ૬にΑͬͯؠɺ砂ؠɺシϧτؠに۠別さΕΔɻͦΕΒのؠ૬ɺଯ積構ɺؚ有Խ石ɺͦΕ

ΒかΒ推ఆさΕΔଯ積ڥにͭいͯड़Δɻ （ా1956）ଯ積ڥΛڀݚしたɻ֤ ૬の分布第2ਤにɺؠ

西三川川地۠の地࣭அ面ਤ（খ佐渡ஂମڀݚάϧーϓ 1977）第 3ਤにࣔ͢ɻ

ؠ金
きん

山
ざん

－ദϲ平－Ҍ
͘Β

ࠎ
΄Ͷ

山
·

Ԋいに分布͢Δɻ金؛山に囲·Εた地ҬͱɺӋໜ川西三川のւࠇ্－

山・川Ͱɺ主にܘ 5Dm～ 15Dmのԁ・ѥԁͰɺதཻ・ૈཻ砂Λ࣭جͱ͢Δɻް 100mɻ

種のଟ͘प囲に分布͢Δத新౷Լ෦のՐ山ؠのσΠαΠτ・҆山ؠͰ͋ΔɻՐ山ؠにΞόοτ不߹

ͰॏなΔɻҰํɺӝੜ崎－Տϲ崎のւ؛ͰɺҰ෦にڊΛؚみɺ主にେ～தɺѥ֯～ѥԁͰɺ

౫ଡの不ଗいなが࿐出͢Δɻ種૬川の҆山ؠͰ͋Δɻجఈؠ૬川Λ不߹に෴͏ɻ

第）ܘάϧーϓ（1977）のղੳΛみΔͱɺڀݚさΕたখ佐渡ஂମࢪ川・੩平Ͱ࣮ 4ਤ）ɿ32

鶴子層　硬質頁岩

下戸層　礫岩

下戸層　砂岩

下戸層　シルト岩

デイサイト（石英安山岩）

安山岩

流紋岩（石英粗面岩）

00

500

1000m

50
0
10
00
m

砂金山

吉ヶ平

上黒山

［1：32mm未満
　2：32～64mm
　3：64～128mm
　4：128～256mm
　5：256mm以上］

西三川

金山

砂金山
上黒山

下黒山

鞍骨山

0 1 2km

がためき

12345 ［1：円礫　2：亜円礫
　3：亜角礫　4：角礫］

西三川

金山

砂金山
上黒山

下黒山

鞍骨山

0 1 2km

がためき

1 2 3 4

ୈ � 図　三川川地۠の地࣭断面図（খ佐渡ஂମڀݚάϧーϓ 1977）

ୈ � 図　下戸のܘ分布
（খ佐渡ஂମڀݚάϧーϓ 1977）

ୈ � 図　下戸ののԁຏ分布
（খ佐渡ஂମڀݚάϧーϓ 1977）
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～ 64mm が ࠷ ଟ Ͱɺ

32mmະຬのが༏

Ͱ͋Δɻଟ͘の地Ͱ

ܘཻ 64mm ҎԼの

が 60～ 80�ΛΊΔɻ

ڊ 10�ҎԼͰؚ·

ΕΔɻ

ԁຏ（第 5 ਤ）　ԁ

・ѥԁが 75�Ҏ্ɺ

ͱきに 100�になΔɻ

֯গないがɺԼࠇ

山近Ͱ 10 ～ 25�

の֯ΛؚΉɻҰൠ的

が࿐ؠͱしͯՐ山

出͢Δ地Ҭの近͘Ͱɺ

֯・ѥ֯がଟ͘な

Δɻ川近Ͱ 25～ 40�のѥ֯ΛؚΉؠががΔɻ্ࠇ山ͰՐ山ؠに近いにかかわΒͣɺ

90�Ҏ্のԁ・ѥԁΛؚΉ࿐಄͋ΔɻՐ山ؠに近い΄ど֯がଟいͱ͑ݴないɻ

छ（第 6ਤ）　҆山ؠにྡ͢Δ地Ҭのؠ҆山ؠのがଟ͘ɺσΠαΠτにྡ͢Δ地ҬͰ

σΠαΠτのがଟ͘なΔɻ্ࠇ山近のؠ҆山ؠのΛ 90�Ҏ্ؚみɺ٢ϲ平・川पลのσ

ΠαΠτにྡ͢Δ地ҬのؠσΠαΠτのΛ 60～ 80�ؚΉɻ

౫ଡ　ҰൠにྑͰɺ࣭جதཻ・ૈཻ砂ؠͰ͋Δɻ

ͦのଞ　ہ所的に࣭جが৭Խしɺ͘さΕؚ·ΕΔɻଯ積ޙの෩Խ࡞༻などにى因͢ΔのかしΕ

ないɻ

͜のڀݚͰɺपลのޙഎ地ɺ͋Δいւ؛に近い֑などの࿐಄が৵ৰさΕΔなどしͯがڅڙさΕた

ͱ͑ߟΒΕͯいΔɻւ؛かɺւ؛に近いւఈにଯ積した۵ࡅ物Ͱɺւ؛かΒԕ͘ΕたւఈののͰな

いɻ͜ののݯڅڙपลに分布͢ΔՐ山ؠͰ͋ΔՐྨؠࡅͱ推ఆさΕΔɻඇৗにྑ͘ԁຏさΕɺൺ

ֱ的ཻܘがଗͬͯいΔのが特のͻͱͭͱしͯࢦఠさΕた（খ佐渡ஂମڀݚάϧーϓ 1977）ɻւ؛Ͱのڧい

の࡞༻にΑΔのԁຏͱ͑ߟΒΕΔɻ

砂ؠ川・金山などに分布しɺް 20～ 30mͰ͋Δɻ৭のதཻ・ཻࡉ砂ؠかΒなりɺখ

ΛؚΉ͜ͱ͋Δがɺ౫ଡがྑいɻ੨փ৭シϧτؠのബɺのബがڬ在͢Δɻ·たɺ西三川のւ؛

かΒ西三川川のԼྲྀにɺখΛؚΉ砂ؠɺཻࡉ～தཻ砂ؠɺ石փ࣭砂ؠް 1mのେܕ有

がԼҐに֦がΔɻؠఈجが分布しɺલड़したؠ石փ

シϧτؠ͋Δいటؠ 硨
がためき

所的に分布͢Δɻްہ山にࠇ্・ 80mͰɺ੨փ৭のແཧなట

ܘかΒなΔɻؠ 10Dm～ 200Dmのٿঢ়ஂմΛؚみɺͦ ΕかΒԽ石Λ産出͢Δɻ࣭物ԫమ鉱Λ͏ɻ

ঢ়Λհ͢ΔɻݱのڀݚさΕͯい͘がɺͦΕに関࿈͢ΔূݕԽ石の産出にΑͬͯݩの෮ܗ地ݹ

西三川川पลͰɺਅに面͢Δӝੜ崎ɺՏϲ崎ɺหఱ崎ɺைֻඓのւ؛かΒɺ西三川川のԼྲྀに

かけͯɺ૬川の্に不߹ͰॏなΔجఈؠに࢝·りɺதཻ～ཻࡉ砂ؠ・有砂ؠが分布しͯい
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A：安山岩
D：デイサイト（石英安山岩）
GT：緑色凝灰岩
L：石英粗面岩
M：泥岩
P：変朽安山岩
Q：珪質岩（石英）
S：シルト岩
T：凝灰岩
tA：粗面安山岩
X：その他・不明

ୈ � 図　下戸のछ分布（খ佐渡ஂମڀݚάϧーϓ　1977）
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ΔɻͦΕΒைԼଳかΒ֎ଯ積物Ͱ͋Δɻجఈؠް 10mҎԼͰ͋りɺେ～தかΒなりɺ

ѥԁ～ѥ֯ͰɺԼに͘Δ༹ؠ・Րؠࡅのؚ·ΕΔɻ͜のؠւೈମಈ物Խ石ᑜൽಈ物

Խ石Λ産出͢ΔɻさΒにɺ্Ґにࡉ・தΛؚΉૈཻ～ཻࡉ砂がॏなΔɻOperculina（ΦύΩϡリφ）ɺ

Miogypsina（ϛΦδϓシφ）のେܕ有Խ石ΛີにؚΉް 1m΄どの石փ࣭砂ؠ（砂）がைֻඓ

पลに分布͢Δɻ͜ΕΒの地東ଆの川・硨地ҬのԞҬͱҧいɺΉしΖ֎ւに͢Δޱɺ͋

Δいؠ・ؠ石ւ؛かΒ֎にଯ積した地ͱ推ఆさΕΔɻ

ؠ・砂ؠにؚ·ΕΔ΄ͱんどのԽ石ઙւかΒை間ଳにଉ͢Δ有ɺೈମಈ物ɺᑜൽಈ物ɺߕ

֪ྨなどͰ͋りɺւにΉେ٭࢛ܕᄡೕಈ物ɺύϨΦύϥドΩシΞྨのԽ石発ݟさΕͯいΔ͜ͱɺ

͜ΕΒの۵ࡅ物がଯ積した所ɺؠ石ւ؛ɺ͋Δいલ・ை間ଳかΒ水ਂ 30～ 50mの֎・ઙւ

ҬͰ͋ͬた͜ͱがཪけΒΕΔɻ

主にシϧτؠかΒなΔ硨Ͱɺ୶੨փ৭シϧτؠதのஂմにྨԽ石Λ産出͢Δ（,PCBZBTIJ	BOE	

6FEB	1991）ɻͦΕ Vicarya,Vicaryella,Anadara などੑのྨͰ͋Δɻ·たɺϚϯάϩーϒ林のथに

ొΔ特ੑΛͭ࣋ Littorinopsis miodelicatula が産出したɻしかしɺϚϯάϩーϒ林Λࣔࠦ͢ΔՖคԽ石のূ

さΕͯいない（山Ҫݟい·ͩ発ڌ 1978）ɻଳのԊ؛林Ͱ͋ΔϚϯάϩーϒ林ՖคԽ石のূڌか

Βதࠃ山地ɺొ島·Ͱൟໜしͯいたɻ日本ւԊ؛地Ҭに͓けΔ͜の時の地にஆଳ・ѥଳ২物

の島২物܈のԽ石が産出͢Δ（খ林΄か編1992）ɻ

の水ؠઅͰٞ͢Δ͜ͱにしɺ͜͜Ͱ࣍にͭいͯڥ川・砂金山पลに分布͢Δのଯ積

平的なมԽに৮Ε͓ͯ͘ɻؠのް金山・砂金山पลͰް͘ɺ東の 硨
がためき

·Ͱのଯ積がٴͣɺ

ްいシϧτؠにҠ行͢Δɻؠͱシϧτؠަࢦの関に͋ͬͯɺޙ者がಧかないԞのԊ

άϧーϓڀݚΒΕͯいΔ（খ佐渡ஂମ͑ߟҬͰ͋ͬたͱ؛ 1977）ɻ

Լށのଯ積物ւのप囲に地ɺ͋Δい島などが存在しͯいた͜ͱΛࣔࠦ͢ΔɻさΒにɺ平ࠜ崎Ͱ

ͰきΔ地Խ石ΛみΔͱɺԼҐかΒ্Ґの地Խ石のมԽ時間ͱͱにை間ଳかΒ؍ 10m

Ҏ্の水Ҭͱ水ਂΛ૿Ճしͯい͘աఔΛ物ޠΔɻ͜Εւ進の記録Ͱ͋りɺ時ɺ日本पลͰىきたେ

ւ進Ͱ͋ͬた西ࠇւ進に૬͢Δɻ

͜のւ進が本भかΒ北ւಓにいたΔ地Ҭに֦がͬた͜ͱΛࣔ͢ূڌが日本の֤地かΒ報告さΕͯきた

（খ林΄か編1992）ɻ͜のݱ日本ւのੜΛたΒした事݅Λ物ޠΔ͜ͱͱしͯΒΕͯいΔɻ͜のւ

進ஆྲྀւҬͰ͜ىりɺԼށೈମಈ物のΠϞΨΠɺେܕ有のΦύΩϡリφɺϛΦδϓシφなどɺ

の֤地に分布؛Δ日本ւԊࢸ地ํかΒ北ւಓにࠃ在のஆྲྀҬのւにੜଉ͢Δ種ྨのԽ石が産出͢Δɻதݱ

͢Δಉ時の地かΒɺଳѥଳのथ林ɺϚϯάϩーϒ林の存在Λࣔ͢২物Խ石発ݟさΕたɻ時

ɺஆྲྀが北্͢ΔւҬͰ͋ͬた͜ͱになΔɻ

$　新౷͓Αͼத新౷Լ෦தの金銀鉱চ

本ͰないのͰɺ金銀鉱຺鉱চにͭいͯ؆୯に記ड़͢Δɻ佐渡に͓けΔ૬川・ࢠ鉱山Λ͡Ί金

銀鉱຺鉱চの΄ͱんど新世のೖ川ɺத新世લ期の૬川தにᡢしͯいΔ（ࡔҪ・େ 1970ɺ島

1977Cɺ佐౻ོݑ 1987）ɻ金銀鉱山のଟ͘େ佐渡地Ҭに分布͢Δしɺখ佐渡地Ҭに新ึ鉱山ɺాਢ

鉱山などが存在͢Δɻେ佐渡地Ҭに第 7ਤのΑ͏にଟ͘の鉱山が分布しɺͦの͏ͪنのେきいの

૬川・ࢠ・高千鉱山Ͱ͋Δɻ

૬川金銀山に東西ํのׂΕ目Λॆరした鉱຺ͱͦΕにࣼΊにަわΔ北西－ೆ東ɺ北北西－ೆೆ東ํ
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ڽਃ௩༹݁߀の্限૬川のؠのׂΕ目Λॆరした鉱຺が発ୡしͯいΔɻ鉱຺がྑ͘発ୡしͯいΔ

փؠͰɺͱ͘にり্がͬͯいΔେཱ（େཱ石ӳૈ面ؠͱେڽփؠ）ͱ૬川のࠨทڽؠփؠの

৮෦にଟ͘ɺࠨทڽؠփؠのதͰ鉱຺が্に։いたΑ͏になͬͯ鉱ମ（Ϙφϯβ）Λͭͬͯ͘

いΔɻ૬川のӈ҆山ؠ·Ͱ鉱຺が͋Δがɺਅߋ川に૬͢Δখڽփؠɺ金北山に૬͢Δւ
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ୈ � 図　大ࠤશମの地࣭ɾ߭চ図（ࡔҪ・େ 1970）
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のதに鉱຺がないɻؠௗӽ҆山ؠ山҆؛

主な鉱຺東西ํの੨൫຺・ಓ༡຺・େ຺ཱͱͦΕにࣼަ͢Δௗӽ຺・த尾຺・຺ޱ・த຺・த

ཱ ・຺ࣣ ॿ຺Ͱɺಓ༡຺ͱ੨൫຺຺෯が࠷େき͘ɺ35mにୡ͢Δ෦分͋ͬͯɺੜ産ྔେきかͬたɻ

鉱຺ؚͯ͢金銀石ӳ຺Ͱɺ຺石石ӳ（ࢵ水থؚΉ）・ණ石・ํղ石・ඛϚϯΨϯ鉱・ܬ石Ͱ͋Δɻ

金ࣗવ金Ͱɺ銀ً銀鉱・ೱߚ銀鉱・୶ߚ銀鉱・੬銀鉱などの銀鉱物ͱしͯ産͢Δɻԫಔ鉱・ํԖ鉱・

ԫమ鉱Λ͏߹͋Δ（島 1977B）ɻ佐渡の金銀山にɺࢠ銀山のΑ͏にɺ金ΛؚΉが銀がଟいの

Ͱ銀山ͱݺΕͯいΔのが͋Δɻ

େ佐渡にଟ͘の金銀山が͋ΔがɺͦΕΒの鉱຺のํɺ佐渡ํͰな͘ɺ東西ํがଟいがɺͦΕ

ͱશମの佐渡の地࣭構の関明ΒかͰないɻ૬川鉱山の鉱຺のͰきた年ɺԼށのجఈؠதに

金鉱石がؚ·Εɺ·た西三川の砂金鉱চの存在などかΒɺத新世த期ΑりҎલ（1,650 ສ年લ）ͱい͏͜

ͱわかͬͯいたがɺ近年ɺ຺石鉱物のණ石の,-"S 年がଌఆさΕɺ2,200 ～ 2,400 ສ年લͱい͏

がಘΒΕͯいΔ（金ଐ鉱ۀ事ஂۀ 1978）ɻ͜の年日本に͓けΔ新ੜの金銀鉱চのதͰ࠷ݹい年

Ͱ͋Δɻ因みに石ݟ銀山の年 80～ 100 ສ年લͰ͋Δɻ成因にͭいͯいΖいΖٞが͋Δ（Ҫᖒ

1993）ɻ૬川がଯ積した時のϚάϚ׆ಈに関したઙ水ੑ鉱চͰ͋Δがɺਂい所Ͱܗ成さΕた

のͰɺܗ成Թ度が高いΑ͏Ͱ͋Δɻ

%　西三川砂金鉱চଯ積ੑ鉱চ

西三川鉱山の鉱চؠ・砂ؠにؚ·ΕΔ砂金かΒなΔ鉱চͰ͋Δɻؚ砂金の地ԼށͰɺ地

の時த新౷Լ෦の্࠷෦かΒத新౷த෦の࠷Լ෦Ͱ͋Δɻしたがͬͯɺ砂金鉱চଯ積ੑ鉱চͰ͋Δɻ

͢なわͪɺԼށのԼҐに͋Δ新第三لத新世લ期のՐ山ྨؠがԼށのଯ積時લになͬͯىོ͘

し地දͰ෩Խ・৵ৰさΕたɻಉ時に石ӳ຺ͦΕに͏金銀鉱຺が砂ͱなͬͯચい出さΕɺ時のՏ川

などにΑͬͯւ؛ӡൖさΕɺઔঢ়地・σϧλΛͭ͘ΔՏ川・Ԋ؛ଯ積物ͱしͯɺ͋ΔいԊ؛の࿐಄か

Βચい出さΕた۵ࡅ物ͱなͬͯຒ積したɻՏ川かΒΕたૈཻ۵ࡅ物がଯ積しͯいない所Ͱɺటなどࡉ

ཻଯ積物が潟ɺԞ·ͬたにଯ積しɺ࣭物のଟいట࣭が積りҰ෦ؐڥੑݩのଯ積所出ݱし

たɻ͜͜֎༸にܨがΔଯ積のͰೈମಈ物の遺֚が集積しͯいたɻ͜の時にՏޱなどΛ௨しͯଟྔの

砂・がӡͼ出さΕɺް 60mに近いଯ積物かΒなΔઔঢ়地ないしϑΝϯσϧλがܗ成さΕɺ۵ࡅ物の

தに砂金ཻがಉ時にଯ積したɻ砂金鉱চ͜のՏ川 - σϧλのଯ積物のதにܗ成さΕͯいΔ（金ଐ鉱ۀ事ۀ

ஂ 1987ɺ日本の地࣭ʮத෦地ํʯ編集ҕһ会編 1988）ɻ

Լށが佐渡島の地දにݱΕɺ෩Խ・৵ৰΛडけた第ل࢛Ҏ߱になΔͱɺ石ӳ຺などかΒ分した金ཻ

ΒΕ͑ߟなどにଯ積したͱ؛などのՏ川にྲྀΕ出しɺ砂ͱͱに川ఈ川ܥかΒ西三川川水ށがԼࢠ

Δɻ͜のΑ͏な砂がݱ在のՏ川ଯ積物のதにؚ·ΕͯいΔɻ

Լށの砂金鉱চԼށதのؠに֦がΔがɺͦの産ঢ়ඞͣし明ΒかにさΕͯいΔͱ͑ݴな

いɻ砂金山ؙދのେ࿐಄ඪ高 150 ～ 20mͰɺ高さ 70mの֑ٸΛܗ成しͯいΔɻ͜の࿐಄Ͱ࡞成

さΕた地࣭பঢ়ਤͱ砂金ؚྔの分ੳ݁Ռ（金ଐ鉱ۀ事ஂۀ 1987）Λ第 8ਤにࣔ͢ɻҎԼにɺͦの݁ՌΛ

հ͢Δɻ

͜の࿐಄ͰɺԼށが 3ͭに۠分さΕたɻ

下部　ް 40mのؠͰɺܘ 1mのڊΛؚみɺ平ܘۉ 10DmのେͰɺѥԁ～ԁΛなしɺ

がதཻ～ૈཻ砂かΒなΔ地Ͱ͋Δɻඪ高࣭ج 152mɺ163mɺ175mɺ189m近にͦΕͧΕڊؠ
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ΛɺさΒにඪ高 160mɺ

170mɺ175m 近に砂

Ήɻ͜の地ڬのബΛؠ

のॏなりかΒɺ（ڊ）

ˠ砂の܁りฦしが 4ճ認

ΊΒΕΔɻҙΛҾ͘地

の৭調のதͰɺ163m

近のڊؠͱ砂ؠ

ͱのڥ界にփ৭のటؠ

ബがɺさΒにԼかΒඪ

高 162m 近·Ͱփ

৭のͰɺ190m近

·Ͱにփ৭のが

ΒΕΔɻݟ

͜ΕΒのփ৭Խ地

දのଯ積物が্Ͱ෩

Խした͜ͱに原因が͋Δ

ͱい͏Մੑが͑ߟΒΕ

Δɻલड़のΑ͏にɺ͜の

時ஆྲྀのӨڹԼに͋

りɺかͭѥଳ～ଳの

・が༧さΕɺ෩Խީؾ

৵ৰが進Ή時Ͱ͋ͬ

たɻ

中 部　 ඪ 高 190 ～

200mͰɺதͰɺѥ

ԁ～ԁかΒなりɺ砂

のϨϯズঢ়ബΛڬΉɻ

৭調੨փ৭ɻ੨փ৭の

৭調がࢎԽమにΑΔの

ͱ͢Δͱɺ্෩ԽのӨ

がな͘ɺ୶水ఈかւఈڹ

Ͱࢎૉが΄ͱんどແい所

にଯ積した͜ͱ͑ߟΒ

ΕΔɻ

上部　ඪ高 200mҎ্ɺ成したࡉࠞ͡りの砂ؠͰɺししܘ 1～ 5DmのதがϨϯズঢ়

にڬ在͢Δɻ·たɺ砂ؠにԽยのബΛڬΉɻ͜ΕΒՏޱ砂भσϧλのׯ潟ɺ͋Δい

Տޱに近いՏ川Ԋいのଯ積物ɺઔঢ়地ଯ積物ͱ推ఆさΕΔɻ

m
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C

B

A

2

青　

灰　

色

赤　

灰　

色

黄　

褐　

色

金粒数（PCS）
金品位（g/t）

10 20

0.5 1.0g/t

30pcs 20 40

25％ 50％ 75％

ブラックサンド中の
磁鉄鉱重量％

構　成　比　率標　

高

柱
状
図

色　

調

サ
ン
プ
ル

金粒数 金品位

（三菱金属社内資料による）

ୈ � 図　砂金山虎丸山の大露頭に͓ける地࣭ப状図と砂金のؚ༗ྔ分布
（金ଐ鉱ۀ事ஂۀ 1987）
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ͭぎにɺ͜のେ࿐಄に͓いͯ金の産出ྔ（金ଐ୳鉱事ஂۀ 1987）が調ΒΕͯいΔのͰ記ड़͢Δɻ

砂金ඪ高 153�5 ～ 176�5m 近に集தしɺͦの平ۉҐ 0�23H�U Ͱ͋Δɻ高Ґ 163�5 ～

173�5mͰ平ۉҐが 0�44H�U Ͱ͋Δɻ͜の高Ґ෦推ఆさΕΔԼށのجఈかΒ 50m্ҐにҐஔ

͢Δɻ

40～60
55～70

40

60

60

80

80

30

70

金
山

笹川
砂
金
山

上黒山

鞍骨山

荒磯山

羽
茂
川

笠取山

備付山

川茂

経塚山

ソリバ峠

赤泊

真

野

湾

三
貫
目
沢

入道岩

田切須鉱床

大小鉱床

潮掛鼻

弁天岩

小
川
内
川

西
三
川
川

真野町
豊田

0 5km

西三川地区　模式断面図

海成層

基盤
（下戸層堆積以前の地層）

ガタメキガタメキ

砂金山虎丸砂金山虎丸

潮掛鼻潮掛鼻

厚層理泥岩

成 層 泥 岩

含細礫砂岩

礫　　　岩

断　　　層

鉱脈露頭

インブリケーション

下戸層堆積以前の地層

中山層
｜
鶴子層

下戸層

（基盤）

（三菱金属社資料による）

凡　例

ୈ � 図　小ࠤ南部の下戸分布図（金ଐ鉱ۀ事ஂۀ 1987）
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ୈ �0 図　三川砂金山ɺ砂金山のͰき方（ਤ࡞成ɿా༤）
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͜の他ɺԼށதに分布͢Δ金ཻࢠのྔࢼྉ 10リοτϧたりのཻࢠͱしͯ調ΒΕたɻ金ཻが

確認さΕた地砂金山पลͰɺ 2Lmの範囲に集தしͯいΔɻ3ཻҎ্の金ཻが確認さΕた地 3

Օ所Ͱɺؙދ࿐಄のप囲Ͱ͋りɺԼށのԼ෦४ͱ推ఆさΕたɻ金ཻΛ確認Ͱきなかͬた地ൺֱ的

্ҐのؠͱݟなさΕたɻ

かͭͯɺ砂金採掘がんに行わΕた金山集མ（ेീຕ村）のཱ山ɺ࢛؏目平ɺಕࡔ山ඪ高 150m

近にҐஔしͯいͯɺݱ在経௩山のσΠαΠτが࿐出しͯいΔɻ時ɺԼށのجఈの·Ͱ採掘さ

Εͯいた͜ͱΛࣔ͢ɻͦのޙɺ採掘川集མ（川村）のؙދ山（砂金山）ɺӏಕ山にҠͬたのͱ推ఆ

さΕΔɻ砂金ج൫の্ͰԜ地の࠷Լఈにೱ集͢Δが͋りɺ砂金山有な砂金のೱ集ଳになΔͱɺ

金ଐ鉱ۀ事（1987）ஂۀの報告書に記ड़さΕͯいΔɻ

砂金山पลにӡͼࠐ·Εた金ཻの༝དྷ地ɺ͋Δいࠜؠݯが分布͢Δͱしͯ͑ߟΒΕͯいΔ地Ҭɺ͓Α

ͼؠ石（鉱চ）にͭいͯのٞが͜の報告書に書かΕͯいΔɻԼށのଯ積ݹ・ڥ地ཧのུ֓Λ͢Ͱに

ड़たɻ砂金山पลͰ࠷େްにୡ͢ΔͱみΒΕΔԼށͦの΄かの所Ͱްが 30～ 50mͱݮ

গ͢Δしɺの発ୡѱ͘なΔɻ金ଐ鉱ۀ事（1987）ஂۀの報告書に記ड़さΕͯいΔ三ඛ金ଐ社ࢿྉ

にɺのΠϯϒリέーシϣϯのํがࣔさΕͯいΔ（第 9ਤ）ɻͦΕにΑΔͱɺ主に北北西～北北

東ํかΒྲྀԼしたのͱ推ఆさΕͯいΔɻ西三川川地Ҭの北ଆにޙഎ地のҬが存在しͯいた͜ͱɺͦ

のޙւ進が֦େしɺւ؛ઢが北ํにҠಈした経աが推さΕͯいΔɻ

　จ　　ݙ
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1）த 世 Ҏ લ

調査۠पลにɺچ石ث時にΔ遺跡確認さΕͯいないがɺ西三川川ӈ؛のਅ地۠ా
た


ぎり

ਢ
͢

Λத৺

ͱしたւ؛ஈ্ٰにೄจ時期の遺跡が存在しɺにいのా遺跡かΒہ෦ຏ製石ිɺখ
͓

布
Ϳ


せ

遺跡か

Βઑ಄ثʦখ۽・ཱ 1998ʧが出しͯいΔɻલ期ޙҎ߱になΔͱɺ遺跡の分布ࠃத平のઉঢ়

地にҠりɺੜ時かΒݹ時にೖΔͱɺ࣪地Λར༻しͯ水ా։発が行わΕΔӨڹかΒɺ平෦の

ԭ積地にɺಸྑ・平҆時にɺਅに面͢Δ平෦地্にࠃ関࿈の遺跡がଟ͘みΒΕΔΑ͏

になΔɻ

西三川川ྲྀҬが目ΛཋͼΔΑ͏になΔのɺ平҆時ޙ期の͜ͱͰ͋Δɻ͜の地Ҭ͘ݹかΒ砂金採

औが行わΕたͱఆさΕΔ所Ͱɺh 二ेɺhר集ʱޠੲ物ࠓ Ӊ࣏र遺物ޠʱר第࢛に佐渡の産金にͭ

いͯ΄΅ಉ͡༰の記ड़が͋Δʦ山ా΄か1962ɺ渡ᬑ・西尾 1960ʧɻཁ͢Δͱɺʮੲɺొ（ݱ石川県）

の࢘ࠃにͯ͑いた製మ集ஂのがɺ佐渡Ͱ金が採ΕΔ͜ͱΛͬͯいͯɺ࢘ࠃの໋ྩͰҰਓີかに佐渡

に渡ͬͯɺ二े日༨りしͯɺ千྆΄どの金Λͬؼͪ࣋たɻͦΕҎདྷɺొࠃのਓʑの間Ͱɺԫ金がཉ

しけΕɺ佐渡掘りに行けΑいͱいい͑ΒΕΔΑ͏になͬたʯͱい͏のͰ͋Δɻh Ӊ࣏र遺物ޠʱ

にɺ時のొ࢘ࠃが౻原࣮
さͶ


ふさ

ͱ͋Δ͜ͱかΒɺ࣏҆年間（1021 ～ ΒΕΔɻ製మ集͑ߟͱࢠの༷ࠒ（23

ஂͱの関࿈かΒւ؛෦の砂మ採औͱ݁ͼͭいͯいたͱ͑ߟΒΕɺ採औが行わΕͯいた所ɺ西三川川の

Տޱ近Ͱ͋Ζ͏ͱ推ఆさΕͯいΔʦখੁ 2000ɺਅ町࢙編ࢊҕһ会 1976ʧɻ

かΒޱ期にɺ砂金採掘に関わΔ記録ないがɺ西三川川Տח 4Lm΄ど্ྲྀの川集མにɺ

ঝٱ 3（1221）年のঝٱのཚにΑͬͯ佐渡にྲྀさΕたॱಙ্ߖの第三ࢠߖ
ͻ͜

成
なり

ԦのุͱわΔ๏名Ӄ௩

が所在͢Δɻਔ࣏ 3（1242）年ɺॱಙӃが ɺ成ԦࡍさΕたޚͰ佐渡Ͱ่ࡀ46 Ͱ͋ͬたɻのࡀ23

ఏΛீ͏たΊに佐渡渡ͬた成Ԧɺড়ਅफにؼґしɺળۭ৴೦ͱվ名しɺਅ地۠ాのՆ渡

りにघউڵئ行ࣉΛڵしɺಉਅのಊ所Λ経ͯɺ川の地جࣉΛҠしたͱい͏ɻ川Ͱのཱݐ地ɺ

西三川砂金山࠷େのՔぎͱさΕΔؙދ山のதෲのʮాʯͱい͏所Ͱɺ川のՔぎΛҰͰきΔཱ

地Ͱ͋ͬたɻ成Ԧ҆߂ 9（1286）年ɺ67ࡀͰしɺؙދ山のҰஈԼの山の出ઌに๏名Ӄ௩がஙかΕɺ

Ӭਖ਼ࣉ行ڵɺޙ地ͱなͬͯいΔɻͦのߟࢀ在ྕุݱ 16（1517）年に࢚ޙが్ઈ͑ɺ৴ె͢ࢄΔ

にͬࢸたがɺࣉのഇઈΛ༕いたஇ৴ెがӽத（山県）Ͱのڵ࠶Λ࠙ئしɺ෬の山ޚが͜ΕΛܧঝしɺ

ҕһ会ࢊ編࢙Δʦਅ町ࢸ在にݱͱվΊɺࣉڵ号Λউࣉ 1976ʧɻ

ࣨ町期の߁Ԡ（1389）ݩ年にɺӽ্ޙਿࢯのՈਉͰ͋ͬた尾高ܠが佐渡Ͱઓࢮした͜ͱがʮ尾ܥ

ਤʯに書かΕ͓ͯりɺೆ北朝のಈཚ期にɺ佐渡の砂金山のྖ有ݖΛΊ͙ͬͯの૪いがىきͯいたͱ͑ߟΒ

ΕΔ（খੁ 2000）ɻ·たɺӬڗ 6（1434）年ɺ佐渡にྲྀࡑͱなͬた世Ѩが著したʰ金島書ʱにɺ佐

渡Λʮ金
͜がͶ

の島ʯͱ͢Δද記が͋りɺԕ͘ژのͰฉいた佐渡の産金が࣮ݱののͰ͋Δͱい͏ҙࣝが͏か

が͑Δʦද・Ճ౻ 1974ʧɻ

த世ޙかΒ砂金採掘にͭいͯจݙにݟࢄさΕΔΑ͏になΔɻʮਖ਼年த（1460 ～ 66）西三川砂金

山࢝·ΔɻӬਖ਼ 10（1513）年தઈɺจ 2（1593）年に࠶ͼऔりཱͯΔʯͱʰ佐渡૬川ࢤʱに記録さΕ

ͯいΔʦాத編1968ʧɻ時の砂金山։発にɺധ地۠ ᣘ
ΉしΖ




に͋Δড়ਅफ本ཾࣉがਂ͘関わͬͯい

Δͱ͑ߟΒΕΔɻ͜のࣉの։جͰ͋Δऍળਖ਼ɺจਖ਼（1466）ݩ年にెΛいͯ尾ுࠃ（Ѫ県）഼


౾
ͣ
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郡かΒΔΔ佐渡渡りɺᣘの地にجࣉΛ։いたɻ͜͜ധの山தΛ経ͯ川ͱ௨͡Δަ௨のཁ

িͰ͋りɺର؛ӽޙの渡ւͰ͋ͬたɻ͢なわͪɺ採औした砂金Λɺӽํޙ面ӡͿ積出ߓのׂΛ

ՌたしͯいたのͱఆさΕΔʦాத΄か1970ʧɻ

鉱山Քぎにెがଟい͜ͱҰൠ的なͰɺઌにड़た成Ԧのڵ行ࣉୀసɺӬਖ਼ 10年の砂金

山தઈがେき͘関わͬͯいΔͱࢥわΕΔɻ෬উޙڵ࠶ࣉڵにҰ時的にਖ਼֮ࣉͱい͏ࣉが෮ڵしたがɺઓ

খݱҠసΛ༨ّな͘さΕた͜ͱがɺ࠶川かΒӋໜ地۠のਢ川にҠりɺさΒにখ期のಈཚにΑりࠃ

地۠খ町のʮর
しΐ͏

֮
か͘

དྷपล集མのೖ会地Ͱ͋りɺ山ਂ͘ɺ集མݩ川の地ʯに記さΕͯいΔɻىԑࣉ

が༰қに成ཱ͢ΔΑ͏な所ͰなかͬたがɺࣉӃがͯݐΒΕɺ๏名Ӄ௩のΑ͏なঝ地が͋Δͱい͏͜

ͱɺ砂金Λͬͯ山かΒ山ͱҠಈしɺதஅͱ࠶։Λ܁りฦしながΒ砂金Λ採औ͢Δͱい͏ɺमݧͱҰ

ମͱなͬたத世の山のຽのੜܗ׆ଶが͏かが͑Δɻ·たɺ࣏߂年間（1555 ～ 57）にɺদ
·ͭ

࿘
なみ

༡
Ώ͏

ਔ
にん

ͱい͏

ਓ物が川のҪ
い

ϊ
の

্
かみ


さわ

に͋ͬたਡ๚ਆ社の社ྖాΛɺ砂金Λ掘ΔたΊに掘りࢄΒしͯ௵Εాにしたͱ͋り

（ʮখཱਡ๚ਆ社༝ॹ書ʯ）ɺ16世لにͯͬࢸɺాാ川ఈΛ掘りฦした砂のதかΒ砂金ͩけΛબり

分けͯ採औ͢Δͱい͏ɺ原࢝的なख๏がͱΒΕͯいた͜ͱがわかΔɻ

·Ͱの砂金採औの遺構確認さΕͯいないがɺ砂金採औͱい͏ٕޙ在のͱ͜Ζɺ平҆時かΒத世ݱ

ज़のੑ্֨ɺ遺構りに͘いのͱ͑ߟΒΕΔɻ

2）ઓ ࠃ  期

西三川砂金山のपล෦ઓࠃ期に本間三Տकͱい͏ധの地಄のྖͰ͋ͬたͱい͏ʦాத΄か

1970ʧɻ西三川川ՏޱΑり 1�2Lm΄ど্ྲྀのӈ؛ஈٰઌ෦に 3ֲの西三川跡がɺ川集མೆ෦の

山平ୱ面に川跡が存在しɺ西三川砂金山Λࢧ͢ΔたΊのࢧͰ͋ͬたͱ͑ߟΒΕΔɻ

ఱਖ਼ 17（1589）年のӽޙのઓࠃେ名্ਿܠউの佐渡平ఆにΑりɺՈਉのେ
͓͓

Ҫ
い

ా
ͩ


けん

物
ͭ

・Ӭඋதの 2名

Λݣしͯ砂金山ࢧに͋たΒせた（新潟県ཱ佐渡高ֶߍಉ૭会 1985）ɻ๛ਉल٢がಉ年ɺ্ਿܠউ

に͋ͯた書ঢ়にɺ西三川の砂金にͭいͯの記ड़が͋りɺल٢のʮԫ金ଠ߰ʯͱしͯのΠϝーδ࡞り（山

ࣨ 1992）にɺ西三川砂金山の砂金େきなׂΛՌたしͯいたのͱ͑ߟΒΕΔɻ

จ 2（1593）年ࠒΑり本֨的な砂金山։発が進ΊΒΕɺຖ年 3ବの砂金が෬ݟの金ଂೲΊΒΕ

た（新潟県ཱ佐渡高ֶߍಉ૭会 1986）ɻ·たɺಉ年のݐͱわΔେ
͓͓

山
·

ᜀ
ͣみ

ਆ社ʦ新潟県ਆ৬会佐渡ࢧ

෦ 1926ʧ鉱山のൟӫͱ҆શΛͯݐͯͬئΒΕたのͰ͋りɺ্ਿࢯの鉱山ࡦͱڧい݁ͼͭきが͋Δ

のͱ͑ߟΒΕΔɻ

3）近　　　世

が進出しɺ൴ΒにΑͬͯपลの鉱山の։発が行わΕたɻࢣ時にೖΔͱɺ西三川砂金山にଟ͘の山ށߐ

ຽ෩ଏʱにɺʮഎ࢛時த期に書かΕたʰ佐渡ށߐ
せな

߹
͝͏

村Αりాਢ村ล·ͰにҎલՔぎࣺͯの銀山・ಔ山・

Ԗ山ݹ間าか所͋りʯͱ記さΕ͓ͯりʦ平山・・原ా 1969ʧɺਅ地۠ୌかΒాਢにかけ

ͯのւ؛ஈ্ٰஈٰ間のԊいにɺഎ߹銀山ɺେ
͓͓

ਢ
ͣ

銀山ɺେਢ三
さん

؏
がん

目
Ί


ざわ

銀山ɺՖݟ銀山ɺాਢ銀

山ͱいͬた鉱山遺跡が分布͢Δɻ川集མに西三川金山所にൺఆさΕΔ川ेീຕ遺跡の΄かɺΧ

δෑ遺跡ɺせり遺跡ɺమ๒遺跡ɺ砂金ߐ
͑

ಓ
みͪ

跡ͱいͬた鉱山関࿈の遺跡が存在͢Δɻपลにத世Ҏ

લにΔຒଂจԽࡒแଂ地֞の村མが存在せͣɺށߐ時の記録Ͱ͋Δʰ佐渡૬川ࢤʱにʮ西三川

砂金山ਖ਼年த（1460 ～ 66）に࢝·りɺͦのޙதઈΛ経ͯจ 2（1593）年࠶։発さΕたʯͱ͋Δ͜
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ୈ �� 図　पลの遺跡
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ͱかΒʦాத編1968ʧɺ川砂金山։発にͬͯத世Ҏ߱にܗ成さΕた集མͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ

時に書かΕたʰ佐渡年記ށߐりɺݮ第に産金ྔが࣍த期Ҏ߱ށߐ ʦɦ佐渡郡ڭҭ会 1935ʧ͓Α

ͼʮๅ暦Ҏདྷ砂金্ೲํ֮ʯ（ʮ金צࢠ三Ոจ書ʯ）Αり͢ࢉࢼΔͱɺ1600 年～ 1650 年ࠒに年平ۉ

8LHɺ1750 ～ 1810 年に年平ۉ 5LH の産金ྔが͋ͬたがɺ1810 ～ 1866 年に年平ۉ 1LH に·Ͱམ

んͰいΔʦத原ࠐͪ 2004ʧɻͦしͯɺ明࣏ 5（1872）年ɺͭ いに砂金山ด山ͱなͬたɻしかしນにɺ

砂金ྲྀしのٕज़島֎にしɺ҆年間（1854 ～ 59）に西三川のٕज़者が北ւಓ渡島島にটᡈさΕ

た事がɺ西三川のʮ金צࢠ三Ոจ書ʯにΑͬͯ明ΒかになͬͯいΔʦ 1989ʧɻด山ޙɺݸਓ的

な砂金採औが行わΕた͜ͱにΑͬͯɺٕ͘ज़がঝさΕたɻ

4）近 ・ ݱ 

明࣏ 5（1872）年の西三川砂金山ด山ޙɺࡉʑͰ͋Δが地ॅݩຽにΑΔ砂金採औが行わΕたɻಉ

年 10月に西三川川のՏٴޱͼւ؛෦ɺ明࣏ 30年に川川ྲྀҬの砂金採औئいが出さΕɺ新潟県ͱ

地関者かΒڐՄがԼりͯいΔʦਅ町࢙編ࢊҕһ会 1975ʧɻҰํͰɺ֎෦の採औ者たͪにରしͯɺ

村ຽのੜ׆にࢧোが出Δͱの名目Ͱɺରが出さΕたɻ明࣏ 22年に地ചങの不खࡍɺ明࣏ 30

年にҿ༻水・ಓ路・地にোが出Δͱのཧ༝Ͱɺ地ॅݩຽかΒ東ژ鉱山ಜॺ新潟県事採掘の

不認Մがئい出さΕͯいΔɻতにೖΔͱɺ୩崎鉱ۀ会社ͱの関の記録が͋Δɻত 7（1932）年ɺಉ

社かΒ٢ϲ平・தా・βϧ平ࢼ掘の出ئが͋ͬたがɺ集མ૯会Ͱɺ͜の鉱۠に地・ุ地・ాാが͋

りɺ所有者のੜۀΛڴか͢のͰ͋ΔかΒɺにରΛ͢Δ͜ͱがܾఆしͯいΔɻͦのޙɺত 9・

14・15年ͱ૬࣍いͩ採掘ڐՄئいにରが͋ͬたʦਅ町࢙編ࢊҕһ会 1975ʧɻ

ত 23年に新潟県にΑΔ川ఈのϘーリϯά調査が行わΕɺͦのཌ年にɺ西三川村が三ඛ金ଐג

ࣜ会社Αり鉱۠ݖΛങいऔりɺզྲྀながΒ村Ͱ།Ұの砂金採掘のٕज़Λͭ࣋地ॅݩຽͱ砂金山の࠶։発に

औり組んͩɻͦのޙɺত 61年かΒ平成（1989）ݩ年·Ͱɺ地ݩの物産ΛలࣔଈചしながΒ砂金採りମ

さΕたʦখੁ࠵りΠϕϯτが։ࡇΛしͯΒ͏ͱい͏ɺ砂金ݧ 2000ʧɻݱ在ɺ地ॅݩຽにΑΔ砂金採

औ行わΕな͘なりɺ西三川Տޱ近に平成 2年にΦーϓϯしたʮ西三川ΰーϧドύーΫʯͰɺҰൠ؍

が行わΕͯいΔɻݧけの砂金採りମ٬ޫ

/P� 遺跡名 時 種別 උߟ /P� 遺跡名 時 種別 උߟ

1 にいのా ೄจ 遺物แؚ地 21 ஃ෩跡 ࣨ町 遺物แؚ地

2 খ布 ೄจ 遺物แؚ地 22 ా跡 ࣨ町 ؗ跡

3 三ٶ௩ ೄจ ௩ 23 跡ాࡶ ࣨ町 ؗ跡

4 ౻௩௩ ೄจ ௩ 県ࢦఆ࢙跡 24 ٢Ԭ跡 ࣨ町 ؗ跡

5 若ٶ ・ݹ・ಸ・平 遺物แؚ地 25 ٢Ԭݩ跡 ࣨ町 ؗ跡

6 ๛ాా ೄ・ಸ・平 遺物แؚ地 26 ौख跡 ࣨ町 ؗ跡

7 三؏目東・西ݹ ݹ ݹ 県ࢦఆ࢙跡 27 ୌ跡 ࣨ町 ؗ跡

8 ՜Ҕ௩第1号・第2号ݹ ݹ ݹ 県ࢦఆ࢙跡 28 西三川跡 ࣨ町 ؗ跡

9 έϥϚΩ第1号～第6号ݹ ݹ ݹ 県ࢦఆ࢙跡 29 川跡 ࣨ町 ؗ跡

10 େਢ第1号～第3号ݹ ݹ ݹ 県ࢦఆ࢙跡 30 ๏名Ӄ௩ த世ʁ ௩ 地ߟࢀุྕ

11 େཱ՜Ҕݹ ݹ ݹ 県ࢦఆ࢙跡 31 എ߹銀山 近世 鉱山跡 地不明

12 佐渡ࠃᦰ跡 ಸྑ ݹ 32 େਢ銀山 近世 鉱山跡

13 日町高࢛ 平҆ 遺物แؚ地 33 三؏目鉱山跡 近世 鉱山跡

14 ௩߀ 平҆ 遺物แؚ地 34 Ֆݟ銀山跡 近世 鉱山跡

15 ాԭཬ ಸྑ ཬ跡 35 ాਢ鉱山跡 近世 鉱山跡

16 Լࠃ ಸྑ・平҆ 遺物แؚ地 跡࢙ఆࢦࠃ 36 川रീຕ 近世 鉱山跡

17 佐渡ࠃ分ࣉ跡 ಸྑ Ӄ跡ࣉ 跡࢙ఆࢦࠃ 37 Χδෑ 近世 鉱山跡

18 ാ 平҆ 遺物แؚ地 38 せり 近世 鉱山跡

19 経ϲๆ༼跡 ಸྑ ༼跡 39 మ๒ 近世 鉱山跡 平成 13・14年調査

20 খധ༼跡܈ ಸྑ ༼跡 跡࢙ఆࢦࠃ 40 砂金ߐಓ跡 近世 鉱山跡 平成 13・14年調査

ୈ � ද　पลの遺跡
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3　砂金採औの所ͱํ๏

1）砂金採औの所

ଟ͘の砂金山தの石ӳ຺が෩Խしͯɺ金などが砂ͱͱにྲྀさΕͯ川ఈにଯ積したのͰ͋Δɻ西

三川川のԼྲྀ෦のւ成ஈٰに砂金が͋ͬたͱい͏のɺ地֪มಈにΑΔོݱىにΑͬͯͰきた地ܗͰ

͋ΔかΒͰ͋Δɻ鉱石かΒ採औ͢Δ金（山金）に͘ΒͯखΛかけͣにಘΒΕΔたΊɺݹΑり東日本

などͰんに採औさΕͯいたɻ͜Ε·Ͱに明ΒかͱなͬͯいΔ砂金採औ地ҎԼのͱ͓りͱなΔʦਅ町

ҕһ会ࢊ編࢙ 1976ɺখੁ 1988・2000ɺݎ΄か2004ʧɻ

西三川の産金地ɺॳɺ西三川川ԼྲྀҬにたΔ西三川Տ原（1）ɺՏ؛ஈٰԼのத （ా2）・കの（3）・

・（5）・石原（6）などͰ͋ͬたͱ推ఆさΕͯいΔɻ͜の他に金掘山（7）・্ϊ平（9）・र番（4）࢛

֯ྗ（9）・ιτϫ（10）・ਡ๚（11）ࡔ・高ઋ（12）などのՏ؛ஈ্ٰの産金地が͋Δがɺ͜ΕΒӬ

期（1624 ～ に採掘が行わΕͯいΔɻޙΑりࠒ（43

த世の記録গないがɺਖ਼期（1460 ～ 川地に砂金採औのத৺西三川川্ྲྀҬにたΔࠒ（65

۠にҠͬͯいたͱい͏ɻ͜͜Ͱɺेޒ番川（13）・川（14）・ΠϥΨ平（15）などの川川のՏ原が

採औ地Ͱ͋ͬたΑ͏にࢥわΕΔɻしかしɺத世のจ 2（1593）年ࠒにɺ砂金採औٕज़がେき͘มわ

りɺͦΕ·ͰのՏ原などのԭ積地Λখنに掘͢Δํ๏かΒɺ金山の山୩Λେنに掘しͯɺ༻

銀山

山塊状の産金地

35

41

河岸段丘上の産金地
河原・低地の産金地

7

8

9

10
11

1

2 3

4

5 6

12 27

15 25

26

24 16

17

18
14

13 19

20

29

32

28

21

2322
30

33
34

3737

40

38

36

39

凡例

（「羽茂本郷」「河原田」［国土地理院2006］　1：25,000を改変）

0 （1：40,000） 1km

ୈ �� 図　三川砂金山砂金採取Ґஔ図（ʦݎ΄か 2004ʧΛҰ෦վม）
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水路の水Ͱચいྲྀ͢ͱい͏ํ๏にมԽしͯいͬたɻ͜ΕにΑりɺՏ原地Ҏ֎Ͱ砂金採औがՄͱな

りɺଟ͘の産金地が掘ΒΕΔΑ͏になͬたɻ川集མのप囲にɺؙދ山（16）・ӏಕ山（17）・ਿ平（18）・

Ө平（19）・ಕࡔ山（20）・த
なか

ฑ
がΒ

山（21）ɺ金山集མدりにத平山（22）・ཱ山（23）ͱいͬた山մঢ়の

産金地が͋りɺ川川ԊいのՏ؛ஈ্ٰにβϧ（24）・ࠜڇ্・（25）（26）・Լڇ（27）ɺ金山川

Ԋいのஈ্ٰにޒ
͝

社
しΌ




山（28）・成
なり

༝
Αし

山（29）・େΨέ（30）などの産金地が͋ͬたɻ͜の他に西三川

川ྲྀҬにיϲ（31）・ׂ ཹ（32）が͋りɺւ؛ஈ্ٰに山（33）・水্山（34）・ా 崎（35）が͋Δɻ

͜ΕΒ金山の他にɺ地Ҭにখཱ集མかΒ川集མࢸΔ山தにՖݟ（36）ɺ三؏目川ྲྀҬに三؏

目（37）ɺਅのւ؛ஈ্ٰにখཱ山（38）・খ্ཱ山（39）・খཱೆ（40）ɺా
た


ぎり

ਢ
͢

（41）ͱいͬ

た銀山͋りɺށߐ時Λத৺に採掘が行わΕͯいたɻ

2）砂金採औのํ๏

ઓࠃ期Ҏ߱ɺ砂金産出ྔがඈ༂的に૿େしたഎܠにɺ時ࢠ銀山૬川金銀山Ͱ׆༂しͯいた山

ܚΒΕΔɻ͛ڍज़ͱ水རٕज़がಋೖさΕた͜ͱがٕ൫掘ؠたͪのࢣ 9（1604）年にɺರլࣣॿͱい

͏山ࢣが্ྲྀかΒの水རΛར༻しͯɺ西三川・େਢ・ాਢの金銀山ΛՔいͩͱい͏記録が͋り（ࢿྉ 6）ɺ

͜のࠒの西三川砂金山Ͱɺ୩間の地ද山Λେنに掘り่しɺ砂金Λؚんͩ石Λ୩川にΒせɺ

্ྲྀかΒڑ水路Λઃけͯେྔの水Λ堤にཷΊࠐみɺ堤の水ΛҰؾにྲྀしࠐんͰ༨分な石Λચいྲྀ͢

ͱい͏ٕ๏が༻いΒΕͯいたͱ͑ߟΒΕΔɻݱ存͢Δ水路の͏ͪɺ࠷い水路 9LmҎ্にٴͼɺ

時の水རٕज़の高さが͏かが͑Δɻ

ҎԼɺ18 世ޙلࠒの砂金採औの༷

Λඳいたʮ佐भ金銀山೭ਤʯ（新潟県ཱࢠ

ത物ؗ所ଂ）Αりɺ࢙ͦྺ のఔΛड़Δɻ

ղઆจɺ新潟県ཱྺ࢙ത物ؗがץ行し

たࢿྉ目録かΒసࡌしʦ新潟県ཱྺ࢙ത

物ؗ 2003ʧɺਤதのࢺ書のಡみԼしจ

רにࡌܝした（࢙ྉ 78）ɻ

中
なか

柄
がΒ

山
·

稼
かせぎ

所
ど͜Ζ

　ᶃ  大
͓͓

流
ながし

ֆרの಄にɺதฑ山Ք所ͱい͏砂

金採掘所がඳかΕͯいΔɻखલにࣺ

石のՏ原がが͓ͬͯりɺਓがഎෛい

Λഎෛࣺͬͯ石ΛӡんͰいΔɻखલத

ԝにɺ砂金山Ͱ༻͢Δమಓ۩のमસ

Λ行͏
か


͡

খがඳかΕͯいΔɻࣺ石山

のҰ番高い所にɺର؛の砂金山の֑が

่མ͢ΔのΛ高に༧告͢ΔμΠφΠ

さんがɺՔぎの༷ࢠΛݟकͬͯいΔɻ

川のதԝͰ金
かな

ઠ
΄

りたͪが
ͭΔ

ᅏ
し


しΌ͘

ࢠ
し

Ͱ

山Λ川のத掘り่しͯいΔɻ

① 大流（おおながし） ⑥ 敷穿（しきぼり）

⑦ 小流

⑧ 子（ね）コダ打

⑨ 砂金板取

② スカシ

③ 押穿（おしぼり）

④ 高下（こうげ）

⑤ 小流（こながし）

⑩ 金入（かねいり）

砂金山の山裾を掘崩し、
堤に溜めた水を勢いよく流して
余分な土石を洗い流す

砂金山に坑道を掘って、
砂金含みの土石を運び出す

大流で残った砂礫や石を取り除く

大流・スカシで溜めた砂金含みの砂を
汰板でゆりわけて、砂金を取りあげる

敷穿で掘り出した土石を
複数のねこだに盛り、
水流で余分な土石を流し、
ねこだに砂金含みの
細かい砂を溜める

小流で溜めた細かい砂を、
2枚のねこだに集める

子コダ打で集めた細かい砂を、
汰板でゆりわけ、
砂金を取りあげる

毎月29、晦日に取りあげた砂金を金
山役所で開封し、奉行所と金児それ
ぞれの1ヵ月分の取り分をきめる

押穿後に残った土砂を、岩盤まで
掘り下げ、一箇所に集める

高下で集めた土砂をねこだに盛り、
水流で余分な土石を洗い流し、
残った砂金含みの砂を、
汰板でゆりわけて砂金を取りあげる

※月の25～26日頃まで、大流とスカシを
　繰り返して、川底に残った含金砂礫層の
　濃度を上げる

※取りあげた砂金は金山役人が計量し、
　金児に封印させて月末まで預かる

ୈ �� 図　砂金採取の方法（ֆרʮ佐भ金銀山೭ਤʯかΒ）
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いͰɺՔぎの山かΒ掘り่した࣍

りɺӡͼࠐ·Εた砂Λɺྊ
な

ͰΒΕ

た川のதͰ堤の༻水ͰҰؾにચいྲྀしɺ

ྊのにؚ金砂ΛཷΊΔେྲྀのۀ࡞が

ඳかΕͯいΔɻຖ月 1 日ΑりՔぎの

川௨りのԑに石֞Λஙきɺ4・5間の間

ִͰྊΛ͜しΒ͑Δɻதฑ山の山Λ

ᅏͰׂ่しɺେ石Λऔりআいたޙɺ堤の

水Λ͘ڧかけΕ石ྲྀΕ出しɺ砂ྊのଆにΔɻ堤の水がམͪͬたޙɺ川にຒ·ͬͯいΔ石

ΛᅏࢠͰ掘り出しͯऔりআきɺͦのޙ掘り่した砂Λஔいͯ࠷ॳのΑ͏に水Λ͘ڧかけɺྊの

தの石Λऔりআ͘ɻ特にதฑ山େきなՔぎͩͬたのͰɺͻͱͭの堤の水Ͱりͣɺಕ堤ͱஜޙ堤ͱ

い͏ふたͭの༻水Λ༻したɻ

ᶄ  εΧγ

େྲྀにΑͬͯྊのதにいͬͺいになͬた砂

金ΛؚΉ砂Λɺ水ྲྀのதͰঃʑにऔり่し

ながΒେখの石Λ掘りআきɺ石ࣺͯにӡͼ

出したりしͯɺؚ金砂ͩけΛྊのதにଯ

積させΔۀ࡞Ͱ͋Δɻ月の 25ɺ6日ࠒ·Ͱɺ

େྲྀͱεΧシΛຖ日܁りฦしたɻ

ᶅ  ԡ
͓し

　ઠ
΅り

ຖ月 25ɺ6 日ࠒΑり川のதͰ

水ΛΏΔかにྲྀしかけɺ1丁

に金ઠり 3ਓ্ͣͭԼにཱͪɺ֤

ࣗͶͩ͜ͱい͏
ΉしΖ

Λ 1ຕͣͭ水த

Ͱॎに౿んͰɺࢠͰかきدせた

砂ΛͶͩ͜にྲྀしかけながΒ࣍第

にԼྲྀԼがΔɻͶͩ͜に砂がཷ

·Ε水தͰཪฦしͯɺͶͩ͜಄

の目になΔ͘ଟ͘の砂金が

① 大　流① 大　流

② スカシ② スカシ

③ 押　穿③ 押　穿

① 大　流① 大　流



第ᶘষ　遺跡Λͱり·͘ڥ

23

͘Α͏に͢ΔɻྊのதΛͻͱͱ͓り掘りԼͬたΒɺ্खの 3ਓ水ྲྀのதͰ 1ຕのͶͩ͜に他のͶͩ͜

の砂ΛᎍみચいしͯҠしɺさΒにͦのͶͩ͜の砂Λ水தͰᎍみચいしながΒଡ
Ώり

൘
いた

Ҡ͢ɻޙ࠷にଡ൘Ͱൺ

ॏબ鉱しɺ砂金Λऔり͋͛たɻԼखの 3ਓɺ্खが掘りԼͬた時にྲྀΕͯきた砂Λಉ͡Α͏にͶͩ͜

にྲྀしかけͯ目にཷΊɺҎԼಉ༷のखॱͰ砂金Λऔり͋͛たɻ砂金金山ਓがྔܭΛվΊɺ金ઠり

ਓ಄Ͱ͋Δ金
かな

ࣇ
͜

にූ印ΛさせͯかΒ月·Ͱ所Ͱ༬かͬたɻର؛のՏ原にஔいͯ͋Δのがଡ൘Ͱɺख

લに砂金ΛೖΕΔगృりのなどがஔいͯ͋Δɻ͜͏したҰ࿈のۀ࡞Ͱɺ水தͰͶͩ͜ΛͰԡさ͑な

がΒ砂Λ掘りɺྲྀしかけたのͰԡઠͱいͬたɻ

ᶆ  高
͜͏

　下
͛

ԡઠがࡁんͩޙɺ川ఈのؠ൫·Ͱ掘り

Լ͛ΔたΊɺ্खͰԣ関Λしͯ川の水Λ

ःりɺֻඉͰ水ྲྀΛՏ原のԑの高い所

ಋきྲྀ͢ɻ͜͏しͯ水のない川ఈΛ掘り

Լ͛ɺؠ൫近͘にுりͭいͯいΔ砂

ԽܕΛখࢠかい砂Λɺখθリͱい͏ࡉ

したΑ͏な܃ͰりऔΔɻりऔͬた

砂ࡉかい砂ɺ川ԼϞοコͰӡͼ出

しͯ積み্͛Δɻؠ൫͢Ε͢Εの砂のதにた͘さん砂金が͋Δ͜ͱɺؠ൫のۼみ・ͻͼׂΕのதにେཻ

の砂金ɺ時にΑΔͱ金մが͋Δ͜ͱΛɺ金ઠりたͪମݧ的にख़しͯいたɻ

ᶇ  小　流

高ԼͰ川ఈかΒりऔͬた砂Λ川Լ

出しͯɺͶͩ͜Λ17ɺ18ຕෑきฒͪ࣋

ͯ砂Λりࠐみɺͦ͜水Λྲྀしࠐん

Ͱ砂金ΛؚΉࡉかい砂ͩけΛͶͩ͜の目

にཹΊͯɺ砂金Λؚ·ない砂ΛԼྲྀにྲྀ

し出͢ۀ࡞ɻ1ճ分の砂Λͯ͢ྲྀしきͬ

たΒ水路の水ΛࢭΊɺઌ಄のͶͩ͜Λ·ͣ

औり͋͛ɺ2ຕ目のͶͩ͜ҎԼɺ1ຕͣ

ͭྲྀ水のதͰͶͩ͜かΒͶͩ͜ͱॱࡉ࣍かい砂ΛҠしɺ࠷ऴ的に৲Ͷͩ͜にશ෦Ҡ͢ɻͦのޙɺઌ಄の

Ͷͩ͜ͱ৲Ͷͩ͜のࡉかい砂Λ水தͰଡ൘ΛΏͬͯ͢લड़のखॱͰ砂金Λऔり͋͛たɻ͜のҰ࿈のۀ࡞Λ

খྲྀしͱいͬたɻखલの

Տ原Ͱɺ金山ਓが金

Βせֻͯけܭに砂金Λࣇ

目ΛվΊͯいΔɻ

ᶈ  ෑ
しき

　ઠ
΅り

ຖ日金ઠり6ਓఔが

にೖͬͯ
ͭΔ

ᅏ
し

Ͱ石Λ

掘Δۀ࡞ɻͩいたいେ石

がॏなͬたͱ͜Ζに砂金

⑤ 小　流⑤ 小　流

⑥ 敷　穿⑥ 敷　穿

④ 高　下④ 高　下
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が͋ΔのͰɺେ石ΛͶΒͬͯ掘り出したɻখ石ݎいなどͰଧͪࡅいͯɺϞοコͰޱのؚ金砂

・砂Λஔ͘ՙஔӡͼ出したɻத͘Βいの石όϥ石などɺ֎ͪ࣋出しࣺͯͯたɻେ石

のଆนの石֞ͱしたɻ砂金山山Ͱɺ石のక·りがΖいたΊɺେきなഇ石Ͱ石組Λしͯޱなどが

่མしないΑ͏にしたɻ

ᶉ  小
͜

　流
ͳがし

͜のখྲྀしɺෑઠͰかΒ掘り出

した砂・砂かΒ砂金Λؚ·ないの

Λྲྀし出͢ۀ࡞ɻ川ԑに෯ 2ईɺさ 2

間ఔのنͰɺͶͩ͜ 17ɺ18ຕఔΛҰ

ྻにෑきฒɺͶͩ͜の྆ԑΛࣖͱい

͏֯பͰԡさ͑ɺͦのத砂・砂Λ

ࢠͰかきدせͯりࠐみɺڧい水ྲྀΛ

ྲྀしࠐんͰɺ砂・砂ΛࢠͰ掘ͬた

りɺᎍみચいしながΒ砂金Λؚ·ないΛԼྲྀにԡしྲྀしたɻ͜͏しͯͶͩ͜の目にɺ砂金Λؚん

かい砂Λた͘さんணさせたɻࡉͩ

ᶊ  ࢠ
Ͷ

ͩ͜ଧ
͏ͪ

খྲྀしͰ砂石Λྲྀしऴわͬたޙɺ川

のに水ΏΔかなྲྀ水Λ確保しɺ·ͣ಄

Ͷͩ͜Λ水かΒ͋͛ɺ2番目のͶͩ͜Ҏޙの

Ҡ͢ɻ2࣍かい砂ɺ水தͰԼͶͩ͜にॱࡉ

ຕ目Ҏޙのࡉかい砂ɺ͜ͱ͝ͱ͘৲Ͷͩ͜

に集Ίたɻ͏1ਓの金ઠりɺͶͩ͜の্

にཷ·ͬͯいΔόϥ石ΛࢠͰऔりআきɺ࡞

しͯいΔɻ水のதྗڠがし͘͢なΔΑ͏ۀ

Ͱ砂Λଧͪ͏のͰͶͩ͜ଧͪͱいͬたɻՏ原Ͱ金山ਓがۀ࡞の༷ࢠΛݟकͬͯいΔɻ

ᶋ  砂金൘取

Ͷͩ͜ଧͪͰ಄Ͷͩ͜ͱ৲Ͷ͜

ͩにཷΊΒΕたࡉかい砂Λɺ川水

のதͰ1ຕ分ͣͭଡ
Ώり

൘
いた

にҠしɺ͜

ΕΛΏͬͯ͢砂金Λऔり͋͛Δ࡞

แみにೖΕͯࢴɻ集Ίた砂金ۀ

ྔ目Λ金山ਓが確認しͯかΒɺ	

金ࣇにූ印させͯ金山ਓが月

·Ͱ༬かͬたɻ川のதの্खの金

ઠりɺͶͩ͜のࡉかい砂Λଡ൘にҠͦ͏ͱしͯいΔɻԼखͰɺ͏1ਓの金ઠりがɺ水தͰΏり分け

た砂金ͱ砂మのೖͬたଡ൘Λ水かΒ͋͛ͯいΔɻ

ᶌ  金
かͶ

　入
͍り

採掘した砂金の 1έ月分のצఆΛ金ೖりͱいͬたɻຖ月 29日ɺր日にɺ金山所（金山川のྲྀࢧͰ͋Δ

⑦ 小　流⑦ 小　流

⑧ 子コダ打⑧ 子コダ打

⑨ 砂金採取⑨ 砂金採取
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Ҫ೭্に͋Δ）Ұଳの砂金山

の金ڞࣇΛݺͼ集Ίɺ͜Ε·Ͱに

༬かͬたࢴแの砂金Λ֤Քぎ別

に金ڞࣇに渡しɺූ印ΛվΊさせ

ͯかΒ։෧させɺఱടのࡼ砂金

ΛগしͣͭೖΕɺՐにסかしͯ࣪

Λऔりɺ砂・砂మަ͡りののؾ

ɺ
わΒ

のਊのϛΰͰऔりڈりɺ名

主にࠩし出させたɻ名主ͦΕΛ

目རきしͯɺమؾの͋Δの࣓石ͰなͰͯऔりআいͯかΒ金山ਓにࠩし出したɻ金山ਓのֻけվΊ

ఆしたɻצせͯா面に記しͯԡ印させたɻͦし্ͯೲ高ΛఆΊɺいમΛݟࣇΛ金ޱɺఱടの

͜のΑ͏にɺށߐ時Λ௨ͯ͡砂金採औが行わ

Εた݁Ռɺ川集མपลにɺ平ୱ地ࣼٸ面が

࿈ଓ͢Δಠ特な地ܗがܗ成さΕͯいͬたɻఱ保

12（1841）年に西三川砂金山Λ๚Εた川路ไ行

ɺݱ地の༷ࢠΛʮ૬川金山ͱߋに͜ͱかわり

たりɻཱ山・ಕࡔ山・ધٱ保山ͱい͏金山砂

ͱ石ͱのき山にͯɺখদੜいډたりɻͦ ΕΛஈʑ

ͱઠ่ͪͯしऔΔɻނɺࠑลの山二ඦ年དྷにɺ

େに平ୱの地に成りたΔなΔしʯɺʮ（ཱ山）

Αりɺࠨӈඦ࢛ɺޒर間ܭの୩Λ行͘（͜ʍ

ੲ山しΛɺेޒ年དྷઠͪͱりͯɺか͘成たりͱ

い͏ɻਓྗɺڪΔき͜ͱ）ʯなどͱදݱしͯいΔ

ྉ࢙） 73）ɻ·たɺນのՎ川ॏのු世ֆ版ը（第

14 ਤ）にɺࠓに่མしͦ͏な砂金山Λ掘り

่͢金ࣇͱɺͦΕΛݟकΔμΠφΠがඳかΕͯ

͓りɺ時のਓʑにͱͬͯɺ૾Λઈ͢Δ地ܗվ

มが行わΕͯいたͱい͏ҙࣝが͋ͬたͱఆさΕ

Δɻ

⑩ 金　入⑩ 金　入

ୈ �� 図　二Վ川ॏʮॾࠃ十ീ景　ࠤ金·ʯ
（Ԭ市ཱதԝਤ書ؗଂ）
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現ଘする砂金採取道۩ྨ

ͱなͬͯいΔɻࡒຽଏจԽܗ存し͓ͯりɺ26が市の有ݱに砂金採औに༻いたಓ۩ྨࡍ川集མにɺ࣮　

ᶃʲट（ϊ᧼）r 砂རΛ掘り͜ىしたりɺେきな石Λऔりআ͘ͱきに༻

ᶄʲ　ࢠʳ掘り͜ىした砂རΛΊけにೖΕたりɺඉΛෑઃしたり͢Δͱきに川ఈの砂རΛງり͢͜ىͱ

きに༻

ᶅʲΊけʳ砂རΛඉにӡんͩりɺখ石Λऔりのͧ͘ͱきに༻

ᶆʲ৸ᣝ࠲ʳඉにෑいͯ砂རΛྲྀし砂金ΛཹΊΔたΊに༻

ᶇʲ　ᚮ　ʳ৸࠲ޖにཹ·ͬた砂金Λؚんͩ砂Λɺ͜のதͰચいམͱしஷΊ͓ͯ͘たΊに༻

ᶈʲख　ԳʳඉᚮにͯͬいΔ砂金Λؚんͩ砂Λચいྲྀ͢たΊに༻

ᶉʲଡ　൘ʳᚮにஷΊ͓ͯいた砂金Λؚんͩ砂Λɺ͜のதにҠしͯ水にྲྀし砂ͱ砂金Λ分させΔたΊに༻

ᶊʲ砂金ടʳ採औした砂金Λݸ別に͢ྔܭΔͱきに༻

ᶊ 砂金ട

ᶇ ᚮ

ᶈ 手Գ ᶊ 砂金ട

ᶉ ࠫ൘ᶉ ࠫ൘

ᶅ めけ ᶆ ৸ᣝ࠲

ᶄ ࢠᶃ ट ᶃ ट

ᶆ ৸ᣝ࠲
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第ᶙষ　調査の成Ռ

1　調査ํ๏ͱ記ड़にͭいͯ

西三川砂金山遺跡ɺ͜Ε·Ͱ川集མ地の砂金ߐಓ跡ɺせり遺跡などの͘͝Ұ෦の遺跡がຒଂจ

Խࡒแଂ地ͱしͯपԽさΕͯいΔのみͰɺͦのશ༰明ΒかにさΕͯ͜なかͬたɻしかしɺݹจ書ֆ

ਤࢿྉにΑりɺかなりの範囲にわたͬͯ砂金山関࿈遺構が分布しͯいΔͱఆさΕΔ͜ͱかΒɺ記録

ྨの記ड़༰のݕ౼地ॅݩຽかΒのฉきऔりΛͱにɺ川集མपลの 6,500,000m2 Λରにɺ遺

跡の範囲存ঢ়گのѲΛ目的ͱした分布調査Λ࣮ࢪしたɻ調査に͋たͬͯɺޙड़のͱ͓り調査ج४

Λઃけたɻ

1）調 査 ର 

西三川砂金山の࠷େの特ɺڑ水路にΑͬͯ調ୡしたେྔの水Λいͬたん堤にཷΊɺ砂金ΛؚΉ

山ΛਓྗͰ่しɺͦの石にཷΊた水ΛҰؾにྲྀ͢͜ͱͰ砂金ͱ石Λ分͢ΔɺʮେྲྀしʯͱݺΕΔ

ൺॏબ鉱ٕज़が༻いΒΕた͜ͱͰ͋ΔɻͦのたΊɺ調査ରͱ͢Δ主な遺構ɺ砂金採掘跡・水路跡・堤

跡がҰ࿈ののͱしͯ認ΊΒΕΔのͱしたɻ͜の΄かɺ採掘地पลにɺ採掘のաఔͰ発ੜしたΨϥ石

の集積石組・石֞などがみΒΕΔɻ特に石組にͭいͯɺ平成 14～ 16 年の調査Ͱਓ಄େ΄どのΛ

コのࣈঢ়に積み্͛た遺構が 確認さΕ͓ͯりɺ砂金採掘༻۩Λमસしたখ跡ɺ金ج49
かな

ࣇ
͜

のܜٳ

খ跡などにఆさΕͯいΔʦ山本・Ӌੜ・Ӌ二ੜ 2004ʧɻ͜の͜ͱかΒɺࠓճの分布調査Ͱ新نにݕ

出した石組遺構にͭいͯ調査ରにؚΉ͜ͱͱ͢Δɻ

2）調 査 ج ४

"　砂金採掘跡

西三川砂金山明࣏ 5（1972）年にେنな砂金採औがऴྃし͓ͯりɺگݱͰ採掘跡の΄ͱんどがथ

に෴わΕɺͦのࠟ跡Λ目ࢹͰ確認͢Δ͜ͱがࠔなঢ়گͱなͬͯいΔɻͦ͜ͰɺֆਤฉきऔりにΑΔ

地平ࣼٸਅかΒのಡみऔりなどかΒɺਓҝ的にվมさΕたͱ推ఆさΕΔۭࣸߤ・ਤܗ地ൺఆɺ地ݱ

ୱ地Λ採掘跡ͱしたɻ

#　水　路　跡

水路跡ɺ関ޱ（水ݯ）かΒ堤·Ͱのಋ水෦分ɺ堤かΒ採掘地·Ͱの水෦分ɺ採掘地かΒՏ川のഉ

水෦分にେ別さΕΔɻ

͜Ε·Ͱの調査にΑりɺಋ水෦分のଟ͘ɺԊいのࣼ面に෯ 1�0 ～ 1�5mఔの平ୱ面Λ成しͯ水路

ͱしたࠟ跡がͯͬいΔ͜ͱが判明しͯいΔɻ·たɺਓҝ的に組んͩ石組の্面に೪Λషりɺͦの্に

石ྻΛしͯ水路にしͯいΔঢ়گɺঢ়地ܗのఈ෦に石Λுり٧Ίͯഉ水路ͱしͯいΔঢ়گなどが確

認さΕͯいΔɻ
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ֆਤݹจ書にɺ主ཁ採掘地Λجにɺͦの採掘地ΛՔ͙たΊの水路ͱ堤のҐஔ関ڑ・ن

が明確に記さΕ͓ͯりɺ͜ΕΒの記ड़Λͱにɺݱ地Ͱのࣼ面石組水路ɺঢ়地ܗのঢ়گͱҰக

͢ΔのΛ水路跡ͱしたɻ

$　堤　　　跡

લड़のͱ͓りɺֆਤݹจ書に採掘地・水路ͱͱに堤のঢ়گซ記さΕ͓ͯりɺ͜ΕΒの報Λ

ͱにɺݱ地Ͱପԁܗのۼ地ঢ়地ܗが確認ͰきΔのΛ堤跡ͱしたɻ

%　石 組 遺 構

平成 14～ 16 年の調査Ͱɺਓ಄େのࣗવ石Λ高さ 1mɺখܕののͰҰล 2～ 3mఔのنͰํܗ·

たପԁܗに積み্͛ɺೖޱ෦分積石Λしない͜ͱがड़ΒΕͯいΔɻ

に石組遺構ͱ判அͰきΔのΛந出したɻن地Ͱ新ݱΛͱにɺߟճの調査Ͱɺ্記のࠓ

3）調 査 ํ ๏

がҟな͓ͬͯりɺͦΕͧΕಠݯ記録にΑΔͱɺ西三川砂金山に͓いͯɺ主ཁ採掘地͝ͱに水路の水ݹ

ࣗの水路ମܥΛͱͬͯいΔ͜ͱが記さΕͯいΔɻͦ͜Ͱɺݹ記録にみ͑Δ採掘地・水路・堤Λ地ਤ্に

ஔきͯ͑ɺͦΕͧΕҰக͢Δͱ推ଌさΕΔՕ所Λ調査範囲ͱしɺ水ݯͱなΔՏ川͝ͱに地۠ઃఆΛ行ͬ

たɻ

調査に͋たͬͯɺ地ྗڠݩ者のҊのͱɺ֤水路の࢝·たऴΛىͱしͯ水路跡にԊͬͯݱ

地౿査Λ行いɺ確認さΕた遺構ɺݱ地Ͱ地ܗਤͱのর߹ͱ(14にΑΔ࠲ඪऔಘΛซ༻しͯҐஔの記録

ԽٴͼࣸਅࡱӨΛ行ͬたɻ

Ҏ্にΑりɺ࣍અの調査成ՌͰɺ遺構の種別͝ͱの分ྨ行わͣɺ採掘跡・水路跡・堤跡がηοτͱ

しͯ認ΊΒΕΔのΛɺ֤水路の関ޱͱなΔՏ川水͝ܥͱに分ྨしͯ記ड़͢Δのͱ͢Δɻ遺構のҐஔ

にͭいͯɺ佐渡地Ҭৼہڵ林水産ৼہڵが࡞成した佐渡島の 1�5,000 地ܗਤにදࣔしɺάリοドの

ઃఆに͋たͬͯɺ調査۠にҙに 500mのํ؟Λ組みɺ北西Λجͱしͯ東西ํΛΞϥϏΞࣈɺ

ೆ北ํΛΞϧϑΝϕοτ（େจࣈ）ͱしɺ͜の組߹わせにΑりදࣔしたɻ·たɺ関࿈͢Δֆਤจࢿݙ

ྉྨɺ࢙ྉφϯόーΛしͯרにҰׅしͯࡌܝしɺ本จதͰ࢙ྉφϯόーͰのҾ༻ͱしたɻ
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2　調 査 成 Ռ

1）西三川川水ܥ

"　高ੁ関ޒ～ޱ社山

ᶃ ֓　　　ཁ

ޒ
͝

社
しΌ




山ɺ川集མの北東 1Lm地にҐஔ͢Δ砂金採掘跡Ͱ͋Δɻ保（1741）ݩ年の࢙ྉ 34

にΑΕɺ砂金ྲྀし༻水路の水ݯ高
たか

ੁ
͢が


さわ

関ޱͰɺޒ社堤・ޒ社Ք所Λ経ͯޒ社水
み

ށ
ͱ

৲
͡り

·Ͱશ

835間（ 1�5Lm）ͱな͓ͬͯりɺ高ੁͱ別のΛ水ݯͱ͢ΔԞ堤の存在確認ͰきΔɻ

ๅ暦 3（1753）年の第 18ਤにɺͦのҐஔ関がࣔさΕ͓ͯりɺʮޒ社ϠՔ所ʯにྡ͢Δແ記名の

堤がޒ社堤Ͱ͋Δɻ高ੁ関ޱͱޒ社堤の間の֑ঢ়にඳかΕͯいΔՕ所がɺ࢙ྉ 34にみ͑Δඉ

ֻඉΛඞཁͱしたՕ所ͱఆさΕΔɻ·たɺʮԞ堤ߐԼʯͱɺޒ社堤のわͣかに্ྲྀのɺ高ੁ関ޱ

かΒの水路ͱԞ堤かΒの水路の߹ྲྀの͜ͱͰ͋Ζ͏ɻޒ社Ք所Ұଳにɺ砂金採औのたΊ掘り่した

30
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ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（高ੁ関ޒ～ޱ社山）
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ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（高ੁ関ޒ～ޱ社山） （ֆਤ 1Αり）
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山のࣼ面ͱΨϥ石がඳかΕ͓ͯりɺ高ੁ・Ԟ堤ํ面ͱ別のかΒ砂金ྲྀし༻水Λ調ୡしͯいΔ༷ࢠ

が͏かが͑Δɻޒ社水ށ৲ɺ͜のਤͰࣔさΕͯいないがɺ18世ޙلͱఆさΕΔ第 19ਤにみ

͑Δʮ੨ʯͱʮ堤ʯΛ݁Ϳ水路ͱの߹ྲྀͱ͑ߟΒΕΔɻ

時期にͭいͯɺ明ۀ社山のՔޒ 3（1766）年の࢙ྉ 47にʮ金山೭ݹՔ跡ʯの 1ͭͱしͯ記

さΕ͓ͯりɺށߐॳ期にΔૣいஈ֊かΒ採掘が行わΕͯいたͱ͑ߟΒΕΔɻޙށߐ期Ҏ߱ɺ記録্Ͱ

ॳ期の第࣏社山の名みΒΕな͘なΔがɺ明ޒ 20ਤにɺ΄΅ಉҐஔにʮࠇୌ（山）ʯͱい͏採掘地が

青池

赤池

青池

赤池

（五社屋水戸尻）（五社屋水戸尻） 五社屋

五社屋堤 奥堤

字
高
菅
沢
関
口

焼
山

五社屋

五社屋堤 奥堤

字
高
菅
沢
関
口

焼
山

砂
金
山
黒
瀧
山

砂
金
山
黒
瀧
山

砂金山用水青池砂金山用水青池

（高菅沢関口）（高菅沢関口）

堤　名 　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ

Ԟ
͓͘

堤
ͮͭみ 40 間

（72�0m）
12間

（21�6m）
4ई

（1�2m）

ᶃ高菅沢関口〜Ԟ堤江下ʵ ��� 間（0�85Lm）
　ඉ 5間ɺͭり 2間ɺֻඉ 2間

ᶄԞ堤江下〜五社屋稼頭ʵ ��� 間（0�33Lm）

ᶅ五社屋堤〜五社屋稼頭ʵ �� 間（0�13Lm）

ᶆ五社屋稼所の間ʵ �� 間（0�13Lm）

ᶇ取໌所〜五社屋水戸尻ʵ �0� 間（0�19Lm）

関ޱɺ水ށ৲不明

ޒ
͝

社
しΌ




堤
ͮͭみ 15 間

（27�0m）
8間

（14�4m）
5ई

（1�5m）

ܭ 908 間（1�63Lm）

ྉ࢙ 34ʦ保（1741）ݩ年ʧΑりҾ༻

ୈ � ද　五社屋山稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ

ୈ �0 図　ࠇ瀧山 （ֆਤ 9Αり）

ୈ �� 図　五社屋水戸尻流 （ֆਤ 2Αり）
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ඳかΕͯいΔ͜ͱかΒɺޒ社山Ұଳށߐॳ期かΒ明࣏ॳ期の期にわたͬͯ採掘が行わΕたͱఆさ

ΕΔɻな͓ɺʮ金צࢠ三จ書ʯにɺ҆ 2（1855）年にࠇୌ山Ͱऔ
ͱり

明
͋け

ී
ふ


しん

（͜Ε·Ͱの採掘Ͱ出たΨϥ石

Λऔりআきɺ水路Λけସ͑ͯ砂金採掘Λܧଓ͢Δ事）が行わΕた͜ͱが記さΕͯいΔʦ佐渡金銀山遺跡調

査ݕ౼४උ会 2004ʧɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

ɺޱঢ়Ͱɺ高ੁ関ݱ 4LmΕた水ాの༻水ݯͰ͋Δখ
͓

布
Ϳ


せ

ཷͱしͯত 11（1936）年に

成事が行わΕɺ原ܗΛͱどΊͯいないɻ水路ɺྲཱྀ のԃ堤Լの西三川川ӈ؛のࣼ面（%11άリο

ドೆ西෦）かΒ෯ 1�0 ～ 1�5mఔのܗߐが確認さΕɺޒ社堤·Ͱ 1LmΛଌΔɻ࢙ྉ 34Λͱにܭ

社堤·ͰޒかΒޱΔͱɺ高ੁ関͢ࢉ 728 間（ 1�31Lm）ͱなΔ͜ͱかΒɺ本དྷͰ͋Εԃ堤のさ

Βに্ྲྀのɺपลに͋Δෳのの߹ྲྀ近が関ޱͰ͋ͬたͱఆさΕΔɻ水路跡のલ෦分ࣼ面の

่མにΑりܗߐがফࣦしͯいΔՕ所がଟみΒΕたɻな్͓தにԞ堤の水ݯͱなΔが͋り（%10άリο

ド東෦）ɺͦの水ΛܧぎしͭͭΛ渡͢たΊにɺલड़のඉֻඉが༻いΒΕたͱ͑ߟΒΕΔɻ

社堤（%10άリοドೆ෦）にͭいͯɺࣼ面Λしͯ෯ޒ 10mのପԁঢ়の平ୱ面がܗ成さΕɺ

ଆに水ΛཷΊ͓ͯ͘たΊのखঢ়の高·りΛ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ堤のॎ࣠のさ࢙ྉͱ΄΅Ұக͢

Δがɺԣ࣠の෯山ଆࣼ面の่མにΑり若ׯ͘なͬͯいΔɻఈ෦ຒΊཱͯΒΕ͓ͯり確認Ͱきͯいな

いがɺޙࠓɺ遺構のنԼ෦構Λղ明͢Δ͜ͱΛ目的ͱしたτϨϯν調査の࣮ࢪΛ༧ఆしͯいΔɻ·

たɺ第 19ਤにみ͑ΔԞ堤ํ面の水路にͭいͯɺݱ地౿査にΑりのࣼ面ΛしたܗߐΛ確認͢Δ͜

ͱがͰきたɻԞ堤（%11άリοド西෦）ɺޒ社堤のΑ͏に明ྎな堤のܗଶΛͱ͓ͬͯΒͣɺࣗવ地ܗ

のΛར༻しͯ水ΛԃきࢭΊͯいたͱఆさΕΔɻ

社山Ұଳ（%10άリοドೆ西෦～&10άリοド北西෦）ɺ記録্ޒ 1本の水路ͱしͯ記さΕͯいΔがɺ

が確認さΕたɻگ面が࿈ଓしͯいΔঢ়ࣼٸঢ়Ͱແの水路がॎԣແਚに͓ͬͯりɺさΒに平ୱ地ͱݱ

年にわたΔ砂金採掘にΑΔ水路のけସ͑ɺऔ明ීが܁りฦし行わΕΔ͜ͱにΑりɺෳࡶな地ܗが

ΒΕΔɻ͜の΄かɺ砂金採掘にΑり発ੜしたΨϥ石の集積ɺ水路に͏石֞石͑ߟ成さΕたのͱܗ

積みが集தし͓ͯりɺ平成 14～ 16（2002 ～ 2004）年の調査Ͱɺਓ಄େのΛコのࣈঢ়に積み্͛た石

組遺構が 確認さΕͯいΔʦ山本・Ӌੜ・Ӌ二ੜج19 2004ʧɻ͜ΕΒの遺構の存ঢ়گۃΊͯྑͰ͋

りɺ砂金採掘にΑΔ地ܗվมのաఔなどɺҰ࿈の砂金採掘シεςϜΛղ明͢Δ্Ͱඇৗにॏཁな地۠Ͱ͋

Δ͜ͱかΒɺ平成 22（2010）年度Αりɺ遺構のنԼ෦構Λ確認͢ΔたΊのՃ調査Λ࣮ࢪしͯいΔɻ

さΒにɺ地ֶܗ地ֶ࣭の؍ΛऔりೖΕながΒɺ原地ܗの෮ݩ地ܗվมのաఔにͭいͯ調査Λ進Ίͯ

い͘༧ఆͰ͋Δɻ

にͭいͯɺ&10৲ށ社水ޒ άリοド北西෦に͓いͯɺ水路のҰ෦Ͱ͋Δঢ়地ܗΛ確認したɻ͜

͜Ͱɺఈ෦ͱఈ෦྆の্ཱͪがり෦分にਓ಄େのΛしͯいΔՕ所が͋りɺࣼ地ΛྲྀΕΔ水ྲྀに

Αͬͯ水路がΒΕΔ͜ͱΛ͙たΊのิڧ༻のાஔͱఆさΕΔɻޒ社水ށ৲のྲྀɺ水ాになͬ

ͯいΔたΊ確認Ͱきなかͬたがɺ第 19ਤにみΒΕΔΑ͏にɺ੨かΒ堤ଓ͘水路（ݱ西三川川  ）

に߹ྲྀしͯいたのͱ推ଌさΕΔɻ
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#　高ੁ関ޱ～成༝山

ᶃ ֓　　　ཁ

成
なり

༝
Αし

山ɺ川集མの北東 1LmにҐஔ͢Δ砂金採掘跡Ͱɺ西三川川がྲྀΕΔΛڬんͰର面にޒ
͝

社
しΌ




山が͋Δɻ明 3（1766）年の࢙ྉ 48にɺʮୋ（高
たか

ੁ
͢が

）関ޱかΒ成༝山堤·Ͱશ 1,200 間（

2�17Lm）ʯͱ͋りɺఱ明 5（1785）年の࢙ྉ 53にɺத平山・தฑ山・ཱ 山の 3山ΛՔぎͭ͘したのͰɺ

山・ӏ崎（ಕ）山・ਿ平山・成༝山のؙދ 4ϱ所Λସ山にした͜ͱが記さΕͯいΔɻ·たɺಉ時期の࢙ྉ

55にɺޒ社山がٳ山しͯいΔのͰɺޒ社山༻水ͱ๕ϲの水Λ成༝山に༻いた͜ͱが記さΕͯ

いΔɻしかしɺͦΕҎޙの記録ྨにɺ成༝山の名みΒΕないɻ

ๅ暦 3（1753）年の第 22ਤにɺʮܗ
かた

٢
Αし

山（成༝山の͜ͱか）ʯͱʮࣈΑしʯのจࣈがみ͑Δがɺ٢ܗ

山地名のみͰप囲の山ʑͱಉҰのֆฑͰඳかΕ͓ͯりɺ水路・堤確認ͰきないɻҰํɺ18世ޙل

の第 23ਤにɺ水路・堤ඳかΕͯいないののɺ٢ܗ山Ք所ͱしͯ確認ͰきΔ͜ͱかΒɺ࢙ྉ 53

のঢ়گΛ͋Δఔ度өしͯいΔのͱఆさΕɺ第 22ਤͱの時期的なҧいΛࢦఠ͢Δ͜ͱがͰきΔɻͦ

ΕҎ߱のນかΒ明࣏ॳ期のֆਤにɺ成༝山ࣗମがඳかΕな͘なΔ͜ͱかΒɺ明～ఱ明年間Λத৺ͱ

͢Δށߐத期にҰ時的に採掘が行わΕた所ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

水のཷ成にΑͬͯͦのࠟ跡確認Ͱきなかͬたɻ༺ۀ社山の水路ͱಉ༷にɺޒɺޱঢ়Ͱɺ関ݱ

·たɺྲཱྀ のऔりけಓ路にΑͬͯɺ水路のେ෦分ফࣦし͓ͯりɺ成༝山堤のखલ 0�2Lm地（%10

άリοドೆ東෦）かΒܗߐが確認ͰきΔのみͰ͋Δɻ

成༝山堤にͭいͯɺ成༝山採掘跡のखલͰ水路跡の෯ががΔՕ所が͋り（&10άリοド北東෦）ɺޒ

社堤ͱಉ༷にɺଆにखঢ়の高·りが確認ͰきΔ͜ͱかΒɺ͜の地が成༝山堤跡に֘͢Δのͱ

ΒΕΔɻさ・෯にͭいͯɺ記録্ͱ΄΅Ұக͢Δɻ͑ߟ

地ͱ平ୱ面が確認ͰきΔのみͰࣼٸͰきたͯͬ面のதෲΛࣼ؛ࠨ在成༝山ɺ西三川川্ྲྀҬのݱ

͋Δ（&10άリοド北東෦）ɻࠓճの調査Ͱɺ成༝山堤近ͰɺҰล 3mɺ高さ 1mの石組遺構 ͱɺج1

মき༼跡 出したɻݕΛج1

水路のྲྀ確認Ͱきなかͬたがɺ成༝山ΛաぎたޙͦのԼΛྲྀΕΔ西三川川本ྲྀྲྀΕࠐんͰい

たのͱఆさΕΔɻな͓ɺʮࣈさΒさΒʯの所不明Ͱ͋Δがɺʮ๕ϲʯཷԃ堤かΒ成༝山の΄

΅த間地に͋ΔΛ͢ࢦのͱࢥわΕΔɻޒ社山の水路ͱ関ޱがಉҰͰ͋Δ͜ͱかΒɺ࢙ྉ 55に

͋ΔΑ͏にɺޒ社山ٳ山時にͦの༻水Λ༰қにస༻͢Δ͜ͱがՄͰ͋ͬたͱ͑ߟΒΕΔɻ
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ୈ � ද　成由山稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ
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ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（高ੁ関ޱ～成༝山）
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ୈ �� 図　٢ܗ（成༝）山稼所 （ֆਤ 2Αり）

0 1km500m

ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（高ੁ関ޱ～成༝山） （ֆਤ 1Αり）
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$　੨～ཱ山

ᶃ ֓　　　ཁ

ཱ
たͯ


の͜し

山ɺ川集མ北西にҐஔ͢Δ砂金採掘地Ͱɺݱ在採掘にΑͬͯܗ成さΕたࣼٸ面ΛみΔ͜

ͱがͰきΔɻ保（1741）ݩ年の࢙ྉ 34にɺʮ੨かΒཱ水ށ৲·Ͱશ 795 間（ 1�44Lm）ʯͱ

͋りɺ్தɺさ 45間（ 0�08Lm）の山ΛൈけΔ؏（τϯωϧ）が͋Δɻๅ暦 3（1753）年の第 25ਤ

にɺ高
たか

ੁ
͢が


さわ

関ޱかΒ੨ࢸΔ水路がඳかΕ͓ͯりɺ੨の本དྷの水ݯ高ੁ関ޱͰ͋Δ͜ͱがわか

Δがɺݹจ書に高ੁかΒ੨·Ͱの経路লུさΕͯいΔɻ·たɺ؏確認Ͱきɺ18世ޙلの

第 26ਤにɺ࢙ྉ 34ͱಉのʮ؏࢛रޒ間ʯのจࣈがみ͑Δɻ

堤ɺ੨ͱཱ堤の 2ͭが͋Δɻ͜の͏ͪ੨ɺن西三川砂金山の堤Ͱ࠷େのɺさ 60間（

108�6m）ɺ෯ 18間（ 32�6m）ͱなͬͯいΔ（ਂさ不明）ɻ明࣏ 7（1874）年にɺ川ेീຕ村かΒຽ

い堤ͱ੨堤の水Λ༻いͯपลの砂金ྲྀし跡・᜕などΛాാに։発したいʯͱの所ɺʮཱޚ

が出さΕ͓ͯりʦਅ町࢙編ࢊҕһ会 1975ʧɺ明࣏ 5年の砂金山ด山ޙɺ྆堤͓ͯͬりɺ地։

発にར༻さΕͯいた͜ͱがわかΔɻ

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（੨～ཱ山）
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ୈ � ද　立残山稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ
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な͓ɺཱ堤かΒઌのྲྀ路にͭいͯɺ࢙ྉ 34にʮཱ水ށ৲·Ͱ 270 間（ 0�48Lm）ɺ͜の͏ͪ

Ք所（山ཱ） 40間（ 72m）ʯͱ͋りɺ1本の水路ͱしͯ書かΕͯいΔがɺ第 26ਤのΑ͏にɺதฑ山

ํ面ଓいͯいΔのɺ第 25ਤのΑ͏にཱ山Ͱな͘தཱ山Λ経༝しཱͯ山のཪखΛ௨ͬͯ水

Δの͋Δɻ͜のにͭいͯɺఱ明ࢸ（西三川川）৲ށ 5（1785）年時ɺ（ཱ山が）不ؾܠͰ͋

Δ͜ͱかΒɺ成༝山ՔぎΛସ͑た͜ͱにΑりٳ山ͱなͬͯいΔ͜ͱͱ（࢙ྉ 54）ɺத平山・தฑ山の

લ面（のΨϥ石）Λऔりআいͯɺ水路Λけସ͑ͯ砂金ՔぎΛܧଓしたͱい͏ʮऔ明ීʯの͜ͱが記さ

Ε͓ͯり（࢙ྉ 53）ɺ͜ΕΒのঢ়گΛふ·͑ͯඳかΕたのͰ͋ΔͱఆさΕΔɻ

な͓ɺ第 27・28ਤɺཱ山؟લのΨϥ石Λऔりআいͯ水路ΛઃけΔલޙの༷ࢠがわかΔֆਤͰɺऔ

明લのݩਤの্にுりࢴΛషͬͯऔ明ޙのঢ়گがඳかΕͯいΔ͜ͱかΒɺจԽ 12（1815）年のཱ山の

औ明ීに関࿈͢Δֆਤͱ͑ߟΒΕΔ（࢙ྉ 62）ɻීޙの第 28ਤにɺཱ山堤ͱཱ山औ明所に

記が͋りɺཱ山堤平ۉさ 29間（ 52�2m）ɺ෯ 9間（ 16�2m）ɺਂさ 3ई（ 0�9m）に૿ஙさ

Εた͜ͱͱɺཱ山औ明所平ۉ 23間（ 41�4m）ɺ෯ 20間（ 36�0m）ɺਂさ 5間（9�0m）のنͰ

͋ͬた͜ͱが書かΕͯいΔɻ͜の΄かɺจ 6（1823）年ɺՅӬ 3（1850）年にऔ明ීΛ行ͬた記録

が͋り（࢙ྉ 67・75）ɺཱ山ҰଳͰɺز度ͱな͘水路のけସ͑が行わΕた͜ͱがわかΔɻ

·たɺཱ山ɺʮ金山೭ݹՔ跡ʯの 1ͭͱしͯށߐॳ期のஈ֊かΒ採掘が行わΕ͓ͯり（࢙ྉ 47）ɺ

明࣏ॳ期·Ͱͦの名がみ͑Δ͜ͱかΒɺށߐ時Λ௨ͯ͡採掘が行わΕͯいたͱい͑ΔɻҰํதཱ山ɺ

1744）ࠒԆΑりڗ山ͱͱににԆཱ ～ 51）のՔ所ͱ͋り（࢙ྉ 35）ɺগな͘ͱށߐத期に採掘が

行わΕͯいた͜ͱがわかΔがɺޙށߐ期Ҏ࢙߱ྉにみΒΕな͘なΔ͜ͱかΒɺށߐத期にのみ限ఆさΕΔ

採掘地ͱఆさΕΔɻ͜のにͭいͯɺ࢙ྉ 47ҟઆにɺཱ山がఱ明 5（1785）年のٳ山時ʮதཱʯ

ͱいわΕͯいた͜ͱɺ第 26ਤにཱ堤がʮதཱ堤ʯͱද記さΕͯいΔ͜ͱɺ第 25ਤにཱ山ͱதฑ山・

ஜޙ山の間に͋Δதཱ山がɺͦΕҎޙのֆਤにඳかΕͯいない͜ͱͱແ関ͰないͱࢥわΕΔɻͭ·

りɺԆڗ年間かΒఱ明年間に採掘が行わΕͯいたதཱ山がɺͦのޙ掘さΕͯ平ୱ地になりɺ川集མ北

෦の金山地۠ͱೆ෦の川地۠Λ݁Ϳಓɺཱ（தཱ）堤かΒதฑ山ํ面の水路がͭ͘ΒΕͯいͬた
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ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（੨～ཱ山） （ֆਤ 1Αり）
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ୈ �� 図　立残山取໌ී後 （ֆਤ 4Αり）

ୈ �� 図　�� （山ཱ～੨）の稼所ɾ堤ɾ水路ظ後لੈ （ֆਤ 2Αり）

ୈ �� 図　立残山取໌ී前 （ֆਤ 4Αり）
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ୈ �0 図　ֆרにඳかれた鍛冶小屋 （ֆר 1Αり）

ୈ �� 図　߂Խ �（1846）࣌の立残山पล （ֆਤ 7Αり）
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のͱ͑ߟΒΕΔɻ߂Խ 3（1846）年の第 29ਤにɺʮཱ・山ډ・ಕࡔ・࿓ԼޱΑりޚล·Ͱɺ

ԿΕԟݹϋҰπの山χͯ有೭ީॲɺ年Քࠐɺ時の͜ͱ͘山ʑཱݽͱ૬成ީ༝ɺ地の༷ࢠさ有೭

ީʯͱい͏記が͋りɺݩʑ 1ͭの山Ͱ͋ͬたཱ山Ұଳがɺ年の砂金採掘にΑりɺいͭ͘の

ܗな地نした山ʑͱԽした͜ͱが記さΕͯいΔɻҎ্の͜ͱかΒɺ時ɺ૾Λઈ͢Δ΄どのେཱݽ

վมが行わΕͯいたͱい͑Δɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

ΛͱどΊ͓ͯΒͣɺऔܗ世の։発にΑり水ాͱな͓ͬͯりɺ原ޙͱなͬͯいΔ੨ɺݯঢ়Ͱɺ水ݱ

水ޱのࠟ跡確認Ͱきなかͬた（&10 άリοド北東෦）ɻ·たɺ第 26ਤにみ͑Δ高ੁ関ޱかΒ੨·Ͱ

の水路ɺگݱかΒ判அ͢ΔͱɺࣗવՏ川（ݱ西三川川）Λͦの··ར༻しͯ੨に水ΛཷΊͯいたの

ͱఆさΕΔɻ

੨かΒ؏·Ͱɺ西三川川্ྲྀࣼ؛ࠨ面Լஈに0�25LmのܗߐがͯͬいΔ（&10άリοドதԝ෦）ɻ

ྉ࢙ 34にみ͑Δ 193 間（ 0�35Lm）Αり 100mఔい͜ͱかΒɺ関ޱさΒに্ྲྀ෦分に͋ͬたͱߟ

͑ΒΕΔɻ؏（&10 άリοド西෦）ݱ在砂Ͱຒ·りɺೖޱ・出ޱͱਿが২林さΕͯいΔがɺ؏

ೖޱ近の水ాɺ地ݩͰʮΩリϊΪʯͱݺΕ͓ͯりɺʮ؏ʯがస͡たのͱఆさΕΔɻ

؏出ޱかΒɺいͬたんܗߐが్ΕΔがɺ௨শʮҪϊ্ʯͱݺΕΔのೆࣼ面தෲかΒܗߐが

෮׆し͓ͯり（&9άリοドೆ東෦）ɺの北ࣼ面かΒೆࣼ面ඉΛかけͯ水Λ渡したՄੑが͑ߟΒΕΔɻ

堤खલしΒ͘いにりɺཱܗߐ 80mかΒ堤·Ͱޙ世のಓ路にΑͬͯํߐফࣦしͯいΔ

（'9άリοド北෦）ɻ

͢Λͼ西෦分ফࣦしͯいΔののɺ時の名ٴ堤（'9άリοド北෦）ಓ路にΑͬͯ北ཱ

ପԁঢ়の平ୱ地がల։し͓ͯりɺݱ在ാ地ͱしͯར༻さΕͯいΔɻ

的な水路山·Ͱɺ石֞Λ組んͰ্面に೪ΛషりɺさΒにͦの্に石ྻΛしͯਓ堤かΒཱཱ

ͱしͯいΔঢ়گが͏かが͑（'9άリοド北西෦）ɺ平成 13・14年度ͱ 18・19年度の 2ճにわたΔಓ路֦

෯に͏発掘調査が行わΕたʦݎ΄か2004ɺޱ・若林・খా 2009ʧ（第 31ਤ）ɻ水路のنɺେܕ

ののͰ্面෯ 4mલޙ・ఈ面෯ 2mલޙ・高さ 2mલޙɺখܕののͰ্面෯・ఈ෦෯ͱ 1�0mલޙɺ

高さ 0�4mલޙΛଌΔ（第 32 ਤ）ɻ平成 13・14 年度調査۠の水路ಓ路֦෯にΑりফࣦしたがɺ18・

19 年度調査۠の水路ɺ࢙跡ٴͼจԽ的؍ܠ保ޢの؍かΒ保存さΕΔ͜ͱͱなͬたɻな͓ɺ平成 14

年度の調査に͓いͯɺ水路に石組遺構 出さΕͯいΔ（第ݕがج1 33ਤ）ɻน面ܘ 20～ 40Dmఔの不

ԁ・֯Λ積み্͛ͯ構ஙさΕ͓ͯりɺن東西 4�8mɺೆ北 3�6mɺน高 1�2mΛଌΔɻதԝ

近ఈ෦にɺްさ 10～ 20Dmఔ度の Ͱ構ஙさΕたݸ8 0�8 ʷ 0�5mఔの石囲いが͋りɺ分ੳに

ΑΔඍࡉ遺物（Ṟย・ཻঢ়ᕥ）の存在かΒͱ推ఆさΕͯいΔɻ第 30ਤにɺʮখʯのද

記が͋Δ石組みখがඳかΕͯいΔ͜ͱかΒɺ本遺構がͰ͋ͬたՄੑが高いɻ平成 19年度の

調査Ͱɺཱ山Լの水路跡北ଆྡ地に͓いͯɺล 2�0mɺล 2�3mɺ高さ 1�1mのن

の石組遺構 さΕͯいΔ（第ࢪのଌྔ調査が࣮ج1 34ਤ）ɻ

面ͱɺࣼٸͰ͋Δ在தෲ෦分にಓ路がͬͯいΔののɺ採掘の名ݱ山（'9άリοド北西෦）ɺཱ

ͦのԼに砂金ྲྀしΛ行ͬた水路のࠟ跡がΔɻ水路跡ɺཱ山のखલͰ 10mҎ্མͪࠐんͰཱ山

のલ面ࢸΔ͜ͱかΒɺམࠩΛར༻しͯ༨分な石ΛԼྲྀԡしྲྀしたͱࢥわΕΔɻな͓ɺཱ山かΒ水

Ͱɺಓ路にΑͬͯຒΊཱͯΒΕ͓ͯりɺ確認Ͱきなかͬたɻ·৲ށ
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本調査区

立残山立残山
立残堤立残堤
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北水路北水路

南水路
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13・14年度調査区13・14年度調査区

石組遺構

凡　　例

平成18・19年度調査区

合成航空写真（平成13・14年度調査、平成18・19年度調査資料より）

平成13・14年度調査区

0 （1：4,000） 200m

ୈ �� 図　立残山への水路ɾ堤推定図（平成 13・14ɺ18・19年度調査۠）（ʦޱ・若林・খా 2009ʧΑりసࡌ）
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ୈ �� 図　平成 �� 調査۠北水路構ங状ଶ図ɺ立面図（ʦݎ΄か 2004ʧΑりసࡌ）
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ୈ �� 図　平成 �� 調査۠ୈ � ΄かݎ跡構ங状ଶ図ɺ立ɾ断面図（ʦډॅ߸ 2004ʧΑりసࡌ）
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ୈ �� 図　平成 �� 調査۠石組遺構平面ɾ立面ɾηΫγϣン図（ʦޱ・若林・খా 2009ʧΑりసࡌ）
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川৲ށ੨৲三π߹川௨り～水৲ށ社Ք所水ޒ　%

ᶃ にΈる採掘地ɾ水路ɾ堤ه

水
み

ށ
ͱ

৲
͡り

川ɺ川集མの北෦ΛྲྀΕΔݱ西三川川の͜ͱͰ͋Δɻ保（1741）ݩ年の࢙ྉ 34にΑΕɺ

ʮޒ社Ք所水ށ৲੨৲三π߹川௨りʯΛىͱしͯɺʮ堤ʯ・ʮ水ށ৲川Ք಄ʯ・ʮޒఎඉʯΛ௨りɺʮ

川৲三π߹ʯΛऴͱ͢Δશ 1,329 間（ 2�39Lm）の水路ͱ͋りɺ第 37ਤにみ͑Δɺ੨ͱ堤

Λ݁Ϳ水路ͱの߹ྲྀがɺʮޒ社Ք所水ށ৲੨৲三π߹川௨りʯに૬͢Δのͱ͑ߟΒΕΔɻ͜͜

かΒઌにͭいͯɺʮ川௨ʯɺʮ川ྲྀ（所）ʯなどのද記かΒわかΔΑ͏にɺ水ށ৲川（ݱ西三川川）のՏ川

ྲྀ路ͦののΛར༻しͯ砂金採औが行わΕたՄੑが高いɻな͓ɺ第 36ਤにɺޒఎඉのԼྲྀにେ川ྲྀ

所がඳかΕ͓ͯりɺ水ށ৲川のதྲྀҬͰ砂金採औがんに行わΕͯいた時期が͋Δ͜ͱΛࣔࠦしͯいΔɻ

水ށ৲川ͱޒఎඉのՔۀ時期にͭいͯɺ࢙ྉ 35にԆڗかΒԆ1744）ࠒ ～ 51）のՔ所ͱ͋Δɻ͜

の͏ͪޒఎඉɺޒ社山ͱಉ༷ɺʮ金山೭ݹՔ跡ʯͰ͋Δ͜ͱかΒ（࢙ྉ 47）ɺ水ށ৲川ྲྀҬの砂金採

औɺށߐத期ҎલかΒ行わΕͯいたͱ推ଌさΕΔɻしかしɺͦΕҎޙの記録にみΒΕͣɺށߐத期Ͱ

ՔۀΛఀࢭしたのͱࢥわΕΔɻ

な͓ɺ第 36ਤのݩਤͰ͋Δֆਤ 1（199）にɺ˚ˌなどの印がͭいたՔ所が͋りɺຌྫにʮࠑ

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（高ੁ関ޱ～成༝山）

堤　名 　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ
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ᶆ五挺樋〜茶屋川尻三ツ合ʵ ��� 間（0�60Lm）

堤のみݱ存

ܭ 1,329 間（2�39Lm）

ྉ࢙ 34ʦ保（1741）ݩ年ʧΑりҾ༻
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印ෟ山߹கʯͱ記さΕͯいΔɻԆ（1748）ݩ年の࢙ྉ 40にɺ金ࣇΑりʮ西三川砂金山ਿ平山が௧みɺ

採掘がͰきな͘なͬたのͰɺׂ
わΕ

ཹ
ͱΊ

・ෑΛ山にしͯ΄しいʯͱのཁがไ行所出さΕたͱ͋りɺ

明 3（1766）年の࢙ྉ 46にɺ成
なり

༝
Αし

山ͱӏಕ山ɺ水
みͣ

্
かしΒ

ͱ山ɺेޒ番川ͱ川ɺ水ށ৲ͱେਢ

川がͦΕͧΕ 1ͭのՔ所ͱさΕͯいΔ͜ͱかΒɺಉ͡印の山がɺҰମのՔ所ͱしͯऔりѻわΕͯいた

ͱఆさΕΔɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

社山水路ྲྀのঢ়ޒ੨৲三π߹川௨りʯの明確なҐஔ不明Ͱ͋Δがɺ৲ށ社Ք所水ޒのʮى

Δಓのަࠩ地近（&9άリοド北東෦）ͱఆさΕΔɻࢸ社山ޒかΒɺ西三川川ͱڑɺ記録্のگ

͜͜かΒ堤·ͰɺࣗવՏ川Λར༻したͱ͑ߟΒΕɺ堤にͭいͯɺݱڮのପԁঢ়のམ

在ാ地ͱなͬͯいΔがɺ記録্ݱわΕΔɻࢥみ෦分（&8άリοドೆ東）がͦのҰ෦に֘͢Δͱࠐͪ

ΑりかなりখنになͬͯいΔ͜ͱかΒɺޙ世の地։発ಓݐઃにΑͬͯɺ堤のେ෦分ফࣦし

たͱ͑ߟΒΕΔɻ

堤かΒઌのʮ水ށ৲川ྲྀʯͱʮޒఎඉྲྀ所ʯɺ川ྲྀしͰ͋ͬた͜ͱかΒͦのࠟ跡ͯͬ

いないがɺ記録্の堤ٴͼ川৲三π߹（ݱ西三川川ͱ川川の߹ྲྀ）かΒのڑにΑり͓͓Αͦ

のҐஔΛ推ଌ͢Δͱɺ水ށ৲川ྲྀ&8άリοドೆ東෦近ɺޒఎඉྲྀ所(7άリοド北西෦ͱなΔɻ

（五社屋稼所水戸尻青池尻三ツ合川通り）（五社屋稼所水戸尻青池尻三ツ合川通り）

赤池

河原石蘭

水戸尻川

赤池

河原石蘭

水戸尻川

560間（1.01km）

335間（0.60km）

45間（0.08km）

345間（0.62km）

茶屋川尻三ツ合

水戸尻川流場
五
挺
樋
流
場
所

大川流場所

赤池
（五社屋稼所水戸尻青池尻三ツ合川通り）（五社屋稼所水戸尻青池尻三ツ合川通り）

ୈ �� 図　五社屋稼所水戸尻青池尻三ツ合川通り （ֆਤ 2Αり）

ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1735）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（ޒ社Ք所水ށ৲੨৲三π߹川௨り～川৲三π߹）（ֆਤ 1Αり）
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（西三川川தྲྀ～金掘山）ߐ新ా・（西三川川தྲྀ～ా崎）ߐݹ　&

ᶃ にΈる採掘地ɾ水路ɾ堤ه

西三川川ӈ؛Տ؛ஈٰࣼ面に্Լ 2本の水路跡が͓ͯͬりɺ地ݩͰ্ஈの水路Λʮݹ
ふΔ

ߐ
͑

ʯɺԼஈの

水路Λʮ新
しん

ా
Ͱん

ߐ
͑

ʯͱݺんͰいΔɻ͜の 2本の水路にͭいͯの明確なࢿྉͯͬいないがɺߐݹ西三

川தྲྀのେ
͓͓

ཱ
ͩͭ

（&7～ '7άリοドにかけͯのঢ়地ܗ）かΒɺాਢ銀山のా崎（H1άリοド東෦）·Ͱଓ

いͯいたͱ͑ΒΕͯいΔɻ新ాߐɺ西三川川ͱେཱ߹ྲྀ地（(7άリοド北東෦）かΒɺ西三川川

Տޱ近のӈ؛Տ؛ஈ্ٰに͋Δ金
かな

掘
΄り

山採掘跡（+3 άリοド北෦）·Ͱの水路ͰɺԆๅ 6（1678）年に地

ྉ࢙）ా༩ӈӴかΒ新ా։発のたΊにങいऔͬたのͰࢣඦが山ݩ 26）ɺݱ在Ұ෦ۀ༻水路に

さΕͯいΔͱの͜ͱͰ͋Δɻ༺

͜ΕΒの水路のӦ時期不明Ͱ͋Δがɺେྲྀしのॳݟがܚ 9（1604）年Ͱ͋Δ͜ͱ（࢙ྉ 6）ɺ新ా

がԆๅߐ 6年のஈ֊Ͱۀ༻水路ͱしͯస༻さΕͯいΔ͜ͱ（࢙ྉ 26）などかΒɺ17世لલΛத৺に

ՔಇしͯいたのͱఆさΕΔɻ

な͓ɺ平成 2（1990）年にɺ佐渡ֶ࢙ྺݹߟ会にΑΔ発掘調査が行わΕ（ߐݹ 2ϱ所ɺ新ాߐ 4 ϱ所）ʦ山

本 1990Cʧɺ水路のنߐݹͰ্෦෯ 100 ～ 130Dmɺਂさ 37 ～ 38Dm（第 39 ਤ）ɺ新ాߐͰ

্෦෯ 100～ 140Dmɺਂさ 44～ 50DmͰ͋Δ͜ͱが確認さΕͯいΔ（第 40ਤ）ɻ

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（ߐݹ・新ాߐ）
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ᶄ 調 査 ݁ Ռ

出したがɺͦΕΑり্ྲྀ෦ࣼ面の่མにݕΛܗߐɺେཱ西ଆࣼ面（'7άリοドೆ西෦）かΒߐݹ

Αりফࣦし͓ͯりɺ関ޱ෦分Λ確認͢Δ͜ͱͰきなかͬたɻ水路跡ඪ高 100mかΒ高ઢにԊͬ

いΔ͜ͱかΒɺ্ྲྀのඪ高ͯͬͯ 100m近（'7άリοド北西෦）が関ޱͰ͋ΔՄੑが高いɻ

水路跡ɺ్தಓ路ࣼ面の่མにΑり存ঢ়گがѱいՕ所͋Δがɺ西三川川ӈ؛Տ؛ஈٰࣼ面に

Ԋͬͯ 3�2LmにわたͬͯஙかΕͯいΔ͜ͱΛ確認したɻ*4 άリοド東෦かΒՌथԂにΑͬͯ水路跡

ফࣦし͓ͯりɺ͜͜かΒా崎（H1άリοド東෦）·Ͱのϧーτ不明Ͱ͋Δɻ

Ұํ新ాߐɺ西三川川தྲྀの(7άリοド北෦Λ水ݯͱし͓ͯりɺݱ在ྡ͢Δ水ాのۀ༻水路

औ水ޱͱなͬͯいΔɻ水路跡に6ߔࣈがෑઃさΕ͓ͯりɺऔ水ޱかΒ 150m෦分がݱ在༻さΕ

ͯいΔɻ

水路跡 *3 άリοドೆ東·Ͱ 3�6Lmにわたͬͯݱ存し͓ͯりɺߐݹにൺΔͱ近年·Ͱۀ༻水

路ͱしͯ༻さΕͯいたՕ所がଟい͜ͱかΒɺࣼ面の่མथのൟໜにΑΔҰ෦ফࣦՕ所Λআけɺ

Λ明ྎに確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ·たɺH4άリοドೆ東෦の水ྔが๛Ͱ͋りɺ͜͜かΒܗߐ *3

άリοドೆ東෦·Ͱݱ在ۀ༻水路ͱしͯ機しͯいΔ͜ͱかΒɺ水ݯの川ͩけͰな͘ɺ్தのの水

有ޮར༻しながΒ砂金༻水Λ確保しͯいたͱ͑ߟΒΕΔɻな͓ɺ金掘山（+3άリοド北෦）ݱ在چ西

三川খֶߍάϥϯドͱなͬͯいΔがɺΨϥ石がଟかͬたたΊɺ成時にେมۤ࿑したͱい͏話がͯͬ

いΔɻ

ୈ �� 図　古江 a 地点トレンチ断面図（ʦ山本 1990CʧΑりసࡌ）

ୈ �0 図　新田江 $ 地点トレンチ断面図（ʦ山本 1990CʧΑりసࡌ）
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2）খ川川水ܥ

ਅ経௩関ޱ～தฑ山・ಕࡔ山

ᶃ ֓　　　ཁ

த
なか

ฑ
がΒ

山ͱಕࡔ山ɺ川集མதԝ෦の東ࣼ面にҐஔ͢Δ砂金採掘地Ͱɺ西三川砂金山࠷の༻水路Λ有

͢Δɻ͜の水路ɺ௨শʮ金山ߐʯͱݺΕɺށߐॳ期の佐渡金銀山のେ山ࢣຯํୠഅが成にܞわͬた

ͱさΕɺݩ年間（1615 ～ 24）の西三川砂金山のൟӫにͭながͬたͱいわΕͯいΔʦ山本 1990Bʧɻ

Ӭ（1624）ݩ年の࢙ྉ 16にɺʮʜ西三川金山の水路Λ࢝Ί所ʑా地の༻水千間の所Λ௨しޙਓ

ଖศりΛಘΔ͜ͱଟ͋͘りʜʯͱ͋りɺ島֤地に水路Λஙいたຯํୠഅのۀがশ͑ΒΕͯいΔɻ

水路のنにͭいͯɺ保（1734）ݩ年の࢙ྉ 34にΑΔͱɺ水ݯのਅ経௩関ޱかΒಕ堤·Ͱ 6,655

間（ 11�98Lm）ͱ͋りɺ特に水路্ྲྀ෦に͓いͯɺֻඉඉなどΛ༻いなけΕなΒない所がଟ

かͬた͜ͱが͏かが͑Δɻಕ堤かΒઌɺୌͱなͬͯதฑ山ྲྀΕࠐみɺத平山水ށΛ経ͯेޒ番川ࢸ

Δɻな͓ɺதฑ山༻水路にɺ͜の΄かܰҪ川関ޱΛ水ݯͱ͢Δ水路が͋Δがɺ͜Εにͭいͯ本水路ͱ

水ݯがҟなΔたΊɺʮ4）川水ܥʯͰड़Δɻ

18世ޙلͱఆさΕΔ第 42ਤにɺ水路のશ༰がඳかΕ͓ͯりɺ関ޱ～ϲ間Ͱ 7ϱ所ɺϲ

～新ೖ高間に 2ϱ所の֑が確認ͰきΔɻ新ೖ高かΒಕ堤·Ͱɺʮ林ϊʯ・ʮധಓʯ・ʮ川ࡔʯ

などの地名がみ͑ɺಕ堤のにʮਅ༻水ʯのղઆͱしͯʮਅ経௩関ޱϤリಕ堤千ඦޒरޒ間ʯ

ͱ͋りɺ࢙ྉ 34の༰ͱ΄΅Ұக͢Δɻಕ堤にཷΊた水ɺಕ山Λୌঢ়にྲྀΕམͪɺதཱ堤かΒの水路

ͱ߹ྲྀし ʮͯࣈ
ͣ͘

༿


Լ
した

Ք所ʯのલΛ௨ͬͯेޒ番川にྲྀΕࠐΉがɺ࢙ྉ 34にみ͑Δʮதฑ山ʯʮத平山ʯ

ඳかΕͯいないɻ͜のにͭいͯɺఱ明 5（1785）年の࢙ྉ 53にɺʮத平・தฑ・ཱの 3山Ք

ぎਚ͘しͯし·ͬたのͰɺସ͑山ͱしؙͯދ・ӏ崎（ಕ）・ਿ平・成༝ 4山ΛॆͯΔ΄かɺத平・தฑ 2

山のલ௨りのฑ山Λऔりআいͯ水路Λඋ͢Ε採掘がܧଓͰきΔʯͱい͏金
かな

ࣇ
͜

ୡのҙݟΛͱに事が

行わΕた͜ͱが記さΕ͓ͯりɺ͜の時のٳ山ঢ়گΛࣔしͯいΔのͱఆさΕΔɻ

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（経௩関ޱ～ಕ堤）
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な͓ɺๅ暦 3（1753）年の第 43ਤͱɺԆ～ڗԆ年間（1744 ～ ྉ࢙のࠒ（51 35にɺதฑ山のみが

記さΕͯいΔがɺ第 43ਤͱ΄΅ಉ時期ͱఆさΕΔ第 44ਤにɺதฑ山にྡしͯʮத平山ʯがඳか

Ε͓ͯりɺ͜のΑ͏な記録のҧいɺ時にΑΔ採掘ঢ়گのมԽにΑΔのͱ͑ߟΒΕΔɻ

͜ΕҎޙの記録にɺதฑ・த平྆山の名みΒΕな͘なΔがɺわりにʮதʯՔ所がみΒΕΔΑ͏

Ք所名
�堤名

　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ

த
なか

ฑ
がΒ

山
·

˞ 1

ᶃ真野経塚関口〜貝ヶ沢ʵ �0�� 間（3�78Lm）
 90間経௩関ޱΑりനܽ·Ͱ෬ඉɺ
18間ࣈ౾ดֻඉɺ3間ࣈഅϊഎܽɺ
21間ࣈେֻܽඉɺ13間ࣈେඉɺ

9間ࣈしͪにֻඉɺ11間ࣈֻܽඉ

ᶄ貝ヶ沢〜新入高野ʵ ���� 間（2�58Lm）
 12間ֻඉɺ15間ͭり

ᶅ新入高野〜法師坂ʵ ��� 間（1�40Lm）
 90間ૣࣈҴాඉ所有
31間新ೖ高林の෬ඉ

ᶆ赤泊道法師坂下〜笹川坂頭ʵ ���� 間（2�01Lm）
ᶇ笹川坂頭〜峠堤ʵ ���� 間（2�21Lm）

関ޱ～堤खલ·Ͱݱ存
খ6,655ܭ間（11�98Lm）

ಕ
ͱ͏͛

堤
ͮͭみ

˞ 1

30 間
（54�0m）

10間
（18�0m）

11ई
（3�3m）

所在不明

ಕ
ͱ͏͛

堤
ͮͭみ

˞ 2

25 間
（45m）

4�5 間
（8�1m）

1�5 ई
（2�7m）

த
なか

平
ͻΒ

山
·

˞ 1

峠堤下〜瀧頭ʵ �� 間（0�08Lm）

瀧ノ下〜中柄山稼所ʵ �� 間（0�06Lm）

稼所〜中柄山水戸尻ʵ ��� 間（0�57Lm）
 75間Ք所

中柄山〜中平山水戸十五番川ʵ ��� 間（0�31Lm）

十五番川通り間ʵ ��� 間（0�21Lm）

所在不明

খܭ 684間（1�23Lm）

ܭ 7,339 間（13�21Lm）

˞ 1ɿ࢙ྉ 34ʦ保（1741）ݩ年ʧɺ˞ 2ɿ࢙ྉ 48ʦ明 3（1764）年ʧΑりҾ༻

ୈ � ද　経塚関口〜中柄山ɾ中平山稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ
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になΔɻ͜のதにͭいͯɺՅӬ 3（1850）年にऔ明ීが行わΕ͓ͯり（࢙ྉ 75）ɺນ～明࣏ॳ期

ͱఆさΕΔ第 45ਤͰɺʮதޚՔ所跡ʯͱしͯ平ୱ地になͬͯいΔ͜ͱかΒɺதฑ山掘り่さΕɺ

ʮத（தԝのઙい山のҙか）ʯͱい͏名にมわりɺͦ のޙさΒに掘りԼ͛ΒΕɺ山ͦののがな͘なͬͯいͬ

たաఔΛࣔしͯいΔのͱ͑ߟΒΕΔɻ

·たɺ第 45ਤにみ͑Δಕ堤ԼのՔ所がʮಕࡔ山ʯͰɺ࢙ྉ্のॳݟ 9（1797）年のऔ
ͱり

明
͋け

ී
ふ


しん

Ͱ͋Δ（࢙ྉ 57）ɻນ～明࣏ॳ期の第 45ਤ第 46ਤにɺ経௩関ޱかΒಕ堤ࢸΔ水路がಕࡔ山Ͱར

༻さΕͯいΔ༷ࢠがඳかΕ͓ͯりɺޙށߐ期Ҏ߱ɺ採掘のத৺地がதฑ山かΒಕࡔ山Ҡͬͯいͬたの

ͱ推ଌさΕΔɻな͓ಕࡔ山ɺ明࣏ 3（1870）年にऔ明ීが行わΕたͱ͋りʦ佐渡金銀山遺跡調査ݕ

౼४උ会 2004ʧɺ明࣏ 5年の砂金山ด山間ࡍ·Ͱ採掘が行わΕͯいた͜ͱがわかΔɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

ਅ経௩関ޱɺਅに͙খ
͓

川
͝ ͏ ͪ

川の্ྲྀ（&19άリοド北東）にҐஔしͯいΔがɺݱঢ়Ͱ水

にΑり่མし͓ͯりɺͦのࠟ跡Λ確認͢Δ͜ͱͰきなかͬたɻ関ޱ近にɺҰล 4～ 5mఔの 2

存し͓ͯりɺࠜΛઃけͯ水番খに༻いたͱఆさΕΔɻݱの石組遺構がج

関ޱかΒϲ·Ͱɺখ川川؛ࠨのࣼ面Λ成した水路跡が 1�6Lmにわたͬͯྑにݱ存しͯ

いΔ͜ͱが判明したɻ水路のنɺ࠷େͰ෯ 1�0mɺ高さ 0�5mΛଌΔɻ͜の۠間ɺ第 42ਤに

ඳかΕͯいΔΑ͏にɺͭزのΛ渡͢ඞཁが͋りɺ࢙ྉ 34にみ͑ΔֻඉඉΛ͢ۦΔͱಉ時にɺ

の水औりೖΕながΒ水路がஙかΕͯいたͱ͑ߟΒΕΔɻな͓ɺ&17 άリοドதԝ෦ٴͼೆ西෦に͓

いͯɺখ川川砂μϜのऔりけಓ路にΑͬͯɺ水路がҰ෦ੇஅさΕͯいΔ͜ͱΛ確認したɻ

ϲɺখ川川ྲྀࢧの日
ͻ な た

ΕͯいΔɻݺ在ʮΧϠΨʯͱݱのͰ（'16άリοド北西෦）ɺྲྀݯ川

ՅӬ（1848）ݩ年に佐渡ไ行所ਓҪ্େଂが西三川砂金山Λݟ分した記録にʮלかʯͱい͏地名が

み͑Δ（࢙ྉ 74）ɻいͬたん్Εͯいた水路跡ɺ͜ ͜かΒ確認Ͱきɺ日川ࣼ؛ࠨ面 0�5Lmにわたͬ

存しͯいΔがɺ'16がܗߐͯ άリοドதԝ෦近かΒ 1�0Lmにわたりɺࣼ面の่མޙ世のಓ路։

発のたΊɺҰ෦Λআき水路のࠟ跡Λ確認͢Δ͜ͱͰきなかͬたɻ第 42ਤにɺϲかΒ新
しん

ೖ
にΎ͏

高
͝͏
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ୈ �� 図　�� （ಕ堤～ޱ経௩関）の稼所ɾ堤ɾ水路ࠒ後لੈ （ֆਤ 2Αり）
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ୈ �� 図　中柄山と中平山 （ֆר 2Αり）
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ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路 （ֆਤ 1Αり）
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ୈ �� 図　߂Խ �（1846）࣌の峠坂山 （ֆਤ 7Αり）

ୈ �� 図　໌࣏ॳظの金山江と峠坂山 （ֆਤ 8Αり）
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の間にʮϲܽ（֑）ʯ・ʮେ山େ่ʯの 2ϱ所の֑ɺ࢙ྉ 34にʮर್間ֻඉʯͱʮरޒ間ͭり（ඉ）ʯ

が͋りɺ水路Λ௨͢に͋たͬͯの所Ͱ͋ͬた͜ͱが͏かが͑Δɻ

͜のϲपลɺ水路ফࣦՕ所がଟ͘ɺ記録্のڑͱݱঢ়がҰகしないՕ所がଟい（&17・'16・

&15 άリοド）ɻ࢙ྉ 34にɺ経௩関ޱかΒϲ·Ͱ 2,098 間（ 3�78Lm）ɺϲかΒ新ೖ高·Ͱ

1,431 間（ 2�58Lm）ͱ͋Δがɺࠓճの調査Ͱ確認さΕた水路跡Λ୯७に݁Ϳͱ 3�0Lmఔしかな͘ɺ࢙

ྉ 34の分Ͱ͋ͬたɻ͜のにͭいͯɺ第 42ਤに͓いͯɺ水路がʮϲܽ（֑）ʯかΒର؛の

ʮϲܽ（֑）ʯΛ௨ͬͯいΔ༷ࢠがඳかΕ͓ͯりɺ&17άリοドかΒઌɺ本དྷͰ͋Εখ川川؛ࠨ

ࣼ面Ԋいにେき͘ӌճしͯϲにଓいͯいたͱఆさΕΔɻࠓճの調査Ͱӌճ͢Δ水路のࠟ跡確認

ͰきなかͬたがɺฉきऔりͰɺখ川川ٴ؛ࠨͼϲӈ؛ઉঢ়Տ؛ஈٰのࠜ෦分（&17 άリοドೆ

西෦）かΒϲ水路Λͯ͛ܨいΔのͰないかͱの͜ͱͰ͋りɺޙࠓのݕ౼課Ͱ͋Δɻ

新ೖ高（ݱ佐渡市੩平集མ）かΒധಓ๏ࡔࢣԼ（ݱ主ཁ地ํಓ྆・ਅ・ധઢͱのަࠩ地）·Ͱɺ

水 （ా&15 άリοドೆ東෦）ͱಓ路（&14άリοド北西෦）にΑͬͯফࣦしͯいΔՕ所が͋Δののɺ 0�9Lm

にわたͬͯྑに存しͯいΔ͜ͱΛ確認したɻ

ധಓ๏ࡔࢣԼかΒ川ࡔ಄（'12άリοド北෦）·Ͱɺेޒ番川ӈ؛の高ҐՏ؛ஈٰࣼ面にԊͬͯ水

路がͬͯいΔがɺࡶのൟໜࣼ面の่མɺ林ಓ։ઃにΑりɺ存ঢ়گ͋·りΑ͘ないɻ川ࡔ಄

近かΒɺ੩平13%）ބάリοドೆ෦～&13 άリοド北෦）Λ水ݯͱ͢Δۀ༻水路ͱฒ行しͯΔ水路

跡Λ 1�0Lmにわたͬͯݕ出したがɺ࣍第にۀ༻水路ͱのൺ高ࠩがな͘なりɺ&11άリοドೆ西෦Ͱ

のফࣦΛ確認したɻ

͜͜かΒಕ堤·Ͱɺ明࣏Ҏ߱の地։発にΑΔ水ాががͬͯいΔがɺಓにҰ෦水路跡がͯͬ

いΔՕ所が͋り（'10 άリοド北෦）ɺ平成（1989）ݩ年の発掘調査Ͱ෯ 4�8mɺਂさ 1�2mのେܕ水路が

出さΕͯいΔ（第ݕ 47ਤ）ʦ山本 1990Bʧɻ·たಕ堤ɺݱ在水ాͱな͓ͬͯりɺͦのࠟ跡確認Ͱき

ないがɺ'9άリοド北東෦のҐ水ాप囲に所在しͯいたͱఆさΕΔɻ

ಕ堤推ఆ地かΒઌɺೆ西ํのࣼٸ面ͱな͓ͬͯりɺ第 44ਤにみΒΕΔୌঢ়地ܗಕࡔ山の࿐಄

（'9άリοド北東෦）存しͯいΔののɺୌかΒઌɺ川集མのॅډҬͱなͬͯいΔ͜ͱ͋りɺ

地のվมが著し͘ɺதฑ山・த平山ٴͼेޒ番川ࢸΔ水路のࠟ跡確認Ͱきなかͬた（'9άリοド

ೆ෦）ɻ

黒褐色堆積土

貼りつけ粘土

貼りつけ
粘土灰褐色砂混じり堆積土

砂利

1.20m

1.0m

4.8m

ୈ �� 図　金山江ൃ掘地点 "　断面図（ʦ山本 1990BʧΑりసࡌ）
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ܥ番川水ޒे（3

ਿ平山～ޱ௩関ؠ

ᶃ ֓　　　ཁ

ਿ平山ɺ川集མ東෦にҐஔ͢Δ砂金採掘跡Ͱ͋Δɻ保（1741）ݩ年の࢙ྉ 34にΑΕɺ砂金ྲྀ

し༻水の水ݯؠ௩関ޱͰɺਿ平山水ށ৲·Ͱશ 1,880 間（ 3�38Lm）ΛଌΔɻ

ๅ暦 3（1753）年の第 49ਤにɺʮࣈத川ʯ近かΒ本水路ͱฒ行しͯʮӨ平堤ʯͱʮӨ平山Ք所ʯ

Λ経ͯਿ平山水ށ৲に߹ྲྀ͢Δ水路がඳかΕ͓ͯりɺ࢙ྉ 35にɺԆڗかΒԆ年間（1744 ～ 51）のՔ山・

堤ͱしͯɺਿ平山・Ө平山・ਿ平堤・Ө平堤が͋͛ΒΕͯいΔɻ͜のにͭいͯɺ࢙ྉ 47ҟઆのӨ平

山の記にɺʮੋϋਿ平山ྖ分χީಘڞɺ他村೭者૬Քީχɺ名目ෟ૬ՔީΑしʯͱ͋Δ͜ͱかΒɺ

保ݩ年のஈ֊Ͱਿ平山のみ採掘さΕͯいたがɺԆ～Ԇڗ年間にӨ平山の採掘が࢝·りɺๅ暦 3年の

ֆਤに྆山が記ࡌさΕΔにͬࢸたՄੑΛࢦఠͰきΔɻしかしͦのҰํͰɺ࢙ྉ47にʮ金山೭ݹՔ跡ʯ

ͱしͯਿ平山の名な͘ɺӨ平山のみ͋͛ΒΕͯいΔ͜ͱɺๅ暦 3年の第 49ਤのਿ平堤が 18世ޙل

ͱఆさΕΔ第ࠒ 50ਤにӨ平堤ͱなͬͯいΔ͜ͱなどの不Մղな͋りɺՔ所のҠಈ水路のସ

͑にΑΔ名শのมߋɺ記録者のޡ認などが原因ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ਿ平山にͭいͯɺ18世ޙلҎ߱ɺจࢿݙྉにͦの名がみΒΕな͘なΔがɺນの߂Խ 3（1846）

年の第 51ਤ明࣏ॳ期の第 52ਤにՔ所ͱしͯඳかΕͯいΔ͜ͱかΒɺ明࣏ 5（1872）年のด山·Ͱ採

掘が行わΕͯいたՄੑが高いɻ

な͓ɺ࢙ྉ 34にみ͑Δʮֽʯにͭいͯɺ第 49ਤのӨ平堤の水路の水ݯͱなͬͯいΔܰҪ川関

堤の水路ͱのަࠩ地近ͱఆさΕΔɻޙかΒஜޱ

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（ؠ௩関ޱ～ਿ平山）

堤　名 　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ

ਿ
͢ぎ

平
ͻΒ

堤
ͮͭみ 8 間

（14�4m）
5間

（9�0m）
5ई

（1�5m）

ᶃ岩塚関口〜樫沢ʵ ��0 間（1�46Lm）

ᶄ樫沢〜中津川ʵ ��� 間（0�94Lm）

ᶅ中津川〜（杉平）堤頭ʵ ��� 間（0�51Lm）

ᶆ堤下〜杉平山水戸尻ʵ ��0 間（0�47Lm）
 92間Ք所

খܭ 1,620 間（2�91Lm）

水ށ৲不明

ܭ 1,880 間（3�38Lm）

ྉ࢙ 34ʦ保（1741）ݩ年ʧΑりҾ༻

ୈ � ද　岩塚関口〜杉平山稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ
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ᶄ 調 査 ݁ Ռ

近͘のྲྀݯ番川ޒɺेޱ௩関ؠ '14 άリοドೆ西෦にҐஔしɺݱঢ়Ͱ砂μϜͱなͬͯいΔɻ水

路͜͜かΒしΒ͘ेޒ番川ࣼ؛ࠨ面Λ地ܗなりにりɺ'13 άリοドೆ西෦ͰೆにきΛม͑ɺʮֽ

ʯͱ推ఆさΕΔத川ྲྀݯのࢸΔ（(13άリοド北西෦）がɺਿの২林ࣼ面่མにΑりɺ存ঢ়

͋·りྑ͘ないɻگ

ֽ推ఆ地かΒઌɺಓ路։発にΑͬͯ 0�5Lmにわたり水路がফࣦし͓ͯり（(12 άリοド東෦）ɺ

第 49ਤにみ͑ΔʮܰҪ川関ޱʯかΒʮஜޙ堤ʯにࢸΔ水路ͱのަࠩ地確認Ͱきなかͬたɻฉきऔり

にΑΔͱɺಓ路֦෯લݱ在Αり水路のࠟ跡がΑ͓ͯͬ͘りɺܰҪ川関ޱかΒの水路が本水路に߹ྲྀ

しͯいたͱの͜ͱͰ͋Δɻ

ֽかΒࣈத川の水路跡ɺ੩山集མηϯλー近かΒ確認Ͱき（(12άリοドதԝ෦）ɺத川ӈ

面Λ্Լࣼ؛ 2ஈにͬͯいΔঢ়گが明Βかͱなͬたɻ্ஈ水路લ෦分ࣼ面の่མにΑり存ঢ়گ

ѱいがɺޙ෦分明ྎに確認͢Δ͜ͱがͰきた（(11 άリοド西෦～(10 άリοド北東෦）ɻ·たɺԼ

ஈ水路(12άリοド西෦かΒみΒΕɺ(11άリοドதԝ近かΒೆ北二खに分かΕ͓ͯりɺԼஈೆ水

路ͦの··த川ӈࣼ؛面Ԋいにりɺਿ平山தෲࣼ面Ͱফࣦ͢ΔがɺԼஈ北水路ɺेޒ番川ࣼ؛ࠨ

面にྲྀ路Λม͑ɺਿ平堤ͱఆさΕΔପԁঢ়のۼ地にଓしͯいΔ͜ͱΛ確認したɻ͜の͜ͱかΒɺԼஈ

北水路がਿ平山の主ཁ水路Ͱ͋ͬたͱఆさΕΔがɺ第 49ਤのਿ平山・Ө平山ࢸΔ 2ྻの水路ͱࠓճ

出したݕ 2ஈの水路跡ͱの関などɺ不明なଟいɻ

ਿ平山ɺ'10 άリοドೆ෦かΒ(10 άリοド北෦にかけͯのঢ়地ܗ東ࣼ面に͋たΔͱఆさΕɺ

ཚし͓ͯりɺ平成14～16年の調査Ͱɺࢄ在ਿが২林さΕͯいΔɻਿ平山पลͰɺ地ද面にΨϥ石がݱ

出さΕͯいΔʦ山本・Ӌੜ・Ӌ二ੜݕの石組遺構がج3 2004ʧɻ·たɺਿ平山の؟લにɺߔঢ়のམͪ

৲ށଓき（(10άリοドதԝ෦）ɺத川߹ྲྀしͯいたͱఆさΕΔ͜ͱかΒɺਿ平山水みがೆํࠐ

に関͢Δ遺構ͱ͑ߟΒΕΔɻ

260間
（0.47km）

285間
（0.51km）

525間（0.94km） 810間（1.46km）

筑後堤

杉平堤

杉平山

影平堤

影平山稼所

軽井川関口

字
岩
塚
関
口

字中津川 （樫沢？）

（杉平山水戸尻）

（樫沢？）

（杉平山水戸尻）

ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（高ੁ関ޒ～ޱ社山） （ֆਤ 1Αり）
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ୈ �� 図　杉平山 （ֆਤ 9Αり）

ୈ �0 図　Ө平堤 （ֆਤ 2Αり）

ୈ �� 図　杉平山 （ֆਤ 7Αり）
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4）川水ܥ

"　ܰҪ川関ޱ～தฑ山

ᶃ ֓　　　ཁ

த
なか

ฑ
がΒ

山ɺ川集མதԝ෦にҐஔ͢Δ砂金採掘跡Ͱ͋Δɻதฑ山ΛՔ͙たΊにɺ経௩関ޱΛ水ݯͱ͢Δ

ʮ金山ߐʯͱݺΕΔ༻水路ͱɺܰ Ҫ川関ޱΛ水ݯͱ͢Δ༻水路の 2本の水路が͋りɺલ者にͭいͯʮ2）

খ川川水ܥʯにड़たͱ͓りͰ͋Δɻ本項Ͱɺޙ者にͭいͯ記ड़͢Δɻ

ྉ࢙年の（1741）ݩ保 34にΑΔͱɺܰ Ҫ川関ޱかΒஜޙ堤·Ͱ 1,797 間（ 3�23Lm）Ͱɺ్ த 47間（

0�08Lm）の
きり

؏
͵き

が͋りɺஜޙ堤ԼかΒதฑ山Ք所·Ͱ 105間（ 0�19Lm）ͱなͬͯいΔɻๅ暦 3（1753）

年の第 54ਤに؏が͋りɺஜޙ堤かΒの水路がಕ堤かΒの水路ͱ߹ྲྀしͯɺதฑ山Ք所Λ経ͯेޒ番

川ࢸΔ༷ࢠがඳかΕͯいΔɻͦのޙの明 3（1764）年の࢙ྉ 48にɺதฑ山ͱɺ堤のنมわͬ

ͯいΔののஜޙ堤が࢙ྉ 34にͻきଓき時のՔ所・堤ͱしͯ記さΕͯͯいΔɻ

しかしɺ18世ޙلͱఆさΕΔ第 55ਤにɺஜޙ堤がඳかΕ͓ͯΒͣɺಕࡔ山のにʮҎલஜޙ

堤有೭所ʯͱ͋Δɻ水路ಕࡔ山のೆͰ؏（118間˺ 0�21Lm）ͱな͓ͬͯりɺதฑ山ʮࣈ
ͣ͘

༿


Լ
した

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（ܰҪ川関ޱ～தฑ山）
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堤
ͮͭみ

˞ 1
15 間

（27�0m）
8間

（14�4m）
9ई

（2�7m）

ᶃ軽井川関口〜切貫口ʵ ��� 間（1�13Lm）

ᶄ切貫のʵ �� 間（0�08Lm）

ᶅ切貫口〜笹川坂下ʵ ��� 間（0�67Lm）

ᶆ笹川坂下〜筑後堤ʵ ��0 間（1�35Lm）

ᶇ筑後堤下〜中柄山稼所ʵ �0� 間（0�19Lm）

関ޱ～堤खલ·Ͱݱ存

খܭ 1,797 間（3�23Lm）
ஜ
ͪ͘

ޙ
͝

堤
ͮͭみ

˞ 2
26 間

（46�8m）
8�5 間

（15�3m）
12ई

（3�6m）

ܭ 1,902 間（3�4Lm）

˞ 1ɿ࢙ྉ 34ʦ保（1741）ݩ年ʧɺ˞ 2ɿ࢙ྉ 48ʦ明 3（1764）年ʧΑりҾ༻

ୈ � ද　中柄山稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ
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Ք所ʯͱ名শΛม͑ͯいΔɻ·たɺʮதཱ堤ʯかΒの水路がʮಕ堤ʯかΒの水路ͱ߹ྲྀしͯेޒ番川にྲྀ

Ε͓ͯりɺʮ新堤ʯͱʮ山
さん

ډ
きΐ

平
ͼΒ

Ք所ʯが新たにՃさΕͯいΔɻ͜の͜ͱɺఱ明 5（1785）年の࢙ྉ 53

に͋ΔΑ͏にɺதฑ山のલ௨りのฑ山Λยͮけɺ水路Λけସ͑ͯ砂金採掘Λܧଓしたͱい͏ɺいわΏΔ

औ
ͱり

明
͋け

ී
ふ


しん

のӨڹにΑΔのͱ͑ߟΒΕΔɻ

いͰఱ保࣍ 14（1843）年の第 56ਤͰɺʮஜޙ༻水ʯの水ɺʮ࿓Լ堤ʯにཷΊΒΕɺʮ࿓Լޱ時Ք

所ʯΛ経ͯɺʮಕ堤ʯ・ʮಕࡔ時Ք所ʯかΒの水路ͱ߹ྲྀしͯɺेޒ番川にྲྀΕͯいΔ͜ͱが確認ͰきΔɻ

͜のɺ19世لલͱఆさΕΔ第 57ਤͱڞ௨し͓ͯりɺॳதฑ山ΛՔ͙たΊにӦさΕたܰҪ

川関ޱかΒの水路がɺதฑ山の採掘ऴྃޙにɺର面の࿓Լޱの採掘༻にస༻さΕͯいͬた͜ͱΛࣔしͯ

いΔͱい͑Δɻ

ͦのޙɺՅӬ̏（1850）年にɺཱ山・ಕࡔ山・தのऔ明ීが行わΕͯいΔ（࢙ྉ 75）ɻ͜のதͰɺ

தにͭいͯจࢿݙྉ্のॳݟͰ͋Δ͜ͱにՃ͑ɺʮݹདྷઠகީ山ਹ有೭にऔ明ީʯͱදݱさΕͯ

いΔが目さΕΔɻ第 58ਤɺಕࡔ山ͱ࿓Լޱの間にٰঢ়にΔதの࠶։発に関͢ΔֆਤͰɺಉ

時にಕࡔ山ͱ࿓Լޱのऔ明ීの༷ࢠがඳかΕ͓ͯりɺ࢙ྉ 75にࣅࠅした༰ͱなͬͯいΔɻ·たɺத

川かΒҾいた水Λ石֞の্にஔいたঋにཷΊɺֻඉにΑͬͯʮத堤ʯに水しͯいΔඳࣸ他にྫ

がな͘ʦԬ市ཱதԝਤ書ؗ 1994ʧɺ西三川砂金山の水རシεςϜΛղ明͢Δ্Ͱେมوॏなࢿྉͱい

͑Δɻͦしͯɺນࠒͱ推ఆさΕΔ第 59ਤにɺ࿓Լ堤ͱ࿓ԼޱՔ所がな͘なりɺʮதޚՔ所跡ʯの

จࣈがみ͑ɺ明࣏ॳ期の第 60ਤになΔͱɺ水路ࣗମඳかΕな͘なΔɻ

͜のΑ͏にɺதฑ山Ұଳɺ18世ޙلかΒ明࣏ 5（1872）年のด山間ࡍ·ͰɺසൟにՔ所のҠಈ

水路のけସ͑が行わΕた所Ͱ͋Δ͜ͱがわかΔɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

ܰҪ川関ޱɺ川にଓ͢Δྲྀؼݱ川ӈ؛にҐஔし͓ͯり（(12άリοド北東෦）ɺՏ川ͱಉϨϕϧ

の高さͰ水路跡がల։しͯいΔɻݱ在ԘϏύΠϓがຒΊΒΕɺ近年·Ͱ近ྡの水ాの༻水路ͱしͯ༻

さΕͯいたɻ

関ޱかΒ؏ޱ·Ͱɺྲྀؼ川（్தかΒ川）ӈࣼ؛面にԊͬͯりɺҰ෦ಓ路にΑΔੇஅՕ所ͱࣼ

面่མՕ所がみΒΕΔののɺ΄΅શҬにわたͬͯ水路のܗߐΛ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ

105間
（0.19km）

750間（1.35km）

373間
（0.67km）

627間（1.13km）
47間

（0.08km）
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字
岩
塚
関
口

ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（ܰҪ川関ޱ～தฑ山） （ֆਤ 1Αり）
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ୈ �� 図　新堤（新ஜޙ堤）ɾ山ډ平稼所ɾ切貫ඦरീ間 （ֆਤ 2Αり）

ୈ �� 図　࿓下堤ɾ࿓下口࣌稼所 （ֆਤ 6Αり）
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ୈ �� 図　࿓下口と࿓下口採掘用の水路ɾ堤 （ֆਤ 4Αり）

ୈ �� 図　中ɾ峠坂ɾ࿓下口取໌場所と中堤へのֻ樋 （ֆਤ 5Αり）
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ୈ �� 図　軽井川関口〜中柄山の水路 （ֆਤ 8Αり）

ୈ �0 図　ඳかれͳ͘ͳͬた軽井川関口〜中柄山の水路 （ֆਤ 9Αり）
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؏ɺݱ在砂の่མͰด࠹しͯいΔののɺೖޱͱ出ޱのࠟ跡Λ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ·たɺ

記録্にແいがɺ 0�9LmにٴͿ؏Λӌճ͢ΔϧーτΛݕ出したɻ؏ɺ18世ޙلͱఆさΕ

Δ第 55ਤ·Ͱͦの存在が確認ͰきΔ͜ͱかΒɺͦΕҎ߱の͋Δஈ֊Ͱ؏がด࠹したたΊɺӌճ水路

がஙかΕたのͱఆさΕΔɻ͜のにͭいͯɺ߂Խ 3（1846）年の第 61ਤのʮ（࿓Լ）堤ʯのにɺʮஜ

ճの調査Ͱɺ本水路にࠓの水ɺҎલ؏೭有所ɺ時ϋ؏なしʯͱ͋Δ͜ͱͱҰக͢Δɻ·たɺߐޙ

Ճ͑ɺेޒ番川かΒ水ΛҾいたͱ͑ߟΒΕΔ水路のࠟ跡Λ確認した（'13 άリοド西෦）ɻฉきऔりにΑ

ΔͱɺҎલ明確な水路跡がͯͬいたͱの͜ͱͰ͋Δɻ第 61ਤのʮ（࿓Լ）堤ʯにࢸΔ水路のにɺʮࠑ

水্ɺؠ௩τਃ所ϊ関ޱΑりֻϧʯͱ͋Δ͜ͱかΒɺ19世لのஈ֊Ͱɺؠ௩関ޱΛ水ݯͱ͢Δ

ΒΕΔɻ͑ߟ番川の水のར༻が主ྲྀͰ͋ͬたͱޒे

؏ޱかΒɺத川ࣼ؛ࠨ面にԊͬͯҰ෦水路跡がΔがɺ੩山集མηϯλー近Ͱɺ水ాಓ路

にΑͬͯੇஅさΕ͓ͯりɺͦのࠟ跡Λ確認͢Δ͜ͱͰきなかͬた（'12 άリοドೆ東෦・(12 άリοド東

෦）ɻ࢙ྉ 34にɺ؏ޱかΒ川ࡔԼ·Ͱ 373間（ 0�67Lm）ͱ͋りɺݱ在の地ܗかΒ推ଌ͢Δͱɺ

(12άリοド北東෦かΒ '12 άリοドೆ東෦にかけͯのঢ়地ܗΛͬͯेޒ番川Λ渡り川ࡔԼにࢸ

Δ経路Ͱ͋ͬたͱ͑ߟΒΕΔɻ第 55ਤにɺʮ川ࡔʯかΒʮ্ࠇ山ʯにࢸΔಓがඳかΕ͓ͯりɺͦの

ಓͱ水路のަࠩ地近が川ࡔԼͱఆさΕΔɻ

面にԊͬͯ水路跡が存在しɺ'12ࣼ؛番川ӈޒԼかΒɺेࡔ川 άリοド東෦かΒ '11 άリοド東

෦の 0�5Lmに͓いͯɺݱ在ۀ༻水路ͱしͯ༻さΕͯいΔঢ়گが確認Ͱきたɻ水路跡ɺ'10

άリοドதԝ෦Ͱ水ాにΑ్ͬͯΕ͓ͯりɺ'9άリοドೆ東෦にͦのଓきͱࢥわΕΔ水路跡がҰ෦ͬ

ͯいΔののɺஜޙ堤第 55ਤにみ͑Δ؏ 118 間ɺத・࿓Լޱなどの採掘地ɺதฑ山水ށ৲など

のࠟ跡確認Ͱきなかͬた（'9άリοドೆ෦）ɻ

筑後江の水
以前切貫有之処、当時は切貫なし

此水上、岩塚ト申処ノ
関口より掛ル

（廊下）堤

廊下口当時稼所

ୈ �� 図　（࿓Լ）堤ɾ࿓下口࣌稼所 （ֆਤ 7Αり）
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4）川水ܥ

"　ܰҪ川関ޱ～தฑ山
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ฑ
がΒ

山ɺ川集མதԝ෦にҐஔ͢Δ砂金採掘跡Ͱ͋Δɻதฑ山ΛՔ͙たΊにɺ経௩関ޱΛ水ݯͱ͢Δ

ʮ金山ߐʯͱݺΕΔ༻水路ͱɺܰ Ҫ川関ޱΛ水ݯͱ͢Δ༻水路の 2本の水路が͋りɺલ者にͭいͯʮ2）

খ川川水ܥʯにड़たͱ͓りͰ͋Δɻ本項Ͱɺޙ者にͭいͯ記ड़͢Δɻ

ྉ࢙年の（1741）ݩ保 34にΑΔͱɺܰ Ҫ川関ޱかΒஜޙ堤·Ͱ 1,797 間（ 3�23Lm）Ͱɺ్ த 47間（

0�08Lm）の
きり

؏
͵き

が͋りɺஜޙ堤ԼかΒதฑ山Ք所·Ͱ 105間（ 0�19Lm）ͱなͬͯいΔɻๅ暦 3（1753）

年の第 54ਤに؏が͋りɺஜޙ堤かΒの水路がಕ堤かΒの水路ͱ߹ྲྀしͯɺதฑ山Ք所Λ経ͯेޒ番

川ࢸΔ༷ࢠがඳかΕͯいΔɻͦのޙの明 3（1764）年の࢙ྉ 48にɺதฑ山ͱɺ堤のنมわͬ

ͯいΔののஜޙ堤が࢙ྉ 34にͻきଓき時のՔ所・堤ͱしͯ記さΕͯͯいΔɻ

しかしɺ18世ޙلͱఆさΕΔ第 55ਤにɺஜޙ堤がඳかΕ͓ͯΒͣɺಕࡔ山のにʮҎલஜޙ

堤有೭所ʯͱ͋Δɻ水路ಕࡔ山のೆͰ؏（118間˺ 0�21Lm）ͱな͓ͬͯりɺதฑ山ʮࣈ
ͣ͘

༿


Լ
した

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（ܰҪ川関ޱ～தฑ山）
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Ք所ʯͱ名শΛม͑ͯいΔɻ·たɺʮதཱ堤ʯかΒの水路がʮಕ堤ʯかΒの水路ͱ߹ྲྀしͯेޒ番川にྲྀ

Ε͓ͯりɺʮ新堤ʯͱʮ山
さん

ډ
きΐ

平
ͼΒ

Ք所ʯが新たにՃさΕͯいΔɻ͜の͜ͱɺఱ明 5（1785）年の࢙ྉ 53

に͋ΔΑ͏にɺதฑ山のલ௨りのฑ山Λยͮけɺ水路Λけସ͑ͯ砂金採掘Λܧଓしたͱい͏ɺいわΏΔ

औ
ͱり

明
͋け

ී
ふ


しん

のӨڹにΑΔのͱ͑ߟΒΕΔɻ

いͰఱ保࣍ 14（1843）年の第 56ਤͰɺʮஜޙ༻水ʯの水ɺʮ࿓Լ堤ʯにཷΊΒΕɺʮ࿓Լޱ時Ք

所ʯΛ経ͯɺʮಕ堤ʯ・ʮಕࡔ時Ք所ʯかΒの水路ͱ߹ྲྀしͯɺेޒ番川にྲྀΕͯいΔ͜ͱが確認ͰきΔɻ

͜のɺ19世لલͱఆさΕΔ第 57ਤͱڞ௨し͓ͯりɺॳதฑ山ΛՔ͙たΊにӦさΕたܰҪ

川関ޱかΒの水路がɺதฑ山の採掘ऴྃޙにɺର面の࿓Լޱの採掘༻にస༻さΕͯいͬた͜ͱΛࣔしͯ

いΔͱい͑Δɻ

ͦのޙɺՅӬ̏（1850）年にɺཱ山・ಕࡔ山・தのऔ明ීが行わΕͯいΔ（࢙ྉ 75）ɻ͜のதͰɺ

தにͭいͯจࢿݙྉ্のॳݟͰ͋Δ͜ͱにՃ͑ɺʮݹདྷઠகީ山ਹ有೭にऔ明ީʯͱදݱさΕͯ

いΔが目さΕΔɻ第 58ਤɺಕࡔ山ͱ࿓Լޱの間にٰঢ়にΔதの࠶։発に関͢ΔֆਤͰɺಉ

時にಕࡔ山ͱ࿓Լޱのऔ明ීの༷ࢠがඳかΕ͓ͯりɺ࢙ྉ 75にࣅࠅした༰ͱなͬͯいΔɻ·たɺத

川かΒҾいた水Λ石֞の্にஔいたঋにཷΊɺֻඉにΑͬͯʮத堤ʯに水しͯいΔඳࣸ他にྫ

がな͘ʦԬ市ཱதԝਤ書ؗ 1994ʧɺ西三川砂金山の水རシεςϜΛղ明͢Δ্Ͱେมوॏなࢿྉͱい

͑Δɻͦしͯɺນࠒͱ推ఆさΕΔ第 59ਤにɺ࿓Լ堤ͱ࿓ԼޱՔ所がな͘なりɺʮதޚՔ所跡ʯの

จࣈがみ͑ɺ明࣏ॳ期の第 60ਤになΔͱɺ水路ࣗମඳかΕな͘なΔɻ

͜のΑ͏にɺதฑ山Ұଳɺ18世ޙلかΒ明࣏ 5（1872）年のด山間ࡍ·ͰɺසൟにՔ所のҠಈ

水路のけସ͑が行わΕた所Ͱ͋Δ͜ͱがわかΔɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

ܰҪ川関ޱɺ川にଓ͢Δྲྀؼݱ川ӈ؛にҐஔし͓ͯり（(12άリοド北東෦）ɺՏ川ͱಉϨϕϧ

の高さͰ水路跡がల։しͯいΔɻݱ在ԘϏύΠϓがຒΊΒΕɺ近年·Ͱ近ྡの水ాの༻水路ͱしͯ༻

さΕͯいたɻ

関ޱかΒ؏ޱ·Ͱɺྲྀؼ川（్தかΒ川）ӈࣼ؛面にԊͬͯりɺҰ෦ಓ路にΑΔੇஅՕ所ͱࣼ

面่མՕ所がみΒΕΔののɺ΄΅શҬにわたͬͯ水路のܗߐΛ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ
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ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（ܰҪ川関ޱ～தฑ山） （ֆਤ 1Αり）
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ୈ �� 図　新堤（新ஜޙ堤）ɾ山ډ平稼所ɾ切貫ඦरീ間 （ֆਤ 2Αり）

ୈ �� 図　࿓下堤ɾ࿓下口࣌稼所 （ֆਤ 6Αり）
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ୈ �� 図　࿓下口と࿓下口採掘用の水路ɾ堤 （ֆਤ 4Αり）

ୈ �� 図　中ɾ峠坂ɾ࿓下口取໌場所と中堤へのֻ樋 （ֆਤ 5Αり）
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ୈ �� 図　軽井川関口〜中柄山の水路 （ֆਤ 8Αり）

ୈ �0 図　ඳかれͳ͘ͳͬた軽井川関口〜中柄山の水路 （ֆਤ 9Αり）
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؏ɺݱ在砂の่མͰด࠹しͯいΔののɺೖޱͱ出ޱのࠟ跡Λ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ·たɺ

記録্にແいがɺ 0�9LmにٴͿ؏Λӌճ͢ΔϧーτΛݕ出したɻ؏ɺ18世ޙلͱఆさΕ

Δ第 55ਤ·Ͱͦの存在が確認ͰきΔ͜ͱかΒɺͦΕҎ߱の͋Δஈ֊Ͱ؏がด࠹したたΊɺӌճ水路

がஙかΕたのͱఆさΕΔɻ͜のにͭいͯɺ߂Խ 3（1846）年の第 61ਤのʮ（࿓Լ）堤ʯのにɺʮஜ

ճの調査Ͱɺ本水路にࠓの水ɺҎલ؏೭有所ɺ時ϋ؏なしʯͱ͋Δ͜ͱͱҰக͢Δɻ·たɺߐޙ

Ճ͑ɺेޒ番川かΒ水ΛҾいたͱ͑ߟΒΕΔ水路のࠟ跡Λ確認した（'13 άリοド西෦）ɻฉきऔりにΑ

ΔͱɺҎલ明確な水路跡がͯͬいたͱの͜ͱͰ͋Δɻ第 61ਤのʮ（࿓Լ）堤ʯにࢸΔ水路のにɺʮࠑ

水্ɺؠ௩τਃ所ϊ関ޱΑりֻϧʯͱ͋Δ͜ͱかΒɺ19世لのஈ֊Ͱɺؠ௩関ޱΛ水ݯͱ͢Δ

ΒΕΔɻ͑ߟ番川の水のར༻が主ྲྀͰ͋ͬたͱޒे

؏ޱかΒɺத川ࣼ؛ࠨ面にԊͬͯҰ෦水路跡がΔがɺ੩山集མηϯλー近Ͱɺ水ాಓ路

にΑͬͯੇஅさΕ͓ͯりɺͦのࠟ跡Λ確認͢Δ͜ͱͰきなかͬた（'12 άリοドೆ東෦・(12 άリοド東

෦）ɻ࢙ྉ 34にɺ؏ޱかΒ川ࡔԼ·Ͱ 373間（ 0�67Lm）ͱ͋りɺݱ在の地ܗかΒ推ଌ͢Δͱɺ

(12άリοド北東෦かΒ '12 άリοドೆ東෦にかけͯのঢ়地ܗΛͬͯेޒ番川Λ渡り川ࡔԼにࢸ

Δ経路Ͱ͋ͬたͱ͑ߟΒΕΔɻ第 55ਤにɺʮ川ࡔʯかΒʮ্ࠇ山ʯにࢸΔಓがඳかΕ͓ͯりɺͦの

ಓͱ水路のަࠩ地近が川ࡔԼͱఆさΕΔɻ

面にԊͬͯ水路跡が存在しɺ'12ࣼ؛番川ӈޒԼかΒɺेࡔ川 άリοド東෦かΒ '11 άリοド東

෦の 0�5Lmに͓いͯɺݱ在ۀ༻水路ͱしͯ༻さΕͯいΔঢ়گが確認Ͱきたɻ水路跡ɺ'10

άリοドதԝ෦Ͱ水ాにΑ్ͬͯΕ͓ͯりɺ'9άリοドೆ東෦にͦのଓきͱࢥわΕΔ水路跡がҰ෦ͬ

ͯいΔののɺஜޙ堤第 55ਤにみ͑Δ؏ 118 間ɺத・࿓Լޱなどの採掘地ɺதฑ山水ށ৲など

のࠟ跡確認Ͱきなかͬた（'9άリοドೆ෦）ɻ

筑後江の水
以前切貫有之処、当時は切貫なし

此水上、岩塚ト申処ノ
関口より掛ル

（廊下）堤

廊下口当時稼所

ୈ �� 図　（࿓Լ）堤ɾ࿓下口࣌稼所 （ֆਤ 7Αり）
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#　େのた関ޱ～ӏಕ山・ؙދ山ɺམ߹関ؙދ～ޱ山

ᶃ ֓　　　ཁ

ӏಕ山ͱؙދ山ɺ川集མೆ෦にҐஔ͢Δ砂金採掘地Ͱ͋Δɻ͜の͏ؙͪދ山にͭいͯɺ্Լ 2

ஈのՔ所が͋りɺ本項Ͱड़Δ水路Լஈの採掘に༻いΒΕたのͰ͋Δɻ্ஈの水路にͭいͯɺ水ݯ

がҟなΔ͜ͱかΒɺʮ5）֯間川水ܥʯͰड़Δ͜ͱͱ͢Δɻ

ྉ࢙年の（1741）ݩ保 34にΑΔͱɺ水ݯʮܰҪ川のԼେのた関ޱʯͰɺʮӏಕݹ堤ʯΛ経༝しͯɺ

ʮؙދ山堤ʯ・ʮؙދ山Ք所水ށのʯࢸΔɻҰํͰɺ明 3（1764）年の࢙ྉ 48にɺʮܰҪ川೭Լେ

͵（の）た三π߹関ޱʯかΒʮӏಕ山堤ʯ·Ͱ 1,307 間（ 2�35Lm）ͱな͓ͬͯりɺ࢙ྉ 34ͱൺΔͱ

名শͱڑがҟなりɺؙދ山ࣗମՔ所ͱしͯ͋͛ΒΕͯいないͱいͬた૬ҧがみΒΕΔɻ·たɺఱ明

5（1785）年Ҏ߱ͱみΒΕΔ࢙ྉ 55にɺӏಕ山堤の水路ͱ別にɺʮ川ेീຕ村ࣈམ߹関ޱʯかΒʮԼ

山堤ʯ·Ͱؙދ 200間（ 0�36Lm）の水路が記さΕ͓ͯりɺ18世ޙلҎ߱ɺӏಕ山ͱؙދ山ͦΕͧ

Ε別の水路にΑͬͯՔがΕΔΑ͏になͬた͜ͱがわかΔɻ

ๅ暦 3（1753）年の第 63ਤにɺʮܰҪ川関ޱʯかΒʮׂཹʯͱఆさΕΔՔ所Λ経ͯɺʮӏಕ（山）ʯ

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（େのた関ޱ～ӏಕ山ɺམ߹関ؙދ～ޱ山）
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のલΛ௨ͬ ʮؙͯދ堤ʯ・ʮؙދ山Ք所ʯࢸΔ水路がඳかΕͯいΔɻな͓ɺӏಕ山にྡ͢Δʮݹ堤ʯɺʮӏ

ಕݹ堤ʯΛ͢ࢦのͱࢥわΕɺ保ݩ年かΒๅ暦 3年の間に༻さΕな͘なͬたͱఆさΕΔɻͦのޙ

の 18世ޙلͱఆさΕΔ第 64ਤにɺ第 63ਤͱಉ༷の༰が記さΕͯいΔがɺ関ޱׂཹ山近

のʮࣈେのたʯͰɺ第 63ਤのܰҪ川関ޱͱൺݹ堤·Ͱのڑが͘なͬͯいΔ͜ͱかΒɺ࢙ྉ 48

͜の͜ͱΛࣔしͯいΔͱ͑ߟΒΕΔɻ·たɺؙދ山の水路にͭいͯɺށߐ期の第 65ਤͱ明࣏ॳ

期の第 66ਤにɺམ߹関ޱͱఆさΕΔؙދ山近͘の川かΒ水ΛҾいͯいΔ༷ࢠがඳかΕ͓ͯりɺ࢙

ྉ 55Λөした༰ͱなͬͯいΔɻ

ӏಕ山・ؙދ山のՔಇ時期にͭいͯɺ保ݩ年が࢙ྉ্のॳݟͰ͋りɺ࢙ྉ 47のʮ金山೭ݹՔ跡ʯ

にؚ·Εͯいない͜ͱかΒɺ18世لにೖͬͯ本֨的に採掘が行わΕたͱఆさΕΔɻҰํԼ限にͭい

ͯɺؙދ山ນ明࣏ॳ期の記録・ֆਤྨにͦの名がみ͑ɺ明࣏ 5（1872）年のด山間ࡍ·Ͱ採掘が

行わΕͯいたのにରしɺӏಕ山 19世لҎ߱の記録にみ͑な͘なりɺֆਤに採掘地ͱしͯදݱさΕ

な͘なΔ͜ͱかΒɺ19世لલに採掘が΄ͱんど行わΕな͘なͬͯいたͱ͑ߟΒΕΔɻ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

େのた関ޱの明確な所不明Ͱ͋Δがɺ水路跡H12άリοド東෦かΒ確認͢Δ͜ͱがͰきΔɻ

͜͜ɺ川ͱׂཹかΒྲྀΕΔখՏ川が߹ྲྀ͢Δ所Ͱɺ࢙ྉ 48のʮେ͵た三π߹関ޱʯɺ第

64ਤにみ͑Δ関ޱ近ͱఆさΕɺ࢙ྉ 48にみ͑Δӏಕ山堤·Ͱのڑ 1,307 間（ 2�35Lm）ͱ΄

΅Ұக͢Δɻ·た͜の所ɺ川؛ࠨதҐՏ؛ஈٰの水ా（H11άリοド東෦かΒH12άリοドதԝ෦ɺ

し༺··෦分ΛͦのߔΛ݉Ͷ͓ͯりɺ近年·Ͱ砂金ྲྀし༻水路のଆޱの༻水路のऔ水（ాߞٳ在ݱ

ͯいたͱの͜ͱͰ͋Δɻ࢙ྉ 55にɺׯͭのࡍに͜の༻水ΛԼࠇ山村のా地に༻しͯΑいͱの௨

ୡが佐渡ไ行所かΒ出さΕたͱ͋Δ͜ͱかΒɺ砂金山ด山ޙۀ༻水路ͱしͯస༻さΕͯいたͱ͑ߟΒ

ΕΔɻ

水路͜͜かΒ川ࣼ؛ࠨ面Λ東かΒ西 1�0Lmにわたͬͯりɺʮ尾崎ʯͱఆさΕΔՏ؛ஈ

ٰઉঢ়ઌ෦（H11άリοド北西෦）ͰೆํきΛม͑ɺ川川ӈࣼ؛面Λ্ྲྀにかͬͯʮ二番関ʯ

に֘͢Δ川川ͱの߹ྲྀ（H11άリοドೆ෦）にࢸΔɻ関ޱかΒ尾崎·Ͱྑに遺構がͯͬいΔがɺ

尾崎かΒ二番関·Ͱɺࣼ面の่མにΑり遺存ঢ়گ͋·りΑ͘ないɻ

二番関近ɺಓ路Տ川վमにΑͬͯ水路がফࣦしͯいΔがɺ川川の水औりೖΕΔܗͰඉが渡

さΕͯいたͱ͑ߟΒΕΔɻ二番関かΒӏಕ山堤（H10 άリοド北西෦）·Ͱɺ川川ࣼ؛ࠨ面Λ北西ํ

89間
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68間（0.12km）
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（0.88km）
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（0.54km）
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ୈ �� 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（େのた関ޱ～ӏಕ山・ؙދ山） （ֆਤ 1Αり）
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ୈ �� 図　落合関口〜虎丸山の水路 （ֆਤ 8Αり）

ୈ �� 図　大のた沢関口〜鵜峠山ɾ虎丸山 （ֆਤ 2Αり）
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ୈ �� 図　落合関口〜虎丸山の水路 （ֆਤ 9Αり）
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存度不ྑͰ͋ΔɻいΔがɺࣼ面の่མにΑりͯͬに水路跡が

ӏಕ山堤ɺݱঢ়ͰࡶのൟໜがみΒΕΔののɺۼ地ঢ়のམͪࠐみΛ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻن

にͭいͯɺ࢙ྉ 34のʮӏಕݹ堤ʯにൺΔͱ࢙ྉ 48のʮӏಕ山堤ʯখܕԽし͓ͯりɺݱঢ়Ͱޙ

世の࢙ྉ 48ͱ΄΅Ұக͢Δɻ

ӏಕ山堤かΒઌɺࣼ面の่མにΑり水路のࠟ跡認ΊΒΕなかͬたɻઌにड़たΑ͏にɺ࢙ྉ 55の

ஈ֊Ͱӏಕ山ͱؙދ山の水路ͦΕͧΕ別の関ޱかΒऔ水し͓ͯりɺ本水路͜の··ӏಕ山のԼΛ

௨りɺ川川߹ྲྀしͯいたのͱఆさΕΔɻ·たɺӏಕ山（H10άリοド北෦）ɺگݱͰ山෦

分にわͣかに山ഽの࿐಄がみ͑ΔのみͰ͋Δɻしかしɺӏಕ山ࣼ面の؟લ（(10άリοドೆ෦～H10άリο

ド北෦）にɺ採掘にΑͬͯܗ成さΕた平ୱ面がల։しɺ明࣏ 5（1872）年のด山ޙ地ͱしͯར༻さ

Εたがɺݱ在΄ͱんどがߞٳ地ͱなͬͯいΔɻ͜の΄か石֞Ψϥ石の集積みΒΕɺ平成 14～ 16 年

の調査Ͱ 出さΕͯいΔʦ山本・Ӌੜ・Ӌ二ੜݕの石組遺構がج7 2004ʧɻ

ྉ࢙ 55にみ͑Δམ߹関ޱかΒԼؙދ山堤の水路ɺࣼ面の่མにΑり΄ͱんどͦのࠟ跡確認Ͱき

なかͬたɻしかしɺさΕたわͣかな水路跡ͱɺԼؙދ山堤かΒ関ޱ·Ͱのڑɺམ߹関ޱͱい͏名শかΒɺ

ދ山堤ؙދͰ͋ΔՄੑが高いɻ·たɺԼޱ川川ͱத川の߹ྲྀ地近（(10άリοドೆ෦）が関

ؙ山の東のにҐஔし（(9άリοド東ೆ෦）ɺݱঢ়Ͱۼ地ঢ়の地ܗΛఄしͯいΔ͜ͱが確認Ͱきたがɺ

͜͜かΒઌのؙދ山にࢸΔ水路跡ະ確認Ͱ͋Δɻ

しͯいΔɻֆ在ࣼ面の࿐಄がみΒΕɺ砂金採掘地のࠟ跡ΛΑ͘ݱ山（(9άリοドೆ東෦）ɺؙދ

ਤࢿྉなどかΒɺ本水路ؙދ山のਖ਼面Ͱւࠜ関ޱかΒの水路に߹ྲྀ͢Δ͜ͱかΒɺ主にؙދ山東ଆ

ࣼ面の採掘にར༻さΕたのͱ͑ߟΒΕΔɻ
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宇
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ୈ �� 図　落合関口〜虎丸山の水路 （ֆਤ 11Αり）
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ୈ �� 図　落合関口〜虎丸山の水路 （ֆਤ 10Αり）
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5）֯間川水ܥ

ւࠜ関ؙދ～ޱ山

ᶃ ֓　　　ཁ

川集མೆ෦にҐஔ͢Δ採掘地Ͱɺ্Լ山ɺؙދ 2ஈのՔ所が͋りɺԼஈの水路にͭいͯʮ4）

川水ܥ　#　େのた関ޱ～ӏಕ山・ؙދ山ɺམ߹関ؙދ～ޱ山ʯͰड़たͱ͓りͰ͋Δɻ͜͜Ͱɺ

্ஈの水路にͭいͯ記ड़͢Δɻ

ྉ࢙年の（1741）ݩ保 34にΑΔͱɺ水ݯʮւ
͑


ͼ

ࠜ
Ͷ

関ޱʯͰɺ
きり

؏
͵き

Λ௨ͬͯʮ（ؙދ山）্堤ʯ・ʮދ

ؙ山্Ք所ʯにࢸΔɻ͜の͏্ͪ堤にͭいͯɺఱ明 5（1785）年Ҏ߱ͱఆさΕΔ࢙ྉ 55のஈ֊Ͱɺ

෯がഒになͬͯいΔɻ

ๅ暦 3（1753）年の第 70ਤにɺւࠜ関ޱかΒ؏・্ؙދ堤Λ経た水路がɺؙދ山Ք所のͰ

Լஈの水路ͱ߹ྲྀし͓ͯりɺށߐத期ͱఆさΕΔ第 71ਤにɺؙދ山の্Լ 2ஈͰͦΕͧΕ金
かな

ࣇ
͜

たͪ

が砂金山Λ掘り่しͯいΔ༷ࢠがඳかΕͯいΔɻ明࣏ॳ期の第 72ਤにɺؙދ山ٴͼͦの水路・堤がඳ

かΕͯいΔ͜ͱかΒɺ明࣏ 5（1872）年の砂金山ด山·Ͱ্Լ 2ஈにΑΔ砂金採掘が行わΕͯいたͱ͑ߟ

ΒΕΔɻ

な͓ɺؙދ山ɺܚԠ 2（1866）年にࠜ߹（ࠜݩʹԼஈ）ͱதஈのෑઠり（ಓ掘り）Λݧࢼ的に行ͬた݁Ռɺ

Լෑ（Լஈ）の出ํがΑい͜ͱがわかりɺ西三川金山が佐渡ไ行所にରしͯԼෑの採掘Λしたいͱの্

ୈ �� 図　現ࡏの遺構分布図（ւࠜ関ؙދ～ޱ山）

堤　名 　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ
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ͱΒ
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·Δ

山
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্
かみ

堤
ͮͭみ

˞1
8 間

（14�4m）
2�5 間

（4�5m）
5ई

（1�5m）

ᶃࡍڮより海老根沢関口〜ڮʵ ��0 間（1�01Lm）

ᶄ海老根坂ڮ〜切貫頭ʵ ���0 間（2�11Lm）

ᶅ切貫の෬樋道ʵ �� 間（0�03Lm）

ᶆ切貫口〜（虎丸山）上堤頭ʵ ��� 間（0�50Lm）

ᶇ上堤下〜虎丸山上稼所ʵ ��� 間（0�26Lm）

খܭ 2,025ᶳ（3�65Lm）
্
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ދ
ͱΒ

ؙ
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山
·

堤
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˞2
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（14�4m）
5間

（9�0m）
5ई

（1�5m）

ܭ 2,171 間（3�91Lm）

˞ 1ɿ࢙ྉ 34ʦ保（1741）ݩ年ʧɺ˞ 2ɿ࢙ྉ 55ʦఱ明 5（1785）年Ҏ߱ʧΑりҾ༻

ୈ �0 ද　虎丸山稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ
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ਃΛしたͱ記録がͯͬいΔ（࢙ྉ 77）ɻ͜ΕにΑりɺʮ佐渡金銀山ֆרʯ（ֆר 1）にみΒΕΔෑઠりが࣮

ྉ্かΒ明Βかͱなͬたɻ࢙に行わΕͯいた͜ͱがࡍ

ᶄ 調 査 ݁ Ռ

ւࠜɺ֯間川্ྲྀにҐஔ͢ΔͰ（+12 ～ +11 άリοド北෦）ɺݱঢ়Ͱ水ాͱな͓ͬͯりɺ関ޱ

のࠟ跡確認Ͱきなかͬたɻ

水路跡ɺ+11 άリοド北西෦の֯間川্ྲྀӈࣼ؛面かΒ確認Ͱきɺ؏にかͬͯ北西ํల։し

ͯいΔɻ࢙ྉ 34にɺւࠜ関ޱかΒւࠜ൘ڮ·Ͱ 560 間（ 1�01Lm）ɺւࠜ൘ڮかΒ؏·Ͱ

1,170 間（ 2�11Lm）ͱな͓ͬͯりɺ߹わせͯ 1,730 間（ 3�1Lm）ͱなΔがɺ水路確認地かΒ؏·

Ͱ 2�0Lmしかない͜ͱかΒɺのさΒに্ྲྀ෦にւࠜ൘ڮͱւࠜ関ޱが存在しͯいたͱఆ

さΕΔɻ水路跡の存ঢ়گɺ*10 άリοドೆ東෦Ͱਿの২林にΑり͋·りྑͱい͑ないがɺ*10

άリοド北෦かΒ؏の͋ΔH10άリοド北෦にかけͯɺ明確なܗߐΛ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ

؏ɺݱ在ఱҪが่མし͓ͯりɺ7ࣈঢ়の௨しͱなͬͯいΔɻ͜͜ΛൈけΔͱɺ水路跡ӏಕ山

の্Ґࣼ面Λ西にかͬͯ進みɺؙދ山東ࣼ面のけࠜかΒ北্し（H9άリοド北東෦）ɺؙދ山্堤

にࢸΔ（'8άリοドೆ東෦）ɻ堤ೆ北に࿈ଓしͯ ɺ北ଆの堤の෯͘存し͓ͯりɺೆଆの堤の෯がݱج2

ڱいɻ͜のにͭいͯɺ記録্のؙދ山堤の෯がɺ保（1741）ݩ年の࢙ྉ 34Ͱ 2�5 間（ 4�5m）ɺ

ఱ明 5（1785）年Ҏ߱ͱఆさΕΔ࢙ྉ 55Ͱ 2間（ 3�6m）ͱなͬͯいΔ͜ͱかΒɺೆ ଆが保ݩ年ɺ
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虎
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稼
所

虎
丸
山
稼
所

ୈ �� 図　虎丸山上下 � 段の稼所 （ֆר 2Αり）

ୈ �0 図　ๅྐྵ �（1753）࣌の稼所ɾ堤ɾ水路（ւࠜ関ؙދ～ޱ山） （ֆਤ 1Αり）



第ᶙষ　調査の成Ռ

69

北ଆがఱ明 5年Ҏ߱の堤Ͱ͋ΔՄੑが高いɻ

ྉ࢙山্堤跡かΒઌɺؙދ 34にΑΔͱؙދ山Ք所·Ͱ 146 間（ 0�26Lm）ͱ͋ΔΑ͏にɺ本དྷͰ

͋Εؙދ山北ࣼ面·Ͱ水路が৳ͼͯいたͱఆさΕΔがɺݱঢ়Ͱࣼ面の่མにΑりɺ20～ 30mఔ

ͰফࣦしͯいΔ͜ͱΛ確認したɻ·たɺؙދ山北東ࣼ面தෲに͓いͯɺ平成 14～ 16 年の調査Ͱ発ݟさ

Εたؙދ山पลの の石組遺構の͏ͪのج3 ʦ山本・Ӌੜ・Ӌ二ੜج1 2004ʧΛ࠶確認したがɺͦΕにྡ

͢ΔܗͰɺいͬたん్Εͯいた水路のଓきͱࢥわΕΔߔঢ়遺構Λ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ砂金採掘地

のपลに石組遺構がଟ͘分布͢Δ͜ͱҎલかΒࢦఠさΕ͓ͯりɺͦの関ੑにͭいͯޙࠓの課ͱし

たいɻ

在ࣼ面の่མにΑΔ山ഽΛ確認͢Δ͜ͱがͰきΔɻݱ山（(9άリοドೆ東෦）ɺલड़のͱ͓りؙދ　

山にɺ砂金採掘にΑͬͯܗ成さΕた平ୱ面ͱɺେྲྀし༻の水路ͱఆさΕΔߔঢ়のམͪࠐみがみΒΕ

Δ（(9άリοド東෦）ɻ·たɺؙދ山の西ଆにɺݱ在水ాͱなͬͯいΔ平ୱ地が存在͢Δがɺ明࣏ॳ

期の第 10ਤにطに水ాԽさΕ͓ͯりɺ砂金採掘にى因͢Δ地ܗかど͏かにͭいͯɺޙࠓ地ֶܗの؍

かΒのূݕがඞཁͰ͋Δɻ

ୈ �� 図　砂金山虎丸山 （ֆਤ 9Αり）

ୈ �� 図　砂金山虎丸山 （ֆਤ 11Αり）
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第ᶚষ　૯　　　ׅ

1　調査の·ͱΊ

1）遺　　　構

ճの調査Ͱɺ西三川砂金山に関࿈͢Δ水路跡ࠓ 10ɺ堤跡 ɺ石組遺構ج10 出したɻݕΛج3

水路跡ɺ西三川川・খ川川・ेޒ番川・川・֯間川の 5Տ川Λ水ݯͱし͓ͯりɺࣼ面Λ

した෯ 1�0 ～ 1�5mఔの平ୱ面に水路ΛஙいͯいΔঢ়گΛ確認したɻ特にখ川川্ྲྀの経௩関ޱΛ水

の࠷ɺ記録্Ͱશ水路த（ߐ金山）Δ水路ࢸ山にࡔ川集མのதฑ山・ಕͱしɺݯ 6,655 間（

12�0Lm）Λܭりɺݱঢ়Ͱࣼ面の่མ地・ಓ路։発にΑりҰ෦ফࣦしͯいΔՕ所が͋Δののɺ9�0Lm

Ҏ্にわたりྑにݱ存しͯいΔ͜ͱが明Βかͱなͬたɻͦの΄かの水路ɺ砂金採औ地のඪ高かΒٯ

しͯ成さΕ͓ͯりɺ時の水རٕज़の高さΛ͏かがいࢉܭ地Λ特ఆしɺ水がྲྀΕΔޯΛݯしͯ水ࢉ

Δ͜ͱがͰきΔɻ૬川金銀山に͓いͯɺಓの༙水ॲཧが࠷ॏཁ課Ͱ͋りɺͦのഉ水ಓΛ։

ઌのଌྔٕज़が༻いΒΕͯいた͜ͱかΒɺರլࣣॿຯํୠഅͱいͬた૬川金࠷ΔたΊɺ時͢

銀山ͱ関のਂい山ࢣにΑͬͯɺށߐ時ॳ期の西三川砂金山のٕज़ಋೖがਤΒΕたͱ͑ߟΔ͜ͱ

がͰきΔɻ

·たɺ明࣏ 5（1872）年の砂金山ด山ޙɺۀ༻水路にస༻さΕたのがଟいͱ推ଌさΕɺ5の水

路跡Ͱ6ߔࣈԘϏύΠϓなどのෑઃがみΒΕたɻ͜の͏ͪɺܰ Ҫ川関ޱかΒதฑ山ࢸΔ水路（ஜߐޙ）ɺ

西三川川தྲྀかΒ金掘山ࢸΔ水路（新ాߐ）にͭいͯɺݱ在ͦのҰ෦が༻さΕͯいΔɻ

堤跡ɺ10جͱ࢙ྉͱ΄΅ಉҐஔに͋りɺପԁঢ়のۼ地Λఄしɺଆࣼ面にྥঢ়の高·りΛͭ࣋

͜ͱが特Ͱ͋Δɻֆר 1にみ͑ΔΑ͏にɺͦの΄ͱんどが砂金採औ地の্ྲྀ෦にྡし͓ͯりɺ

掘り่した石Λચいྲྀ͢たΊにɺج本的にۀ࡞し͢いྡ地にஔさΕͯいΔͱ͑ߟΒΕΔɻͦの

ҰํͰɺཱ山堤ޒ社堤のΑ͏にɺ採औ地かΒΕͯいΔ堤存在͢Δɻཱ山堤にͭいͯɺաڈ

の調査にΑりɺ採औ地·ͰΨϥ石Λ組み্͛ͯ構ஙしたਓ水路にΑり水しɺ採औ地のखલͰୌঢ়にམ

ͱしࠐみɺͦのམࠩΛར༻しͯ砂金ྲྀしΛ行ͬͯいた͜ͱが明ΒかになͬͯいΔʦݎ΄か2004ɺޱ・

若林・খా 2009ʧɻ·たɺޒ社堤にͭいͯɺ堤かΒແの水路跡が৳ͼͯ採औ地にࢸΔঢ়گが地ද

面かΒ確認ͰきΔɻ

な͓ɺ砂金採औ地にͭいͯɺ第ᶘষ̏અͰड़たͱ͓りɺ͜Ε·Ͱの調査・ڀݚにΑり 30ϱ所Ҏ্

がఆさΕͯいΔɻ͜の͏ͪɺ砂金ྲྀし༻水路・堤ͱηοτになͬͯいΔޒ社山・成༝山・ཱ山・ಕ

ճの調査にΑͬͯ砂金採掘にࠓ山・金掘山にͭいͯɺؙދ・山（தฑ山）・ਿ平山（Ө平山）・ӏಕ山ࡔ

ஈٰにҐஔしɺ؛面平ୱ面Λ確認͢Δ͜ͱがͰきたɻ͜ΕΒの採औ地ɺいͣΕ্Ґ～தҐՏࣼٸ͏

砂金採औにඞཁ不Մܽな水の確保がࠔな所Ͱ͋Δ͜ͱかΒɺށߐ時ॳ期のʮେྲྀしʯͱݺΕΔ水

ར・掘ٕज़のಋೖにΑͬͯɺେن։発がՄになͬたͱい͑Δɻ

ͦの他の採औ地にͭいͯɺ地ܗਤかΒのಡみऔりݱ地確認の݁Ռɺࣼٸ面平ୱ地がݱ在認ΊΒ

ΕΔのがଟ͘存在͢Δ͜ͱが判明したɻしかしɺいͣΕ西三川川・川川ԼྲྀҬのՏ川ԊいにҐஔ

し͓ͯりɺ掘り่した砂ΛࣗવՏ川ӡんͰ砂金採औが行わΕͯいたのͱఆさΕΔɻ
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ୈ �� 図　三川砂金山関࿈遺構分布図（西三川川Տ～ޱ川集མ）

ୈ �� ද　三川砂金山ओཁ採掘地Ұཡ（西三川川Տ～ޱ川集མपล）
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金山役宅跡

医王寺

法名院塚

荒神山

阿弥陀堂

金子勘三郎家

大山祗神社 元修験三光院金沢家

金山役宅跡

凡　　例

砂金採掘跡（推定）

堤

河　川

高菅沢関口～成由山堤
大のた沢関口～鵜峠山堤
岩塚関口～杉平堤
軽井川関口～筑後堤（筑後江）
海老根沢関口～上虎丸山堤
青池関口～立残山堤
高菅沢関口～五社屋堤
経塚関口～峠堤（金山江）

砂金江道

古　江
新田江

◆

●
石組遺構

砂金山関連施設

地۠ 採掘地名 ಓ　ߐ 堤 Քぎ山 石組遺構 උ　ߟ

笹
川
集
落
प
辺

北
東
部

社山ޒ ˓ ˓ ˓ （ج19）˓ தҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在山林

成༝山 ˚ ˓ ˚ （ج1）˚ தҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在山林

中
央
部

山ཱ ˓ ˓ ˓ （ج4）˓ 地ɺ石組遺構ࣼٸ 在ಓ路・২林ݱɺج4

தཱ山 地ߞٳ在ݱ地・平ୱ面ɺࣼٸ

ಕࡔ山（தฑ山） ˓ ˓ ˚ 在২林・地・地ݱ地・平ୱ面ɺࣼٸ

山ډ山（ஜޙ山） ˚ ˓ （ج1）˚ ഓ在২林・シΠλέݱ地ɺࣼٸ

番川ޒे 川ྲྀしɺ所在不明

南
部

ਿ平（Ө平）山 ˓ ˓ ˚ （ج3）˓ ഓ在২林・シΠλέݱ地・平ୱ面ɺࣼٸ

川 川ྲྀしɺ所在不明

山ؙދ ˓ ˓ ˓ （ج3）˓ தҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在ಓ路・山林

ӏಕ山 ˓ ˓ ˚ （ج7）˓ தҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在ߞٳ地

西
三
川
川

河
口
部

金掘山 ˓ Տ؛ஈ্ٰɺݱ在چখֶࣷߍߍ・άϥϯドɺपのຒଂจԽࡒแଂ地

্ϊ平 （ج3）˓ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　Տ؛ஈ্ٰɺݱ在地

֯ྗഎ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　தҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在ߞٳ地

下
流
部

ιτϫ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地ɺݱ在ಓ路・山林

西三川Տ原 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　川ྲྀしɺ所在不明

ਡ๚ࡔ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　தҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地ɺݱ在ಓ路・山林

தా 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺ؇ࣼ地ɺݱ在水ా

കϊ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　தҐՏ؛ஈٰɺ平ୱ面ɺݱ在水ా

番े࢛ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在水ా

ᔹ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在ߞٳ地

石原 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　தҐՏ؛ஈٰɺ平ୱ面ɺݱ在ՌथԂ

中
流
部

େΨέ 所在不明

水ށ৲川 川ྲྀしɺ所在不明

ఎඉޒ 川ྲྀしɺ所在不明

笹
川
川

下
流
部

高ઋ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在水ా

ΠϥΨ平 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在水ా

ࠜ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　தҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在ߞٳ地

Լڇ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在水ా

ڇ্ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在水ా

βϧ 推ఆ地（ʦখੁ 1988ʧΑり）　ҐՏ؛ஈٰɺࣼٸ地・平ୱ面ɺݱ在水ా
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Ҏ্のかΒɺށߐ時Ҏલ西三川川ԼྲྀҬが砂金採औのத৺Ͱ͋りɺେྲྀしのಋೖޙɺ川集མ

पลに砂金山のத৺がҠͬͯいͬたͱ͑ߟΒΕΔɻ͜ の͜ͱɺh西三川村ࢽ のɦʮ࢝Ίւ؛のࣈ金掘山（ݱ

のܚしたΔのʍ͘΅ٴɺӏಕଖ他にؙދ川ɺ高ઋΛ掘りɺऴにࡔ所在地）ɺ֯ྗɺਡ๚ϊߍֶ

川金山の近ΛՔぎたΔのなりʯʦ西ॳ年࣏Αり明ࠒのܚ西三川砂金山ΛՔぎɺจݩࠒ

三川村 1948ʧͱい͏記ड़ͱҰக͢Δɻ

石組遺構ɺ͜Ε·Ͱの調査Ͱ川集མपลٴͼ西三川川Տޱ近Ͱ 出さΕ͓ͯりɺ砂金採ݕがج49

औに関࿈͢Δখۀ࡞খͰ͋ͬたͱ͑ߟΒΕͯいΔʦ山本・Ӌੜ・Ӌ二ੜ 2004ʧɻしかしࠓճ

の調査Ͱɺ金山ߐの関ޱ近Ͱ の石組遺構Λ確認し͓ͯりɺ砂金採औҎ֎にɺ༻水ཧの目的Ͱج2

ஙかΕたՄੑࢦఠͰきΔɻ·たɺ石組遺構の分布ঢ়گΛみΔͱɺޒ社山・ཱ山・ਿ平山・ӏಕ山・

্ϊ平ͱいͬたՏ؛ஈ্ٰの砂金採औ地にྡしͯいΔ͜ͱがわかΔɻ͜の͏্ͪϊ平Ҏ֎ɺେྲྀし༻

の水路・堤ͱҰ࿈の採औ地Ͱ͋Δ͜ͱかΒɺ水རに関࿈した遺構ͱ͑ߟΒΕΔがɺஔ構にͭいͯ

不明ながଟい͜ͱかΒɺൺֱ的ྑにݱ存しͯいΔޒ社山ҰଳΛରにɺࡉৄޙࠓな調査Λ࣮ࢪしͯ

い͘༧ఆͰ͋Δɻ

Ҏ্の͜ͱかΒɺࠓճの調査ͰɺจࢿݙྉֆਤࢿྉΛͱに砂金採औ地・水路・堤がηοτͱし

ͯ認ΊΒΕΔ遺構܈のঢ়گ確認がத৺Ͱ͋ͬたがɺޙࠓɺޒ社山地۠のৄࡉ調査Λ࣮͢ࢪΔͱͱにɺ

શࠃのྨࣅ遺跡ͱのൺֱݕ౼Λ進ΊΔ͜ͱͰɺҰ࿈の砂金採औシεςϜのղ明Λਤͬͯいきたいͱ͑ߟ

Δɻ

2）砂金採掘地のมભ

ྉ調査の݁Ռɺ主ཁ採掘地の։発時期มભ࢙ճɺ砂金山関࿈遺構の分布調査ͱฒ行しͯ行ͬたࠓ

Λ·ͱΊたのが第 12දͰ͋Δɻ࢙ྉ্ɺ۩ମ的に採掘地名が͑ݟ͡ΊΔのɺਖ਼ಙ年間（1711 ～

1716）の࢙ྉ 30ͰɺҎޙɺ明࣏ 5（1872）年のด山·Ͱܧଓ的に採掘地名堤名が記ࡌさΕͯいΔɻҎԼɺ

18世لத期Ҏલɺ18世ޙل～ 19世لલɺນ～明࣏ॳ期の 3期に分けͯɺ֤水͝ܥͱにͦのมભ

աఔΛड़Δɻ

西三川川水ܥͰɺޒ社山ͱཱ山が֤年Λ௨ͯ͡ՔಇしͯいΔ͜ͱがわかΔɻ྆者ͱɺ明 3

（1766）年の࢙ྉ 47にʮ金山೭ݹՔ跡ʯͱ͋りɺ͘ݹかΒ採掘が行わΕͯいたՄੑが͋Δɻޒ社山ɺ

ນҎ߱明確な記録ないがɺྡ しͯいΔʮ୍ࠇ山ʯに採掘がҠͬͯいͬたのͱఆさΕΔɻҰํͰɺ

西三川川தྲྀの川ྲྀし所（水ށ৲川・ޒఎඉ）ɺ18世لத期Ͱ砂金採औがऴྃしɺ成༝山 18世ل

த期～ޙ期にかけͯの採掘地Ͱ͋ͬたɻ

খ川川水ܥͰɺ18世ޙلかΒ 19世لલにかけͯதฑ山がফ͑ɺಕࡔ山が出ݱしͯいΔ͜ͱ

がわかΔɻֆר 1にΑΕɺத平山தฑ山にྡし͓ͯりɺ΄΅Ұଳの採掘地ͱいͬͯΑいɻ͜の

にͭいͯɺதฑ山Λ掘りͭ͘しͯし·ͬたのͰɺಕࡔ山採掘のத৺がҠͬͯいͬたのͱఆさΕΔɻ

े・Ͱɺਿ平山・Ө平山ܥ番川水ޒे 番川のޒ 3Χ所の砂金採औ地が͋りɺ3Χ所ಉ時のՔۀ時期（18

世لத期Ҏલ）ɺਿ平・Ө平྆山の時期（18世ޙل～ 19世لલ）ɺਿ平山のみの時期（ນ～明࣏ॳ期）に

۠分さΕΔɻ

川水ܥの川集མதԝ෦Ͱɺ18世لத期·Ͱதฑ山ͱର面のஜޙ山がซ存しͯいΔがɺ18世

山に༻いΒΕΔΑ͏なࡔの水路ಕܥ山採掘のத৺がҠりɺখ川川水ࡔҎ߱ɺதฑ山ଆͰಕޙل

なΔͱɺ川水ܥの水路ɺର面の山ډ山・࿓Լޱなどに༻いΒΕΔΑ͏になΔɻ川集མೆ෦Ͱɺ
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地۠ Ք・堤名
18世لத期Ҏલ 18世ޙل期～ 19世لલ期 ນ～明࣏ॳ期

උߟ
30࢙ 34࢙ 36࢙ ਤ1 46࢙ 47࢙ 48࢙ 2ר 53࢙ 54࢙ 55࢙ ਤ2 ਤ3 ਤ7 ਤ8 ਤ9 ਤ10 ਤ12 ਤ13

西
三
川
川
水
ܥ

1）"

社山ޒ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˚ ˚ ˚ 金山೭ݹՔ所

ম山 ˓ ˓

山୍ࠇ ˓ ˓ ˓

ؙ山 ˓

Ԟ堤 ˓ ˓ ˚ ˓ ˓

社堤ޒ ˓ ˓ ˚ ˓ ˓ ˓

1）#
成༝（٢ܗ）山 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

成༝山堤 ˓

1）$

山ཱ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 金山೭ݹՔ跡

தཱ山 ˓ ˓ ˓ ˓

੨堤 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

堤ཱ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˚ ˓ ˓ ˚ ˚

தཱ堤 ˓ ˚ ˓ ˓ ˚

ؙ௩堤 ˓

1）%

堤 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

水ށ৲川 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ

ఎඉޒ ˓ ˓ ˓

小
川
内
川
水
ܥ

2）

தฑ山 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

্தฑ山 ʵ

ಕࡔ山 ˚ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

༿Լ ˓ ˓

த平山 ˓ ˓ ˓ ʵ

த ˓ ʷ

ಕ堤 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˚ ˓ ˓ ˓ ˚

த平山堤 ˓ ˓

十
五
番
川
水
ܥ

3）

ਿ平山 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˚ ˚ ˚ ˓ ˓ ˓ ˓

Ө平山 ˓ ˓ ˓ ˚ ˚ 金山೭ݹՔ跡

番川ޒे ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ਿ平堤 ˓ ˓ ˓ ˓

Ө平堤 ˓ ˓ ˓ ˓

ਿ平堤 ˓ ˓ ˓ ˓

番川堤ޒे ˓

茶
屋
川
水
ܥ

4）"

தฑ山 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

্தฑ山 ʵ

த平山 ˓ ˓ ˓ ʵ

த ˓ ʷ

ஜޙ山 ˓ ˓ ˓

উޱ ˓ ˓ ࢙ 56（1788）ॳݟ

山ډ平 ˓ ˓ ˚

山ډ山 ˓

目平؏࢛ ˓ ࢙ 61（1815）ॳݟ

࿓Լޱ ˓ ˓

新堤（採掘） ˓ ˓

（ஜޙ）ݹ堤 ˓

ஜޙ堤 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ

新ஜޙ堤 ˓

新堤 ˓

த平山堤 ˓ ˓

࿓Լޱ堤 ˓ ˚

4）#

ӏಕ山ݩ ˓

ӏಕ山 ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˚ ˓ ˓ ˓ ˓

山ؙދ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˚ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ͱどΊき ˚ ˓ ˓ ˓

川 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ

ӏಕݹ堤 ˓ ˓ ˓ ˓

ӏಕ山堤 ˓ ˓

山Լ堤ؙދ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˚

角
間
川
水
ܥ

5）

山ؙދ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˚ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ീ ˚ ˓

山্堤ؙދ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˚

そ
の
他

西三川川
山 ˓

େ川 ˓ ˓ ˓

川

ׂཹ ˓ ˚ ˓ 金山೭ݹՔ跡

ׂཹ堤 ˚

ෑ ˓ 金山೭ݹՔ跡

川川

ڇ ˓ ˓

平ࠜ ˓

高ઋ ˓ 金山೭ݹՔ跡

খཱ村

水্山 ˓ ˓ ʵ

水্堤 ˓ ˓ ˓

山 ˓ ˓ ˓ ʵ

山堤 ˓

྆։ ˓ ˓ ˓ 金山೭ݹՔ跡・ాਢ村ʁ

େਢ村

େਢ川 ˓ ˓ ˓ ˓

三؏目 ʵ

三؏目堤 ˓

不明
େޱ山 ʵ

山ݹ ˓

˓ɿՔಇத　˚ɿՔಇத（推ఆ）　－ɿࢭٳத　ʷɿফࣦ（跡地）

ୈ �� ද　จࢿݙྉɾֆ図にΈる三川砂金山稼所ɾ堤推Ҡද
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小川内川

高菅沢関口

西三川川

笹川川

西三川川

中津川

十五番川

茶屋川

笹川川

岩塚関口

軽井川関口

大のた沢関口
帰流川

海老根沢関口

小川内川

高菅沢関口

西三川川

川
須

大

川
須

大

笹川川

西三川川

角間川

水ヵ沢川

角間川

水ヵ沢川

中津川

十五番川

茶屋川

笹川川

岩塚関口

軽井川関口

大のた沢関口
帰流川

海老根沢関口

赤池堤赤池堤

虎丸山下堤

杉平堤

虎丸山下堤

杉平堤

立残山堤立残山堤

五社屋堤五社屋堤 奥堤奥堤

虎丸山上堤虎丸山上堤
笹淵

高仙

金掘山

笹淵

下牛場 上牛場

根笹

下牛場 上牛場

根笹

高仙

金掘山

田崎田崎

（鵜峠）古堤（鵜峠）古堤

成由山堤成由山堤

中柄山

大須銀山

花見沢銀山

田切須銀山

五社屋山

成由山

立残山

峠坂山

虎丸山

鵜峠山

大須銀山

花見沢銀山

田切須銀山

五社屋山

成由山

立残山

山居（筑後）山山居（筑後）山

中柄山

峠坂山

虎丸山

鵜峠山

水上山

沢山

水上山

沢山

割留沢割留沢

杉（影）平山杉（影）平山

0 1km500m

765432

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

8 9 10 11 12 13 14765432

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

8 9 10 11 12 13 14

：史料にみえる稼所

小川内川

高菅沢関口

西三川川

笹川川

西三川川

中津川

十五番川

茶屋川

笹川川

岩塚関口

軽井川関口

大のた沢関口
帰流川

海老根沢関口

小川内川

高菅沢関口

西三川川

川
須

大

川
須

大

笹川川

西三川川

角間川

水ヵ沢川

角間川

水ヵ沢川

中津川

十五番川

茶屋川

笹川川

岩塚関口

軽井川関口

大のた沢関口
帰流川

海老根沢関口

赤池堤赤池堤

虎丸山下堤

杉平堤

虎丸山下堤
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ୈ �� 図　จࢿݙྉɾֆ図にΈる三川砂金山稼所ɾ堤推Ҡද（18世لத期Ҏલ）

ୈ �� 図　จࢿݙྉɾֆ図にΈる三川砂金山稼所ɾ堤推Ҡද（18世ޙل期～ 19世لલ期）
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ୈ �� 図　จࢿݙྉɾֆ図にΈる三川砂金山稼所ɾ堤推Ҡද（ນ～明࣏ॳ期）

Ͱ存ଓ͢Δがɺӏಕ山にͭいͯɺఱ保·ࡍ山・ӏಕ山ͱɺด山間ؙދ 14（1843）年のֆਤ 7Ҏ߱ɺ

લ面に水ాがඳかΕΔなどし͓ͯりɺঃʑに砂金採掘地ͱしͯの機ΛࣦͬͯいͬたのͱఆさΕΔɻ

֯間川水ܥにͭいͯɺ明࣏ॳ期·Ͱؙދ山が機しͯいΔ͜ͱがわかΔɻ

Ҏ্の͜ͱかΒɺཱ山・ਿ平山・ؙދ山の 3山がɺށߐ時Λ௨ͯ͡の採掘地ͱఆさΕɺޒ社山・

தฑ山にͭいͯɺͦΕͧΕ୍ࠇ山・ಕࡔ山ͱ採掘地名がมわͬͯいΔがɺ΄΅ಉҰ地۠Ͱ採掘がଓけ

ΒΕͯいたͱ͑ߟΒΕΔɻͦのҰํͰɺ水ށ৲川・ेޒ番川・川などの川集མपลの川ྲྀしɺ

水্山・山・େਢ川などの川集མかΒΕた川ྲྀしɺ18世لத期Ҏ߱΄ͱんど͑ݟな͘なりɺ

川ྲྀしにΑΔେنな砂金採औがऴᖼした͜ͱΛࣔしͯいΔɻ·たɺ18世ޙلのޒ社山・ཱ山・

தฑ山などが不ؾܠのࡍにସ山ͱなͬた成༝山などɺ͜の時期のみの限ఆさΕた採掘地ͱい͑Δɻນ

かΒ明࣏ॳ期の主ཁ採掘地Λ水ܥ別にみΔͱɺ西三川川水ܥ୍ࠇ山（ޒ社山）・ཱ山ɺখ川川水ܥ

がಕࡔ山ɺेޒ番川水ܥがਿ平山ɺ川水ܥがؙދ山（Լ）ɺ֯間川水ܥがؙދ山（্）ͱな͓ͬͯりɺ

֤水͝ܥͱに 1·た 2ϱ所に集さΕͯいΔ͜ͱがわかΔɻ͜の͜ͱɺນҎ߱ɺ産金高のܹٸな

མͪࠐみにΑりɺগしͰ収ӹがࠐݟΊΔ有な山に砂金ྲྀし༻水Λ集தさせΑ͏ͱ͢ΔҙਤにΑΔの

ͱ͑ߟΒΕΔɻ
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2　西三川砂金山の採掘ٕज़にͭいͯ
～砂金採掘遺跡・水རٕज़・మ݀ྲྀしͱの関わりࠃ～

1）த世ޙ期のʮ砂金（ࣲ金）ʯ採掘

日本ࠃに͓けΔ産金ɺ͘ݹఱ平 21（749）年のԞࠃɺಉ年のԼࠃ（Ұઆに 747 年）などΛ

த৺に࢝·りɺ発ݟ・։発者のଃҐ・๙Λ行ͬͯࠃΛͯ͛ڍྭΛਤͬた͜ͱ͋ͬͯɺ͘։発が

進んͩΑ͏Ͱ͋Δɻ産金が࢝·ΔݹかΒɺʮ間า（ಓ）掘ʯͱʮ鉱石બ鉱・製࿉ʯٕज़がಋೖさΕΔ

த世ޙ期（16世ل）にࢸΔඦ年間の産金ɺ෩Խ鉱চΛݯڅڙͱ͢Δʮ砂金ʯの採औΛ主ͱしͯいた

ʦ山ޱ 1983などʧͱ͑ߟΒΕΔがɺݱঢ়Ͱɺݹ～த世લ期の砂金採औに関͢Δ遺構ݕ出さΕͯ

͓Βͣɺ採औٕज़の࣮ଶ不明Ͱ͋Δɻ͜の͜ͱ西三川砂金山に͓いͯྫ֎Ͱな͘ɺh 集ʱޠੲ物ࠓ

ʰӉ࣏र遺物ޠʱの記事かΒɺݹの産金の存在がࢦఠさΕΔののɺ採掘跡Λ遺構ͱしͯѲ͢Δ͜

ͱし͘ɺٕज़の࣮ଶ΄ͱんどղ明さΕͯいない 1）ɻ͜Ε͓ͦΒ͘ݹ期の砂金採औがޙड़のʮ川

金ʯΛ主ମͱしͯいたたΊɺେきな採掘ࠟ跡ͱしͯりಘない߹が΄ͱんどͰ͋Δ͜ͱにى因͢Δͱࢥ

わΕΔɻ

西三川砂金山Ͱ本֨的な։発が࢝·Δத世～近世ॳ期にೖΔͱɺࣗવ界に存在͢Δ金の在り༷（採掘

ख๏）にΑͬͯʮ山金ʯɺʮՏ（川）金ʯɺʮࣲ金（ࣲ間・ࣳ原・ࣳԼ金など）ʯの3ͭのݺশがߕ൹ࠃॣՏࠃの

金掘りにର͢Δ採掘ڐՄจ書にొ͢ΔΑ͏になΔ 2）ɻʮ山金ʯ山தͰ採Εた金Ͱɺ金鉱຺Λ࿐಄掘り

間า（ಓ）掘りしͯ鉱石Λ採औしɺͦΕΛ製࿉しͯ採ͬた金Ͱ͋ΔɻʮՏ金ʯ川Ͱ採Εた金Ͱɺ川原

の砂にؚ·ΕΔ砂金ͱ͑ߟΒΕΔɻʮࣲ金ʯにͭいͯɺࠓ川ྖࢯの҆ഒ川・େҪ川ྲྀҬの砂金採掘跡に

関͢Δڀݚに͓いͯʮࣲ間ʹࡶ林のதにଯ積しͯいΔ砂金ʯʦٶ本1994ʧͱࢦఠさΕͯいΔのͰɺݩ

དྷՏ川のՏচͰ͋ͬたՏ؛ஈٰ地ܗの地தにؚ·ΕΔのͰ͋Δɻ·たɺʮࣲ金ʯのੜ成աఔに͓いͯɺ

ؚ金鉱຺の෩ԽٴͼՏ川のӡൖ・ଯ積にΑͬͯܗ成さΕたのҎ֎にɺʮؚ金石ӳ຺が෩Խɺ金ཻͩけ地

தਂ͘にଳঢ়にཹしたのʯの存在がɺ東北地ํの砂金採掘跡の事ྫかΒࢦఠさΕͯいΔʦ名村2001ɺ

ഡ原 2003ʧ3）ɻ͜͏した在りํのҧいがٕज़的なࠩҟؚΊた採掘ࠟ跡（遺構）にどのΑ͏にݱΕΔかに

ͭいͯɺ調査事ྫがগないたΊ不明確Ͱ͋りɺ調査σーλの積Λͬͯൺֱݕ౼͢Δඞཁが͋Δɻ

͜͏した分ྨにরΒした߹ɺ西三川砂金山水成ଯ積（ʮ金砂ҾʯͱݺΕΔ）தに砂金Λؚ有

しɺͦのؚ有の掘・水ચにΑͬͯʮࣲ金ʯΛ採औした採掘遺跡Ͱ͋り 4）ɺ川原などの砂にؚ·Εた

ʮ川金ʯ採औ遺跡Ͱ͋Δɻ

ྉதに記ड़さΕΔ࢙～த世લに͓いͯɺʮ金ʯΛ୯にʮԫ金ʯし͘ʮࠫ（砂）金ʯͱしͯݹ

͜ͱΛ͑ߟ߹わせΔͱɺઌに͛ڍた 3ͭの分ྨݺশɺ16世ࠒلの本֨的な鉱山։発にいɺ新たな採

掘ର（所）にର͢Δ新たな採掘ٕज़のಋೖΛࣔ͢のͱ͑ߟΒΕΔɻͱりわけ砂金採औに͓いͯɺ

͜のࠒにɺʮࣲ間ʯΛରͱ͢Δڑಋ水路・堤・水路などେنな水རվྑにΑΔ砂水ચ・採औ（ൺ

ॏબ鉱）ٕज़がಋೖさΕたͱ͑ߟΒΕΔɻ

西三川砂金山に͓いͯɺܚ 9（1604）年の࢙ྉ 6にɺ西三川・େਢ・ా ਢΛけෛͬたʮͭΔが（ರ

լ）ࣣॿʯがʮ্かΒの水նしʯにΑͬͯӡ্Λ૿した͜ͱɺӬ（1624）ݩ年の࢙ྉ 16Ͱɺ有ྗ

な山ࢣͰ͋Δຯํୠഅのੜલのޭͱしͯʮ西三川金山の水路Λ࢝Ί所ʑా地の༻水Ꮠ千間の所Λ௨

しޙਓଖのศり（ར）ΛಘΔ͜ͱଟ͋͘りʜʯͱ記さΕ͓ͯり 5）ɺຯํୠഅの׆༂したத世～近世ॳ಄
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の時期にʮ水նしʹେنな水རʯがಋೖさΕた͜ͱにΑΔɺେ෯なٕज़のมԽが͋ͬた͜ͱが記さΕͯ

いΔ 6）ɻ·たɺӬ 12（1635）年～ঝԠ 2（1653）年の࢙ྉにʮඟᰈ砂金Ք水ྲྀしΛॏͱ͢Δにґͯɺ

༻水のศり（ར）ΛৎなΒͣ出དྷ݉͵しʜʯ（࢙ྉ 17）ͱ͋りɺ西三川砂金山ࢧのҰਓͰߕभ出

ͱさΕΔ௰౻ࠨӴがɺʮ༻水ʯの΄かʮཷ水堤のීʯなど水རΛվળした͜ͱにΑͬͯ砂金採औに

ޮՌΛ্͛たͱ記さΕͯいΔɻ͜ΕΒの記録Λ૯߹͢Δͱɺܚ～Ӭ年間ࠒに水路Λ༻いた砂金採औ（ࣲ

金採औ）が行わΕͯいたՄੑが高いͱࢥわΕΔɻ

·たɺ͜͏した砂金採औٕज़に͓けΔ水རɺޙड़の Ͱड़Δがɺ砂のચいྲྀしにΑΔ（5・（4

ൺॏબ鉱Λ行͏ͱい͏Ͱɺதࠃ山地に͓けΔ砂మ採औٕज़Ͱ͋Δʮかんな（మ݀）ྲྀしʯͱڞ௨ੑ・ྨ

ɺޙな水རのٕज़ಋೖɺͦのنが認ΊΒΕΔɻͦΕにՃ͑ͯɺ͜͏したమ山・砂金山に͓けΔେੑࣅ

શࠃ的にඈ༂的な発లΛ͛Δۀ༻水路の成ٕज़ͱ新ా։発に͓けΔ金山ٕज़者のಈͱਂ͘関

࿈͢Δのͱしͯଊ͑Δ͜ͱがͰきΔɻͪなみに西三川に͓いͯɺԆๅ 6（1678）年ɺ地ݩඦが山ࢣ

Αり砂金༻水路Λങいऔͬͯ新ా։発にར༻した記録がΔ（࢙ྉ 26）ɻ

2）砂金採掘関࿈の遺構܈ͱ採掘シεςϜ

西三川砂金山に͓けΔ砂金の採掘ํ๏・ٕज़Λ͑ߟΔ্ͰେきなखがかりͱなΔのɺށߐ時に࡞成

さΕたʮ鉱山ֆרʯにొ͢Δʮ西三川砂金山ՔํਤʯͰ͋Δɻ͜のֆרにʮେྲྀしʯʮεΧシʯʮ高Լʯʮԡઠʯ

ʮখྲྀʯͱଓ͘Ұ࿈のఔがඳかΕ͓ͯりɺ͜ΕΒࢿྉにొ͢Δఔのৄࡉにͭいͯ第ᶘষ（121 ～

র）Ͱड़た௨りͰ͋ΔɻͦのதͰɺ西三川の砂金採掘ٕज़Λしɺかͭɺ特けΔٕज़ɺࢀ26

砂金Λؚ有͢Δ山の地Λ掘り่しɺ山にઃけた水路にམͱしࠐみɺ水のྗΛ༻いͯ不ཁな砂Λྲྀし

ఔͰ͋ΔΔʮେྲྀしʯڈ 7）ɻ川集མपลのݱ地にɺ͜のʮେྲྀしʯのࠟ跡ͱしͯɺ掘り่さΕた݁

Ռࣼٸͱなͬた山のࣼ面ͱɺͦの山にઃけΒΕた水路跡がݱ在ྑにΔɻޙࠓの発掘調査にΑ

りɺ新たな遺構がՃさΕΔՄੑが͋Δがɺ分布調査Ͱ確認さΕた砂金採掘関࿈の遺構܈Λۀ࡞ఔの

かΒཧ͢Δͱ第؍ 78ਤのΑ͏になΔɻ

遺構܈ͱしͯେき͘ 3ͭに۠分ͰきΔɻᶃ水ݯかΒಋ水͢ΔʮߐಓʯͱͦΕΒに関࿈͢Δ遺構܈ɺ

ᶄ水ΛཷΊΔʮ堤ʯɺᶅʮ採掘跡ʯにかかΔ遺構܈ɿ掘り่しにΑͬͯܗ成さΕたࣼٸ面採掘にΑΔͱ

石積み［水路の土留め・補強］
（ガラ石を簡易に積んだものが多い）

堤

ガラ石
［掘削土に含まれる自然礫］
（集積された山や
敷き詰められた状態）

敷掘り［坑道掘り］
（現地未確認）

切貫［トンネル工法による通水］

関（堰）［水源の河川や沢からの取水施設］
（分岐点は分かるが、具体的な構造は不明）

江道

樋［木製の樋を用いて通水］（現地未確認）

堰［水路に直交する石積み］
（現地では不詳）
堰［水路に直交する石積み］
（現地では不詳）

水路

採掘跡

稼ぎ山

（砂金を含有する地層の掘り崩し痕・
　　採掘による窪地）

堰
石組遺構
［絵巻に「鍛冶小屋」
と記載］
（平面長方形・正方形、
規模の大小がある）

（絵巻の描写は壁は石積みで草屋根の建物）

砂金含有層砂金含有層

［選鉱用水の貯水・管理］
（石積み・盛土（土手））

［水源から稼ぎ場までの導水路］
（補修・補強の石積み、貼粘土、水路脇通路など）

ୈ �� 図　三川砂金山遺跡　採掘関࿈遺構܈の֓೦ࣜ図
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地・採掘所にॎԣにઃけΒΕた水路（ԃ石積みؚΉ）ɺ採掘にΑͬͯ掘り出さΕたΨϥ石（ഇۼわΕΔࢥ

石）などが͋Δɻͦの他ͱしͯɺ石組遺構（ֆרͰʮখʯͱしͯඳかΕΔ）が͋Δɻ

͜のʮߐಓʯ－ʮ堤ʯ－ʮ採掘跡ʯのηοτがɺʮେྲྀしʯͱݺΕΔ佐渡の砂金採掘シεςϜのத֩

Λ成͢遺構܈Ͱ͋Δɻ

に͓けΔத世～近世の砂金採掘遺跡ࠃ（3

"　֓　　　ཁ

த世～近世期ͱ推ଌさΕΔࠃの砂金（ࣲ金）採掘関࿈遺跡ɺ北ւಓ・ؠख県ೆ෦・ٶ県北෦・੩

Ԭ県などͰ確認さΕͯいΔɻ

しかしɺݱঢ়Ͱɺৄࡉに調査さΕた事ྫがগな͘ɺՃ͑ͯ採掘に関͢Δ࢙・ࢿྉが存しͯい

ないたΊɺૢۀ時期採掘ٕज़に関しͯঝ・推ଌのҬΛ出ない߹がଟ͘ɺ࣮ଶղ明にͯͬࢸいな

いのが΄ͱんどͰ͋Δɻ·たɺݱ存͢Δ遺構の認ࣝ採掘ٕज़ಓ۩に関͢Δݺশ・༻ޠにͭいͯ

Βͭきが͋りɺৄࡉなൺֱݕ౼Λ行͏͜ͱしいঢ়گͰ͋ΔɻҎԼͰɺ֤地の砂金（ࣲ金）採掘関

࿈遺跡のঢ়گΛ֓؍しɺ西三川の遺構܈ͱの若ׯのൺֱݕ౼Λ行͏ɻ

#　北ւಓの砂金採掘遺跡

道の砂金採掘跡　北ւಓに͓けΔ砂金採掘に関͢Δ࠷ݹい記録ɺʮେ佐日記ʯに記さΕΔݩ

ٱ 2（1205）年（ٱݐ 2年のޡりͱ͢Δઆ͋Δ）の川の砂金ͱいわΕΔɻたͩしɺ͜ の記録にͭいͯɺ

৴ጪੑにͭいͯٙΛఄ͢Δݟղが͋ΔたΊɺ砂金採掘の確࣮な記録ͱさΕΔの 17世لॳ಄のʰ新ཏ

೭記録ʱに͋Δݩ 3（1617）年H� νーリεοΫ編のʰ北ํ୳ݕ記ʱのݩ 4年の採掘記録Ͱɺݩ

年間にສ୯ҐにٴͿਓのྲྀೖが͋ͬたͱ͑ΒΕΔɻݱ在ɺ北ւಓͰΒΕͯいΔ砂金産地75Χ所ʦከ

Ӭ 2008ʧͰɺͦ のɺจ書ࢿྉかΒށߐॳ期（ݩ～Ӭ期）の採掘地ͱ推ఆさΕͯいΔの 11Χ所ʦࡒ

ஂ๏ਓ北ւಓຒଂจԽࡒηϯλー 1989ʧͰ͋Δɻদલൡの砂金採掘に関͢Δ記録Ͱɺ渡島島ೆ෦（େ

千ַݢपล）ɺ渡島島北෦（ࢤޙར別川・େ平川ྲྀҬ）ɺ日高地ํ（ܚ川・੩川・༷ࣅ川ྲྀҬ）ɺेউ地ํ

（ྺस川ྲྀҬ）ɺ༦ுपล（༦ு川ྲྀҬ）ɺӋຈपล（Ӌຈ川）が͋りɺদલかΒ近い渡島島࠷ೆ෦かΒ࣍第

に北্しͯ採掘地の։発が進んͰいͬたΑ͏Ͱ͋Δɻたͩしɺจ 9（1669）年シϟΫシϟΠϯのઓい 8）

Ҏ߱ԼՐͱなりɺҎ߱ɺ期間・খنな採掘がஅଓ的に行わΕΔがɺ本֨的な採掘にͯͬࢸいないɻ

佐渡ͱの関࿈Ͱɺນの҆年間にശؘไ行が佐渡ไ行所にཁしͯɺ西三川砂金山の金掘り 3名Λ

টしɺͦ のࢦಋにΑり採掘Λ進Ίたがɺେきな成Ռ্がΒなかͬたΑ͏Ͱ͋Δɻͦのࡍのݣの記録・

࣏ͼ本֨Խ͢Δのɺ明࠶Δɻ北ւಓの砂金採औが三Ոจ書のதにצࢠ地のֆਤなどがɺ金ݱ 10年

Ҏޙの本かΒのʮ砂金採औஂʯのݣҎ߱Ͱ͋Δɻたͩしɺ明࣏Ҏ߱の採掘Տ川ෑΛத৺ͱ͢Δʮ川

金ʯ採掘が主ྲྀͰ͋ͬたΑ͏Ͱ͋Δɻ

後ࢤརผ川流Ҭの砂金採掘跡　ಓの砂金採掘跡のதͰࢤޙར別川ྲྀҬのࠓ金町ඒརՏ砂金採掘跡ɺ

島ٶ 1砂金採掘跡ͰμϜٴͼಓ路ݐઃにり発掘調査が行わΕたʦஂࡒ๏ਓ北ւಓຒଂจԽࡒηϯλー

1989ɺ北ւಓࠓ金町ڭҭҕһ会 1991・2009ʧɻ·たɺඒརՏ・Ֆ石地۠の砂金採掘跡ͱͦの砂金のڙ

者νーϜڀݚຽଏֶなどの・ֶݹߟ・ֶ࢙ݙͰ͋ΔΧχΧϯַ金山跡ΛҰ࿈の遺跡ͱしͯɺ地࣭・จݯڅ

にΑΔֶࡍ的ڀݚが行わΕͯいΔʦ日本φシϣφϧτϥετ 1996ʧɻඒརՏ・Ֆ石・ٶ島地۠の範囲

に分布͢Δ砂金採掘跡ɺࢤޙར別川・νϡシϕπ川の߹ྲྀ近に発ୡしたஈٰ（地）্に͋りɺ
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Տ川ଯ積物ٴͼஈٰଯ積物にؚ·ΕΔ砂金Λ採औしたɻ遺跡पลのگݱɺ採掘にΑΔେখさ·ざ·なۼ

み集積さΕたΨϥ石（ズリ山）が͋りɺى෬にんͩ地ܗͱなͬͯいΔɻ֤所に水路跡がりɺ水路

（྆ଆ）に石積みΛͭ࣋のが目ཱͭɻ石積みのதにɺ水路（水路のཹΊͱしͯ機か）ͱ採掘๏面

෦・Ψϥ石山෦（掘・集積砂の่མࢭ）ͱ 2種ྨがݟΒΕΔ 9）ɻඒརՏ 1・2・3砂金採掘跡ɺٶ島

1砂金採掘跡の発掘調査Ͱɺܘ 5mલޙの採掘ͱॎԣにΊ͙Δ水路の࿈݁した遺構Λଟ͘ݕ出したɻ

採掘不ܗなのがଟ͘ɺ著しいॏෳがݟΒΕΔɻࣼのํにΑ͓ͬͯΑͦの水のҠಈํ分か

Δののɺ水ݯかΒのಋ水ঢ়گ不ৄͰ͋りɺஷ水のたΊの堤確認さΕͯいないɻ

·たɺݱ地Ͱ確認ͰきΔののதにɺ͜͏した࿈ଓ・ॏෳ͢Δൺֱ的খܕの採掘Ҏ֎にɺܘ

10mҎ্のେܕの採掘が͋Δ 10）ɻ͜ΕΒにͭいͯ水ݯかΒのಋ水路 11）ɺ採掘にΑΔ地ܗվม・چ地

Δɻの推ఆ採掘ํ๏のղ明が課ͱしͯܗ

Ҏ্のΑ͏な遺構܈の͏ͪɺ水路が࿈݁͢Δ採掘ࠓのͱ͜Ζ佐渡Ͱ確認Ͱきないɻしかしɺʮେ

ྲྀしʯにྨ͢ࣅΔ掘り่さΕたࣼ面͓ΑͼͦのにઃけΒΕたൺֱ的نのେきな水路などの遺構がඒར

0 100m

ࣸ真 �　ඒར河 �　砂金採掘跡（水路྆の石積み） ࣸ真 ౡٶ　� �　砂金採掘跡（େܕの採掘）

ୈ �� 図　ඒར河 �　砂金採掘跡（"地۠）ݕ出遺構（不ܗのͱߔが࿈݁）
（ʦஂࡒ๏ਓ北ւಓຒଂจԽࡒηϯλー 1989ʧΑりసࡌ）
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Տपลにݱ存͢Δ͜ͱかΒɺ佐渡ͱのٕज़的ڞ௨ੑ認ΊΒΕΔɻ

遺構の時期にͭいͯɺ҆年間のֆਤに記さΕたՔ行所ͱҟなΔ͜ͱɺେن・組৫的な採掘ͱߟ

͑ΒΕΔ͜ͱかΒɺށߐલ期のদલൡにΑΔ採掘跡ͱ推ఆしͯいΔʦ日本φシϣφϧτϥετલܝʧ12）ɻ

$　東北地ํ（ଠ平༸ଆ）の砂金採掘遺跡

ઌड़のͱ͓りɺ東北地ํの産金ݹかΒ࢝·Δɻٶ県༚୩町のԫ金山産金遺跡ݹの産金遺跡ͱ

൫Λ୲ͬたͱいわΕͯいΔجのԫ金จԽのࢯわΕΔɻத世に͓いͯɺ͜の地Ҭの産金がԞभ౻原ݴ 13）ɻ

த世～近世期ͱ͑ߟΒΕΔ砂金採掘関࿈の遺跡ɺ北্山地ೆ東෦のؠख県େધ渡市・ಉ県લ高ా市・

ಉ県ॅా町・ಉ県େ町ɺٶ県ؾઋপ市・ಉ県ೆ三町・ಉ県༚୩町ɺ北্山地西෦ٴͼ北্川ྲྀҬ

ͰԞभ市۠ߐ（ߐچ市）など山地にԊͬͯ͘分布しɺ報告ʦాޱ・尾崎 1995ɺೆ三ふΔさ

ͱڀݚ会 2008ɺ	産金遺跡ڀݚ会 2011ʧにΑΕ採掘跡 100 Χ所Ҏ্に্りɺಋ水路堤ɺ採掘ɺ

0 20m

ୈ �0 図　岩手県前高田ࢢଧӽ遺跡　ݕ出遺構平面図（ֻけが採掘跡）
（ʦؠख県จԽৼڵ事ஂۀຒଂจԽࡒηϯλー 1988ʧΑりసࡌ）

ୈ �� 図　� ߸採掘跡（ࣼΊに掘ΒΕたಓ）
（ʦؠख県จԽৼڵ事ஂۀຒଂจԽࡒηϯλー 1988ʧΑりసࡌ）

ୈ �� 図　� ߸採掘跡（࿐಄掘り・֊ஈ）
（ʦؠख県จԽৼڵ事ஂۀຒଂจԽࡒηϯλー 1988ʧΑりసࡌ）
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水路などが存͢Δɻ·たɺؠख県Ͱいͭ͘かの遺跡に͓いͯ発掘調査が࣮ࢪさΕ͓ͯりɺ採掘跡のঢ়

が明ΒかͱなͬͯいΔɻگ

ख県લ高ా市ଧӽ遺跡Ͱɺ採掘跡がؠ ΒΕɺ平͑ߟ確認さΕͯいΔɻいͣΕ࿐಄掘り跡ͱج13

面のܗঢ়ԁܗ・ପԁܗなど༷ʑͰ͋Δɻஅ面が͢りുঢ়Ͱɺ֊ஈঢ়の出ೖりޱΛͭの͋Δɻ·たɺ

ͱ推ଌさΕͯいΔɻࠒلྉかΒ16～18世࢙ಓ掘りεϩーϓঢ়に掘りԼがΔɻ遺構の年出遺物ͱ

東ଆにྡ͢Δ東֯地遺跡Ͱ࿐಄掘りͱݟΒΕΔ採掘跡が 3Χ所確認さΕͯいΔɻ

·たɺಉ市ؗݹ跡࡞川؛ࠨの山地؇ࣼ面ԑล෦に͋りɺઉঢ়ٰྕにງ平ୱ地Λ成しͯいΔؗ

跡Ͱɺ採掘跡が 13Χ所確認さΕͯいΔɻҰ෦の࿐಄掘り跡Ͱɺఈ෦かΒಓ掘りΛ行ͬͯいΔの

͋Δɻؗのഇઈޙɺ16世ޙلかΒ 17世لのॳ಄に採掘ऴྃしたͱ推ఆさΕΔɻのର؛にย

地Ոؗ跡が͋りɺ調査લにɺ࿐಄掘りの採掘跡がܘ 7m・ਂ さ 1mのۼ地ͱしͯଟ確認さΕたɻ

調査範囲のશҬΛԿճ掘りฦしɺج൫ؠ（೪൘ؠ）·Ͱ掘りࠐんͰいΔɻܘ 5～ 10m・ਂさ 2mલ

ยΛؚΉ（औ明けࡅのഁؠঢ়ののが͋ΔɻຒԽ物・೪൘ߔの͢りുঢ়ののɺԁঢ়ののɺޙ

のたΊ࠶ଯ積）ɻಉ時に調査したਡ๚ਆ社跡ɺڙཆౝの年ɺपลかΒ出したમ՟の年؍かΒɺૢۀの

ऴྃΛ͘ͱ 17世لதࠒͱ推ఆしͯいΔɻಉ市࡞町ࣉલᶗ遺跡୩ఈ平にுり出したい尾ࠜの

ઌ෦に͋りɺදԼେখの川原石ࡉかな೪൘ؠがࠞೖ͢Δ৭など採掘のズリがଯ積͢Δ（掘り

ฦしࠟ）ɻಓ掘り跡Λ 3Χ所確認ɻ採掘年不明Ͱ͋Δɻ

ख県େધ渡市ழ川町ழ川ؗ跡（1990ؠ ～ 1992 年調査）川؛ࠨのٰྕ্にཱ地͢Δɻؗのத৺෦か

Β࿐಄掘りの採掘跡が ܘ出さΕたɻݕج18 3～ 7mのঢ়ののɺ高さ 6mのಓঢ়ののが

͋りɺ͜ΕΒؠ൫·Ͱ掘ΒΕΔのͱͦのखલͰ掘ΛࢭΊͯいΔのが͋Δɻޙ者にͭい্ͯۀ࡞

のݥةの発ੜΛͦのཁ因ͱ推ଌしͯいΔɻͦの他の関࿈遺構ͱしͯߔঢ়遺構組石ɺ௨路ɺমが͋Δɻ

採掘跡の෦にવͱ積·Εた組石が͋りɺۀ࡞のりͱ推ଌさΕͯいΔɻૢۀ時期ߔঢ়遺構の

ఈ෦かΒ出したന࣓ยかΒ 16世ޙلのՄੑがࢦఠさΕͯいΔʦؠख県จԽৼڵ事ஂۀຒଂจԽࡒ

ηϯλー 1994ʧɻҎ্ɺ調査所ݟかΒݟた͜の地Ҭの採掘跡ɺ͢りുঢ়の࿐಄採掘ɺ·たɺ࿐಄

採掘ఈ෦かΒࣼํのಓ掘りΛ行͏͜ͱΛ特ͱ͢Δɻ͜Ε砂金（ࣲ金）の在りํがɺઌにड़

たʮؚ金石ӳ຺の෩Խ・金ཻのଳঢ়ཹʯʦ名村લܝʧ͢ΔのͰ͋Δ͜ͱにى因͢Δのͱ͑ߟΒΕΔɻ

%　੩Ԭ県・山ས県の砂金採掘遺跡

古　ఱ平উๅ 2（750）年にॣՏकೂ原東ਓΒがን原郡ଟމӜのͰԫ金Λ発ݟしɺ࿅金 1分ͱ砂

金 1分Λ朝ఊに্ݙしたޭにΑりҐΛ༩͑ΒΕたのが͜の地Ҭに͓けΔ産金の࠷ॳの記録Ͱ͋Δɻ

ͦのޙɺࠃΛ͛ڍた産金ྭにΑりɺʮ川金ʯΛͬͯԼྲྀかΒ্ྲྀかͬͯ採掘所が্しͯいͬ

たͱ͑ߟΒΕΔがɺݹの採掘に関͢Δ遺構確認Ͱき͓ͯΒͣɺ࣮ ଶにͭいͯ不明Ͱ͋Δɻしかしɺ

ॣՏࠃの砂金ͦのޙ朝ఊのߩೲ記録のதに度ʑݱΕΔのͰɺ有ྗな産金地ଳͰ͋ͬた͜ͱ間ҧいな

いΑ͏Ͱ͋Δɻ

中ɾ近ੈの砂金（ࣲ金）採掘跡　த世ޙかΒ近世ॳ಄（16～ 17 世ل）にかけͯɺʮ҆ഒ山ʯͱݺΕ

た੩Ԭ県の҆ഒ川・େҪ川の্・தྲྀҬにଟの砂金採掘遺跡がల։͢ΔΑ͏になΔʦ本川ࠜ町࢙編さ

んࣨ 1998ɺ੩Ԭ市ཱొ࿊ത物ؗ 2005ʧɻ特に҆ഒ川தྲྀҬのകϲ島पลɺେҪ川্・தྲྀҬのҪ川～川

ࠜ近ଟ͘の砂金（ࣲ金）採掘跡がりɺ有ྗな採掘所Ͱ͋ͬた͜ͱが分かΔɻ҆ഒ川ྲྀҬに͓けΔ

本֨的な砂金採औೆ北朝時のҏ東ࢯのࠒに࢝·りɺࠓ川ࢯ時ͱాࢯ時にେき͘発లしたͱݴわ



2　西三川砂金山の採掘ٕज़にͭいͯ～ࠃ砂金採掘遺跡・水རٕज़・మ݀ྲྀしͱの関わり～

82

ΕΔɻҏ東ࢯのࠒ採掘所ΛʑͱҠಈしながΒ採掘Λ行ͬͯいたΑ͏Ͱ͋Δʦٶ本 1984ʧɻҏ東ࢯ

Ҏޙʮ҆ഒٍࣣʯͱݺΕΔؼ࢜たͪ（ʮ҆ഒऺʯ）が金掘り集ஂのͱしͯ҆ഒ金山の࣮࣭的։発

Λ୲ͬたͱ͑ߟΒΕͯいΔɻʮ҆ഒऺʯのҰਓ高ࢯが関わͬたͱݴわΕΔ༻水事ۀɺۀ目的Ҏલ

ʮ砂金採औʯ༻の水路ͱしͯわΕたͱ͢Δঝが͓ͯͬり 14）ɺڑ水路Λ༻いた砂金採औの࢝·り

Λ͑ߟΔ্Ͱॏཁな報Ͱ͋ΔɻҰํɺେҪ川ྲྀҬの砂金採掘跡Ͱ྆ྮ（܀尾ྮ）三ഌなどɺྲྀҬ

のՏ؛ஈ্ٰͰ採掘が行わΕͯいたɻதͰ྆ྮ（܀尾ྮ）Ͱɺ掘り่しのࣼ面ɺ水路ɺΨϥ石山な

どが͓ͯͬりɺ掘り่さΕࣼٸͱなͬたࣼ面ͱͦのલ面に水路がऔり͘ܗଶɺʮେྲྀしʯの在り

ํͱڞ௨がଟい 15）ɻ

҆෦山・Ҫ川पลに͓けΔ砂金（ࣲ金）採掘の։࢝時期にͭいͯɺ࢙ྉのڀݚかΒॾઆఏࣔさΕͯ

いΔɻӬਖ਼ 18（1521）年ਏາ 5月 4日のࠓ川ࢯがઙ間ਆ社のਆ主村ԬにѼͯたग印ঢ়にͭいͯɺʮҪ

ՏのՏԃの事ʯにணした砂金の採औɺʮ୭の行山ͱᦒԼמりの事ʯのʮ山のԼמりʯ҉にʮࣲ

間ʯ（Տ؛ஈٰࡶ林などに͋Δʮࣲ金ʯ）の採掘のڐՄΛ༩͑たのͱ͢Δݟղが͋Δʦٶ本 1984ʧɻ·たɺ

Ӭਖ਼ 14（1517）年にࠓ川ࢯがӪഅΛུ߈したࡍの記事にΑΔͱɺʮ҆ഒ山の金掘ʯがにԣ݀Λ掘りɺ

水ݯΛͬͯམさせたͱݴわΕΔɻʮԣ݀ʯΛ掘ͬͯいΔ͜ͱかΒɺ砂金採掘に͓いͯ࿐಄掘りの΄か

にɺಓ掘り（佐渡Ͱฮ掘り）がಋೖさΕͯいたՄੑがࢦఠさΕͯいΔʦٶ本લܝなどʧɻ他の砂金（ࣲ金）

採掘遺跡に͓いͯ 16世لલࠒかΒのૢۀが推ఆさΕͯいΔͱ͜Ζ͋Δがɺ時期的に確࣮な砂金採

採掘坑

採掘坑

1号採掘坑

2号採掘坑

採掘坑

採掘坑

水路状遺構

水路状
遺構

石組

1号石組遺構

マウンド

土塁状

石神

0 4m2

0 100m

ࣸ真 �　྆ྮ（େҪ川ྲྀҬ砂金採掘跡）水路跡
（தԝが水路ɺ水路にΨϥ石の集積が͑ݟΔ）

ࣸ真 �　྆ྮ水路　ۼΈと掘り崩された斜面
（佐渡のʮେྲྀしʯ水路・採掘ࣼ面ͱྨࣅ）

ୈ �� 図　୮山金山遺跡ɿ源ଠ川遺跡　ݕ出遺構平面図
（ʦ୮山金山遺跡ֶज़調査ҕһ会 2002ʧΑりసࡌ）

ୈ �� 図　୮山金山遺跡ɿෆಈୌ遺跡　現地ུଌ図
（ʦഡ原 2002ʧΑりసࡌ）
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掘遺構ݱ在·Ͱのͱ͜Ζ確認Ͱきない 16）ɻ

Ұํɺ山ས県Ԙ山市୮山金山ɺઓࠃ期～ށߐલ期の山金採掘跡の΄かɺ୮川ྲྀҬのՏ؛ஈ্ٰͰ

砂金（ࣲ金）採掘が行わΕͯいたɻจ年間にߕ൹ྖࠃ主のઙࢯかΒ୮山の金掘りにѼͯͯ採掘Λڐ

Մ͢Δจ書が出͓ͯりɺจ書தにʮલʑのͱ͓りʯͱ͋ΔΑ͏にɺจҎલかΒ採掘が行わΕͯいた͜

ͱがΒΕͯいΔɻ不ಈୌ遺跡Ͱɺ採掘にΑΔ水路ঢ়遺構がଟ確認さΕͯいΔʦഡ原 2002ʧɻ·たɺ

発掘調査が࣮ࢪさΕたݯଠ川遺跡Ͱɺ不ପԁܗの採掘ܘ） 21ʷ 18m）ΛॳΊͱ͢Δ 8Χ所の採掘

出したɻ水路ঢ়遺構のதに石֞（石積み）Λͭのが͋りɺ石ݕͱͦΕΒにଐ͢Δ水路ঢ়遺構Λ

֞の積みํがউপؗࢯ跡などのத世の石֞ͱྨ͢ࣅΔ͜ͱかΒɺઓࠃ期にΔՄੑがࢦఠさΕͯいΔҰ

ํɺށߐ時·Ͱ存ଓしͯいΔ͜ͱかΒɺ期間のૢۀͰܗ成さΕた遺構のՄੑࢦఠさΕͯいΔɻ

͜の地Ҭの砂金採掘遺跡の遺構܈ɺ佐渡ͱڞ௨͢Δঢ়گののがଟ͘ݟΒΕΔɻたͩし遺跡の年ɺ

佐渡のʮେྲྀしʯ砂金採掘の։࢝時期にઌ行͢Δ 16世لલࠒͱ推ఆさΕͯいΔのがଟ͘ɺ採掘ٕज़

成ཱ時期Λղ明͢ΔݤΛѲΔ地ҬのҰͭͰ͋Δͱい͑Δɻத世～近世ॳ期の佐渡金銀山の։発に佐渡

Ͱ目さΕΔɻ؍भ出者がଟ͘関わͬͯいΔ͜ͱٕज़のަྲྀのߕ保҆Λ͡Ίɺٱのେ

&　༻水事など水རٕज़ͱ砂金採औٕज़

砂金（ࣲ金）採掘関࿈の։発が進Ή 16～ 17 世لΛ֓͢؍ΔͱɺՏ川の࣏水ͱେنᕲᕱࢪઃのݐઃ

がٸに進みɺ֤地Ͱ新ా։発が進ΊΒΕた時期ͱݴい͑Δ͜ͱがͰきΔɻ͜のத世かΒ近世ॳ期

のશ֤ࠃ地に͓けΔେنۀ水ར事ۀにʮ鉱山ٕज़者ʯが関༩しͯいΔ͜ͱがࢦఠさΕͯいΔʦઘ

1974ɺ山ޱ 1974ɺۄ 1984などʧɻށߐॳ期に͓けΔ鉱山ٕज़者関࿈の主なۀ水ར事ۀΛ͛ڍΔͱ第

13දのͱ͓りͰ͋Δɻؠ൫掘ᯄಓ（佐渡Ͱʮ؏ʯ）にΑΔ௨水などɺ鉱山ٕज़ΛԠ༻・ۦしͯい

Δ༷ࢠがӐ͑Δɻ֤地の鉱山ٕज़者のɺߕ൹ࠇࠃ川金山のٕज़者ɺށߐॳ期に金山がਰୀした͜ͱに

Αりɺͦのଟ͘が山ΛԼͬͯ他所にҠॅしたɻ近ྡの୮山金山Λ͡Ίɺશ֤ࠃ地の鉱山にҠΔ者Ӭ

ాໜӈӴのΑ͏に他ՈͰしͯ鉱山։発の΄か水ར分に͓いͯ׆༂͢ΔのなどɺେきなҠಈ・

Ҫࡩɺܝが͋ͬたΑ͏Ͱ͋Δʦઘલࢄ֦ 1997ʧɻ·たɺᯄಓの掘進ํ๏が྆かΒの߹ͱɺยଆかΒ

の߹の 2ͭが͋りɺதͰยଆの事ྫͰ͋Δؠᓃ༻水ͱୢາ༻水にͭいͯɺळాの銀山にՃլൡྖ

の山ࢣの出ೖりが͋ͬた͜ͱなどؚΊٕͯज़面Ͱの関࿈ੑがࢦఠさΕͯいΔʦ北Ӝ΄か2009ʧɻ西三

川砂金山Ͱᯄಓの存在がֆਤかΒΒΕͯいΔののɺݱ在わͣかに։ޱ෦のࠟ跡Λ͢のみͰ͋

Δɻޙࠓɺ発掘調査Λ࣮ࢪしͯ掘ํ๏が明ΒかͱなΕɺ他の水ར関のᯄಓͱのٕज़ܥේが明Βかに

なΔՄੑ͋Δɻ

Ҏ্のΑ͏にɺԕํかΒڑにわたͬͯ水ΛҾ͘ۀ水རにɺ鉱山ٕज़（掘・ଌྔٕज़）のਂい関

༩がऔͰきΔɻ͜の͜ͱɺ鉱山Ͱの砂金ྲྀしഉ水ٕज़などに͓いͯɺڑ水རٕज़がఆணしͯい

た͜ͱΛ҉にࣔ͢ɻ砂金採掘ɺޙड़͢Δ砂మ採掘（かんなྲྀし）にେنな水རٕज़が採༻・Ԡ༻さΕ

Δのɺগな͘ͱ͜͏したߞ地֦େΛ目ࢦしたۀ分の水རٕज़がશࠃ的に採༻さΕ発ల͢Δஈ֊に

ઌ行͢Δ時期（ઓࠃ期）Ͱないかͱ推ఆさΕΔɻҰํɺ҆ഒ金山Ͱɺ砂金採औにΔ༻水ঝΛ࣋

ͭۀ༻水路ɺʮ金݀（採掘）ʯのঝΛͭߞ地などが͓ͯͬりɺ砂金の採掘がऴᖼΛܴ͑Δͱɺ

地・ٰྕ地の採掘の݁Ռܗ成さΕた平ୱな地ܗΛ地ͱしͯར༻しɺ砂金採औの༻水Λۀ༻水にస༻

したͱݴわΕͯいΔ 17）ɻ西三川に砂金山ด山ޙかΒۀ༻水路にస༻さΕݱ在·Ͱ༻さΕͯいΔ水

路が͋Δɻޙࠓのൺֱ分ੳͰɺ砂金山पลのۀ水རڥにࢹがඞཁͰ͋Δɻ
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4）かんな（మ݀）ྲྀしٕज़ͱ砂金採掘ٕज़

かんな（మ݀）ྲྀしɺʮたたΒ製మの原ྉͱなΔ砂మΛ採औ͢ΔたΊにɺ年の෩ӍにΑり෩Խした

ՖቋؠરؠΛమ製の۩Ͱଧͪࡅきɺͦの砂Λઐ༻の水路にམͱしࠐんͰચい·Ͱྲྀしたޙɺ水

Ͱ不ཁな砂Λྲྀしɺதにؚ·ΕΔ 0�3 ～ 3�の砂మΛબ鉱・採औ͢ΔのͰ͋Δɻ砂మΛऔΔమ݀ɺ

্ྲྀのཷΊかΒ水ΛҾいͯ͘Δ水路（Ҫख）ͱ山Λり่͢ͱ͜ΖのӋɺ่した山の（ਅ砂）Λྲྀ

͢水路（り）Ͱ構成さΕΔがɺਅ砂の採औがऴわͬたͱ͜Ζに่した砂のதにؚ·ΕͯいΔ෩Խし

きΒなかͬたؠ石（߹にΑりڊେなؠմ）がഇغさΕɺ山のΑ͏にଯ積しͯいΔʯʦ島ࠜ県ڭҭிຒଂจ

事　ۀ 時・時期 関࿈͢Δਓ物（ٕज़者） ᯄಓ掘進 උ　ߟ จ　ݙ

্ϊ原༻水

（山ས県্原市  ）

Ӭ 11

（1634）年

川金山ࠇ൹୮山の金掘りߕ

かΒसӽにඁり出た金掘り
－

ळݩୠഅक（ହ朝）の্ϊ原༻水

ීにかり出さΕた金掘りの֮書

ઘ 1974

Ҫࡩ 1997

ԃߐ川・ಹՑ川の࣊ٱ

（ҵ県େٶ町）

ਖ਼保 2

（1645）年
ӬాໜӴ・צӴ　ࢠ

Ӭాࢯ੩Ԭ県原郡にྖ地Λ

ͪɺࠇ川金山の։発に関わͬた金

山ऺɻࠇ川金山ਰୀޙɺ水ށൡに

ԃ（水路ߐޱ川にୢϊ࣊ٱɺ͑

૯Ԇ 19Lm）・ؠ崎ߐԃ（水路૯

Ԇ 22Lm）ɺಹՑ川にখߐԃ（水

路૯Ԇ 28Lm）Λઃけたɻ水路

にʮؠજʯͱݺΕΔτϯωϧ

๏Λ採༻しͯいΔ所͋りɻͦの

他ɺ༿Լ金山（水ށ市）・ീߔ山

金山（࣊ٱ郡ଠࢠ町）などの鉱山

։発に関わͬたͱݴわΕΔɻ

Ҫࡩ 1997

ಢ県な͢෩記ٰࢿྉؗ

2010

ฌӴ新ా༻水ޒ

（県כ市）

Ӭ 8

（1631）年

成ࠒ

市川ޒฌӴ（ߕ൹ాࢯの

（ਉچ
྆ଆ掘進

૯Ԇ 9765 間（17�6Lm）ɻ్த

1850 間ؠ൫Λ掘りԼ͛た水路

Ͱɺ4 Χ所 410 間ᯄಓɻりの

600 間Λͬͯ地൫Λ高Ίͯ

たʮͭきせきʯɻ高度なٕज़のͬ࡞

༝དྷにͭいͯ金掘集ஂの関༩・ࢀ

ՃͱみΔ（ࠓ村 1997）市川ࢯ

্ࠃ（܈അ県ָ郡ೆ村）Λ

本ڌͱ͢ΔాՈのچਉɻಙ川Ո

のग印ঢ়の第߁ 1Λݩに։に

たͬたͱさΕΔ（େ石 1968）ɻ

村ࠓ 1997

େ石 1968

ശࠜ༻水（ਂྑ༻水）

（ਆಸ川県ശࠜ町・

੩Ԭ県市）

จ 10

（1670）年

成

༑༩ӈӴ（ݩక಄） ྆ଆ掘進

੩Ԭ県市のᕲᕱのたΊɺਆ

ಸ川県ശࠜのѶϊބかΒശࠜ山Λ

掘りൈき௨水したશ 1�28Lm の

ᯄಓにΑΔ༻水ɻݩక಄（事ۀ

ෛ者）ށߐの町ਓ༑༩ӈ

ӴͰɺͦの出ࣗॾઆ͋Δɻ佐

渡のৼۣࢣ（鉱山ଌྔٕज़者）੩

༩ӈӴͱಉҰਓ物ͱ͢Δઆ

͋ͬた（ງޱ΄か 2006）がɺݱ在

൱ఆさΕͯいΔ（金ࢠ 2010）ɻ

佐౻ 1979

ງޱ΄か 2006

金ࢠ 2010

ԃ༻水ؠ

（ळా県市）
年間ݩ കܠ（ळాൡ銀山ไ行） ยଆ掘進

のஈ্ٰΛᕲ؛川・ถ川ӈۏ౻

ᕱ͢ΔԆ 12Lmの༻水ɻ࣮地ݕ

分したകがʮ水؏ීʯ（τϯω

ϧ๏）の採༻Λ地ݩにઆಘした

ͱݴわΕΔɻ

山ޱ 1974

ୢາ༻水

（石川県金市）

Ӭ 9

（1632）年

成

୩鉱山のٕज़者େ山（山崎）

佐平࣍（౩鉱山発ݟ者）
ยଆ掘進

શ 11Lmの水路ɻ҉ڎͱなΔҰ

෦Λআきɺૉງりのᯄಓ۠間ͱɺ

։۠ڎ間の二ͭに分かΕͯいΔɻ

։時࠷期ͩͬた୩鉱山

（金・銀・Ԗ）の鉱山ٕज़者のྗڠ

が͋ͬたͱ͢Δݟղの΄かɺӬ

3（1626）年に౩鉱山（山市）

Λ発ݟしたେ山佐平࣍（佐渡出

の山ࢣ  ）が関༩・ࢀՃしたͱ͢

Δݟղ͋Δ（੨ 1988）

北Ӝ΄か 2009

੨ 1988

ୈ �� ද　江戸࣌ॳظに͓ける߭山ٕज़ऀが関࿈するओͳ農業水རࣄ業
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Խࡒ調査ηϯλー 2010ʧͱઆ明さΕΔͱ͓り 18）ɺ砂మؚ有の掘り่しͱஷ水した水のいͰ砂Λચ

いྲྀしͯൺॏબ鉱͢Δ͜ͱΛج本ͱ͢ΔɻͦのͰɺ砂金採掘のํ๏ͱඇৗにڞ௨がଟいɻ·たɺ島ࠜ

県༢ஐ郡༢ೆ町原山（ඪ高 883m）पลͰɺたたΒ跡などの製మ関࿈遺跡Λ͡Ί砂మ採掘に͏かん

なྲྀし遺構がଟ分布͢Δ 19）ɻͦのதにɺ西三川砂金山ͱඇৗにྨࣅしたʮ石組遺構ʯが存在͢Δɻʮ石

組遺構ʯにͭいͯதࠃ山地Ͱの報告事ྫがগないたΊɺ྆者の関࿈ੑΛݕ౼ͰきΔஈ֊Ͱないがɺか

んなྲྀしのத৺地Ͱ͋Δ出Ӣ地ํͰな͘ɺ石ݟ地ํに存在しͯいΔ͜ͱがܥේΛ͑ߟΔ্Ͱࣔࠦ的Ͱ͋

ΔɻҰํɺ掘ํ๏のͰʮかんなྲྀしʯͱʮେྲྀしʯͱのେきなࠩҟɺʮかんなྲྀしʯͰɺ෩Խの

進んͰいない地山ؠ൫がʮٰʯͱしͯ掘りさΕΔҎ֎ɺ山ମのେ෦分Λ掘り่しͯ平ୱにしͯし

·͏͜ͱがଟいのにରしɺ佐渡のʮେྲྀしʯͰɺ砂金Λؚ有͢Δ山Λશに่さͣɺせ尾ࠜঢ়のٰ

しࣼ͘ٸ面Λͭ山ମがΔ事ྫがଟいɻ͜͏した૬ҧがੜ͡Δཁ因ͱしͯɺ水ճりの߹ɺۀ࡞

時のࡂ・ݥةの発ੜのݒ೦ɺޮۀ࡞（砂金ؚ有がいたΊࢭΊた）などɺ物ཧ的なཁ因がいͭ͘か

ىさΕΔがɺݱ時Ͱ不明Ͱ͋Δɻ·たɺগな͘ͱ近世Ҏ߱のయܕ的なかんなྲྀし遺構に͓いͯɺ

採掘（Ӌ）ͱબ鉱ࢪઃ（出～େ～த～Ե～ඉなどߔঢ়のが࿈ଓ͢Δ）が分かΕͯいΔ͜ͱが特

的Ͱɺ͜Εにͭいͯ砂金山ͱのେきな૬ҧͰ͋Δ 20）ɻ͜ΕΒにͭいͯ発掘調査事ྫの૿ՃΛ

ͬͯൺֱݕ౼͢き課Ͱ͋Δɻ

かんな（మ݀）ྲྀしٕज़の成ཱΛ͑ߟΔ্Ͱॏཁな事ྫͱしͯɺԬ山県山市ឥ山遺跡܈が͋Δɻ確認

さΕたかんなྲྀし遺構ɺさ 20～ 200mɺ෯ 2～ 15mɺਂさ 1～ 5mɺ૯ 100 Χ所Ҏ্のߔঢ়遺

構Ͱ͋Δɻ͜ΕΒのߔঢ়遺構にͭいͯɺ近世Ҏ߱のかんなྲྀし遺構にҰൠ的にݟΒΕΔΑ͏なɺ水ݯΛ

ઃがͬͯいなࢪのͰ͋Δ͜ͱɺ集མの近͘に存在͢Δ͜ͱɺʮચʯ関نたない͜ͱɺ遺構がখ࣋

いなどɺʮかんなྲྀしʯ遺構ͱ͢Δ͜ͱに൱ఆ的ཁૉが͋ΔҰํɺߔঢ়遺構の分布が砂మΛؚΉՖቋؠ地

ଳに限ఆさΕΔ͜ͱɺ砂の採औΛ目的ͱ͢Δ遺構ͱ͑ߟΒΕΔ͜ͱɺʮ金݀ʯなどの地名がΔ͜ͱ

などߠఆ的ཁૉࢦఠさΕͯいΔɻしかしɺߠఆ・൱ఆͱに近世のたたΒ製࿉に͏かんなྲྀしͱのൺ

ֱにΑΔݟղͰ͋Δ͜ͱかΒɺ第 86ਤにࣔしたΑ͏なܗଶののにͭいͯɺ近世のかんなྲྀしにઌ行

͢Δ時期のٕज़ͰないかͱのݟղΛࣔしͯいΔ 21）ɻ報告Ͱɺ石にΑͬͯ۠ΒΕた্෦～Լ෦Ͱ

؆қなબ鉱が行わΕたͱ͑ߟΒΕΔがɺ͜のߔঢ়遺構෦Ͱのۀ࡞の主؟͋͘·Ͱ掘ۀ࡞（ʮかんな

（మ݀）ʯ）Ͱ͋りɺબ鉱ۀ࡞さΒにԼ෦の୩෦Ͱ行わΕたͱ推ఆしͯいΔɻͦしͯ୩෦のચ近世期に

ԽしたのͰなかͬܕଶのʮચʯ（ൺॏબ鉱༻の）確認さΕ͓ͯΒͣɺఆܗΒΕΔΑ͏なͬたݟ

たͱ推ଌさΕͯいΔɻ͜のឥ山遺跡の事ྫΛ西三川の砂金ྲྀしٕज़ͱ的にൺֱ͢Δ͜ͱͰきないか

しΕないがɺ্ ෦～Լ෦のԃ（石ྻ）Λͭ水路෦に͓いͯɺ掘ͱ؆қなબ鉱が行わΕͯいた͜ͱɺ

西三川のՔぎの山にઃけΒΕた水路の機Λ͑ߟΔ্ͰॏཁなࣔࠦΛ༩͑ΔのͰ͋Δɻ

தࠃ山地のʮかんなྲྀしʯͱ佐渡のʮେྲྀしʯٕज़の関࿈Λࣔ͢的なূڌないがɺ石ࠃݟ（島

ࠜ県େా市ਔຎ町）の౻間ՈҰのҰਓͰʮమ山ࢣʯͱしͯ׆༂しͯいたਓ物が佐渡に渡ͬた記録が͋

Δʦాத 2007ʧɻ·たɺܚ期にେٱ保҆の໋Ͱ佐渡に渡ͬたफԬ佐渡・間ঙฌӴ・٢Ԭ出Ӣ

ຯํୠഅなどɺ石ݟ銀山Ͱ׆༂しͯいた山ࢣがଟ͘佐渡の鉱山։発に関わ͓ͬͯりɺ͜͏したਓ物にΑͬ

ͯʮかんなྲྀしʯٕज़の報が佐渡にたΒさΕɺ砂金採掘ٕज़にԠ༻さΕたՄੑが͑ߟΒΕΔɻઌに

ड़た西三川の砂金採掘に͓けΔʮ水ճりʯ記事のొ時期ɺۀ࡞༰遺構の在りํのڞ௨ੑΛซ

せͯͯ͑ߟɺ྆者の間にਂい関࿈ੑがӐ͑Δɻたͩしɺ྆者のಓ۩の૬ҧٴۀ࡞ͼ採掘ఔΛࣔ͢

所のݺশのҧい͋ΔたΊɺͦ ΕͧΕの成ཱ時期のؚΊɺޙࠓの調査ڀݚͱൺֱ分ੳがたΕΔɻ
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5）　খ　　　݁

Ͱ͋りɺ࢟ऴஈ֊ʯの࠷ɺ採掘のʮ（ͼ水路ٴ採掘）܈在֤地に遺存しͯいΔ砂金採掘跡の遺構ݱ

Ұఆ期間ૢۀが行わΕた͜ͱにΑりɺ遺構पลの地ܗがେ෯にվมさΕͯいΔɻՃ͑ͯ採掘所のঢ়گに

Ԡͯ͡దٓ水路（水ճり）ΛมߋしながΒૢۀし͓ͯりɺߋ新ͱॏෳΛ܁りฦしͯいΔたΊɺૢۀの期間

地ܗվมのաఔΛ෮原͢Δ͜ͱඇৗにࠔͰ͋Δɻしかしɺ掘りさΕた地ܗ（ٰঢ়の地ܗ）水

路のॏෳ関（લޙ関のํ・ূݕ࣠などۀ࡞୯ҐのҧいΛ認ࣝ͢Δ）ɺ高ࠩ（ྲྀԼํ）にͭいͯのݱ地

報Λ積みॏͶͯい͘͜ͱにΑりɺେ·かな地ܗվมのϓϩηεΛѲ͢Δ͜ͱがՄͰ͋ΔͱࢥわΕΔɻ

20m

0

20m

0

ࣸ真 �　༢南ொ原山遺跡܈　石組遺構 ࣸ真 �　原山遺跡܈　水路とഇ石（Ψϥ石）

ୈ �� 図　大࿊Ԟ遺跡　બ߭ࢪઃ（্ྲྀ෦に採掘が͋Δ）

（ʦ島ࠜ県ڭҭҕһ会 2009ʧΑりసࡌ）
ୈ �� 図　ឥ山遺跡　かΜͳ流し遺構のࣜ図
（ʦٱถ։発事ۀに͏จԽࡒ調査ҕһ会 1980ʧΑりసࡌ）
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͜͏したૢٕۀज़・シεςϜのѲのたΊに発掘調査にΑΔ遺構の構ٴͼ遺構のॏෳ関のѲɺ地

のѲがඞཁ不ՄܽͰ͋Δɻ·たɺかんなྲྀしに関͢Δ遺跡に͓いͯ行わΕͯいΔΑ͏なɺگのվมঢ়ܗ

地ֶܗ的なࢹͰのɺچ地ܗの推ఆ・෮原ྲྀ出砂ྔのݕ౼ʦఃํ 1996ʧɺ砂金ؚ有ͱ遺構の関などɺ

関࿈ॾՊֶͱのڠಇにΑΔいࢹͰの分ੳޙࠓの課Ͱ͋Δɻ

ம

に特ఆͰきݹ県༚୩町ԫ金山遺跡ఱ平時の産金遺跡ͱさΕɺ遺跡पลのՏ川Ͱ砂金が採औͰきΔがɺٶ（	1

Δ採掘ࠟ跡確認Ͱきͯいないɻ

北ւಓদ（Ոจ書ࡔ金山Լদޚઋൡ）ΒΕΔ΄かɺ東北地ํݟՄจ書にڐの金掘りにର͢ΔࠃՏॣ・ࠃ൹ߕ（	2	

લൡのจ書にొ͢Δɻ

	3	）金鉱石が෩Խしɺඈͼ出た金ཻがͦの͋Δいपลにଯ積した߹ཹ鉱চ（積鉱চ）ɺ金ཻが水෩Ͱӡൖ

さΕଯ積したのが砂金（二࣍鉱চ）ͰɺいͣΕதに存在͢Δɻ

	4	）たͩしɺ西三川砂金山に関࿈͢Δ࢙ྉதͰɺʮࣲ金ʯͱい͏ݺশ༻いΒΕ͓ͯΒͣɺʮ砂金ʯͱのみ記さΕͯいΔɻ

ݩ（	5	 9年（記録が記さΕたલ年）に͘なͬたຯํୠഅがੜલに行ͬたۀͱしͯ記さΕΔɻୠഅが佐渡に渡ͬたܚ

 9年Ҏ߱～ݩ年間の͜ͱͱ͑ߟΒΕΔɻ

	6	）砂金採掘ͱ水རٕज़の関にͭいͯɺจਖ਼（1466）ݩ年ી川ྲྀҬの尾ுࠃӋ܀郡ՏかΒ佐渡市ധ地۠ᣘ

の本ཾࣉにҠͬたʮড়ਅफెʯの関࿈Λࢦఠ͢Δҙݟʦాத 1970ʧจ 2・3年にͬ͜ىた記録的なେӍ

にΑΔ水がٕज़ੜのഎܠに͋Δͱ͢Δҙݟʦখੁ 2000ʧが͋Δɻ

	7	）ʮେྲྀしʯに関しͯɺນ期の佐渡ไ行所のਓの日記Ͱ৮ΕΒΕͯいΔɻఱ保期の佐渡ไ行川路ᨸの日記ʮ島

ࠜの͢さみʯ（川路ᨸ　川ాఃߍ 1973ʰ島ࠜの͢さみ　佐渡ไ行在ۈ日記ʱ東༸จݿ 226　平ຌ社）Ͱɺ

山の掘り่し・水にΑΔ砂のચいྲྀしなどɺʮେྲྀしʯఔに関わΔ८ݟ時の؍にͮ͘ج記ड़がΔɻ·たɺՅ

Ӭ期のਓҪ্େଂの西三川砂金山ݟ分記ʮのかりͶʯ（佐渡市தԝਤ書ؗؠจݿଂɿະץ行）にಉ༷にʮେ

ྲྀしʯに関しͯʮେมいํ๏に͑ݟΔのͰɺํ ๏にͭいͯ৭ʑࢥҊしたがɺͬた͜ͱແい͜ͱΛさせΔͱか͑ͬ

ͯଛࣦΛ出͢ʯͱい͏͜ͱͰࠫଡࢭみͱなͬたࢫの記ड़が͋Δɻ

	8	）দલൡのಠ的かͭ不རなަϨーτのަқにର͢ΔΞΠψຽの不ຬが๘ىの原因ͱݴわΕΔがɺҰํͰ砂金山の

ཚ։発にΑΔ水産ݯࢿのӨڹഎܠに͋ΔͱݴわΕΔɻ

地Ͱݱの石Λ集積しͯい͘ɻܕに掘り্͛たখޙの石ΛฒͯཹΊͱしɺͦのഎܕりにେد者にͭいͯɺ水路ޙ（	9	

確認ͰきΔ͜のঢ়ଶにͭいͯࢦఠしͯいΔɻ

10）地্にಋ水しɺ採掘ͱ水路にΑͬͯ採掘Λ行ͬͯいΔがɺ西三川のΑ͏にɺ砂金ؚ有の্෦にްいଯ積物Λ࣋

たない͜ͱかΒɺਂ度ઙいɻେܕの採掘ͱ͑ߟΒΕΔ͢りുঢ়のۼ地にͭいͯɺऔ水・ഉ水にかかΔ水路の有

ແがݱ地ঢ়گͰͬきりしないɻ採掘かΒ水にΑΔ砂金のબり分け·Ͱのఔのͯ͢Λಉ͡遺構のதͰ行ͬͯい

Δͱ推ଌさΕΔɻ

11）ະ報告ͩがஈٰࣼ面෦のதෲに平ୱ෦ΛઃけɺԕڑΛಋ水した水路跡が͋Δͱい͏（ࣉ崎ࣔڭޚࢯ࢙߁）ɻ

ӬがඞཁͩがɺূݕにΑΕɺ発掘調査にΑΔࣔڭの͝ࢯ࢙߁崎ࣉ（12 17（1640）年のۨϲַのେՐにΑΔՐ山փ

のଯ積の有ແにΑり時期の判அがͰきΔՄੑが͋Δͱい͏ɻ͜の͜ͱにͭいͯळ༿ྗࢯࢦఠしͯいΔʦळ༿

1981ʧɻ

13）౻原ߧجの時にࠨେਉ౻原པのԂの年ߩΛΊ͙ͬͯߧجͱཔの間にฆ૪がىきたɻཔの日記ʮ記ʯに高

Ҍ（ؠݱख県Ұ関市पล）・本٢（ٶݱ県本٢郡पล）・༡佐（山ܗ県ւ郡༡佐町पล）の 3かΒの金のߩೲ高

が記さΕͯいΔɻ͜の 3ϱ所がԞभ౻原ࢯの経ࡁ的なج൫Λ͑ࢧた主ཁな産金地ҬͰ͋ͬたͱ͑ߟΒΕΔʦాޱ΄か

1995ʧɻ

ʲॣՏԕߐॾ金山の金掘Ѽ　ಙ川Ո判ࢠ物ʳ

　　　　　ఆ

Ұɺ分ࠃத　山金　Տ金　ࣲ原ॾ໔ڐ೭事

　　分ࠃத在ཹ೭所ɺ౩別ॾ໔ڐ೭事ɺୠɺ金掘ڞ೭

　　֎আ೭ɺɺේ೭者Կํ在೭ڞɺલʑՄฦ事

Ұɺ৴भɺી金ɺલʑՄ掘事

ӈʑɺ不Մ在૬ҧ者ɺန݅

　　　ఱਖ਼े年

　　　　　　ेҰ月二ेീ日　　େٱ保新े

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ไ೭

　　　　　　　　　　　　　金掘ڞ

（h 本川ࠜ町࢙ʱ௨࢙編 1かΒվมɺసࡌ）

ʲઙ・ࢠ　୮山金山　金掘Ѽ　࿈ॺ判物ʳ

　　Ҏ্

˘ɺ୮山೭Տࣳ間ɺԫ金લʑՄ掘事

Ұɺಓ۩ΏΔしީّɺඇ別ީɺ関東ࡖ೭山தɺघ金

掘೭事ީ間ɺࣗવਓʑݒݟ೭たΊ૬໔ީ事ɺ

Ұɺॾແӹࣻ໔ީ事ɺ

　ӈʑ݅

　　จ三年三月日

ଠ　在判ژࠨ　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　ਖ਼খඝ　在判

　　　　　୮山

　　　　　　金掘த

（h （ࡌ川金山ʱかΒసࠇ൹ߕ
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14）Ӭ 10（1567）年ʮਿ山Ո他؏高書্அ؆ʯɻ高ࢯが山ෑ村Ԭ村にॅډしɺಉࢯが関༩したॳ期の༻水ঝ

が͋りɺۀ༻水のલʮ金ચいʯの水路ͱしͯわΕたͱい͏ঝが͋Δɻ平に金ɺ金݀ɺ金水ঝ

がೱີにわͬͯいΔʦ੩Ԭ市ొ࿊ത物ؗ 2005ʧɻ

15）྆ྮのݱ地の࣮ݟͰɺΒΕたࣼ面にΔ水路にରしͯަ͢Δํ（ํのҧ͏）の水路ࠟ跡ͱみΒΕΔۼ

地がࣼ面෦にΔɻ͜の͜ͱかΒɺগな͘ͱ 2ஈ֊のมભが͋ΔͱࢥわΕΔɻ

16）҆ഒ山金山・Ҫ川金山ڞにՔ行時期が明確なのな͘ɺ࢙ྉかΒの推ఆͰ 16～ 17世لͱしͯいΔのがଟいɻ

17）Ԇๅ 4（1676）年のূจ（金צࢠ三Ոจ書ʦ佐渡金銀山遺跡調査ݕ౼४උ会 2004ʧ）Ͱɺ金山ޚ༻のʮஜޙ・

ਅ（金山ߐ）ʯの 2ͭのߐಓにͭいͯɺ௨ৗ水ాの༻水ͱしͯ༻いないがɺ金山がՔ͛ないͱき͜の༻水Ͱ新

ాΛ։いͯΑいͱ͢Δྫ֎Λ認ΊͯいΔɻ

18）ʮమ݀のҐஔ水ચ͢Δに༻水のศٓଟき͜ͱが第ҰͰʯɺʮなΔ͘ೆのࣼٸ面Ͱɺ山に近い෦分ΛબͿɻమ݀

のલํに୩間が͋ͬͯ水ΛҾ͘ʯʮઌཱͣΛআきɺදΛڈりɺ݀ 4～ 5ਓが܃ɺᅏΛৼͬͯԼํΛऔり֦͛ɺ

砂Λ่յམԼせしΊʯʮ͜ΕΛ水ྲྀམͱしͯ水தにಥ่しચҠૹ͢Δʯʮ͜のྲྀΕΛりͱいͻɺ·たҪखͱ

いふʯʦલా 1943ʧͱのઆ明ɺચのৄࡉ構に৮ΕたඨࠃҰのઆ明ʦඨ 2007ʧ͋Δɻ近世Ҏ߱の砂మ採

掘๏にͭいͯʮઌେѨ川村山砂మચऔ೭ਤʯ（ນ期のֆר）にͦの༷ࢠがඳかΕΔʦஂࡒ๏ਓ +'&21 世ஂࡒل

2004ʧɻͦΕにΑΕɺʮమ݀（Ӌ）ʯͰ่さΕた砂ΛʮりʯͱݺΕΔ水路にྲྀしɺʮԼʯͱ૯শさΕΔબ

鉱ࢪઃにૹΔɻԼʮ出ʯʮେʯʮதʯʮԵʯʮඉʯͱݺΕΔચいかΒなりɺͦΕͧΕのஈࠩͱԃに

Αͬͯ砂మࠞ͡りの砂ΛཷΊたりྲྀしたりͰきΔ構Ͱ͋ͬたɻ

ڭかΒ͝（島ࠜ県༢ೆ町ా所ެຽؗ）ࢯ٢川ਖ਼・（ҭҕһ会ڭ島ࠜ県େా市）ࢯしͯɺதా݈Ұࡍにݟ地の࣮ݱ（19

ࣔΛいたɻ石組෦のน面Λ͑ͯ積んͰいΔ͜ͱɺ石֞のΑ͏なنଇੑの͋Δ積みํͰない͜ͱなどɺ佐渡

ののͱのڞ௨ੑが͑ݟΔɻ平面ܗ佐渡ਖ਼ํܗし͘ํܗͰ͋Δのにରしɺ石ݟ・原山Ͱํͩܗがɺ۱の

෦分がހঢ়ͱなΔのが目ཱͭɻ

20）ம 18の他にɺށߐ時ޙのʰమ山ඞཁ記事（మ山ൿ書）ɦ（ഢᠺࠃのమ山ࢣԼ原ॏにΑΔ製మٕज़書）Ͱɺબ

鉱Λʮ川ʯͱݺশしͯいΔɻ

21）報告書Ͱɺ遺跡の時期出遺物がわないたΊ不明ͱしͯいΔがɺឥ山地۠/P�43-' 遺構がམ山Ԟ 1号Λഁ

յしͯいΔ͜ͱかΒ্限Λݹ時ޙ期Ҏ߱ͱしͯいΔɻҰํɺԼ限/P�73-'1 ۠に͓いͯංલಃ࣓ثなどの出

が͋りɺ遺物の年؍かΒށߐ時のݩ期Ҏલͱ推ఆͰきΔがɺ͜ΕΒߔ෴の遺物Ͱ͋りɺࠞೖのՄੑ

が͋ΔたΊɺԼ限時期のධՁ明確になͬͯいないɻ
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ཁ　　　

	1	 西三川砂金山遺跡ɺ佐渡市େ୩・੩平・Լ川ໜ・Լࠇ山・େখ・ాਢ・๛ా・西三川地に所

在しɺگݱ山林・地・原Ͱ͋Δɻ

	2	 遺跡ɺখ佐渡山຺ೆ西෦の山தにཱ地しɺ૯面積 1,500,000m2 ΛଌΔɻ

	3	 遺跡ɺਖ਼（1460）ݩ年に砂金採掘が։࢝さΕたͱ͑ΒΕͯいΔがɺ࣏҆年間（1021 ～ 24）

の佐渡島Ͱの産金આ話のͱいわΕͯいΔɻ࠷期ɺઓࠃ時期かΒށߐ時ॳ期Ͱ͋りɺ明

࣏ 5（1872）年にด山した鉱山遺跡Ͱ͋Δɻ

	4	 調査ɺ保存Λ目的ͱした遺跡範囲確認のたΊɺ平成 19年度かΒ 22年度にかけ࣮ͯࢪしたɻ調査

面積 6,500,000m2 Ͱ͋Δɻ

	5	 調査の݁Ռɺށߐ時かΒ明࣏時ॳ期·Ͱの遺構が確認さΕたɻ

	6	 確認さΕた西三川砂金山遺跡の遺構ɺ水路跡 10ɺ堤跡 ɺ石組遺構ج10 Ͱ͋Δɻج3

	7	 水路跡ɺ砂金採掘地のपลΛྲྀΕΔՏ川の্ྲྀΛऔ水ޱͱし͓ͯりɺେき͘ ౷に分ྨͰきΔɻܥ5

͜の͏ͪ࠷のの 9LmҎ্にٴͿɻ

	8	 ಉ遺跡に関࿈͢Δށߐ時かΒ明࣏時にかけͯの࢙ྉଟ͘存在し͓ͯりɺ水路跡 8・堤跡 9

水路地など༺ۀにޙྉͱ΄΅Ұக͢Δ所に所在͢Δがɺ͜の͏ͪのଟ͘ɺ砂金山ด山࢙がج

にస༻さΕͯいΔɻ

	9	 分布調査ٴͼ࢙ྉ調査にΑͬͯɺ主ཁ採掘地・水路・堤の։発มભ時期が明Βかになͬたɻ特に

川集མ近に採掘地が集さΕͯい͘͜ͱが判明したɻ期Ҏ߱ɺޙށߐ

	10	 遺物ݕ出さΕなかͬたɻ

	11	 西三川砂金山ɺʮେྲྀしʯͱい͏ൺॏબ鉱๏Λ༻いたେنな地ܗվมが行わΕ͓ͯりɺ࿐಄掘り・

銀山ͱੑ֨がେき͘ҟなΔ遺跡Ͱ͋Δɻ特にࢠಓ掘りͱいͬた採掘ํ๏がத৺の૬川金銀山・

ଓしͯ調査Λ行͏ͱͱにɺܧޙࠓに保存さΕ͓ͯりɺ社山Ұଳɺແの水路跡石組遺構がྑޒ

શࠃのྨࣅ遺跡ͱのൺֱݕ౼Λ進ΊΔ͜ͱͰɺҰ࿈の砂金採掘シεςϜのղ明ΛਤΔ༧ఆͰ͋Δɻ
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Abstract

1. Nishimikawa Alluvial Gold Deposits ruin is located at Okuratani, Shizudaira, Shimokawamo, Shimokuroyama, 

Daisho, Tagirisu, Toyota, and Nishimikawa areas of Sado city, and most of the areas are currently mountain forest, 

agricultural land, wilderness and others.

2. The ruin is in the southwest part of the Kosado Mountains, and the total area of the ruin is 1,500,000m2.

3. It is said that the ruin started to operate as a gold dust mine in 1460, but the ruin is also said to be the basis of gold 

mining folklore during 1021-1024 in Sado Island. The mine production hit its peak between the late Civil War period 

and the early Edo period, and it was closed in the fifth year of the Meiji period (1872).

4. The field research was carried out from 2007 to 2010 to confirm the coverage of the ruin, which will facilitate with 

the conservation. The research covered approximately 6,500,000m2.

5. The research revealed the remains ranging from the Edo period to the early Meiji period.

6. The confirmed remains of Nishimikawa Alluvial Gold Deposits ruin include the following: 10 waterways, 10 

ponds and dikes and 3 stone structure remains.

7. The channels take their water source from the upstream of rivers flowing around the gold mining sites and can be 

categorized into five main groups. The longest waterways runs for more than 9 km.

8. Numerous historical materials on the ruin written between the Edo and Meiji period still exist. The remains of the 

8 waterways and 9 ponds exist almost exactly where those materials suggest, but most of them have been converted 

to agricultural channels and agricultural lands among other uses after the closure of the gold dust mine.

9. The field research on the distribution of the ruin and the study of the historical materials clarified the development 

of the main mining sites, waterways and ponds and dikes and their temporal transition. It is revealed that as time 

passes, the mining sites concentrate around the Sasagawa village especially after the late Edo period.

10. No relics were discovered.

11. The Nishimikawa Alluvial Gold Deposits ruin required the geomorphological reformation of the area in order 

to use a gravity separation method called “Onagashi”, which greatly differs from Aikawa gold and silver mine and 

Tsurushi silver mine where surface mining and underground mining were mainly adopted. Numerous waterways 

and stone structure remains are well preserved especially in the region of Goshaya Mountain. We plan to conduct 

continuous research of those remains and also conduct a comparative analysis with other similar remains in Japan, 

which will clarify these gold dust mining system.
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現ଘする稼所ɾ堤ɾ江道Ұཡ

˞ 1ɿ࢙ྉ ˞ɺ（ʦ1741ʧ年ݩ保）34 2ɿ࢙ྉ 48（明 3ʦ1764ʧ年）ɺ˞ 3ɿ࢙ྉ 55（ఱ明 5ʦ1785ʧ年ࠒ）ΑりҾ༻　－ɿ記録なし

地۠ Ք所名 堤　名 　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ

西
三
川
川
水
ܥ

五
社
屋
山

Ԟ堤
40間

（72�0m）
12間

（21�6m）
4ई

（1�2m）

高菅沢関口〜Ԟ堤江下ʵ ��� 間（0�85Lm）
　 5間ඉɺ2間ͭりɺ2間ֻඉ

Ԟ堤江下〜五社屋稼（堤ʁ）頭ʵ ��� 間（0�33Lm）

五社屋堤下〜五社屋稼頭ʵ �� 間（0�13Lm）

五社屋稼所の間ʵ �� 間（0�13Lm）

取໌所〜五社屋水戸尻ʵ �0� 間（0�19Lm）

関ޱɺ水ށ৲不明

ܭ 908間（1�63Lm）

社堤ޒ
15間

（27�0m）
8間

（14�4m）
5ई

（1�5m）

成༝山

成༝山堤
15間

（27�0m）
5�5 間

（9�9m）
5ई

（1�5m）
ौ手ଜୋ菅沢関口〜成由山堤ʵ ��00 間（2�16Lm） 成༝山पลのみݱ存

成༝山堤
18間

（32�4m）
3間

（5�4m）
9ई

（2�7m）
ौ手ଜୋ（菅）沢関口〜成由沢ʵ ��00 間（2�16Lm）
　ୠɺࣈさΒさΒΑり堤಄·Ͱ 245間（0�44Lm）

山ཱ

੨
60間

（108�0m）
18間

（32�4m）
不 青池尻〜切貫口ʵ ��� 間（0�35Lm）

切貫のʵ �� 間（0�08Lm）

切貫口〜立残堤頭ʵ ��� 間（0�52Lm）

堤下〜立残水戸尻ʵ ��0 間（0�48Lm）
　 40間Ք所

水ށ৲不明

খܭ 525間（0�95Lm）

ܭ 795 間（1�43Lm）

堤ཱ
15間

（27�0m）
8間

（14�4）
7ई

（2�1m）

堤ཱ
15間

（27�0m）
3間

（5�4m）
6ई

（1�8m）

水
戸
尻
川

堤
20間

（36�0m）
15間

（27�0m）
8ई

（2�4m）

五社屋稼所水戸尻青池尻三ツ合川通り〜赤池頭
　ʵ ��� 間（0�62Lm）

赤池堤下〜水戸尻稼頭ʵ �� 間（0�16Lm）

水戸尻川稼頭〜五挺樋ʵ ��0 間（1�01Lm）

五挺樋〜茶屋川尻三ツ合ʵ ��� 間（0�60Lm）

堤のみݱ存

ܭ 1,329 間（2�39Lm）

ా崎 － － － － －
௨শʮߐݹʯ
 3�2Lmݱ存

金ງ山 － － － － －
௨শʮ新ాߐʯ
 3�6Lmݱ存

小
川
内
川
水
ܥ

தฑ山

த平山

ಕ堤
30間

（54�0m）
10間

（18�0m）
11ई

（3�3m）

真野経塚関口〜貝ヶ沢ʵ �0�� 間（3�78Lm）
　 90間経௩関ޱΑりനܽ·Ͱ෬ඉɺ
　18間ࣈ౾ดֻඉɺ3間ࣈഅϊഎܽɺ
　21間ࣈେֻܽඉɺ13間ࣈେඉ
　9間ࣈしͪにֻඉɺ11間ࣈֻܽඉ

貝ヶ沢〜新入高野ʵ ���� 間（2�58Lm）
　 12間ֻඉɺ15間ͭり

新入高野〜法師坂ʵ ��� 間（1�40Lm）
　 90間ૣࣈҴాඉ所有ɺ
　31間新ೖ高林の෬ඉ

赤泊道法師坂下〜笹川坂頭ʵ ���� 間（2�01Lm）

笹川坂頭〜峠堤ʵ ���� 間（2�21Lm）

峠堤下〜瀧頭ʵ �� 間（0�08Lm）

瀧ノ下〜中柄山稼所ʵ �� 間（0�06Lm）

稼所〜中柄山水戸尻ʵ ��� 間（0�57Lm）
　 75間Ք所

中柄山〜中平山水戸十五番川ʵ ��� 間（0�31Lm）

十五番川通り間ʵ ��� 間（0�21Lm）

関ޱ～堤खલ·Ͱݱ存

খܭ 6,655 間（11�98Lm）

ܭ 7,339 間（13�21Lm）

ಕ堤
25間

（45m）
4�5 間

（8�1m）
1�5 間

（2�7m）

十
五
番
川
水
ܥ

ਿ平山 ਿ平堤
8間

（14�4m）
間

（9�0m）
5ई

（1�5m）

岩塚関口〜樫沢ʵ ��0 間（1�46Lm）

樫沢〜中津川ʵ ��� 間（0�94Lm）

中津川〜（杉平）堤頭ʵ ��� 間（0�51Lm）

堤下〜杉平山水戸尻ʵ ��0 間（0�47Lm）
　 92間Ք所

水ށ৲不明

খܭ 1,620 間（2�91Lm）

ܭ 1,880 間（3�38Lm）
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地۠ Ք所名 堤　名 　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ

十
五
番
川
水
ܥ

த平山
˞2

த平山堤
15間

（27�0m）
6間

（10�8m）
7ई

（2�1m）
十五番川からの分け水ʵ ��� 間（0�24Lm）

番川ޒे
˞2

平川ྲྀ所

番川ޒे
˞3

番川堤ޒे
15間

（27�0m）
5間

（9�0m）
9ई

（2�7m）
の水Λ༻いΔے番川ޒे

茶
屋
川
水
ܥ

தฑ山
˞3

新ஜޙ堤
25間

（45�0m）
8間

（12�0m）
10ई

（3�0m）
筑後堤〜新筑後堤ʵ ��0 間（0�20Lm）

 10間ଧ؏有೭
ஜޙ水・ಕ水・੨水ΛཷΊ
ͯ༻いΔ

த平山堤
7間

（12�6m）
6間

（10�8m）
7ई

（12�6m）
筑後江道〜堤頭ʵ ��� 間（0�26Lm）
水্ແ͘ɺஜߐޙ࿙水ͱेޒ番川ےの௨り水Λ༻いΔ

時ɺத平山ແ͘ɺதฑ山
に༻いΔ

த平山
˞2

த平山堤
7間

（12�6m）
6間

（10�8m）
7ई

（2�1m）
水্ແ͘ɺஜޙ堤の࿙Ε水Λ༻いΔ

川
˞1

杉平山水戸尻〜虎丸山水戸尻ʵ ��� 間（0�41Lm）

虎丸山水戸尻〜十五番川三ツ合ʵ �� 間（0�02Lm）

十五番川三ツ合〜茶屋川尻三ツ合ʵ ��� 間（1�68Lm）ܭ 1,171 間（2�11Lm）

川
˞2

平川ྲྀ所

そ
の
他

山
˞2

山堤
5間

（9�0m）
不 不 小立ଜ字టノ木沢関口〜沢山堤ʵ ��0 間（0�41Lm）

େਢ川
˞2

平川ྲྀ所

େਢ川
˞3

三؏目
堤

30間
（54�0m）

8間
（14�4m）

5ई
（1�5m）

三؏目川ےの水Λ༻いΔ େਢ村බੜの時期Քぎதࢭ

地۠ Ք所名 堤　名 　さ ෯ ਂ　さ ಓのさߐ උ　ߟ

茶
屋
川
水
ܥ

தฑ山

ஜޙ堤
15間

（27�0m）
8間

（14�4m）
9ई

（2�7m）

軽井川関口〜切貫口ʵ ��� 間（1�13Lm）

切貫のʵ �� 間（0�08Lm）

切貫口〜笹川坂下ʵ ��� 間（0�67Lm）

笹川坂下〜筑後堤ʵ ��0 間（1�35Lm）

筑後堤下〜中柄山稼所ʵ �0� 間（0�19Lm）

関ޱ～堤खલ·Ͱݱ存

খܭ 1,797 間（3�23Lm）

ܭ 1,902 間（3�42Lm）

ஜޙ堤
26間

（46�8m）
8�5 間

（15�3m）
12ई

（3�6m）

茶
屋
川
水
ܥ

ӏಕ山 ӏಕݹ堤
11間

（19�8m）
6間

（10�8m）
不

軽井川の下大のた沢関口〜尾崎ʵ ��� 間（1�37Lm）

下ࠇ山尾崎〜二番関ʵ �0� 間（0�54Lm）

二番関〜鵜峠古堤ʵ ��� 間（0�88Lm）
 � 間ֻ樋

鵜峠山古堤頭〜（虎丸山）堤頭ʵ ��� 間（0�35Lm）

堤下〜（虎丸山稼所）水戸頭ʵ �� 間（0�12Lm）

虎丸山稼所水戸のʵ �� 間（0�16Lm）

関ޱ～ӏಕݹ堤खલ·Ͱݱ存

খܭ 1,553 間（2�80Lm）

ܭ 1,902 間（3�42Lm）

山ؙދ 山堤ؙދ
12間

（21�6m）
6�5 間

（11�7m）
9ई

（2�7m）

ӏಕ山 ӏಕ山堤
10間

（18�0m）
3間

（5�4m）
5ई

（1�5m）
軽井川の下大͵た三ツ合関口〜（鵜峠山）堤
　ʵ ��0� 間（2�35Lm）

関ޱ～堤·Ͱݱ存

山ؙދ
Լؙދ
山堤

8間
（14�4m）

5間
（9�0m）

5ई
（1�5m）

笹川十ീຕଜ字落合関口〜堤頭ʵ �00 間（0�36Lm） 堤ͱ水路のҰ෦がݱ存

角
間
川
水
ܥ

山ؙދ

山ؙދ
্堤

8間
（14�4m）

2�5 間
（4�5m）

5ई
（1�5m）

ʵڮ〜より海老根沢関口ࡍڮ ��0 間（1�01Lm）

海老根坂ڮ〜切貫頭ʵ ���0 間（2�11Lm）

切貫の෬樋道ʵ �� 間（0�03Lm）

切貫口〜（虎丸山）上堤頭ʵ ��� 間（0�50Lm）

上堤下〜虎丸山上稼所ʵ ��� 間（0�26Lm）

খܭ 2,025Lm（3�65Lm）

ܭ 2,171 間（3�91Lm）
ؙދ্
山堤

8間
（14�4m）

5間
（9�0m）

5ई
（1�5m）
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ֆ図 �　ʮࠤࠃ三川砂金山ֆ図ʯ ʦๅ暦 3（1753）年　新潟県ཱྺ࢙ത物ؗଂʧ
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ֆ図 �　ʮ笹川金山ෟ近ֆ図ʯ

ʦ18世ޙلϱ　佐渡高ֶߍಉ૭会ʮस崎จݿʯʧ
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ֆ図 �　ʮ三川ଜ砂金山શ図ʯ ʦ18世ޙلϱ　ݸਓଂʧ
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ֆ図 �　ʮ三川砂金山ීޚҾʯ

ʦ19世لલ期ϱ　Ԭ市ཱதԝਤ書ؗʮ町ໜ༤จݿʯʧ

ష͋ࢴり

షࢴͳし
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ֆ図 �　ʮ三川砂金山水路図ʯ

ʦ19世لத期ϱ　Ԭ市ཱதԝਤ書ؗʮ町ໜ༤จݿʯʧ
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ֆ図 �　ʤ笹川十ീຕଜ　ຊ田ാɾ新田ാ分布ଜֆ図ʥ

ʦఱ保 14（1846）年　ʮ金צࢠ三Ոจ書ʯʧ
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ֆ図 �　ʮ三川金山࣌稼所Ҿʯ

ʦ߂Խ 3（1849）年　ʮຯํՈ所ଂ鉱山関࿈ࢿྉʯʧ
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ֆ図 �　ʤ笹川十ീຕଜ砂金山ֆ図ʥ ʦށߐ時ޙ期ϱ　ʮ金צࢠ三Ոจ書ʯʧ
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ֆ図 �　ʮ笹川十ീຕଜ砂金山地図ʯ ʦ明࣏時ॳ期ϱ　ʮ金צࢠ三Ոจ書ʯʧ
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ֆ図 �0　ʦ笹川ɾ大立ɾ小立ɾ十ീຕ新։場図ʧʦ明࣏時ॳ期ϱ　ʮ金צࢠ三Ոจ書ʯʧ
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ֆ図 ��　ʮڷኂ新։ֆ図面ʯ ʦ明࣏ 2（1869）年　ʮ金צࢠ三Ոจ書ʯʧ
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ֆר �　ʮࠤभ金ۜ山೭図　三川砂金山稼方図ʯ

ʦ18世ޙلϱ　新潟県ཱྺ࢙ത物ؗଂʧ
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ֆר �　ʮࠤ金山稼方ֆר　三川砂金山ֆ図ʯ

ʦ18世ޙلϱ　ࣜג会社ΰーϧσϯ佐渡ଂʧ
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西
三
川
金
山
御
稼
掛

同　

金　

山　

役　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
扱　

下
山
勝
三
郎

牧
野
伸
三
郎

右
之
通
被
仰
上
御
座
候　

以
上

『
金
子
勘
三
郎
家
文
書
』
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西
三
川
砂
金
山
の
砂
金
採
取
の
行
程
（
絵
巻
資
料
よ

り
）
西
三
川
砂
金
山
稼
方
図　

中
柄
山
稼
所

大
流是

者
、
毎
月
朔
日
ゟ
稼
所
水
戸
通
り
縁
ニ
石
垣
ヲ
筑
、
四
五
間

置
ニ
石
ニ
而
簗
ヲ
拵
、
川
下
ニ
高
ク
石
垣
ヲ
築
、
是
ヲ
ね
こ
尻

押
へ
ト
名
付
扨
、
前
段
中
柄
山
稼
所
絵
図
面
之
通
ヲ
山
根
間
ヲ

鶴
の
觜
ニ
而
割
崩
シ
大
石
荒
増
取
の
け
、
其
後
堤
の
水
ヲ
強
ク

掛
候
得
者
、
土
石
流
出
砂
ハ
簗
之
内
ニ
と
ま
り
、
下
ハ
ね
こ
尻

押
限
ニ
而
留
申
候
。
水
落
切
候
跡
ニ
而
水
戸
通
り
埋
り
候
石
ヲ

釣
子
又
ハ
鶴
の
觜
ニ
而
穿
出
し
取
の
け
、
又
其
跡
江
穿
崩
シ
候

土
ヲ
置
、
最
初
之
通
水
ヲ
掛
ケ
石
ヲ
取
除
、
別
而
中
柄
山
之
儀

者
大
稼
故
、
峠
堤
・
筑
後
堤
両
所
之
水
ヲ
合
遣
ひ
候
、
則
是
ヲ

大
流
し
と
申
候

ス
カ
シ

是
者
、
前
段
致
大
流
候
荷
、
嵩
高
ク
相
成
候
得
者
、
簗
の
上
よ

り
次
第
ニ
崩
取
候
。
此
儀
ヲ
、
す
か
し
ト
申
候
。
右
同
様
之
業
、

朔
日
ゟ
廿
五
・
六
頃
迄
い
た
し
候
。
是
ヲ
、荷
仕
付
ト
唱
へ
申
候
。

此
通
り
毎
日
大
流
を
い
た
し
候
得
者
、
石
土
ハ
流
出
、
砂
金
ハ

水
戸
ニ
留
り
候
積
ニ
御
座
候
。
是
迄
之
内
ニ
大
石
小
石
可
成
た

け
と
り
の
け
、
押
穿
い
た
し
砂
金
取
揚
申
候
。

押
穿是

者
大
流
の
跡
、
毎
月
廿
五
・
六
日
頃
ゟ
水
戸
通
り
水
緩
カ
ニ

掛
ケ
人
足
三
人
宛
上
下
ニ
相
立
。
壱
人
ニ
ね
こ
た
壱
枚
ツ
ヽ
竪

ニ
踏
、
釣
子
ニ
而
砂
掛
掛
ケ
次
第
ニ
跡
江
下
り
ね
こ
た
ニ
砂
た

ま
り
候
得
者
、
足
ニ
而
ね
こ
た
打
返
シ
ね
こ
た
頭
江
砂
金
ヲ
付

申
候
。
一
丁
場
如
此
取
下
ケ
候
得
者
、
上
三
人
之
ね
こ
た
ヲ
川

の
中
ニ
而
壱
枚
ニ
う
つ
し
、
其
壱
枚
ヲ
又
ゆ
り
板
江
移
し
砂
金

ゆ
り
取
、
板
先
之
地
黒
ハ
捨
申
候
。
下
三
人
の
者
ハ
、
上
ゟ
取

下
り
候
砂
ヲ
又
下
ニ
而
取
下
り
、
是
も
右
同
様
之
手
段
ニ
而
砂

金
取
揚
、
金
山
役
掛
改
か
な
こ
ニ
為
致
符
印
請
取
候
。
扨
一
押

穿
済
候
跡
ニ
而
水
ヲ
留
候
得
者
川
底
之
石
上
江
出
候
ニ
付
、
又

是
ヲ
抜
と
り
毎
日
押
穿
い
た
し
候
。
縦
ハ
川
江
居
付
候
砂
五
・
六

尺
も
有
候
得
者
、
大
流
一
日
ニ
壱
尺
程
宛
も
取
下
り
、
後
ニ
ハ

川
底
盤
出
申
候
。
是
迄
之
内
流
候
先
砂
ハ
、
ね
こ
尻
江
留
り
候
。

ね
こ
た
ヲ
押
へ
砂
ヲ
穿
候
故
、
押
穿
ト
唱
へ
申
候
。

高
下是

者
、
押
穿
済
候
跡
水
戸
之
頭
ヲ
留
、
掛
樋
ニ
而
水
ヲ
廻
し
、

川
底
盤
ニ
居
付
候
土
砂
ヲ
小
ゼ
リ
ニ
而
け
つ
り
取
、
水
戸
下
江

持
出
し
申
候
。
右
川
底
土
砂
け
つ
り
取
候
内
ハ
、
掛
樋
ニ
而
水

ヲ
上
江
通
シ
申
候
故
、
高
下
ト
唱
へ
申
候
。

小
流是

者
川
底
け
つ
り
取
候
土
砂
水
戸
下
江
持
出
シ
、
両
縁
ニ
耳
木

ヲ
な
ら
べ
、
ね
こ
た
拾
七
八
枚
程
宛
敷
致
小
流
候
。
右
之
土
砂

流
し
切
候
得
者
水
ヲ
留
、
頭
ね
こ
た
壱
枚
揚
ケ
、
夫
ゟ
末
ハ
次

第
ニ
壱
枚
宛
川
中
ニ
而
ね
こ
た
江
う
つ
し
、
尻
ね
こ
致
壱
枚
ニ
、

其
後
右
弐
枚
之
ね
こ
た
ヲ
ゆ
り
板
江
移
し
砂
金
ゆ
り
取
、
掛
目

金
山
役
相
改
、
か
な
こ
為
致
符
印
請
取
申
候
。

敷
穿是

者
、
毎
日
穿
子
六
人
宛
入
、
鶴
の
觜
ニ
而
穿
申
候
。
一
躰
大

石
組
ニ
砂
金
有
之
候
ニ
付
、
大
石
穿
出
し
、
小
石
并
堅
キ
土
等

ハ
敷
内
ニ
而
打
砕
藤
も
つ
こ
ニ
而
釜
の
口
荷
置
場
江
持
出
し

候
。
中
石
ば
ら
等
ハ
外
江
取
出
し
捨
、
大
石
ハ
敷
内
薄
身
・
厚

身
石
垣
江
筑
申
候
。
土
山
ニ
而
締
り
弱
り
候
故
、
柄
山
龍
頭
ニ

い
た
し
候
。
一
日
ニ
六
人
ニ
而
穿
候
砂
、
其
日
ノ
中
ニ
小
流
ニ

い
た
し
候

小
流是

者
、
敷
内
ゟ
穿
出
候
土
砂
、
釜
ノ
口
荷
置
場
江
持
出
し
水
戸

の
内
、
川
巾
弐
尺
斗
、
長
弐
間
程
、
両
縁
ニ
耳
木
ヲ
な
ら
へ
ね

こ
た
拾
七
八
枚
程
宛
鋪
な
ら
へ
、
其
後
水
強
ク
流
し
か
け
右
の

土
砂
切
流
し
申
候
。

子
こ
だ
打

是
者
、
土
砂
流
済
候
得
者
、
川
脇
江
水
ヲ
通
し
水
勢
弱
ク
い
た

し
、
先
、
頭
ね
こ
壱
枚
揚
ケ
、
其
次
ゟ
次
第
ニ
下
ね
こ
江
図
の

こ
と
し
壱
枚
宛
川
中
ニ
而
ね
こ
た
江
移
シ
、
壱
人
ハ
ね
こ
だ
の

上
ニ
溜
り
候
ば
ら
ヲ
釣
子
ニ
而
取
除
、
尻
ね
こ
壱
枚
ニ
い
た
し
、

揚
ケ
申
候
。

砂
金
板
取

是
者
、
ね
こ
た
弐
枚
ニ
溜
り
候
砂
ヲ
ゆ
り
板
江
川
中
ニ
而
壱
枚

宛
移
シ
取
砂
金
ゆ
り
取
、
地
黒
ハ
拾
、
右
ゆ
り
取
候
砂
金
致
紙

包
掛
改
、
か
な
こ
符
印
付
、
金
山
役
受
取
申
候
。
但
、
是
迄
前
文
、
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始村
の
長
と
も
呼
出
て
、
い
む
さ
き
こ
ゝ
の
田
畔
よ
り
金
ほ
り
出
し

こ
と
あ
ン
也
と
聞
し
め
し
つ
け
て
、
こ
た
ミ
所
の
様
か
う
か
へ
よ

と仰
こ
と
か
ゝ
ふ
り
ぬ　

さ
ハ
る
こ
と
し
あ
ら
す
ハ
も
の
せ
ん
と
い

ふ　

皆
う
け
給
り

つ
と
こ
た
ふ　

や
か
て
其
所
ニ
ゆ
き
て
具
し
つ
る
村
人
ら
ニ
こ
ゝ

ろ
む

へ
き
や
う
を
し
へ
て
、
お
の
れ
・
武
高
、
は
た
旅
や
の
主
ハ
山
道

ニ
か
ゝ

り
て
新
入
高
野
と
い
ふ
村
ニ
出
つ　

知
敬
ま
ち
ゐ
た
り　

こ
ゝ
迄

の
道
の
程
も
遠
き
ニ
、
時
う
つ
る
こ
と
さ
へ
あ
り
つ
れ
ハ
、
此
村

ニ
て
昼
の

か
れ
ひ
た
う
ふ　

真
野
山
迄
は
猶
い
と
は
る
か
な
れ
ハ
い
こ
ひ
も

あ
へ
て

ゆ
く　

け
ふ
ハ
暑
さ
も
堪
か
た
き
迄
な
る
ニ
ほ
き
路
を
ひ
た
の
ほ

り
ニ

の
ほ
れ
ハ
汗
も
し
と
ゝ
ニ
息
も
あ
え
き
て
、
い
と
く
る
ほ
し　

萱

か
澤
な
と
い
へ
る
ワ
た
り
よ
り
道
の
な
く
て
細
き
江
な
が
れ
の
そ

き
を
ゆ
く　

日
こ
ろ

人
も
え
か
よ
ハ
ね
ハ
草
葉
の
ミ
所
得
皃
ニ
高
う
し
け
り
て

お
く
れ
し
を
い
か
な
と
ミ
れ
ハ
山
岨
の
薄
そ
な
ひ
く
（
な
ひ
き

ぬ
）
今
ハ
き
ぬ
ら
ん　

か
ゝ
る
さ
ま
お
も
ひ
合
せ
ら
る
ゝ
事
有

と
い
は
ん
迄
也　

少
し
平
ら
か
な
る
所
の
木
の
間
よ
り

北
の
高
根
も
二
見
の
海
も
見
わ
た
さ
る　

二
見
の
崎
こ
し
ニ
白
う

浪
の
た
て
る
ハ
我
相
川
の
海
な
ら
む
か
し
、
い
と
な
つ
か
し
き
ニ

そ
な
た
を
さ
し
て
ゆ
く
鳥
も
ミ
ゆ

故
郷
の
空
行
鳥
よ
人
な
ら
ハ
わ
れ
こ
と
な
し
と
つ
て

ま
し
物
を　

こ
こ
ろ
あ
ら
ハ
わ
れ
こ
と
な
し
と
親
ニ
告
な
ん

翅
も
哉
と
打
す
し
て
、
や
ゝ
水
上
ち
か
く
た
れ
ハ

ま
へ
の
く
ぬ
木
は
ら
さ
や
〳
〵
と
音
す

お
ち
た
き
つ
な
か
る
ゝ
水
ニ
ひ
ゝ
き
合
て
真
野
の

む
ら
山
な
り
そ
と
よ
め
る

さ
ハ
い
ひ
つ
れ
と
山
風
の
ワ
た
る

に
や
有
け
む　

水
源
の
水
ハ
も
此
頃
の
日
て
り
ニ
か
れ
て
、
お
と

た
つ
迄
ニ
も
あ
ら
す　

大
方
、
我
出
つ
る
里
よ
り
こ
ゝ
ま
て
一
日

（
里
カ
）
ま
り
十
町
ニ
も
過
る
所
な
る
ニ
所
々
見
め
く
り
、
は
た
、

か
う
か
へ
ん
こ
と
ニ

時
う
つ
り
て
日
影
を
さ
し
仰
く
ニ
申
ニ
も
す
く
へ
う
ミ
ゆ
れ
ハ

と
く
た
つ　

彼
空
行
鳥
も
と
い
ひ
し
所
は
過
る
頃
ハ
、
く
る
へ
く

也
ぬ故

郷
の
を
そ
か
ひ
ニ
ミ
つ
ゝ
足
引
の
荒
山
中
ニ
ゆ
き
く
ら
し

つ
る
つ

し
も
と
お
し
折
れ
て
手
つ
か
杖
と
な
し
て
、
は
し
り
ニ
は
し
る

昼
の
も
の
た
う
へ
つ
る
ワ
た
り
ニ
て
そ
、
ま
た
く
ゝ
れ
は
て
た
る

こ
ゝ

に
て
つ
い
松
に
火
さ
ゝ
せ
て
、
先
ニ
あ
と
ニ
た
ゝ
せ
て
硨
と
か
、

名
さ
へ

む
く
つ
け
き
山
路
く
た
る
ニ
物
ほ
し
き
け
も
そ
ひ
て
、
い
と
こ
う

し
ぬ

十
五
は
にマ

マ

と
い
ふ
田
中
の
あ
せ
道
す
く
る
程
、
い
に
し

と
し
父
君
の
ま
し
ゝ
赤
泊
の
津
よ
り
ミ
雪
に
ふ
り
は
え
て

母
君
刀
自
の
お
ハ
し
つ
る
御
か
へ
さ
、
こ
の
所
ま
て
送
り
奉
り
し

こ
と
ぞ
、
ま
つ
思
ひ
出
ら
る　

そ
の
こ
ろ
は
人
や
り
の
道
に
て

こ
な
た
か
な
た
ふ
り
さ
か
れ
ま
ゐ
ら
せ
し
を
な
と
思
ひ

つ
ゝ
け
て
涙
も
さ
し
く
ま
る　

か
ろ
う
し
て
戌
の
な
か
ら

は
か
り
旅
の
や
と
に
は
か
へ
り
ぬ

廿
一
日　

て
け
よ
し　

け
ふ
は
相
川
の
里
ニ
か
へ
ら
む
よ
し
兼
て

い
ひ
お
き
つ
れ
ハ
、
む
ら
人
ら
、
を
の
こ
も
を
み
な
も
し
れ
る

か
き
り
と
ひ
来
て
別
れ
を
し
む
こ
ゝ
ろ
さ
し
あ
る
ニ

に
た
り　

例
の
か
こ
に
て
い
つ　

白
坂
と
い
ふ
を
の
ほ
る
程

か
つ
く
夫
の
老
た
る
か
あ
ン
な
る
に
、
か
た
へ
ニ
そ
ひ
つ
る
人
、

い
さ
か
は
ら
ま
し
、
此
坂
ち
、
け
ハ
し
、
い
ま
し
老
た
り

こ
う
し
つ
ら
ん
と
い
ふ　

い
な
、
い
ま
た
程
も
あ
ら
し
を
と

い
ろ
ふ　

か
た
ミ
に
ゆ
つ
り
あ
ふ
か
こ
ゝ
ろ
の
誠
も
ミ
え
て

け
に
礼
は
田
鄙
に
の
こ
れ
る
と
い
ふ
に
も
か
よ
へ
ハ
、
わ
れ

こ
そ
其
労
に
は
か
ハ
ら
ハ
め
と
て
、
お
り
た
ち
て
ゆ
く　

さ
て
思

ひ
しい

や
な
く
は
鄙
に
と
へ
て
ふ
ふ
る
言
を
山
里
人
の
う
へ
ニ
見
る

哉　

下
の
句
を
か
し

や
と
の
あ
る
し
、
そ
か
ほ
か
ニ
も
む
た
り
七
人
、
大
須
と
い
ふ
里

ま
て
お
く
り
く　

今
す
こ
し
と
い
ふ
を
、
し
ひ
て
か
へ
し
つ　

道

の
程
け
し
き
よ
き
と
こ
ろ
と
も
す
く
れ
と
、
こ
ゝ
ろ
い
そ
き
の
ミ

せ
ら
れ
て
目
も
と
ま
ら
す　

昼
の
も
の
は
川
原
田
と
い
ふ
里
に
て

ま
を
く　

笥
に
も
る
い
ひ
を
日
頃
経
て
た
う
へ
つ
る
こ
ゝ
ち
す　

や
か
て
こ
ゝ
を
も
た
ち
て
ひ
た
ミ
ち
に
い
そ
か
せ
て
申
の
さ
か
り

に
そ
家
に
は
か
へ
り
つ
き
た
る

「
笹
の
か
り
ね
」（
佐
渡
市
立
中
央
図
書
館
蔵『
岩
木
文
庫
』）
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嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年　

立
残
山
・
峠
坂
山
・
中

瀬
の
取
明
普
請
を
行
い
増
益
と
な
る

一　

西
三
川
砂
金
山
近
年
打
続
不
景
気
に
て
取
上
ヶ
相
劣
候
に
付

稼
所
字
立
残
山
峠
坂
山
腰
通
大
石
取
片
付
川
裾
柄
山
取
除
并
字

中
瀬
と
申
所
古
来
盛
穿
致
候
地
山
嵩
有
之
に
付
取
明
候
は
ゝ
相

応
出
方
永
続
可
致
旨
其
筋
之
者
共
申
立
候
へ
共
御
入
用
多
分
に

付
右
申
立
大
石
并
川
裾
柄
山
取
除
要
用
之
ヶ
所
相
撰
手
限
入
用

を
以
手
当
為
致
候
処
便
利
宜
相
成
既
に
去
ル
一
ヶ
年
分
取
揚
ヶ

三
百
五
匁
余
に
相
成
此
小
判
積
百
廿
両
余
と
取
揚
入
用
四
十
三

両
余
と
差
引
七
十
七
両
余
御
益
に
相
成
此
外
普
請
中
柄
山
流
払

別
段
御
入
用
不
相
掛
九
十
目
余
取
揚
候
分
前
分
三
百
目
余
打
合

上
納
可
仕
右
之
高
に
相
成
候
は
ゝ
三
十
年
来
之
取
揚
高
に
て
右

試
普
請
様
子
に
て
相
分
り
引
続
立
残
山
并
中
瀬
取
明
其
外
所
々

堅
固
に
水
引
方
等
御
普
請
御
入
用
積
三
千
九
百
四
貫
三
百
九
十

文
御
金
蔵
御
除
金
之
内
よ
り
御
渡
相
成
候
様
木
品
は
定
式
御
林

木
御
断
之
内
に
て
遣
合
候
旨
伺
出
書
面
六
月
四
日
阿
部
伊
勢
守

殿
へ
進
達
九
月
廿
五
日
伺
之
通
可
取
計
旨
御
指
図
有
之

『
佐
渡
年
代
記
』下

史
料
76　

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年　

昨
年
の
砂
金
五
〇
〇
目
の

内
、
二
〇
〇
目
は
焼
金
、
三
〇
〇
目
は
正
砂
金
で
上
納
す
る

一　

西
三
川
砂
金
山
取
明
場
所
去
ル
戌
年
申
上
御
普
請
取
掛
り
稼

方
為
相
励
候
処
同
年
分
砂
金
五
百
目
程
之
山
柄
に
相
成
に
付
右
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か
り
寝
す
る
さ
ゝ
の
し
の
屋
の
月
影
を
故
郷
人
と

ミ
る
夜
也
せ
ハ　

天
の
橋
立
都
也
せ
ば
の
伝
、
面
白
し　

つ
と
め
て
、
よ
へ
の
二
人
と
ひ
き
て
相
伴
ひ
て

山
祇
の
社
ニ
ま
う
て
此
里
ハ
さ
ら
也

我
里
の
こ
か
ね
の
山
の
さ
か
え
を
も
か
け
て
そ
い
の
る

ひ
と
へ
こ
ゝ
ろ
ニ　

再
按　

祈
る
心
ハ
神
そ
し
る
ら
ん

と
申
す　

又

こ
き
は
く
の
再
い
と
□
（
な
カ
）
く
も
黄
金
の
花
を
か
ゝ
や
か

せ
山
を
う
し
ハ
く
神
な
ら
ハ
神

田
を
ミ
め
く
り
の
と
能
因
か
よ
め
る
ニ
似
た
り

と
や
と
か
め
ん　

誠
は
雨
も
い
と
え
ま
ほ
し
う
て
な
ん　

さ
て

金
と
る
所
と
も
み
め
く
る　

い
て
や
此
里
の
い
さ
こ
よ
り
金
穿

え
し
始
は
い
つ
は
か
り
也
け
ん　

僧
日
蓮
か
此
国
ニ
あ
り
け
る
時

な
に
〳
〵
さ
と
ゝ
い
ふ
ら
ん
、
と
よ
め
る
あ
ン
也
と
或
人
の
は
や

く
か
た
り
つ
る
を
上
の
ほ
と
ハ
ワ
す
れ
た
れ
と
金
の
出
る
国
を

な
に
ゝ
砂
土
と
は
い
ふ
よ
と
文
字
に
つ
き
て
よ
め
る
心

な
り
し　

相
川
の
里
の
金
う
か
ち
し
は
其
頃
よ
り
い
と
の
ち

な
れ
ハ
此
里
を
や
さ
し
つ
ら
ん
、
と
人
は
い
ひ
つ
れ
と
彼
歌

か
の
法
沙マ

マ

か
口
つ
き
に
ハ
あ
ら
し　

宇
治
拾
遺
ニ
土
佐
能
登
の
国
司

人
、
此
国
ニ
こ
か
ね
と
り
し
こ
と
見
え
た
る
は
、
き
ハ
め
て

こ
ゝ
の
こ
と
は
ら
ん　
（
脚
注
）
宇
治
拾
遺
に
ミ
え
た
る
や
う
能
登
国
に
銕
を
と

る
も
の
佐
渡
に
金
出
す
る
所
、
有
を
き
ゝ
て
金
八
千
両
は
か
り
ほ
り
て
云
々

む
ね
〳
〵
し
く
物
ニ
見
え
し
は
豊
臣
の

か
う
は
く
の
御
き
や
う
そ
め
く
も
の
そ
始
也
け
る　

さ
て
古
へ
ハ

え
し
ら
す
、
今
の
金
と
る
や
う
、
ま
つ
月
の
な
か
ら
は
か
り

か
程
は
山
の
す
そ
ワ
を
の
ミ
う
か
ち
て
、
い
な
た
き
よ
り

く
え
か
ゝ
る
へ
き
を
、
か
ま
へ
て
、
く
え
か
ゝ
れ
た
る
を
ハ

水
の
い
き
ほ
ひ

も
て
お
し
な
か
す
め
り　

し
か
す
れ
ハ
土
く
れ
ハ
川
の
下
つ
瀬
に

こ
か
ね
は
水
底
ニ
と
ゝ
ま
る
と
そ　

い
と
お
そ
ろ
し
け
な
る
わ
さ

に
し
ミ
ゆ
れ
ハ
、
さ
き
〳
〵
思
ひ
め
く
ら
し
ゝ
旨
も
あ
り
つ
れ
と
、

な
ら
ハ
ぬ
こ
と
な
ら
ハ
さ
ん
も
中
々
ニ
物
そ
こ
な
ひ
や
出
こ
ん

と
て
、
や
ミ
に
き　

け
ふ
此
業
と
も
ミ
る
と
て
、
こ
ゝ
か
し
こ
ゆ

き
か
ふ

道
の
ヘ
ニ
ち
ゝ
こ
と
い
ふ
草
の
ミ
さ
か
り
ニ
花
の
さ
き
た
る

と
こ
ろ
〳
〵
に
あ
也

名
に
し
お
ハ
ゝ
我
も
あ
え
な
ん
ち
ゝ
こ
草
ち
ゝ
こ
な
か
ら
ニ
花

咲
に
け
り

か
ゝ
ら
ま
し
か
ハ
と
独
言
し
て
こ
と
も
を
へ

つ
れ
ハ
旅
の
や
ニ
か
へ
り
て
昼
の
も
の
た
う
ふ　

未
の
さ
か
り
又

さ
き
の
二
人
い
さ
な
ひ
て
水
か
け
ワ
た
す
江
の
ミ
な
か
ミ
、
青

池
と
い
ふ
ニ
ゆ
く　

程
も
な
き
所
な
れ
ハ
と
く
か
へ
り
て
か
ね
て

つ
と
へ
お
き
つ
る
村
人
ら
ニ
、
こ
た
ミ
も
の
し
つ
る
ゆ
え
よ
し
、

は
た

公
の
お
ほ
ん
む
ね
、
我
思
ひ
よ
り
た
る
こ
と
ゝ
も
、
い
ひ
き
か
す

例
の

い
な
か
う
と
の
さ
か
は
、
き
ゝ
と
り
安
き
を
も
ま
と
ひ
、
こ
た
ふ

へ
き

を
も
え
し
ら
ぬ
ニ
い
と
ワ
つ
ら
ハ
し
く
て
賤
の
を
た
巻
な
ら
ね
と

く
り
か
へ
し
て
そ
や
心
は
え
さ
し
つ

十
八
日　

よ
へ
よ
り
雨
ふ
り
い
つ　

け
ふ
は
か
の
お
き
て
つ
る
こ

とと
も
知
敬
・
武
高
ニ
も
は
か
り
て
、
な
ほ
金
と
る
所
々
見

め
く
る　

つ
い
て
例
の
む
ら
人
ら
ニ
い
ひ
さ
と
し
、
を
し
へ

き
こ
う
る
ニ
時
も
う
つ
り
て
く
れ
ぬ　

夜
さ
り
故
郷
へ

便
り
に
つ
け
て
父
君
の
御
も
と
へ
、
せ
う
そ
こ
奉
る　

東
所
ぬ
し

天
野
秘
堂
ぬ
し
へ
も
な
と
思
ひ
ハ
よ
れ
と
、
椎
の
は
ニ
も
り
し
ニ

やさ
は
り
け
ん
、
い
と
胸
く
る
ほ
し
け
れ
ハ
え
も
か
ゝ
て
従
者
ニ
肩

う
た
せ
な
と
し
て
、
と
く
、
ま
く
ら
ニ
つ
く

十
九
日　

け
さ
も
猶
、
胸
く
る
ほ
し
く
、
よ
へ
よ
り
た
ま
へ
す
る

こ
と
さ
へ
し
は
〳
〵
な
れ
ハ

頭
も
た
く
へ
う
も
あ
ら
ね
と
、
か
の
村
人
ら
か
こ
た

へ
つ
る
お
も
ふ
き
見
い
れ
其
こ
と
か
き
ニ
お
し
て
と
ら
し
、
は
た

お
の
か
と
ち
の
ま
を
し
文
の
し
た
と
も
書
と
て
、
し
ひ
て
お
き
ゐ

兼
て
ハ
け
ふ
ハ
真
野
と
云
ミ
山
よ
り
水
か
け
ワ
た
す
江
の
す
り
す

へ
き
所
々
、
そ
か
水
源
を
も
ミ
む
と
和
歌
・
武
高
ニ
も
か
た
ら
ひ

お
き
つ
れ
と
、
こ
ゝ
ち
の
あ
し
き
ニ
て
、
け
さ
へ
く
も
り
た
れ
ハ

思
ひ
と
ま
り
て
こ
と
の
す
き
〳
〵
ニ
ハ
薬
の
む
を
や
く
ニ
て
日
も

く
れ
ぬ　

く
れ
は
て
ゝ
そ
、い
さ
ゝ
か
を
た
し
く
也
ニ
た
る　

こ
ゝ

の主
の
児
の
六
つ
七
つ
は
か
り
な
る
、
此
程
い
と
よ
く
な
れ
て
、
か

た
へ

さ
ら
す
き
を
り
つ
る
か
昨
日
よ
り
、
こ
ゝ
ち
の
あ
し
け
る
に
や

は
ゝ
か
り
け
む
、
ち
か
く
も
見
え
さ
り
し
を
燈
火
か
ゝ
く
る
程
、

屏
風
の
陰
に
半
は
か
く
れ
て
、
こ
な
た
を
見
お
こ
し
て
、

さ
す
か
に
ふ
と
も
え
よ
ら
す　

こ
や
と
よ
ヘ
ハ
く　

は
な
り
は
の

髪
か
き

あ
け
つ
ゝ
は
う
ふ
の
絵
を
さ
し
て
、
こ
ハ
な
に
そ
な
と
と
ふ
に

お
ふ
な
〳
〵
こ
た
ふ　

庭
つ
鳥
絵
か
き
し
を
さ
せ
ハ
う
た
ふ
鳥

よ
と
な
れ
て
聞
ゆ
こ
た
ふ　

け
に
か
ゝ
る
そ
上
つ
世
の
物
の
な
つ

け
さ
ま
ニ
な
ん
、

か
の
長
鳴
鳥
と
い
ひ
し
よ
り
ハ
今
少
し
ゆ
う
ニ
さ
へ
お
ほ
え
て
、

を
か
し
け
れ
ハ

か
に
か
く
と
此
児
に
ま
き
れ
て

廿
日　

空
い
と
よ
く
晴
れ
て
、
心
ち
も
す
か
〳
〵
し
く
也
ニ
た
れ

ハ
、
兼
て

も
の
し
ゝ
真
野
の
ミ
山
へ
ゆ
く
へ
う
、
こ
ゝ
の
二
人
に
も
い
ひ
や

る　

お
の
れ
ハ

道
を
よ
き
て
、
か
う
か
へ
ん
こ
と
も
あ
れ
ハ
、
さ
き
ニ
物
せ
ん
と

す
る
ニ

武
高
も
相
伴
ハ
ん
と
い
ふ　

さ
ら
ハ
と
て
、
や
と
の
あ
る
し
ニ
あ

な
い

と
ら
せ
村
人
も
其
方
ニ
心
を
え
し
二
三
人
具
し
て
、
つ
と
め
て

や
と
り
を
い
つ　

か
う
か
へ
ん
所
ハ
こ
ゝ
よ
り
廿
町
は
か
り
あ
な

た
下

黒
山
と
い
ふ
山
里
也　

小
川
ニ
そ
ひ
て
登
る
ニ
、
左
右
ニ
木
た
ち

物
深
う
し
け
り
て
い
と
く
ら
し　

日
も
く
る
山
と
や
名
替
せ
ま
し

と
笑
ふ

や
ゝ
あ
り
て
、
し
う
つ
の
な
に
か
し
か
家
に
つ
く　

は
ひ
り
ニ
は

せ
を

う
つ
し
植
た
て
り
て
、
そ
の
か
た
へ
ニ
宮
城
の
と
か
よ
ふ
め
る
萩
の

花
、
枝
も
た
わ
ゝ
ニ
咲
た
り

　

山
賤
か
門
の
は
ひ
り
の
萩
か
花
今
盛
也
見
る
人
な
し
ニ

真
萩
も
よ
る
の
と
や
う
た
ひ
か
へ
ま
し　

さ
て
此
や
の
あ
る
し
を
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史
料
70　

文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年　

西
三
川
砂
金
山
が
衰

退
し
た
た
め
取
明
と
真
野
江
道
の
普
請
を
行
う

一　

西
三
川
砂
金
山
衰
微
に
付
稼
所
取
開
并
真
野
江
道
用
水
路
御

普
請
有
之
御
入
用
高
七
百
七
拾
壱
貫
八
百
拾
七
文

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
71　

文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年　

砂
金
の
取
揚
げ
を
推

奨
す
る
た
め
、
砂
金
一
匁
に
つ
き
二
〇
〇
文
を
増
銭
す
る

一　

西
三
川
砂
金
御
買
上
代
古
来
よ
り
定
之
割
合
に
而
相
渡
来
候

へ
共
近
年
諸
色
高
直
の
時
節
稼
人
及
難
儀
尤
出
方
相
進
候
得
は
御

盆
も
不
少
少
分
之
増
代
等
遣
候
而
も
御
損
失
に
は
不
相
至
以
前
増

代
遣
候
例
も
有
之
に
付
当
分
之
内
取
揚
砂
金
一
匁
銭
弐
百
文
宛
穿

鑿
入
用
の
内
よ
り
増
銭
相
渡
砂
金
取
揚
方
進
候
様
可
相
励
旨
申
渡

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
72　

天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年　

砂
金
山
不
景
気
の
た
め
、

奨
励
と
し
て
砂
金
一
匁
に
つ
き
四
〇
〇
文
を
遣
す

一　

西
三
川
砂
金
稼
年
来
不
景
気
に
付
一
村
救
旁
取
揚
ケ
砂
金
壱

匁
に
付
増
代
弐
百
文
宛
相
渡
候
処
尚
励
之
た
め
弐
百
文
相
増
都
合

四
百
文
宛
せ
ん
さ
く
御
入
用
よ
り
遣
ス
事
に
な
る

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
73　

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年　

川
路
奉
行
が
西
三
川

砂
金
山
を
視
察
す
る

（
八
月
）
十
八
日　

く
も
り

五
時
前
西
三
川
村
を
出
て
、
も
ゝ
引
・
半
て
ん
に
て
笹
川
十
八

枚
村
の
金
山
に
至
る
。（
頭
書
略
）
一
里
余
と
い
う
。
近
し
。
み

ち
嶮
岨
な
る
瘠
地
也
。
金
山
は
、
相
川
金
山
と
は
更
に
こ
と
か

わ
り
た
り
。
立
残
山
・
峠
坂
山
・
船
久
保
山
と
い
う
金
山
は
、

砂
と
石
と
の
赤
き
山
に
て
、
小
松
生
い
居
た
り
。
そ
れ
を
段
々

と
穿
ち
て
崩
し
取
る
也
。
夫
故
、
此
辺
の
山
二
百
年
来
に
、
大

に
平
坦
の
地
に
成
り
た
る
な
る
べ
し
。
立
残
山
へ
行
き
み
し
に
、

数
十
丈
の
大
砂
山
を
半
は
崩
し
取
り
、
半
は
の
こ
し
あ
り
（
立

残
山
の
名
、
是
よ
り
起
る
か
）。
其
残
の
所
へ
か
ら
堀
の
ご
と

き
も
の
を
附
け
、
其
内
お
よ
び
山
裾
を
く
わ
に
似
た
る
も
の
に

て
打
ち
か
き
て
、
み
ち
に
砂
を
も
る
が
ご
と
く
に
し
て
や
り
て
、

人
を
走
ら
せ
し
や
、
水
は
い
か
に
と
役
人
申
せ
し
に
、
と
く
よ

し
と
人
足
の
い
ゝ
し
が
、
や
が
て
、
譬
え
ば
、
な
ら
〔
楢
〕・
小

笹
へ
あ
ら
れ
・
村
し
ぐ
れ
一
時
に
夥
し
く
ふ
り
か
ゝ
る
が
ご
と

く
成
る
お
と
し
て
、
そ
の
か
ら
堀
の
ご
と
く
な
る
も
の
ゝ
上
よ

り
滝
つ
せ
と
成
り
て
流
れ
出
、
右
の
堀
は
忽
に
谷
川
の
ご
と
く

に
成
る
也
。
其
内
に
て
、
く
わ
の
ご
と
き
も
の
に
て
上
を
穿
ち
、

末
へ
弐
尺
計
り
な
る
筵
を
な
ら
べ
て
二
人
し
て
一
枚
ず
つ
も

ち
、
其
様
魚
を
と
る
が
ご
と
く
成
る
こ
と
を
す
る
也
。
さ
す
れ

ば
、金
は
筵
に
と
ゞ
ま
る
也
。
其
砂
を
又
、筵
よ
り
な
か
く
ぼ〔
中

窪
〕
の
板
へ
う
つ
し
、
水
に
て
ゆ
〔
揺
〕
り
、
砂
金
を
取
る
也
。

此
所
よ
り
出
る
金
、
佐
州
第
一
也
。
須
臾
に
五
分
計
と
れ
た
り

（
金
計
り
也
）。
や
が
て
役
人
に
み
せ
、
は
か
り
に
か
け
て
、
腰

な
る
印
籠
の
ご
と
き
も
の
へ
人
足
い
れ
た
り
。
其
水
源
に
そ
い

て
行
き
み
し
に
、
大
な
る
池
あ
り
て
、
山
谷
川
を
せ
き
入
れ
て

ぞ
れ
〔
崩
〕
か
け
し
や
、
滝
つ
早
せ
と
成
り
て
流
る
ゝ
様
す
さ

ま
じ
。
夫
よ
り
、
左
右
百
四
、五
拾
間
計
の
谷
を
行
く
也
（
こ
ゝ

も
昔
は
山
也
し
を
、
五
十
年
来
穿
ち
と
り
て
、
か
く
は
成
り
た

り
と
い
う
。
人
力
、
恐
る
べ
き
こ
と
也
）。
そ
こ
を
行
く
こ
と

二
丁
計
に
し
て
、
峠
坂
山
に
至
る
。
こ
ゝ
は
、
数
十
丈
の
が
け

を
く
わ
に
て
う
が
つ
也
（
五
、六
人
也
）。
壱
人
、
た
ん
な
い
爺

と
い
う
も
の
附
き
て
、
山
の
く
だ
け
て
お
つ
る
程
を
見
居
る
也
。

壱
間
計
堀

（
掘
）

れ
ば
砂
山
故
、
山
に
ひ
ゞ
入
り
て
崩
落
る
也
。
其
程

を
、
タ
ン
ナ
イ
〳
〵
と
い
ゝ
て
附
居
る
也
。
こ
ゝ
も
前
に
類
し
、

山
を
う
ち
か
き
て
ほ
ど
よ
き
頃
、
こ
れ
は
山
の
中
ふ
く
よ
り

四
、五
丈
の
大
滝
俄
に
お
ち
来
り
て
（
此
滝
口
よ
り
三
、四
十
間

計
あ
り
き
）、
谷
川
と
成
り
て
山
裾
を
洗
う
也
。
是
を
一
番
流

し
と
い
う
。
か
く
し
て
段
々
と
、
二
番
、
三
番
と
流
し
て
砂
金

を
と
る
也
（
以
上
の
仕
か
た
、
粗
前
に
類
す
）。
須
臾
に
大
瀑

布
の
出
来
た
る
様
、
流
末
に
人
足
の
見
物
し
て
居
た
る
あ
た
り
、

み
る
〳
〵
谷
川
と
成
り
て
、
驚
き
逃
迷
い
て
高
み
へ
あ
が
り
た

る
な
ど
、
い
と
〳
〵
珍
敷
き
こ
と
也
。
船
久
保
山
、
是
又
同
じ
。

こ
ゝ
の
修
験
者
の
宅
に
て
、ひ
る
休
せ
し
也
（
村
雨
ふ
り
し
也
）。

其
内
に
俄
に
あ
ら
れ
に
成
り
て
、
頻
に
さ
む
く
成
り
し
也
。（
中

略
）
笹
川
十
八
枚
村
辺
は
、
寒
つ
よ
き
所
と
み
え
た
り
。
漸
に

さ
く
ら
開
き
た
り
。（
中
略
）
○
砂
金
山
よ
り
石
瑛
の
む
ら
さ

き
成
る
、
お
よ
び
燧
石
出
る
也
。
く
ろ
・
萩
枝
・
と
く
さ
〔
木
賊
〕

も
あ
り
。
佐
渡
に
眼
あ
る
も
の
来
た
ら
ん
に
は
、
真
の
珠
玉
も

あ
る
べ
け
れ
ど
、
し
ら
ぬ
は
仕
か
た
も
な
き
こ
と
也
。
燧
石
と

い
う
、
江
戸
と
は
変
り
、
す
き
通
ら
ぬ
水
晶
の
ご
と
き
も
の
也
。

（
後
略
）

『
島
根
の
す
さ
み
』

史
料
74　

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
八
月　

佐
渡
奉
行
所
役
人

井
上
大
蔵
が
西
三
川
砂
金
山
を
見
分
す
る

笹
の
か
り
ね
（
笹
川
紀
行
）　

嘉
永
戊
申
秋

（
前
略
）

（
八
月
十
六
日
）
ゆ
き
〳
〵
て
さ
ゝ
か
は
の
里
の
旅
や
と
り

に
つ
く　

お
の
れ
、
さ
い
つ
と
し
、
こ
ゝ
の
こ
と
と
り
て
ひ
と
ゝ

せ
ま
り

住
つ
き
し
か
ハ
し
る
人
の
ミ
に
て
お
ほ
か
り　

こ
と
に
旅
屋
の
あ
る

し
は

拙
き
筆
の
あ
と
の
を
し
へ
児
ニ
さ
ヘ
あ
ン
な
れ
ハ
誰
も
〳
〵

心
深
く
こ
め
て
も
て
な
す
さ
ま
ハ
ミ
ゆ
れ
と
世
離
れ
た
る
山
里

な
れ
ハ
あ
へ
も
の
か
ひ
け
を
は
し
め
、
飯
た
に
例
ニ
た
か
へ
る

こ
ゝ
ち
し
て
夕
け
た
う
ふ
る
程
い
と
く
る
ほ
し　

椎
の
葉
ニ
も
る

と
し
り
う
こ
て
と
、
き
ゝ
も
と
か
め
す　

く
れ
は
て
ゝ
こ
ゝ
に
こ

と
ゝ
る

細
野
知
敬
、
柴
野
武
高
と
ひ
き
て
も
た
ら
し
つ
る
酒

さ
か
な
ゝ
と
と
う
て
ゝ
故
郷
の
こ
と
ゝ
も
と
ひ
ミ
か
た
り
ミ
い
つ

し
か

夜
も
更
て
亥
中
は
か
り
ニ
や
也
け
ん　

草
の
枕
を
と
る

十
七
日　

ま
た
夜
深
き
ニ
お
き
て
見
い
た
せ
ハ
有
明
の
月
西

山
の
杉
の
上
ニ
澄
の
ほ
り
て
名
も
し
ら
ぬ
セ
の
声
々
い
と
物
す
こ

し
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潰
家
・
破
損
家
・
焼
死
人
・
横
死
人
等
在
之
、
亦
は
田
畑
・
用
水
路
・

道
・
橋
等
所
々
損
所
出
来
仕
候
ニ
付
、
早
速
支
配
之
者
差
出
見
分

為
仕
取
調
候
処
、
左
之
通
ニ
御
座
候
、（
中
略
）

　

西
三
川
金
山
之
分

一　

砂
金
山
稼
所
二
ヶ
所
山
崩

一　

溜
井
三
ヶ
所
破
損

一　

江
道
筋
所
々
欠
崩
并
切
抜
候
江
道
二
ヶ
所
潰
込

（
後
略
）

「
佐
州
地
震
一
件
」『
一
言
一
話
』巻
三
十
九

史
料
59　

享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
二
月　

西
三
川
砂
金
山
破

損
箇
所
の
普
請
が
始
ま
る

一　

西
三
川
金
山
破
損
所
御
普
請
二
月
十
三
日
よ
り
取
掛
る

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
60　

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
八
月　

佐
渡
奉
行
所
組
頭

阿
久
沢
弥
平
次
が
西
三
川
砂
金
山
へ
出
張
す
る

一　

八
月
廿
三
日
組
頭
阿
久
沢
弥
平
次
西
三
川
砂
金
山
出
役
同
廿

六
日
帰
着
広
間
役
平
野
仁
左
衛
門
山
方
役
壱
人
相
越
ス

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
61　

文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年　

去
年
秋
に
四
貫
目
平

を
試
掘
し
た
と
こ
ろ
、
金
脈
を
発
見
し
た

一　

西
三
川
金
山
連
年
不
景
気
に
て
永
続
難
計
候
間
去
秋
中
字
四

貫
目
平
の
内
試
掘
普
請
申
付
置
金
砂
引
も
相
見
候
趣
に
付
為
見
分

水
野
藤
左
衛
門
三
月
九
日
相
川
出
立
同
十
二
日
帰
着
見
分
の
趣
江

戸
表
え
申
上
ル

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
62　

文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年　

立
残
山
の
取
明
普
請

を
行
う

一　

西
三
川
砂
金
山
字
立
残
山
南
北
柄
山
取
捨
川
床
盤
地
山
堀
割

土
居
瀬
下
い
た
し
候
は
ゝ
砂
金
出
方
可
有
之
趣
に
付
御
入
用
金
百

弐
拾
両
程
せ
ん
さ
く
御
入
用
の
内
よ
り
相
払
候
積
り
を
以
御
普
請

来
三
月
迄
四
分
通
出
来
跡
六
分
通
は
出
来
形
の
様
子
に
応
し
御
入

用
追
々
御
渡
の
積
り
牧
野
備
前
守
殿
へ
申
上
る

『
佐
渡
年
代
記
』中（『
佐
渡
国
略
』下
）

史
料
63　

文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年　

水
野
奉
行
が
西
三
川

砂
金
山
と
田
切
須
村
牛
之
助
間
歩
を
見
分
す
る

一　

水
野
藤
右
衛
門
西
三
川
金
山
並
に
田
切
須
村
牛
之
助
間
歩
見

分
の
た
め
六
月
廿
二
日
相
川
羽
田
浜
よ
り
小
早
御
船
に
て
乗
廻
り

翌
廿
三
日
帰
着

『
佐
渡
年
代
記
』中（『
佐
渡
国
略
』下
）

史
料
64　

文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
七
月　

水
野
奉
行
が
西
三

川
砂
金
山
を
見
廻
る

●
七
月
二
日
、
御
奉
行
水
野
藤
右
衛
門
様
西
三
川
金
山
御
見
廻
り
、

明
六
時
出
立
、
羽
田
浜
ゟ
小
早
御
船
御
乗
船
、
河
原
田
ニ
而
御
昼
、

西
三
川
御
泊
、
翌
日
御
登
山
、
四
日
御
帰
（
後
略
）

『
佐
渡
国
略
記
』下（『
佐
渡
年
代
記
』中
）

史
料
65　

文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
十
一
月　

越
後
島
崎
村
勘

兵
衛
が
川
流
し
の
か
た
わ
ら
薬
売
り
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
る

●
（
十
一
月
）
十
二
日
、
越
後
嶋
崎
村
勘
兵
衛
儀
、
去
々
寅
ゟ
来

ル
午
迄
五
ケ
年
逗
留
被
仰
付
、
西
三
川
川
流
引
請
罷
在
候
処
、
荒

繁
之
砌
者
右
川
流
茂
難
相
成
、
依
之
国
元
ニ
而
売
払
メ
候
加
減
一
宝

散
・
家
伝
眼
薬
・
ひ
び
雪
や
け
の
薬
、
右
之
品
当
国
ニ
而
茂
望
之

者
へ
売
弘
メ
申
度
候
間
、
御
聞
済
被
下
候
様
、
宿
運
平
加
印
書
面

差
出
、
願
之
通
被
仰
付

『
佐
渡
国
略
記
』下

史
料
66　

文
政
五
（
一
八
二
一
）
年
九
月　

泉
本
奉
行
が
西
三

川
砂
金
山
を
見
廻
る

●
（
九
月
二
十
七
日
）
今
暁
七
時
、
御
奉
行
泉
本
正
助
様
御
陣
屋

御
発
駕
、
西
三
川
金
山
御
見
分
、
新
町
村
江
御
立
戻
御
泊
、（
後
略
）

『
佐
渡
国
略
記
』下（『
佐
渡
年
代
記
』中
）

史
料
67　

文
政
六
（
一
八
二
二
）
年　

虎
丸
山
・
立
残
山
の
取

明
普
請
を
行
う

一　

西
三
川
金
山
の
内
字
虎
丸
立
残
山
取
明
普
請
有
之

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
68　

文
政
八
（
一
八
二
四
）
年　

西
三
川
砂
金
山
と
中
尾
間

歩
よ
り
紫
石
英
上
品
四
一
〇
匁
・
中
品
一
九
〇
目
を
上
納
す
る

一　

紫
石
英
御
圍
少
に
相
成
候
に
付
文
化
十
一
戌
年
相
納
候
振
合

を
以
上
品
中
品
取
交
三
斤
相
納
候
様
御
膳
番
よ
り
申
立
候
趣
御
側

林
肥
後
守
殿
御
改
に
付
西
三
川
金
山
并
中
尾
間
歩
よ
り
出
候
分
上

品
四
百
拾
匁
中
品
百
九
拾
目
御
膳
番
え
達
す

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
69　

文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年　

西
三
川
砂
金
山
で
山

崩
れ
が
あ
り
、
普
請
が
許
さ
れ
る

一　

西
三
川
金
山
去
亥
年
冬
山
崩
有
之
仕
越
御
普
請
の
儀
水
野
出

羽
守
殿
え
相
伺
候
処
正
月
廿
八
日
伺
之
通
被
仰
渡

『
佐
渡
年
代
記
』中
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八
月
廿
五
日
迄
ニ
テ
皆
出
来
、
代
銀
弐
貫
文
拝
借
、
未

九
月
よ
り
一
ヶ
月
ニ
付
七
百
文
宛
返
納

　
　
　

〆
七
拾
壱
匁
五
分　

未
八
月
よ
り
一
ヶ
月
請
負

　
　
　
　

外
札
穿
之
者
取
揚
有
之

「
第
六
節　

砂
金
山
史　

四
、砂
金
採
掘
の
場
所
」『
西
三
川
村
誌
』

史
料
55　

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
以
降
ヵ　

西
三
川
砂
金
山

の
堤
及
び
江
道

中
抦
山

一
筑
後
堤　

長
十
五
間　
　
　
　
　
　

但　

幅　

八
間

深　

九
尺

関
口
瀧
平
村
之
内
字
上
黒
山
軽
井
川
よ
り
堤
頭
迄
江
道

千
七
百
九
十
七
間
但
堤
頭
よ
り
下
黒
山
村
御
林
字
し
く
せ
き

腰
切
貫
廊
下
口
迄
千
二
百
五
間
同
所
廊
下
四
拾
五
間
右
廊
下

口
よ
り
瀧
平
村
字
軽
井
川
関
口
迄
六
百
二
十
七
間

同　

所

一
峠
堤　

長
三
十
間　
　
　
　
　
　
　

但　

幅　
　

十
間

深
さ　

一
丈

関
口
真
野
村
之
内
経
塚
よ
り
堤
頭
迄
江
道
長
六
千
六
百
五
十	

五
間但

堤
頭
よ
り
渋
手
村
法
師
坂
下
迄
二
千
三
百
四
十
五
間
、

同
所
法
師
坂
下
よ
り
瀧
平
村
字
貝
ヶ
沢
迄
二
千
二
百
十
間
、

貝
ヶ
沢
よ
り
水
上
真
野
村
経
塚
関
口
迄
二
千
九
十
八
間

中
抦
山

一
立
残
山
堤　

長
十
五
間　
　
　
　
　

但　

幅　
　

三
間

深
さ　

六
尺

此
江
道
筋
青
池
関
口
よ
り
立
残
山
堤
迄
間
数
五
百
二
十
五

間
有
之
内
四
十
五
間
は
切
貫
水
通
り
申
候

中
抦
山　

是
は
当
時
立
残
山
御
休
山
に
付
中
抦
山
に
而
相
用
申
候

一
新
筑
後
堤　

長
二
十
五
間　
　
　
　

但　

幅　
　

三
間

深
さ　

六
尺

此
堤
江
筑
後
水
・
峠
水
・
青
池
水
溜
置
稼
所
え
相
用
ゐ
申
候
、

筑
後
堤
よ
り
新
筑
後
堤
迄
江
道
百
拾
間
有
之
内
拾
間
打
貫

有
之

同　

所

一
中
平
山
堤　

長
七
間　
　
　
　
　
　

但　

幅　
　

六
間	

深
サ　

七
尺

此
堤
江
道
水
上
無
之
筑
後
江
道
洩
水
並
十
五
番
川
筋
通
り

水
請
込
相
用
ゐ
申
候
、
堤
頭
よ
り
百
四
十
五
間
上
ニ
而
江

道
ニ
掛
リ
申
候
、
是
ハ
当
時
中
平
山
と
申
名
目
無
之
、
中

抦
山
打
込
相
稼
候
ニ
付
中
抦
山
ニ
而
相
用
ゐ
、
右
山
所
水

渡
通
抦
山
流
し
送
候
節
相
用
ゐ
申
候

一
十
五
番
川
堤　

長
拾
五
間　
　
　
　

但　

幅
五
間　

深
九
尺

此
水
則
十
五
番
川
筋
之
水
也
右
水
上
は
軽
井
川
ニ
御
座
候

一
上
虎
丸
山
堤　

長
八
間　
　
　

但　

幅
五
間　

深
サ
五
尺

是
は
下
黒
山
村
字
海
老
ヶ
沢
関
口
よ
り
堤
頭
迄
江
道
長
弐

千
弐
拾
五
間

一
下
虎
丸
山
堤　

長
八
間　
　
　
　
　

但　

幅
深
右
同
断

是
ハ
笹
川
十
八
枚
村
字
落
合
関
口
よ
り
堤
頭
迄
江
道
長
弐

百
間

是
ハ
上
稼
所
土
砂
流
し
落
し
此
用
水
ニ
而
流
し
仕
候

一
杉
平
堤　

長
八
間　
　
　
　
　
　
　

但　

幅
五
間　

深
サ
五
尺

是
ハ
瀧
平
村
之
内
字
岩
塚
関
口
よ
り
堤
頭
迄
江
道
長

千
六
百
弐
拾
間
有
之
内
七
ヶ
所
釣
樋
有
之

一
鵜
峠
山
堤　

長
拾
間　
　
　
　
　
　

但　

幅
三
間　

深
サ
五
尺

是
ハ
瀧
平
村
之
内
字
上
黒
山
軽
井
川
下
割
留
よ
り
堤
頭
迄

江
道
長
千
三
百
七
間
有
之

但
し
右
用
水
ニ
テ
仕
付
候
下
黒
山
村
田
地
之
内
六
町
余
分

有
之
候
間
、
田
干
魃
之
節
用
水
引
取
候
旨
田
子
之
者
共
願

出
候
ニ
付
相
糾
し
候
処
、
宝
永
六
子
年
か
な
こ
共
よ
り
取

置
候
扱
證
文
其
外
差
出
候
ニ
付
、
相
川
御
役
所
へ
申
候
処
、

田
子
の
も
の
共
願
通
御
聞
済
有
之
旨
、
銀
山
掛
広
間
役
よ

り
達
有
之

一
成
由
山
堤　

長
拾
八
間　
　
　
　
　

但　

幅
三
間　

深
九
尺

是
ハ
江
道
筋
渋
手
村
之
内
字
鷹
葛
沢
関
口
よ
り
成
由
沢
迄

千
弐
百
間
有
之
、
但
字
さ
ら
〳
〵
よ
り
堤
頭
迄
弐
百
四
拾

五
間
有
之

但
五
社
屋
山
当
時
御
休
山
ニ
付
右
用
水
芳
ヶ
沢
ノ
水
モ
成

由
山
江
溜
ニ
掛
リ
申
候

一
大
須
村
三
貫
目
沢
堤　

長
三
拾
間　

但　

幅
平
均
八
間　

深
サ
五
尺

是
ハ
右
川
筋
之
水
ニ
而
水
上
モ
三
貫
目
沢
ト
申
候
、
但
右

川
筋
ニ
大
須
村
田
地
有
之
苗
生
之
節
ハ
濁
水
田
地
え
差
入

難
儀
之
趣
相
願
候
ニ
付
、
苗
生
之
内
は
稼
無
之
候

右
堤
並
江
道
間
数
御
役
所
御
好
之
時
々
縄
引
相
改
申
ニ
付
、
以

前
よ
り
の
書
物
と
は
少
々
違
ひ
有
之

　
　
　

此
外　

青
池　

長
六
拾
間　

但　

幅
拾
八
間　

深
サ
不
知

　
　
　
　

此
池
昔
古
よ
り
妖
怪
之
事
有
之
旨
申
伝

「
第
六
節　

砂
金
山
史　

五
、堤
及
び
江
道
」『
西
三
川
村
誌
』

史
料
56　

天
明
八
（
一
七
八
八
）
年　

字
勝
場
口
の
取
明
普
請

を
行
う

一　

西
三
川
砂
金
山
近
年
至
而
不
盛
之
処
字
勝
場
口
と
云
所
を
取

明
一
ケ
年
砂
金
壱
貫
三
四
百
目
宛
之
出
方
ニ
及
ふ

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
57　

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年　

字
峠
山
が
崩
れ
中
柄
山

勝
場
口
へ
土
石
が
落
ち
込
み
、
取
明
普
請
を
行
う

一　

四
月
三
日
夜
西
三
川
砂
金
山
字
峠
山
と
云
所
山
崩
有
之
稼
所

中
栖

（
柄
）

山
勝
場
口
え
土
石
落
込
取
明
普
請
始
る

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
58　

享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
十
一
月　

佐
渡
で
大
地
震

が
あ
り
、
西
三
川
砂
金
山
で
も
稼
所
や
江
道
が
崩
れ
る
な
ど
の

被
害
が
あ
っ
た

　

佐
州
地
震
一
件

当
表
之
儀
、
十
一
月
十
五
日
至
而
快
晴
ニ
て
物
静
成
日
ニ
御
座
候

処
、
朝
四
ツ
時
余
程
之
地
震
仕
候
得
共
、
是
迄
不
覚
強
事
之
趣
申

合
居
候
処
、
昼
八
ツ
時
比
震
返
シ
有
之
、
此
節
ハ
凡
建
家
壱
尺
余

も
左
右
へ
震
り
候
様
子
ニ
而
、
家
之
内
ニ
者
居
候
事
相
成
兼
、
家
内

一
同
庭
へ
出
、
終
日
罷
在
候
、
襖
・
戸
障
子
建
付
置
候
分
、
自
然

と
五
六
寸
明
、
棚
ハ
落
、
手
水
鉢
は
ゆ
り
こ
ほ
れ
、
鴨
居
弐
三
寸

抜
出
シ
、
床
カ
下
束
等
は
震
倒
、
石
垣
は
震
り
崩
シ
、
池
水
之
水
岡

へ
ゆ
り
上
候
程
ニ
而
御
座
候
得
共
、（
中
略
）

佐
州
之
儀
、
先
達
而
一
通
御
届
申
上
候
通
、
当
十
一
月
十
五
日
両

度
之
地
震
ニ
て
、
相
川
始
銀
山
内
所
々
破
損
、
其
外
在
々
焼
失
家
・
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願
方
と
差
引

　
　
　

四
百
五
文　
　

減
ニ
相
成
候
分

　
　

外

　
　
　

銭
弐
拾
貫
文　

御
拝
借
銭

　
　
　
　

是
ハ
辰
十
月
よ
り
七
月
迄
十
ヶ
月
ニ
割
合
返
納
済

　

一
ヶ
月
御
請
負
高　
　
　

倉
谷
村
地

　

一
砂
金
六
拾
五
匁　
　
　
　

中
抦
山　
　

か
な
こ
拾
弐
丁
半

是
ハ
中
抦
中
平
両
山
不
景
気
ニ
付
、
両
山
打
込
中
柄
山
境
切

貫
中
抦
山
水
渡
穿
中
平
山
へ
附
替
以
前
相
稼
候
跡
、
抦
山
取

除
稼
残
候
盤
肌
之
金
砂
相
稼
度
旨
相
願
、
天
明
五
巳
年
三
月

二
日
よ
り
御
普
請
取
掛
、
四
月
七
日
迄
ニ
皆
出
来
、
尤
中
平

山
ト
申
名
目
は
相
止
中
抦
山
と
唱
申
候
、
御
普
請
御
入
用
左

之
通

右
山
所
山
崩
有
之
蔵
田
友
太
夫
見
分
之
上
右
悪
荷
流
払
候
内

は
、
午
九
月
分
よ
り
一
ヶ
月
三
拾
八
匁
之
請
負
に
相
成
候

願
高
百
弐
拾
弐
貫
九
百
六
拾
文　

人
足
一
人
五
拾
九
文
宛
の
積
り

　

一
銭
百
拾
三
貫
弐
百
六
拾
壱
文　

人
足
賃
銭

　
　

願
高
と
差
引

　
　
　

九
貫
六
百
五
拾
一
文　

減
ニ
相
成
候
分

　
　

外

　
　
　

銭
百
三
拾
貫
目　

御
拝
借
銭

　
　

是
ハ
巳
年
五
月
よ
り
一
ヶ
月
三
百
文
宛
返
納

　

一
ヶ
月
御
請
負
高　
　
　
　

小
立
村
地

　

一
砂
金
拾
匁　
　
　
　
　
　
　

成
由
山　

か
な
こ
四
丁
と
五
日

是
ハ
立
残
山
不
景
気
に
付
右
場
所
に
立
替
相
願
、
願
之
通
被

仰
付
天
明
五
巳
年
三
月
廿
三
日
よ
り
御
普
請
取
掛
り
、
四
月

十
日
迄
に
而
皆
出
来
、
御
入
用
左
之
通

願
高
弐
拾
弐
貫
拾
文　

人
足
壱
人
五
拾
九
文
宛
之
積
り

　
　

一
銭
九
貫
四
拾
八
文　

人
足
賃
銭

　
　

願
高
と
差
引

　
　
　

弐
貫
四
百
五
拾
八
文　

減
に
相
成
候
分

　
　

外

　
　
　

銭
拾
五
貫
文　

御
拝
借
銭

　
　
　
　

是
ハ
巳
五
月
よ
り
午
七
月
迄
一
ヶ
月
壱
貫
文
宛
返
納
済

　
　

此
山
所
不
景
気
に
付
願
之
上
九
月
水
戸
尻
え
立
替
被
仰
付

　

一
ヶ
月
御
請
負
高　
　
　

西
三
川
村
地

　

一
砂
金
九
匁　
　
　
　
　
　

虎
丸
山　
　

か
な
こ
四
丁

是
は
天
明
五
巳
年
四
月
十
五
日
よ
り
御
取
明
御
普
請
取
掛
り

五
月
七
日
迄
皆
出
来
、
御
請
負
高
は
十
月
分
よ
り
相
極
申
候
、

御
入
用
左
之
通

此
山
不
景
気
に
付
蔵
田
友
太
夫
出
役
之
節
吟
味
之
上
、
一
ヶ

月
七
匁
五
分
宛
之
請
負
に
相
極
、
未
八
月
分
よ
り
拾
五
匁
の

受
負

　
　

元
伺
高
三
拾
五
貫
七
十
七
文　

此
人
足
五
百
七
十
八
人
分

　
　
　
　

一
銭
三
拾
壱
貫
五
百
四
十
八
文

　
　

元
伺
高
堤
樋
蓋
樹
入
用
銭
六
貫
文

　
　
　
　

一
銭
五
貫
五
百
七
十
八
文　

但
上
下
両
稼
所
弐
返
り
分

　
　

二
口
〆　

三
拾
七
貫
百
三
十
文　

正
御
入
用

　
　
　
　

伺
高
と
差
引

　
　
　
　

三
貫
九
百
四
拾
七
文　

減
相
立
候
分

此
山
所
根
笹
平
か
な
こ
打
込
稼
相
願
人
足
賃
弐
拾
七
貫
六
拾

五
文
被
下
置
、
未
六
月
廿
八
日
よ
り
八
月
拾
五
日
迄
に
皆
出

来
、
一
ヶ
月
砂
金
拾
五
文
宛
之
請
負
外
拾
四
貫
文
拝
借
、
未

九
月
よ
り
一
ヶ
月
九
百
三
拾
文
づ
つ
返
納

　

一
ヶ
月
御
請
負
高　
　
　
　

西
三
川
村

　

一
砂
金
五
匁　
　
　
　
　
　
　

杉
平
山　
　

か
な
こ
四
丁

是
は
天
明
五
巳
年
五
月
十
一
日
よ
り
御
取
明
御
普
請
取
掛
り

六
月
九
日
皆
出
来
、
御
請
負
高
は
十
月
分
よ
り
相
極
申
候

右
御
普
請
御
入
用
は
左
之
通
り

　

元
伺
書
六
拾
壱
貫
七
百
六
拾
三
文　

此
人
足
千
五
人

　
　

一
銭
五
拾
八
貫
四
百
六
拾
四
文　

人
足
賃
銭

　

元
伺
書
高
釣
樋
木
品
並
堤
樋
蓋
入
用
五
貫
百
文

　
　

一
銭
四
貫
八
百
三
拾
六
文

　
　

二
口
〆　

六
拾
三
貫
三
百
四
文　

正
御
入
用

　
　
　

伺
高
と
差
引

　
　
　
　
　

三
貫
五
百
五
拾
九
文　

減
相
立
候
分

此
山
所
不
景
気
に
て
願
之
上
中
抦
山
へ
人
数
打
込
稼
に
相
成

未
年
よ
り
御
休
山

　

一
ヶ
月
請
負
高　
　
　
　

高
崎
村
地

　

一
砂
金
四
匁　
　
　
　
　
　

鵜
峠
山　
　

か
な
こ
三
丁

是
は
天
明
巳
年
六
月
十
八
日
よ
り
御
取
明
御
普
請
取
掛
り
、

七
月
七
日
迄
に
而
皆
出
来
、
請
負
高
は
十
月
分
よ
り
相
極
申

候
、
右
御
取
明
御
入
用
左
之
通
り

　

元
伺
高
弐
拾
貫
八
百
八
拾
文　

　
　

一
銭
拾
九
貫
五
百
四
十
七
文　

人
足
賃

　

元
伺
高
堤
樋
蓋
御
入
用
三
貫
文

　
　

一
銭
弐
貫
九
百
四
拾
文

　
　
　

弐
口
〆

　
　
　
　
　

弐
拾
弐
貫
四
百
八
拾
七
文　

正
御
入
用

　
　

伺
高
と
差
引

　
　
　
　
　

壱
貫
三
百
八
拾
九
文　
　
　

減
相
成
立
候
分

右
鵜
峠
山
不
景
気
に
付
御
休
山
に
仕
度
段
か
な
こ
共
願

書
差
出
候
ニ
付
、
古
藤
十
左
衛
門
持
参
、
九
月
三
日
銀

山
掛
り
仙
田
八
太
夫
え
差
出
候
処
願
之
通
御
聞
届
有
之

候
段
同
人
よ
り
達
し
有
之

　

一
ヶ
月
請
負
高　

川
穿
に
而
一
ヶ
月
三
匁
づ
つ
之
請
負
也

　

一
砂
金
三
匁　
　

根
笹
平　
　
　
　
　
　
　

か
な
こ
弐
丁
廿
日

是
ハ
天
明
三
午
年
九
月
迄
大
須
三
貫
目
沢
相
稼
候
処
、

不
景
気
ニ
付
御
免
御
願
、
右
場
所
へ
立
替
被
仰
付
、
十

月
分
よ
り
請
負
通
り
取
揚
候
積
り

虎
丸
山
打
込
稼
に
相
成
未
三
月
よ
り

　

右
同
断

　

一
同
六
匁　
　
　
　
　
　

水
戸
尻　
　
　
　

か
な
こ
四
丁
五
日

是
ハ
右
同
断
成
由
山
不
景
気
ニ
付
右
場
所
へ
同
断

是
ハ
未
六
月
よ
り
稼
相
止
右
山
へ
替
山
相
願

　

右
同
断　
　
　
　
　

川
々
札
穿

　

一
同
三
匁　
　
　
　
　
　

元
鵜
峠
山　
　
　

か
な
こ
三
丁

是
ハ
天
明
六
午
年
十
月
砂
金
山
大
口
山
相
稼
度
段
相
願
、

被
仰
付
相
稼
候
処
不
景
気
ニ
付
相
止
、
同
七
未
年
二
月

川
々
札
穿
相
願
、
同
三
月
分
よ
り
書
面
請
負
通
被
仰
付

有
之

　

一
ヶ
年
請
負
高

　

一
同
七
拾
弐
匁　
　
　
　

古
山　
　
　
　

か
な
こ
四
丁
五
日

是
ハ
水
戸
尻
川
不
景
気
ニ
付
右
場
所
え
立
替
御
普
請
入

用
と
し
て
銭
拾
七
貫
文
被
下
置
、
未
六
月
廿
八
日
よ
り
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外
青
池　

長
六
拾
間　
　
　
　

但　

巾
拾
八
間　

深
不
知　

「
当
時
相
用
候
稼
所
堤
并
江
道
間
数
之
事
」『
金
子
勘
三
郎
家
文
書
』

史
料
49　

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年　

西
三
川
砂
金
山
中
柄
山

と
中
平
山
が
崩
れ
、
普
請
を
行
う

一　

当
分
御
預
所
佐
州
羽
茂
郡
西
三
川
砂
金
山
稼
所
之
内
中
柄
山

と
云
所
二
十
三
間
余
中
平
山
と
云
所
十
七
間
山
崩
れ
に
よ
り
て
御

普
請
を
な
す
御
勘
定
所
え
申
達
し
て
御
入
用
を
請
取『

佐
渡
年
代
記
』上

史
料
50　

明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
正
・
二
月　

西
三
川
砂
金

山
が
崩
れ
、
稼
ぎ
を
中
止
す
る

●
同
（
正
月
）
廿
六
日
夜
、
西
三
川
ニ
而
山
崩
、
御
稼
相
止
、
二

月
朔
日
御
広
間
役
笹
川
運
四
郎
見
分
ニ
御
越

●
同
（
二
月
）
十
五
日
、
先
達
而
西
三
川
金
山
痛
、
右
御
普
請
ニ

付
御
目
付
役
丸
田
金
左
衛
門
罷
越『

佐
渡
国
略
記
』下（『
佐
渡
年
代
記
』中
）

史
料
51　

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
二
月　

拓
植
奉
行
の
命
に

よ
り
組
頭
井
坂
又
兵
衛
が
西
三
川
砂
金
山
を
見
廻
る

一　

二
月
十
一
日
拓
植
三
蔵
相
川
銀
山
よ
り
鶴
子
迄
見
廻
り
組
頭

井
坂
又
兵
衛
を
し
て
西
三
川
金
山
を
見
廻
ら
し
む

『
佐
渡
年
代
記
』中（『
佐
渡
国
略
記
』下
）

史
料
52　

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
二
月　

根
岸
奉
行
ら
が
西

三
川
砂
金
山
を
見
分
す
る

●
（
二
月
）
十
六
日
、御
奉
行
九
郎
左
衛
門
様
西
三
川
金
山
へ
御
越
、

御
組
頭
弥
三
郎
様
広
間
役
蔵
田
友
太
夫
・
御
目
付
役
井
上
権
右
衛

門
・
地
方
頭
取
堀
口
弥
右
衛
門
・
山
師
味
方
孫
太
夫
・
絵
図
師
山

尾
衛
守
各
随
身
、
御
帰
リ
ニ
二
見
野
御
見
分
、
十
九
日
御
帰

『
佐
渡
国
略
記
』下

史
料
53　

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年　

中
平
・
中
柄
・
立
残
山

の
替
山
と
し
て
虎
丸
・
鵜
峠
・
杉
平
・
成
由
山
を
当
て
る
ほ
か
、

中
平
・
中
柄
山
の
取
明
普
請
を
行
う

一　

西
三
川
砂
金
山
稼
所
中
平
山
中
柄
山
立
残
山
三
ヶ
所
と
も
い

つ
頃
よ
り
稼
初
し
哉
年
暦
も
知
れ
兼
る
程
之
場
諸
故
段
々
稼
尽
し

此
儘
ニ
而
は
退
転
に
可
及
哉
ニ
付
替
山
ニ
も
可
成
場
所
有
之
哉
と

か
な
こ
共
を
尋
し
処
字
虎
丸
山
鵜
崎

（
峠
）

山
杉
平
山
成
由
山
四
ヶ
所
之

外
是
迄
之
稼
所
中
平
山
柄
山
之
前
通
り
柄
山
取
片
付
江
道
普
請
有

之
ハ
砂
金
山
相
続
し
村
方
渡
世
に
も
可
成
段
申
立
る
ニ
付
場
所
見

分
之
上
御
入
用
銭
四
百
弐
拾
壱
貫
文
余
相
掛
る
積
り
然
る
処
西
三

川
御
普
請
之
時
ハ
前
々
仕
来
り
ニ
而
近
郷
拾
九
ヶ
村
え
高
掛
人
足

を
ふ
れ
出
す
処
砂
金
山
ハ
田
畑
少
キ
村
柄
ニ
付
地
元
ニ
而
普
請
を

引
受
老
若
男
女
と
も
相
働
ら
き
相
応
之
賃
銭
を
取
ニ
お
ゐ
て
ハ
入

用
不
残
右
村
え
落
込
潤
助
ニ
相
成
拾
ヶ
村
高
掛
り
人
足
相
止
組
合

村
方
も
難
儀
不
致
双
方
勝
手
ニ
可
相
成
筋
ニ
付
穿
鑿
御
入
用
之
内

を
以
普
請
取
掛
り
し
趣
江
戸
表
え
も
申
上
置

『
佐
渡
年
代
記
』中

史
料
54　

天
明
四
～
六
（
一
七
八
四
～
八
六
）
年
ヵ　

西
三
川

砂
金
山
の
砂
金
採
掘
場
所

○
金
山
所
在
地
は
大
須
・
小
立
・
大
立
・
倉
谷
・
田
切
須
・
西
三

川
六
ケ
村
の
入
会
地
で
あ
る
。

（
註
）
此
の
書
は
天
明
四
年
よ
り
六
年
ま
で
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
見
え
る
。

倉
谷
村
地

　

一
ヶ
月
御
請
負
高

一
砂
金
七
拾
目　
　
　
　

中
柄
山　
　

か
な
こ
拾
三
丁

　

右
同
断　
　
　
　
　

一
同
三
拾
弐
匁
五
分　
　

中
平
山　
　

同　

七
丁

此
の
弐
ヶ
所
天
明
五
巳
年
二
月
迄
川
稼
候
処
両
山
共
不
景
気

に
付
両
山
境
通
り
抦
山
取
除
打
込
稼
仕
度
段
相
願
、
願
通
被

仰
付
有
之

小
立
村

　

同

　

一
砂
金
拾
五
匁
五
分　
　

立
残
山　
　

同　

四
丁

是
ハ
不
景
気
ニ
付
天
明
五
巳
年
成
由
山
ヘ
立
替
リ
相
願
、
願

通
被
仰
付
有
之
当
時
御
休
山

倉
谷
村

　

一
ヶ
月
御
請
負
高

　

一
砂
金
三
拾
四
匁　
　
　

上
中
柄
山　
　
　

か
な
こ
四
丁
半

是
ハ
右
同
断
ニ
付
天
明
四
辰
年
十
五
番
川
へ
立
替
り
相
願
右

願
通
被
仰
付
有
之
当
時
御
休
山

　

右
同
断

　

一
砂
金
四
匁　
　
　
　
　

茶
屋
川　
　

受　

清
次
郎

是
ハ
天
明
五
巳
年
三
月
よ
り
稼
相
止
当
時
札
穿
場
所
ニ
相
成

罷
在
申
候

　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　

小
立
村

　

一
砂
金
九
匁　
　
　
　
　
　
　

水
上
山　
　

小
立
村　

仁
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢　

山　
　

当　

村　

九
兵
衛

是
ハ
右
同
断
当
時
御
休
山

　

壱
ヶ
年
御
請
負
高　

大
須
村

　

一
砂
金
百
目
余　
　
　
　

三
貫
目
沢　
　
　

か
な
こ
三
丁

是
ハ
天
明
四
辰
年
十
月
人
足
弐
百
七
拾
人
拝
借
銭
弐
拾
貫
文

被
仰
付
、
十
一
月
廿
七
日
出
来
右
御
普
請
中
田
上
戸
牛
次
・

高
木
与
一
郎
出
役
、
跡
掛
り
丸
田
弥
一
右
衛
門
被
仰
付
巳
年

三
月
十
一
日
御
免
、
森
庄
兵
衛
被
仰
付
午
年
三
月
廿
五
日
御

免
、
跡
掛
リ
砂
金
役
両
人
へ
被
仰
付

此
稼
所
不
景
気
ニ
付
願
之
上
御
免
笹
平
へ
立
替
被
仰
付

　

一
ヶ
月
御
請
負
高　
　

西
三
川
村
地

　

一
砂
金
拾
三
匁　
　
　
　

十
五
番
川　
　
　

か
な
こ
四
丁

是
ハ
上
中
抦
山
不
景
気
ニ
付
右
場
所
へ
立
替
相
願
天
明
四
辰

年
九
月
十
五
日
よ
り
御
普
請
取
掛
り
同
月
晦
日
皆
出
来
御
普

請
御
入
用
左
之
通

右
稼
所
不
景
気
ニ
付
蔵
田
友
太
夫
出
役
之
節
当
日
九
月
分
よ
り

一
ヶ
月
九
匁
五
分
宛
之
請
負
ニ
相
極
。
願
方
拾
九
貫
六
百
六
拾

四
文
此
人
足
三
百
弐
拾
人
但
壱
人
ニ
付
五
十
九
文
宛
積

　
　

一
銭
拾
九
貫
弐
百
五
拾
九
文　

正
遣
方
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札
相
渡
望
主
川
々
勝
手
次
第
ニ
為
流
日
々
取
揚
候
砂
金
御
買

上
ニ
仕
候
是
を
札
穿
と
唱
へ
申
候

　

九
口
合	

百
五
拾
七
匁
三
分「

当
時
相
稼
候
山
所
」『
金
子
勘
三
郎
家
文
書
』

史
料
47　

明
和
三
（
一
七
六
六
）
年　

西
三
川
砂
金
山
の
古
稼
跡

　
　

金
山
之
内
古
稼
跡

　

立
残
山　

影
平
山　

五
挺
樋　

五
社
屋
山

下
黒
山
村　
　
　

同　
　
　
　
　

田
切
須
村　
　

西
三
川
村

　
　

割
留
沢　
　

屋
敷
沢　
　
　

両
開　
　
　

高
仙

　
　
　
　
　

外
砂
金
有
之
村
々

　

背
合
川　

河
茂
川　

大
野
白
土
山

　

柿
野
浦
黄
金
山　

渋
手
上
野　

二
見
か
ら
川

　
　

此
六
ヶ
所
砂
金
少
々
宛
有
之
金
山
之
も
の
試
候
由

「
金
山
之
内
古
稼
跡
」『
金
子
勘
三
郎
家
文
書
』

史
料
47
異
説　

年
代
不
詳　

西
三
川
砂
金
山
の
古
稼
跡

　
　
　
　

金
山
之
内
古
稼
跡

一　

立
残
山　

是
ハ
天
明
五
巳
年
二
月
迄
稼
有
之
伹
中
立
と

も
云

一　

影
平
山　

是
ハ
杉
平
領
分
ニ
候
得
共
他
村
之
者
相
稼
候

ニ
付
名
目
附
相
稼
候
よ
し

一　

五
挺
樋　

是
ハ
札
穿
之
者
折
々
流
し
致
し
申
候

下
黒
山
村

一　

割
留
沢　

是
は
野
田
沢
と
も
云
以
前
川
茂
村
弥
三
右
衛

門
と
申
者
相
稼
候
よ
し

同一　

屋
敷
澤　

是
は
砂
色
よ
し
と
申
伝

西
三
川
之
内

一　

諏
訪
坂　

是
は
相
稼
候
年
暦
等
相
知
れ
不
申
、
田
地
用

水
に
而
相
稼
候
体
に
相
見
へ
申
候
西
三
川
源

六
と
申
者
屋
敷
也

同

一　

高
仙
平　

是
は
右
同
断
海
老
ヶ
沢
の
用
水
路
御
座
候

小
比
叡
地

一　

笹
淵
山　

是
は
上
通
り
に
金
砂
有
之
候
に
付
流
切
地
盤

出
て
稼
場
所
無
之
体
用
水
は
金
山
川
筋
之
水

掛
る

小
立
村

一　

水
上
山　

是
は
両
山
共
同
場
所
に
て
上
通
り
金
砂
有
之

一　

澤　

山　

取
切
候
よ
し
以
前
は
大
盛
り
有
之
よ
し

西
三
川
村

一　

牛
場
山　

是
は
年
暦
等
相
知
れ
不
申
至
而
往
古
相
稼
候

体
に
御
座
候
海
老
ヶ
沢
の
用
水
路
跡
有
之

倉
谷
村
地

一　

大
が
け
山　

是
は
以
前
よ
り
申
伝
有
之
天
明
五
巳
年
敷

穿
三
間
い
た
し
御
様
流
し
有
之
候
処
、
漸

砂
金
五
分
な
ら
で
揚
り
不
申
候
、
其
後
か

な
こ
共
打
稼
候
へ
共
一
向
仁
当
に
合
不
申

相
止

大
須
村
地

一　

五
社
屋
山　

是
は
高
菅
芳
ヶ
沢
之
水
に
而
相
稼
、
以
前

は
盛
得
候
よ
し
申
伝
候

椿
尾
村
地

一　

鴨
ヶ
沢　

是
は
西
三
川
高
崎
村
之
者
相
稼
候
よ
し
、
砂

金
揚
り
高
不
相
知

小
泊
村
地

一　

長
や
ち　

是
は
砂
金
揚
り
高
宜
由
金
山
か
な
こ
申
伝
、

当
時
甚
之
亟
屋
敷
主
次
衛
と
申
者
相
稼
候
由

此
長
谷
地
天
明
六
午
年
九
月
十
三
日
蔵
田
友
太
夫

出
役
之
節
罷
越
試
穿
致
候
処
砂
金
無
之

「
金
山
之
内
古
稼
跡
」『
西
三
川
村
誌
』

史
料
48　

明
和
三
（
一
七
六
六
）
年　

当
時
の
稼
所
・
堤
・
江
道

　
　

当
時
相
用
候
稼
所
堤
并
江
道
間
数
之
事

中
柄
山

　

一　

峠
堤　

長
弐
拾
五
間　
　
　
　
　

但　

巾
四
間
半　

深
サ
壱
間
半

此
江
道
筋
真
野
村
之
内
字
経
塚
山
関
口
よ
り
峠
堤
ま
て

間
数
六
千
六
百
五
拾
五
間
有
之

同
所

　

一　

筑
後
堤　

長
弐
拾
六
間　
　
　
　

但　

巾
八
間
半　

深
壱
丈
弐
尺

此
江
道
筋
瀧
平
村
之
内
字
上
黒
山
軽
井
川
関
口
よ
り
筑

後
堤
迄
間
数
千
七
百
九
拾
七
間
有
之
内
下
黒
山
村
御
林

下
ニ
山
切
貫
候
而
水
貫
廊
下
四
拾
五
間
之
所
水
相
掛
候

尤
稼
所
之
内
ニ
水
吐
無
之
笹
川
十
五
番
川
ヘ
水
為
吐
候

ニ
付
山
切
貫
廊
下
四
拾
五
間
之
間
水
通
シ
申
候

虎
丸
山
之
内

　

一　

中
平
山
堤　

長
七
間　
　
　
　
　

但　

巾
六
間

深
七
尺

此
堤
一
体
水
上
無
御
座
三
拾
間
斗
頭
ニ
筑
後
堤
有
之
候

ニ
付
洩
水
を
請
込
申
候

　

一　

同
堤　

長
拾
五
間　

但　

巾
六
間

深
七
尺

此
ハ
十
五
番
川
よ
り
分
水
仕
候
江
道
長
百
三
拾
五
間
有

之

　

一　

立
残
山
堤　

長
拾
五
間　
　
　
　

但　

巾
三
間

深
六
尺

此
江
道
筋
青
池
関
口
よ
り
立
残
堤
迄
間
数
五
百
弐
拾
五

間
有
之
内
四
拾
五
間
ハ
山
切
貫
水
通
し
申
候

　

一　

成
由
山
堤　

長
拾
五
間　
　
　
　

但　

巾
五
間
半

深
五
尺　

此
江
道
筋
渋
手
村
之
内
字
鷹
葛
沢
関
口
よ
り
成
由
山
堤

迄
間
数
千
弐
百
間

　

一　

鵜
峠
山
堤　

長
拾
間　
　
　
　
　

但　

巾
三
間

深
五
尺

此
江
道
筋
軽
井
川
之
下
大
ぬ
た
三
ツ
合
関
口
よ
り
堤
迄

千
三
百
七
間

　

一　

杉
平
山

是
ハ
当
時
金
砂
薄
く
仕
当
ニ
相
成
不
申
候
ニ
付
平
川
流

仕
候

　

一　

沢
山
堤　

長
五
間

此
江
道
筋
小
立
村
之
内
字
泥
ノ
木
沢
関
口
よ
り
沢
山
堤

迄
間
数
弐
百
三
拾
間

　

一　

十
五
番
川
并
茶
屋
川

是
ハ
全
体
平
川
流
稼
所
ニ
御
座
候

　

一　

水
戸
尻
川
并
大
須
河

是
ハ
全
体
平
川
流
場
所
ニ
御
座
候
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仰
付
候

一　

十
月
下
川
茂
村
七
兵
衛
同
甚
十
郎
西
三
川
五
社
屋
山
并
大
須

川
流
右
同
断
拾
八
貫
目
拝
借
の
願
被
仰
付

一　

十
月
瀧
平
村
三
郎
兵
衛
後
山
村
惣
兵
衛
西
三
川
杉
平
山
流
右

同
断
印
銀
八
貫
目
拝
借
の
願
被
仰
付

一　

十
月
大
須
村
長
左
衛
門
羽
田
町
茂
七
郎
田
切
須
村
両
開
砂
金

流
右
同
断
印
銀
七
貫
目
拝
借
の
願
被
仰
付

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
40　

寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
六
月　

西
三
川
砂
金
山
の

杉
平
山
が
痛
ん
だ
た
め
割
留
沢
屋
敷
沢
を
附
山
と
す
る

一　

同
（
六
）
月
瀧
平
村
三
郎
兵
衛
願
ヒ
去
年
中
よ
り
請
負
罷
在

候
西
三
川
金
山
杉
平
山
痛
ミ
所
等
有
之
砂
金
揚
リ
兼
候
間
割
留

沢
屋
敷
沢
附
山
ニ
被
仰
付
可
被
下
旨
訴
之
願
の
通
リ
被
仰
付
候

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
41　

寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
五
月　

鈴
木
奉
行
が
西
三

川
砂
金
山
を
見
分
す
る

一　

九
十
郎
殿
五
月
十
八
日
西
三
川
へ
御
出
御
供
井
田
左
仲
磯
野

丹
下
御
目
付
役
蒲
原
丈
右
衛
門
一
夜
御
止
宿
翌
十
九
日
沢
根
よ

り
船
二
而
御
帰
府

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
42　

宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
八
月　

西
三
川
砂
金
山
は

藤
沼
代
官
の
支
配
と
な
る

●
酉
八
月
、
西
三
川
金
山
役
人
御
広
間
江
被
召
、
向
後
金
山
御
代

官
所
御
支
配
罷
成
候
二
付
、
江
戸
ゟ
之
御
書
付
左
二
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
山
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭
谷
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
名
善
九
郎

此
度
砂
金
山
御
代
官
藤
沼
源
左
衛
門
支
配
所
ニ
被
成
、
其
方
共

源
左
衛
門
支
配
二
被
仰
付
候
、
右
堀
相
模
守
殿
被
仰
渡

『
佐
渡
国
略
記
』上（『
佐
渡
年
代
記
』上
）

史
料
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宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年　

笹
川
十
八
枚
村
の
様
子

一
、
笹
川
村
は
文
禄
年
中
以
来
砂
金
山
の
場
所
に
て
人
柄
も
金
銀

山
風
に
惰
弱
成
筈
に
御
座
候
処
、
在
中
故
欤
左
程
に
も
無
之
其
上

此
所
当
時
は
孫
右
衛
門
と
申
者
稼
人
の
頭
に
立
罷
在
律
儀
強
気
の

体
に
相
見
へ
候
間
末
々
の
者
も
其
風
に
連
れ
候
哉
、
且
又
此
所
を

笹
川
十
八
枚
村
と
申
儀
に
付
愚
案
の
演
説
申
上
候
。
往
古
砂
金
を

何
枚
と
申
候
譚
の
事
享
保
八
卯
年
五
月
小
浜
志
摩
守
殿
御
在
勤
の

節
御
役
所
御
土
蔵
書
物
調
被
仰
付
、
慶
長
十
九
寅
年
の
御
勘
定
帳

に
砂
金
五
拾
九
枚
八
両
弐
朱
と
有
之
事
実
如
何
の
旨
御
尋
に
付
、

其
節
の
広
間
役
打
寄
評
議
仕
候
処
不
相
分
、
御
勘
定
方
へ
相
尋
候

て
も
不
分
明
に
付
後
藤
の
者
え
相
尋
候
得
は
、
右
の
者
申
候
は
古

来
よ
り
後
藤
に
て
金
拾
両
を
一
枚
と
唱
来
候
、
然
ば
砂
金
も
拾
両

を
一
枚
と
可
申
哉
と
相
答
候
由
、
其
外
古
来
の
覚
書
に
武
州
判
の

事
大
判
一
枚
此
金
拾
両
後
同
一
枚
此
金
八
両
判
金
一
枚
此
金
七
両

弐
分
と
有
之
を
以
て
考
候
得
は
、
右
砂
金
五
拾
九
枚
八
両
弐
朱
と

有
之
候
は
大
判
一
枚
此
金
拾
両
の
節
の
砂
金
積
り
と
相
見
え
申
候
。

然
ば
笹
川
十
八
枚
村
と
名
付
候
は
往
古
一
ケ
年
或

ハ
一
ケ
月

金
百
八
拾
両
の
請
負

等
に
て
砂
金
山
相
稼
候
場
所
に
て
は
無
之
候
哉
と
奉
存
候
。
且
又

金
山
蓬
艾
は
金
気
有
之
候
故
欤
灸
治
に
用
ひ
宜
敷
候
よ
し
申
伝
候
。

火
打
角
石
は
近
年
宜
き
立
合
出
不
申
候
由
承
候
。
紫
石
は
相
川
銀

山
よ
り
出
候
石
よ
り
は
堅
く
候
て
細
工
に
致
宜
敷
御
座
候
。

　
　
　
　

追　

加
（
天
保
十
一
［
一
八
四
〇
］
年
）

当
村
の
砂
金
山
追
年
割
流
し
近
年
稼
候
山
は
砂
金
少
く
渡
世

に
成
不
申
候
故
、
地
払
米
等
の
御
手
当
に
て
稼
取
続
纔
宛
な

か
ら
砂
金
の
出
方
は
有
之
儀
に
御
座
候
。

『
佐
渡
四
民
風
俗
』

史
料
44　

宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
九
月　

石
谷
奉
行
が
西
三

川
砂
金
山
を
見
分
し
、
堤
の
拡
張
な
ど
が
行
わ
れ
る

一　

九
月
中
石
谷
備
後
守
西
三
川
砂
金
山
へ
見
廻
り
水
掛
り
江
道

の
内
出
水
の
た
め
に
潰
込
弐
ケ
所
水
溜
堤
広
け
浚
へ
等
為
取
計
水

掛
り
も
宜
敷
取
明
ケ
後
は
砂
金
揚
り
方
去
々
年
以
来
よ
り
も
多
く

相
成
る

　
『
佐
渡
年
代
記
』上

史
料
45　

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
三
月　

天
野
奉
行
が
西
三

川
砂
金
山
を
見
廻
る

一　

三
月
廿
三
日
天
野
助
次
郎
羽
黒
山
へ
参
詣
し
西
三
川
金
山
見

廻
り
廿
五
日
相
川
え
帰
る

『
佐
渡
年
代
記
』上（『
佐
渡
国
略
記
』下
）

史
料
46　

明
和
三
（
一
七
六
六
）
年　

稼
所
の
一
カ
月
の
請
負

高
と
金
児
の
人
数

　
　
　
　
　

当
時
相
稼
候
山
所

壱
ケ
月
御
請
負
高　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
こ

一　

砂
金
七
拾
目　
　

中
柄
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
人

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

一　

同
三
拾
目　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
人

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

一　

同
拾
三
匁　
　
　

中
立
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
人

〃一　

同
五
匁　
　
　
（	

成
由
山
并

鵜
峠
山　
　
　
　
　
　

〃　

五
人

〃一　

同
七
匁　
　
　
（	

水
上
山
并

沢
山　
　
　
　
　
　
　

〃　

壱
人

〃一　

同
拾
弐
匁　
　
　

笹
渕
山　
　
　
　
　
　

〃　

三
人

〃一　

同
壱
匁
三
分　
　

杉
平
山　
　
　
　
　
　

〃　

壱
人

〃一　

同
四
匁　
　
　
（	

十
五
番
并
札
穿
之
者

茶
屋
川　
　
　
　
　
　

〃　

九
人

〃一　

同
五
匁　
　
　
（	

水
戸
尻
并
同
断

大
須
川　
　
　
　
　
　

〃　

七
人

此
二
口
毎
月
之
請
負
高
ニ
て
当
村
か
な
こ
無
之
金
山
役
ゟ
鑑
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〆

　

中
柄
山

一　

間
数
三
百
拾
八
間　

内	

七
拾
五
間
稼
所

　
　
　

是
者
中
柄
山
水
戸
尻
よ
り
稼
頭
迄

一　

同
百
五
間

　
　
　

是
者
中
柄
山
稼
頭
よ
り
筑
後
堤
下
迄

一　

筑
後
堤　

長
拾
五
間

幅

八

間　

深
サ
九
尺

一　

間
数
七
百
五
拾
間

　
　
　

是
者
筑
後
堤
よ
り
笹
川
坂
下
迄

一　

同
三
百
七
拾
三
間

　
　
　

是
者
笹
川
坂
下
よ
り
切
貫
口
迄

一　

同
四
拾
七
間

　
　
　

是
者
切
貫
之
内

一　

同
六
百
弐
拾
七
間

　
　
　

是
者
切
貫
口
よ
り
軽
井
川
関
口
迄

一　

同
三
拾
五
間

　
　
　

是
者
中
柄
山
稼
頭
よ
り
瀧
ノ
下
迄

一　

同
四
拾
五
間

　
　
　

是
者
瀧
頭
よ
り
峠
堤
下
迄

一　

峠
堤　

長
三
拾
間

幅

拾

間　

深
サ
壱
丈
壱
尺

一　

間
数
千
弐
百
弐
拾
九
間

　
　
　

是
者
峠
堤
よ
り
笹
川
坂
頭
迄

一　

同
千
百
拾
八
間

　
　
　

是
者
笹
川
坂
頭
よ
り
赤
泊
道
法
師
坂
下
迄

一　

同
七
百
七
拾
九
間　

内　

三
拾
壱
間
新
入
高
野
林
之
内
伏
樋

九
拾
間
字
早
稲
田
樋
所
有　
　
　

　
　
　

是
者
法
師
坂
よ
り
新
入
高
野
迄

一　

同
千
四
百
三
拾
壱
間　

内　

拾
弐
間
大
掛
樋

拾
五
間
つ
り　

　
　
　

是
者
新
入
高
野
よ
り
貝
ヶ
沢
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
三
間
字
赤
欠
掛
樋　
　

九
間
字
し
や
ち
内
ニ
掛
樋

一　

同
弐
千
九
拾
八
間　

内　

拾
壱
間
字
大
釣
樋　
　

弐
拾
壱
間
字
大
欠
掛
樋

三
間
字
馬
ノ
背
欠　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
八
間
字
豆
閉
掛
樋　
　
　
　
　
　

九
拾
間
経
塚
関
口
よ
り
白
欠
迄
伏
樋

　
　
　

是
者
貝
ヶ
沢
よ
り
真
野
経
塚
関
口
迄

一　

同
百
七
拾
壱
間

　
　
　

是
者
中
柄
山
よ
り
中
平
稼
所
水
戸
十
五
番
川
迄

一　

同
百
拾
五
間

　
　
　

是
者
十
五
番
川
通
り
間
数

右
之
通
御
座
候	

以
上

　

寛
保
元
年
酉
七
月
改

　
　

是
者
相
川
左
門
町
山
主
和
田
与
太
郎
方
ニ
有
之

　
　

万
延
元
申
年
閏
三
月
写
之
取

「
砂
金
山
御
稼
所
堤
江
道
間
数
覚
」『
金
子
勘
三
郎
家
文
書
』

史
料
35　

延
享
～
寛
延
年
間
（
一
七
四
四
～
五
一
）　

当
時
の
稼

所
・
水
路
・
堤

風
土
記
ニ
左
ノ
如
ク
記
シ
タ
リ
延
享
ヨ
リ
寛
延
頃
ノ
稼
所
ノ
模
様

ナ
ル
ヘ
シ
記
事
簡
単
ニ
シ
テ
要
領
ヲ
得
難
キ
モ
当
時
ノ
概
況
ヲ
想

像
シ
得
ヘ
カ
ラ
ン

山　

影
平　

虎
丸　

中
柄
山　

中
立　

五
社
屋

　
　

杉
平　

筑
後　

立
残

流　

大
川　

十
五
番　

茶
屋　

割
留　

五
挺
樋

　
　

水
戸　

両
開

堤　

青
池　

五
社　

峠　

筑
後　

杉
平　

影
平

　
　

虎
丸　

赤
池　

中
立「

地
方
鉱
山　

西
三
川
」『
佐
渡
国
誌
』　

所
収

史
料
36　

延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
八
月　

江
戸
か
ら
派
遣
さ

れ
た
役
人
三
人
が
西
三
川
砂
金
山
を
見
分
す
る

一　

金
銀
山
為
見
分
御
勘
定
広
木
三
郎
兵
衛
支
配
勘
定
勝
屋
次
兵

衛
御
徒
目
付
中
村
源
七
郎
勝
田
弥
三
郎
を
被
遣
七
月
四
日
佐
州
へ

渡
海
し
て
十
月
十
六
日
出
立
帰
府
す
と
云　

但
見
分
に
来
り
し
輩

越
後
寺
泊
よ
り
佐
州
赤
泊
湊
へ
渡
海
し
往
返
共
佐
州
の
御
船
に
て

渡
せ
し
也
相
川
羽
田
一
町
目
辺
に
旅
宿
し
て
御
役
所
へ
も
出
金
銀

山
へ
も
登
り
西
三
川
砂
金
山
を
も
見
分
し
又
郷
村
を
廻
り
て
田
畑

様
子
を
も
見
る

『
佐
渡
年
代
記
』上（『
佐
渡
国
略
記
』上
）

史
料
37　

延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
十
一
月　

西
三
川
砂
金
山

中
柄
山
古
水
戸
の
取
明
人
足
賃
を
貸
し
付
け
る

一　

十
一
月
西
三
川
金
山
中
柄
山
古
水
戸
の
内
取
明
人
足
賃
貸
渡

の
儀
相
願
候
ニ
付
被
仰
付
地
方
役
九
人
連
印
ニ
而
印
銀
弐
貫

八
百
弐
拾
七
匁
五
分
来
卯
年
よ
り
巳
年
迄
三
ケ
年
賦
ニ
可
致
返

納
定
の
貸
手
形
差
出
之

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
38　

延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
十
二
月　

西
三
川
の
砂
金
は

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
焼
金
で
は
な
く
砂
金
の
ま
ま
で
上
納
す
る

一　

西
三
川
砂
金
の
義
唯
今
迄
ハ
筋
金
同
様
焼
金
ニ
而
上
納
ニ
相

成
候
処
向
後
ハ
砂
金
の
儘
ニ
而
上
納
可
仕
旨
申
来
ル

　
　

但
去
年
中
相
納
リ
候
砂
金
ハ
先
達
而
小
判
ニ
相
成
候
間
今
年
ハ
正
月
分
よ
り
上
納

ニ
成　

但
明
年
秋
上
納
銀
ニ
而
止
此
末
ハ
致
小
判
上
納
ニ
相
成

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
39　

延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
七
月
～
十
月　

相
川
町
人

ら
に
よ
る
西
三
川
砂
金
山
の
採
掘
許
可
願
い

一　

七
月
大
間
町
仁
兵
衛
同
所
嘉
兵
衛
小
六
町
五
兵
衛
相
願
候
ハ

西
三
川
金
山
の
内
改

（
存
）

寄
の
場
所
有
之
候
間
流
シ
可
被
仰
付
右
為

御
普
請
入
用
印
銀
弐
拾
七
貫
目
御
貸
可
被
下
砂
金
取
揚
上
納
可

申
候
右
拝
借
銀
ハ
拾
ケ
年
ニ
返
納
可
仕
候
若
御
請
合
の
砂
金
揚

不
足
仕
候
ハ
ヾ
急
返
納
ニ
可
仕
定
メ
八
月
よ
り
砂
金
取
揚
ル　

御
吟
味
の
上
印
銀
弐
拾
七
貫
目
御
貸

一　

八
月
笹
川
村
半
兵
衛
覚
助
願
候
西
三
川
金
山
の
内
存
寄
の
場

所
有
之
間
印
銀
拾
五
貫
目
拝
借
被
仰
付
候
ハ
ヾ
砂
金
取
上
可
申

旨
尤
印
銀
拾
ケ
年
賦
ニ
被
仰
付
可
被
下
候
砂
金
御
請
負
高
揚
り

不
足
仕
候
ハ
ヾ
急
返
納
ニ
可
致
旨
御
吟
味
の
上
被
仰
付
候

一　

八
月
笹
川
村
忠
兵
衛
長
吉
右
同
断
印
銀
六
貫
目
拝
借
の
願
被

仰
付
候

一　

九
月
壱
町
目
彦
兵
衛
同
茂
左
衛
門
同
忠
右
衛
門
西
三
川
金
山

の
内
赤
池
よ
り
五
挺
樋
迄
右
同
断
印
銀
拾
五
貫
目
拝
借
の
願
被
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史
料
33　

享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
六
月　

普
請
に
よ
り
西

三
川
砂
金
山
の
取
揚
高
が
増
加
す
る

一　

六
月
中
金
銀
山
の
事
に
付
萩
原
源
左
衛
門
荻
原
源
八
郎
進
達

の
書
面
左
に
記
す

一
佐
州
西
三
川
金
銀
砂
金
掘
候
様
子
去
夏
源
左
衛
門
見
分
仕

候
処
切
崩
候
山
之
前
に
川
を
掘
り
中
に
ね
こ
た
を
敷
切
崩

ス
土
砂
を
川
上
よ
り
水
勢
強
く
し
て
流
し
候
得
は
土
砂
は

流
れ
砂
金
は
ね
こ
た
に
留
り
然
と
も
水
勢
強
き
故
細
成
砂

金
は
土
砂
に
交
り
川
下
へ
流
落
候
に
付
一
里
半
余
も
川
下

海
端
に
浜
流
シ
と
唱
へ
ね
こ
た
を
敷
流
れ
下
る
砂
金
を
取

揚
候
得
共
道
法
近
キ
川
内
に
而
取
揚
候
義
吟
味
の
上
去
丑

九
月
中
普
請
申
付
取
上
さ
せ
候
処
前
々
よ
り
取
揚
高
少
々

宛
相
増
申
候

　
（
後
略
）

『
佐
渡
年
代
記
』上

史
料
34　

寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年　

砂
金
山
稼
所
・
堤
・
江

道
の
記
録

砂
金
山
稼
所
堤
江
道
間
数
覚

　

水
戸
尻
川

一　

間
数
三
百
三
拾
五
間

　
　
　

是
者
茶
屋
川
尻
三
ツ
合
よ
り
五
挺
樋
迄

一　

同
五
百
六
拾
間

　
　
　

是
者
五
挺
樋
よ
り
水
戸
尻
川
稼
頭
迄

一　

同
八
拾
九
間

　
　
　

是
者
水
戸
尻
稼
頭
よ
り
赤
池
堤
下
迄

一　

赤
池
堤　

長
弐
拾
間

幅
拾
五
間　

深
サ
八
尺

　

〆　
一　

間
数
三
百
四
拾
五
間

是
者
赤
池
頭
よ
り
五
社
屋
稼
所
水
戸
尻
青
池
尻
三
ツ
合

迄
川
通
り

　

五
社
屋
山

一　

間
数
百
五
間

　
　
　

是
者
五
社
屋
水
戸
尻
よ
り
取
明
所
迄

一　

同
七
拾
五
間

　
　
　

是
者
五
社
屋
稼
所
之
間

一　

同
七
拾
三
間

　
　
　

是
者
五
社
屋
稼
頭
よ
り
堤
下
迄

一　

五
社
屋
堤　

長
拾
五
間

幅
八
間　
　

深
サ
五
尺

一　

間
数
百
八
拾
弐
間

　
　
　

是
者
五
社
屋
稼
頭
よ
り
奥
堤
江
下
迄

一　

奥
堤　

長
四
拾
間

幅
拾
弐
間　

深
サ
四
尺

一　

間
数
四
百
七
拾
三
間　

内	

五
間
之
所
釣
樋

弐
間
之
所
つ
り

弐
間
半
掛
樋　

　
　
　

是
者
奥
堤
江
下
よ
り
高
葛
沢
関
口
迄

　

〆

　

虎
丸
山

一　

間
数
八
拾
九
間

　
　
　

是
者
虎
丸
山
稼
所
水
戸
之
内

一　

同
六
拾
八
間

　
　
　

是
者
同
所
水
戸
頭
よ
り
堤
下
迄

一　

虎
丸
山
堤　

長
拾
弐
間

幅
六
間
半　

深
サ
九
尺

一　

間
数
百
九
拾
弐
間

　
　
　

是
者
堤
頭
よ
り
鵜
峠
山
古
堤
頭
迄

一　

鵜
峠
古
堤　

長
拾
壱
間

幅

六

間

一　

間
数
四
百
八
拾
八
間　

内	

三
間
之
掛
樋
有

　
　
　

是
者
鵜
峠
古
堤
よ
り
二
番
関
迄

一　

同
三
百
壱
間

　
　
　

是
者
二
番
関
よ
り
下
黒
山
尾
崎
迄

一　

同
七
百
六
拾
四
間

　
　
　

是
者
尾
崎
よ
り
軽
井
川
之
下
大
の
た
沢
関
口
迄

一　

同
百
四
拾
六
間

　
　
　

是
者
虎
丸
山
上
稼
所
よ
り
上
堤
下
迄

一　

虎
丸
山
上
堤　

長

八

間

幅
弐
間
半　

深
サ
五
尺

一　

間
数
弐
百
七
拾
七
間

　
　
　

是
者
上
堤
頭
よ
り
切
貫
口
迄

一　

同
拾
八
間

　
　
　

是
者
切
貫
之
内
伏
樋
有

一　

同
千
百
七
拾
間

　
　
　

是
者
切
貫
頭
よ
り
海
老
根
坂
橋
迄

一　

同
五
百
六
拾
間

　
　
　

是
者
橋
渡
よ
り
海
老
根
沢
関
口
迄

　

〆

　

茶
屋
川

一　

間
数
九
百
三
拾
壱
間

　
　
　

是
者
茶
屋
川
尻
三
ツ
合
よ
り
十
五
番
川
三
ツ
合
迄

一　

同
拾
五
間

　
　
　

是
者
十
五
番
川
三
ツ
合
よ
り
虎
丸
山
水
戸
尻
迄

一　

同
弐
百
弐
拾
五
間

　
　
　

是
者
虎
丸
山
水
戸
尻
よ
り
杉
平
山
水
戸
尻
迄

　

〆

　

杉
平
山

一　

間
数
弐
百
六
拾
間　

内	

九
拾
弐
間
稼
所

　
　
　

是
者
杉
平
山
水
戸
尻
よ
り
堤
下
迄

一　

杉
平
堤　

長
八
間

幅
五
間　

深
サ
五
尺

一　

間
数
弐
百
八
拾
五
間

　
　
　

是
者
堤
頭
よ
り
中
津
川
迄

一　

同
五
百
弐
拾
五
間

　
　
　

是
者
中
津
川
よ
り
樫
沢
迄

一　

同
八
百
拾
間

　
　
　

是
者
樫
沢
よ
り
岩
塚
関
口
迄

　
　

〆

　

立
残
山

一　

間
数
弐
百
七
拾
間　

内	

四
拾
間
稼
所

　
　
　

是
者
立
残
水
戸
尻
よ
り
堤
下
迄

一　

立
残
堤　

長
拾
五
間

幅

八

間　

深
サ
七
尺

一　

間
数
弐
百
八
拾
七
間

　
　
　

是
者
立
残
堤
頭
よ
り
切
貫
口
迄

一　

同
四
拾
五
間

　
　
　

是
者
切
貫
之
内

一　

同
百
九
拾
三
間

　
　
　

是
者
切
貫
口
よ
り
青
池
尻
迄

　
　

〆
一　

青
池　

長
六
拾
間

幅
拾
八
間　

深
サ
不
知
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史
料
25　

延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年　

西
三
川
の
山
主
が
片
山

勘
兵
衛
か
ら
和
田
與
右
衛
門
に
代
わ
る

一　

西
三
川
の
山
主
片
山
勘
兵
衛
返
納
米
を
滞
し
に
依
り
て
和
田

與
右
衛
門
を
山
主
と
な
す

『
佐
渡
年
代
記
』上（『
佐
渡
国
略
記
』上
）

史
料
26　

延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年　

西
三
川
村
の
百
姓
が
山

師
よ
り
砂
金
江
道
を
買
い
取
り
新
田
開
発
を
行
う

一　

今
度
西
三
川
村
百
姓
衆
金
山
中
江
道
之
水
を
以
新
田
五
千
苅

之
御
忠
節
被
申
上
候
ニ
付
、
則
御
公
儀
様
よ
り
我
々
ニ
以
来
出

来
無
之
哉
と
被
仰
候
処
ニ
尤
是
ニ
て
ハ
構
無
之
候
得
共
、
於
以

後
金
山
出
来
候
ハ
ヽ
此
江
道
之
水
を
以
切
流
シ
可
申
候
、
然
共

此
度
笹
川
ゟ
右
之
沢
迄
、
高
サ
拾
四
間
長
サ
四
拾
間
之
わ
り
普

請
新
田
望
候
て
仕
候
ハ
ヽ
、
此
中
江
道
相
渡
し
可
申
と
候
へ
ハ
、

右
之
普
請
入
用
と
し
て
印
銀
壱
貫
目
新
田
中
間
ゟ
御
出
し
候

ヲ
、
慥
ニ
請
取
申
候
、
以
来
此
江
道
ニ
付
、
末
代
双
方
出
入
申

間
敷
候
、
為
其
為
替
証
文
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　

延
宝
六
年
午
七
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
三
川
金
山
左
之
沢
山
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
三
郎
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
惣
山
仕
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
使
作
右
衛
門

　
　

西
三
川
村
新
田
望
主

　
　
　
　
　
　

作
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

次
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　

作　

兵　

衛
殿

　
　
　
　
　
　

勘　
　
　

七
殿

　
　
　
　
　
　

佐
五
右
衛
門
殿

　
　

名
主

　
　
　
　
　
　

忠　

兵　

衛
殿

「
西
三
川　

高
柳
家
文
書
」

史
料
27　

延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
七
月　

曽
根
奉
行
が
西
三

川
金
山
用
水
路
を
見
分
す
る

一　

四
月
廿
五
日
曽
根
五
郎
兵
衛
小
木
湊
へ
着
岸
同
廿
七
日
相
川

御
役
所
へ
到
着
七
月
廿
一
日
相
川
発
駕
し
て
西
三
川
金
山
用
水
路

を
見
分
す
辻
八
郎
左
衛
門
長
井
四
郎
兵
衛
案
内
を
な
す
同
月
廿
九

日
小
木
湊
よ
り
出
帆

『
佐
渡
年
代
記
』上

史
料
28　

元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年　

萩
原
奉
行
の
命
に
よ
り

西
三
川
砂
金
山
が
再
び
御
直
山
と
な
る

一　

萩
原
彦
次
郎
相
川
御
役
所
に
着
の
上
四
月
十
八
日
山
奉
行
へ

金
銀
山
の
様
子
を
尋
（
中
略
）
是
に
よ
り
御
直
山
或
は
自
分
稼
の

銀
山
十
九
ケ
所
の
内
へ
（
中
略
）
右
十
九
ケ
所
の
銀
山
と
云
は
（
中

略
）
西
三
川
金
山
新
穂
瀧
澤
等
な
り

『
佐
渡
年
代
記
』上（『
佐
渡
国
略
記
』上
）

史
料
29　

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年　

山
主
和
田
氏
が
西
三
川

砂
金
山
の
大
半
を
自
分
稼
ぎ
と
し
て
い
る

●
申
十
二
月
、
和
田
高
運
江
戸
江
差
上
候
訴
訟
左
ニ
記

　
　

乍
恐
御
訴
訟
申
上
候

（
中
略
）
○
曽
根
五
郎
兵
衛
様
御
代
ニ
も
御
金
三
千
両
拝
借
仕
、
其

御
影
ヲ
以
大
鏈
切
出
シ
大
分
御
忠
節
申
上
候
、
其
上
於
割
間
歩
之

儀
右
申
上
候
通
併
其
時
分
西
三
川
金
山
之
儀
も
過
半
拙
者
ニ
被
仰

付
候
故
難
有
奉
存
、
自
分
入
用
を
以
大
分
之
普
請
仕
立
置
候
処
、

於
自
今
年
々
無
懈
怠
砂
金
上
可
申
候
御
事
（
中
略
）
右
之
趣
被
為

聞
召
上
、
御
慈
悲
を
以
金
子
壱
万
両
拝
借
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ

難
有
奉
存
候
、
以
上

　
　
　

元
禄
五
年
申
極
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
高
運

　
　

御
奉
行
様

『
佐
渡
国
略
記
』上

史
料
30　

正
徳
年
間
（
一
七
一
一
～
一
六
）　

砂
金
上
納
高

正
徳
年
間
ノ
記
録
ニ
左
ノ
如
ク
ア
リ

　

砂
金
八
十
目

　

一
印
銀
一
貫
五
百
二
十
二
匁
九
分　

中
柄
山

　
　
　

但
砂
金
十
匁
ニ
付
御
入
用
百
九
十
目
三
分
六
厘
小
入
用
共

　

砂
金
四
十
目

　

一
印
銀
七
百
八
十
三
匁
七
分
四
厘　

茶
屋
川

水
戸
尻

　
　
　

但
砂
金
十
匁
ニ
付
御
入
用
百
九
十
五
匁
九
分
三
厘

　

揚
リ
次
第

　

一
印
銀
七
百
五
十
目　

十
五
番
杉
平

　
　
　

但
砂
金
十
匁
ニ
付
御
入
用
百
八
十
七
匁
五
分

　

一
印
銀
六
百
三
十
三
匁
七
分
四
厘　

寅　

九　

五
社
屋　

　
　
　

但
砂
金
十
匁
ニ
付
御
入
用
二
百
十
一
匁
二
分

　

一
砂
金
百
両
ハ
小
判
八
十
両
替　

百
匁
ニ
付
二
匁
ツ
ヽ

　
　

入
用
ノ
外
出
目
御
勘
定
ニ
立
ツ
百
目
ニ
付
五
匁
ツ
ヽ

　
　

入
目
有
之　

六
匁
三
分
四
厘
ニ
テ
小
判
一
両
ノ
積
リ

「
地
方
鉱
山　

西
三
川
」『
佐
渡
国
誌
』所
収

史
料
31　

享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
七
月　

北
条
奉
行
が
西
三

川
砂
金
山
を
見
分
す
る

●
同
七
月
四
日
、
御
奉
行
新
左
衛
門
様
西
三
川
江
御
出
、
暮
ニ
御

帰
リ

『
佐
渡
国
略
記
』上（『
佐
渡
名
勝
志
』巻
六　

編
年
通
観
）

史
料
32　

享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
五
月　

西
三
川
砂
金
山
の

請
負
高
が
五
歩
増
し
と
な
る

一
、五
月
八
日
、
西
三
川
砂
金
一
割
増
之
義
、
去
々
子
年
被
仰
付
候

処
、
難
義
之
由
カ
ナ
コ
願
出
、
五
割
増
ニ
ナ
ル

『
佐
渡
名
勝
志
』巻
六　

編
年
通
観



126

関 ࿈ ࢿ ྉ

同
三
巳
年　

砂
金
四
十
四
枚
八
両
三
分
（
中
略
）

同
四
午
年
（
中
略
）
砂
金
二
貫
四
百
二
十
一
匁
九
分
五
厘
（
中
略
）

同
五
未
年
（
中
略
）
砂
金
一
貫
六
匁
八
分
（
中
略
）

元
和
六
申
年
（
中
略
）
砂
金
二
貫
百
三
十
目
六
分
（
中
略
）

同
七
酉
年
（
中
略
）
砂
金
四
貫
八
百
三
十
一
匁
二
分
（
中
略
）

同
八
戌
年
（
中
略
）
砂
金
四
貫
二
百
九
十
目
四
分
（
中
略
）

同
九
亥
年
（
中
略
）
砂
金
二
貫
九
百
十
五
匁
（
後
略
）

「
佐
渡
古
実
略
記
」六『
佐
渡
国
略
記
』上　

所
収

史
料
16　

寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年　

山
師
味
方
但
馬
が
西
三

川
砂
金
山
の
水
路
を
引
く

一　

山
主
味
方
但
馬
去
年
四
月
死
去
せ
し
に
（
中
略
）
但
味
方
但

馬
は
江
州
の
産
に
し
て
有
福
の
者
也
京
都
江
戸
の
内
所
々
に
屋
敷

を
構
へ
佐
州
に
至
り
て
も
在
々
に
お
い
て
田
圃
山
林
等
数
十
ケ
所

有
り
と
見
え
西
三
川
金
山
の
水
路
を
始
め
所
々
田
地
の
用
水
数
千

間
の
所
を
も
切
通
し
後
人
其
便
り
を
得
る
こ
と
多
く
あ
り
（
後
略
）

『
佐
渡
年
代
記
』上

史
料
17　

寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
～
承
応
二
（
一
六
五
三
）

年　

辻
藤
左
衛
門
が
砂
金
山
の
水
利
を
工
夫
す
る

（
前
略
）
爰
に
、
西
三
川
砂
金
山
支
配
の
内
、
辻
藤
左
衛
門
と
云

は
、
生
国
甲
州
の
産
に
て
、
累
代
武
勇
直
路
に
し
て
、
礼
儀
を
不

乱
、
功
業
は
限
な
し
。
播
州
巡
見
と
聞
て
路
次
の
嶮
難
、
広
狭
の

地
を
造
り
、
道
橋
危
き
を
補
理
し
、
播
州
を
待
請
、
金
銀
山
稼
の

次
第
を
逐
一
道
理
を
演
説
し
、
畢
竟
砂
金
稼
は
水
流
し
を
重
と
す

る
に
依
て
、
用
水
の
便
り
を
丈
夫
な
ら
ず
ば
出
来
兼
ぬ
べ
し
。
愚

意
を
め
ぐ
ら
す
に
、
峠
山
上
に
溜
水
堤
の
普
請
仕
旱
魃
の
中
に
も
、

用
水
手
支
無
之
様
に
仕
候
は
ば
、
砂
金
莫
大
の
上
納
、
可
然
哉
の

旨
を
会
釈
す
る
に
、
理
の
当
然
た
る
に
依
て
、
何
れ
と
も
思
慮
に

任
す
べ
き
旨
、
挙
用
せ
ら
る
。
依
之
、
堤
溜
水
の
普
請
等
、
人
夫

の
遣
方
廉
直
に
し
て
、
し
か
も
人
夫
に
憐
慇
多
き
藤
左
衛
門
、
当

時
の
智
者
仁
者
と
謂
つ
べ
し
。（
後
略
）

「
鼠
草
紙
」『
佐
渡
叢
書
』第
四
巻　

所
収

史
料
18　

寛
永
十
三
（
一
六
三
六
）
年　

砂
金
運
上
高

一　

御
運
上
金
銀
高
｛	

銀　

三
千
四
百
六
拾
貫
百
三
十
三
匁
七
分

砂
金　

五
百
七
拾
九
匁
弐
分　
　
　
　
　

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
19　

寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）
年　

砂
金
運
上
高

一　

御
運
上
金
銀
高
｛	

銀　

三
千
四
百
四
拾
六
貫
八
百
三
十
五
匁

砂
金　

六
百
七
拾
四
匁
壱
分　
　
　
　
　

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
20　

寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）
年　

砂
金
運
上
高

一　

御
運
上
金
銀
高
｛	

銀　

弐
千
四
百
壱
貫
百
七
拾
四
匁
壱
分

砂
金　

七
百
拾
四
匁　
　
　
　
　
　
　

一　

今
年
迄
ハ
御
買
上
砂
金
計
当
国
二
而
小
判
二
究
リ
御
運
上
砂

金
ハ
不
残
江
戸
へ
上
納
其
後
ハ
砂
金
両
様
共
当
国
二
而
小
判
二

究
ル
依
て
明
年
よ
り
砂
金
上
納
無
之

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
21　

慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年　

西
三
川
村
三
ヵ
寺
境
内

等
の
砂
金
採
掘
願
い

一　

小
比
叡
山
寺
領
之
内
西
三
川
村
ニ
寺
三
ケ
寺
百
姓
五
人
之
境

内
に
砂
金
有
之
ニ
付
堀

（
掘
）

申
度
由
西
三
川
か
な
こ
共
願
ニ
付
被
仰
付

右
三
ケ
寺
之
寺
并
百
姓
五
人
方
へ
田
も
植
付
申
間
敷
麦
も
早
ク
苅

取
候
様
ニ
か
な
こ
共
届
ケ
致
迷
惑
候
西
三
川
も
阿
弥
陀
白
山
佛
供

領
共
御
朱
印
ニ
有
之
根
元
西
三
川
之
儀
七
拾
年
以
前
村
々
領
主
有

之
節
其
領
主
よ
り
被
仰
付
被
為
堀
候
得
共
景
勝
御
入
国
以
後
河
村

彦
左
衛
門
殿
御
支
配
ニ
小
比
叡
山
先
規
之
儀
御
吟
味
ニ
而
先
年
之

通
リ
寺
領
ニ
被
仰
付
候
よ
り
以
来
代
々
御
代
官
中
御
替
リ
候
而
も

西
三
川
寺
領
ニ
而
砂
金
為
御
穿
被
成
候
事
無
之
候
拾
ケ
年
以
前
辰

年
よ
り
小
比
叡
山
無
住
之
内
砂
金
堀
候
得
共
拙
僧
住
職
被
仰
付
六

年
以
前
伊
丹
播
磨
守
様
御
名
代
菅
沼
與
右
衛
門
并
当
国
御
留
守
居

衆
中
へ
願
候
得
ば
御
吟
味
之
上
砂
金
堀
候
儀
無
用
ニ
被
仰
付
候
由

時
之
住
職
願
書
有
之

『
佐
渡
風
土
記
』（『
佐
渡
年
代
記
』上
・『
佐
渡
国
略
記
』上
）

史
料
22　

承
応
元
（
一
六
五
二
）
年　

山
主
片
山
勘
兵
衛
・
味

方
治
助
が
西
三
川
砂
金
山
を
自
分
稼
ぎ
と
す
る

一　

山
主
片
山
勘
兵
衛
味
方
治
助
願
に
依
て
西
三
川
砂
金
山
を
自

分
稼
と
す

『
佐
渡
年
代
記
』上（『
佐
渡
国
略
記
』上
）

史
料
23　

明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年　

西
三
川
村
小
布
施
神
社

境
内
が
砂
金
流
し
場
に
な
る

西
三
川
村

一
、
小
布
施
大
明
神　
　

社　

人　
　

式　

部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右　

京

（
中
略
）
明
暦
三
酉
年
地
所
砂
金
流
し
場
に
な
り
、（
後
略
）

「
佐
渡
国
寺
社
境
内
案
内
帳
」『
佐
渡
叢
書
』五　

所
収

史
料
二
四　

寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年　

諏
訪
神
社
境
内
が

砂
金
採
掘
場
と
な
っ
た
た
め
小
立
村
に
再
建
立

小
立
村

一
、
諏
訪
大
明
神　
　
　
　
　
　
　
　

社　

人　
　

仁　

兵　

衛

当
社
開
基
弘
治
元
卯
年
、
寛
文
十
一
亥
年
八
月
十
二
日
再
建
立
の

主
小
立
村
仁
右
衛
門
、
大
工
羽
茂
本
郷
三
五
郎
、
伝
吉
、
元
禄
五

申
年
再
造
営
の
時
往
古
の
棟
札
有
之
、
其
文
に
曰
、
一
以
前
弐

百
五
拾
苅
の
社
料
田
有
之
候
処
に
、
百
三
拾
八
年
以
前
に
松
浪
遊

仁
と
申
仁
砂
金
穿
出
し
、
右
田
潰
れ
候
故
公
方
様
へ
御
訴
訟
申
し

候
へ
ば
、
金
山
御
座
候
て
、
月
々
に
砂
金
弐
匁
四
分
宛
下
さ
る
。

社
地
三
畝
廿
歩
御
除
。「

佐
渡
国
寺
社
境
内
案
内
帳
」『
佐
渡
叢
書
』五　

所
収
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七　
　

助　

花
押

　
　

御
奉
行
様
参

「
相
川
郷
土
博
物
館
所
蔵
文
書
」『
佐
渡
相
川
の
歴
史
』史
料
集
三

佐
渡
金
山
史
料　

所
収　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
料
７　

慶
長
十
一
～
十
四
（
一
六
〇
六
～
〇
九
）
年　

西
三

川
砂
金
山
の
様
子

（
前
略
）
三
川
金
銀
山
只
今
ハ
水
こ
を
り
申
候
ひ
而
、
し
か
〴
〵
と

無
御
座
候
、（
後
略
）

　
　
（
前
略
）

一
、三
河
谷
も
ゆ
き
き
へ
申
候
て
、金
子
山
さ
か
り
可
申
と
奉
存
候
、

是
も
各
た（

談

　

　

合

）

ん
か
う
い
た
し
、
よ
き
所
御
座
候
ハ
バ
可
申
付
候
事

　
　
（
後
略
）

　
　

　
　
（
前
略
）

一
、
大
須
、
三
河
へ
も
山
城
殿
御
談
合
仕
山
見
廻
申
候
、
山
い
ろ

も
よ
く
御
座
候
、
花
見
沢
鏈
不
相
替
上
り
候
、
年
内
ゟ
只
今
迄

ハ
金
子
山
ハ
水
無
御
座
候
ゆ
へ
、
悪
敷
御
座
候
が
、
は
や
春
ニ

罷
成
候
間
、
金
子
山
能
御
座
可
有
と
奉
存
候
、
猶
参
候
て
無
油

断
様
ニ
可
申
付
候
事

　
　
（
後
略
）

「
川
上
家
文
書
」第
七
号『
佐
渡
相
川
の
歴
史
』資
料
集
三　

佐
渡
金
山　

所
収

史
料
８　

慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年　

新
関
を
設
け
て
運
上

高
を
上
げ
る

（
前
略
）
○
西
見

（
三
）

川
へ
両
人
御
越
候
而
関
場
見
分
被
成
新
関
被
仰
付

候
水
丈
夫
ニ
掛
リ
御
運
上
モ
上
リ
可
申
由
尤
ニ
候　

○
西
三
川
之

内
運
子
ト
申
間
歩
去
月
ヨ
リ
能
罷
成
一
ケ
月
ニ
砂
金
四
百
目
宛
山

使
（
師
）

共
請
合
可
申
由
是
又
尤
ニ
候
（
後
略
）

「
佐
渡
古
実
略
記
」『
佐
渡
国
略
記
』上　

所
収

※
注
、『
佐
渡
風
土
記
』
で
は
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
、『
佐
渡
年
代
記
』

で
は
元
和
二
年
の
出
来
事
と
し
て
い
る

史
料
９　

慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年　

砂
金
運
上
高

一　

今
年
貢
す
る
所
の
銀
千此

金

直

三

萬

八

拾

両

三

分

八
百
十
九
貫
四
百
四
拾
弐
匁
四
分

筋此

金

百

三

拾

八

両

壱

分

余

金
九
百
五
拾
三
匁
砂此

金

百

三

拾

七

両

弐

分

金
拾
三
枚
七
両
弐
分
小
判
千
九
百
壱
両
な

り
是
皆
々
山
出
の
金
銀
に
あ
ら
す
此
頃
は
諸
運
上
に
山
出
の
金
銀

を
加
へ
て
金
銀
山
を
始
諸
向
御
遣
方
と
な
し
残
る
金
銀
を
上
納
せ

し
と
見
ゆ
此
末
是
に
倣
へ　

但
砂
金
壱
枚
は
四
拾
八
匁
也
元
来
関

八
州
へ
通
用
せ
ら
る
へ
き
為
に
天
正
十
九
年
後
藤
徳
乗
門
人
庄
三

郎
光
次
に
命
し
黄
金
を
以
大
小
の
形
を
定
て
是
を
鋳
さ
せ
ら
る
大

判
金
目
四
十
八
匁
を
以
一
枚
と
す
是
は
室
町
将
軍
家
の
流
例
也
往

古
よ
り
小
判
と
云
は
灰
吹
の
砂
金
を
権
衡
に
掛
て
通
用
す
と
雖
急

務
を
な
さ
す
世
に
難
儀
す
る
趣
尊
慮
を
悩
ま
さ
れ
光
次
に
命
し
昔

よ
り
あ
り
し
金
銀
に
四
倍
増
の
積
り
四
匁
八
分
を
以
小
判
と
し
是

を
鋳
さ
せ
ら
れ
通
用
其
便
り
を
得
る
是
を
武
蔵
小
判
と
云
と
也
又

十
倍
増
し
て
壱
枚
と
な
る
壱
銭
判
は
慶
長
十
一
年
始
て
鋳
さ
せ
ら

る
其
金
目
方
壱
匁
弐
分
也

　
（
注
記
）
銀
は
此
頃
の
金
直
五
拾
五
両
を
以
て
金
壱
両
と
し
砂
金
は
四
匁

八
分
を
以
壱
両
と
す
筋
金
は
仮
に
百
目
金
拾
四
両
弐
分
を
用
末
皆
是
に
習

ふ

『
佐
渡
年
代
記
』上
巻

史
料
10　

慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
四
月　

砂
金
運
上
高

一　

今
年
四
月
四
日
間
宮
新
左
衛
門
直
元
田
辺
十
郎
左
衛
門
宗
政

参
府
貢
す
る
所
の
金
銀
左
の
如
し

銀
千此

金

千

弐

百

四

拾

九

両

壱

分

余

六
百
五
拾
九
貫
三
百
四
拾
七
匁
八
分
筋此

金

直

三

万

八

百

九

拾

金
八
貫
六
百
拾

五七
両
余匁
七
分
砂此

金

五

百

九

拾

八

両

弐

朱

金
五
拾
九
枚
八
両
二
分
小
判
千
百
弐
拾
五
両
也

『
佐
渡
年
代
記
』上
巻

史
料
11　

元
和
五
（
一
六
一
九
）
年　

西
三
川
砂
金
山
請
山
と

な
る

　

砂
金
西
三
川
受
山
之
事

一　

砂
金
拾
三
枚
七
両
弐
分　

壱
両
ニ
付
四
匁
五
分
壱
枚
ニ
付
四
十
五
匁　

此
筋
目
六
百
拾
七
匁
五
分

　
　
　

代
銀
四
貫
弐
百
三
拾
五
匁　

但
壱
匁
ニ
付
七
拾
両
替『

佐
渡
風
土
記
』

史
料
12　

元
和
七
（
一
六
二
一
）
年　

西
三
川
砂
金
山
請
負
額

一　

今
年
西
三
川
よ
り
出
る
所
の
砂
金
を
百
弐
十
枚
に
て
請
負
と

な
す

『
佐
渡
年
代
記
』上（「
佐
渡
古
実
略
記
」『
佐
渡
国
略
記
』上　

所
収
）

史
料
13　

元
和
八
（
一
六
二
二
）
年　

西
三
川
砂
金
山
請
負
額

　

戌
正
月
よ
り
同
十
月
迄

一　

砂
金
八
拾
七
枚
弐
拾
弐
匁
四
分　

大
津
屋　

佐
次
右
衛
門

渡

邊

忠

左

衛

門

　

戌
霜
月
よ
り
極
月
迄

一　

砂
金
拾
枚　

大
津
屋　

佐
次
右
衛
門

渡

邊

忠

左

衛

門

　
　
　
　

小
以
九
拾
七
枚
弐
拾
弐
匁
四
分　

受
人　
　
　
　
　

　

山
田
吉
左
衛
門

　

渡
邊
弥
右
衛
門　

越
中
清
兵
衛

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
14　

元
和
九
（
一
六
二
三
）
年　

西
三
川
砂
金
山
請
負
額

一　

西
三
川
金
山
請
山
砂
金
六
拾
五
枚
同
年
十
月
朔
日
よ
り
翌
子

年
九
月
迄
一
ヶ
年
分
片
山
勘
兵
衛
永
津
次
右
衛
門
ニ
被
仰
付
候

『
佐
渡
風
土
記
』

史
料
15　

慶
長
十
八
（
一
六
二
三
）
年
～
元
和
九
（
一
六
二
三
）

年　

砂
金
運
上
高

●
慶
長
十
八
丑
年
ヨ
リ
元
和
九
年
亥
年
迄
御
運
上
高
（
中
略
）

慶
長
十
八
丑
年
上
納
（
中
略
）
砂
金
十
三
枚
七
両
二
分
（
中
略
）

同
十
九
寅
年
（
中
略
）
砂
金
五
十
九
枚
八
両
弐
朱
（
中
略
）

元
和
元
卯
年
（
中
略
）
砂
金
八
十
五
枚
六
両
（
中
略
）

同
二
辰
年
（
中
略
）
砂
金
四
十
五
枚
五
両
三
匁
一
分
（
中
略
）
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史
料
１　

中
世
～
江
戸
前
期　

西
三
川
砂
金
山
に
関
す
る
こ
と

●
西
三
川
金
山
之
事

一
、
西
三
川
ニ
砂
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又
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光
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付
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付
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仏
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叡
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納
ノ
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村
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布
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神
社
領
地
田
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所
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暦
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砂
金
山
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成
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ヨ
リ
米
弐
斗

壱
升
壱
合
四
勺
宛
被
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諸
家
ノ
旧
記
ニ
此
所
砂
金
山
文
禄
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巳

年
ヨ
リ
稼
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由
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ハ
寛
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中
ヨ
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稼
初
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秀
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勝
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「
佐
渡
古
実
略
記
四
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国
略
記
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所
収

史
料
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寛
正
元
（
一
四
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〇
）
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西
三
川
砂
金
山
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ま
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西
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川
金
山
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中
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。
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。
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。

西
三
川
砂
金
山
ハ
寛
正
三
庚

申
【
干
支
か
ら
元
年
の
間
違
い
と
考
え
ら
れ
る
】

年
ニ
始
ル
。（
慶
長
元
ヨ
リ
七
十
六
年
前
ナ
リ
）
其
ノ
後
中
絶
。
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八
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史
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召
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よ
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右
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史
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召
出
候
役
人

上
杉
景
勝
家
臣　

天
正
十
六
子
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
宗
大
安
寺
旦
那　
　
　

岡
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西
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史
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又
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付
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史
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図 版 �

現在の農業用水路
↓

五社屋山への水路跡
↓

現在の農業用水路
↓

五社屋山への水路跡
↓

高菅沢関口（ݱখ布たΊ） 小布勢ため池堰堤から砂金用水路を望む

五社屋山

高菅沢関口〜五社屋山への水路跡 五社屋堤跡

五社屋山稼所の水路跡とガラ石 五社屋山の石組遺構

五社屋水戸尻の水路と配石遺構

高ੁ関ޒ～ޱ社山



図 版 �

成由山への水路跡確認地点
↓
成由山への水路跡確認地点
↓

水路起点
↓

水路起点
↓

成由山への水路跡確認地点と小布勢ため池取り付け道路 成由山への水路跡

炭焼き窯跡 成由山堤跡

成由山の石組遺構 成由山

青池推定地 立残山への水路確認地点

高ੁ関ޱ～成༝山ɺ੨～ཱ山



図 版 �

切貫入口
↓

水路跡
↓

切貫入口
↓

水路跡
↓

↓↓

↓↓

↓↓

青池〜切貫への水路 切貫入口

切貫入口付近遠景 切貫出口

井ノ上沢南斜面の水路跡 切貫〜立残堤への水路跡

立残堤への水路跡消失箇所 立残堤跡

੨～ཱ山



図 版 �

立残堤から立残山への水路跡断面（H14　発掘調査） 鍛冶小屋跡（H14　発掘調査）

立残山と直下の水路跡（H18　発掘調査） 立残山

五社屋水戸尻青池尻三ツ合川通り付近現況 赤池堤跡

水戸尻川流場付近 五挺樋付近

੨～ཱ山ɺޒ社水ށ৲੨৲三π߹川௨り～水ށ৲川



図 版 �

茶屋川尻三ツ合（西三川川ͱ川川の߹ྲྀ地） 古江水源の大立沢

古江起点（ࣼ面่མにΑりফࣦ） 古江起点付近

古江 a 地点トレンチ調査跡 古江中間地点（২林にΑΔফࣦՕ所）

古江消失箇所手前部分 古江消失箇所

ߐݹ川ɺ৲ށ੨৲三π߹川௨り～水৲ށ社水ޒ



図 版 �

新田江関口（ݱۀ༻水路औ水ޱ） 新田江（林ಓͱのަࠩ地）

新田江中間地点付近 新田江（چۀ༻水路స༻Օ所）

新田江（ݱۀ༻水路औ水ޱ） 新田江消失箇所手前（ݱۀ༻水路స༻Օ所）

新田江消失箇所 金掘山採掘跡（چ西三川খֶߍάϥϯド）

新ాߐ



図 版 �経௩関ޱ～தฑ山・ಕࡔ山

水路部分
↓

水路部分
↓

水路跡
↓
水路跡
↓

↓↓

真野経塚関口 関口付近石組遺構

経塚関口〜貝ヶ沢　水路跡 貝ヶ沢　水路確認箇所

貝ヶ沢〜新入高野　水路跡 貝ヶ沢〜新入高野　道路脇にわずかに残る水路跡

新入高野〜赤泊道法師坂下　水田による水路消失箇所 新入高野〜赤泊道法師坂下　水路跡



図 版 � 経௩関ޱ～தฑ山・ಕࡔ山

峠坂山露頭
↓

峠坂山露頭
↓

瀧頭跡
↓
瀧頭跡
↓

↓↓

峠坂山
↓

中柄山跡地
↓

峠坂山
↓

中柄山跡地
↓

赤泊道法師坂下（ݱ主ཁ地ํಓ྆・ਅ・ധઢͱのަࠩ地近） 笹川坂頭付近　水路跡

笹川坂頭〜峠堤　水路跡（ӈ）と現農業用水路（ࠨ） 笹川坂頭〜峠堤　水路消失箇所

笹川坂頭〜峠堤　農道脇にわずかに残る水路跡（金山ߐ発掘地"近） 峠堤推定地

峠坂山の露頭と峠堤下瀧頭推定地 峠坂山と中柄山跡地



図 版 �

↓↓

岩塚関口遠景 岩塚関口（ݱ川川第 3号砂μϜ）

岩塚関口〜樫沢　水路跡 中津川源流の沢（ֽ推ఆ地近）

樫沢〜字中津川　水路消失箇所 樫沢〜字中津川　上段水路

樫沢〜字中津川　下段水路起点 樫沢〜字中津川　下段水路

ਿ平山～ޱ௩関ؠ



図 版 �0

字中津川〜杉平山　上段水路跡 字中津川〜杉平山　下段南北水路跡分岐点

字中津川〜杉平山　下段南水路 字中津川〜杉平堤　下段北水路

杉平堤跡 杉平山

杉平山水戸尻 杉平山のガラ石

ਿ平山～ޱ௩関ؠ



図 版 ��

↓↓

軽井川関口 軽井川関口〜切貫口

軽井川関口〜切貫口　県道による水路消失箇所 切貫口（出口）

閉塞した切貫を迂回する水路跡 切貫口〜笹川坂下　道路脇にわずかに残る水路跡

切貫口〜笹川坂下　水路消失箇所 笹川坂下付近から切貫口方面を望む

ܰҪ川関ޱ～தฑ山



図 版 ��

↓↓

十五番川が水源と想定される水路跡

笹川坂下〜筑後堤　農業用水路に転用された水路跡

笹川坂下　水路跡と現農業用水路取水口

笹川坂下〜筑後堤　水路跡

笹川坂下〜筑後堤　水路消失箇所 峠坂山南部に残る水路跡

大のた沢遠景 大のた沢三ツ合関口

ܰҪ川関ޱ～தฑ山ɺେのた関ޱ～ӏಕ山



図 版 ��

↓↓

↓↓

大のた三ツ合関口〜尾崎　水路跡 大のた沢関口〜尾崎　茶屋川左岸河岸段丘斜面の休耕田

尾崎〜二番関　水路跡 二番関付近　水路跡

二番関〜鵜峠山堤　水路跡 鵜峠山堤

鵜峠山

େのた関ޱ～ӏಕ山

鵜峠山の石組遺構



図 版 ��

↓↓

落合関口〜虎丸山堤　斜面にわずかに残る水路跡

虎丸山下堤 虎丸山　東斜面

海老根沢 海老根沢関口〜切貫　杉植林箇所

海老根沢関口〜切貫　水路跡 崩落した切貫跡

མ߹関ؙދ～ޱ山ɺւࠜ関ؙދ～ޱ山

落合関口推定地



図 版 ��

切貫〜虎丸山上堤　水路跡 虎丸山上堤（ೆଆ）

虎丸山上堤（北ଆ） 虎丸山北東端斜面　水路消失箇所

虎丸山中腹の石組遺構 虎丸山石組遺構脇の溝状遺構（水路のམͱしޱか）

虎丸山麓の石組遺構 虎丸山

ւࠜ関ؙދ～ޱ山



図 版 �� 西三川川・川川ྲྀҬの採掘跡ɺ砂金山関࿈ࢪઃ

角力背採掘跡 中田採掘跡と医王寺

梅ノ木採掘跡 石原採掘跡

イラガ平採掘跡（ӈ）と下牛場採掘跡（ࠨ） 根笹採掘跡

大山祗神社 阿弥陀堂
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